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はじめに 
 本機添付のＣＤ内に、このマニュアルのテキスト版、ＰＤＦ版もご用意しておりますので、必要に応じてご利

用ください。 

 

１． ブレイルメモ（ＢＭ３２）の特長 

 ブレイルメモ（ＢＭ３２）は、点字ディスプレイ機能と電子手帳機能を統合した点字情報機器です。 

 点字ディスプレイ機能では、パソコン上の点字対応ソフトウェアとの組み合わせにより、 

点字入力／点字表示によるパソコンの操作環境を提供します。 

 また、電子手帳機能では、本機のみで、点字文書の読み書きや編集、校正から点字プリンタへの送信ま

でを行なうことができます。 

 アクセサリ機能として、時計・アラーム・カレンダー・電卓のほか、スケジュール帳機能や表の集計機能な

ども用意しています。 

 

（１）ハードウェアの特長 

 ＢＭ３２には、３２マスの点字表示部があります。 

 操作キーは、点字キー、矢印キー、編集キーなど計３０個あります。 

長い時間操作しても疲れない、静かでソフトなタッチのキーボードを採用いたしました。 

また、点字を左手で読む方にも右手で読む方にも使いやすいよう、操作を切り替えられるようになっていま

す。 

 内蔵メモリーは８メガバイトあり、その内６．５メガバイトを点字文書の記憶領域として使用できます。 

 この他、本体にＵＳＢドライブ（内蔵，外付）があり、ＵＳＢメモリーから直接点字ファイルを読み書きするこ

とができます。 

 通信ポートは、ＲＳ－２３２Ｃ，ＵＳＢ，ブルートゥース（無線通信）の３ポートあり、パソコンや他の 

ブレイルメモとの接続等にご使用頂けます。 

 （ただし、ＵＳＢ接続はWindows 98/MEではご使用頂けません）。 

 本機をパソコンとＵＳＢで接続している時は、「ＰＣドライブモード」コマンドを使用して内蔵ＵＳＢメモリーに

パソコン側から直接アクセスすることができます。 

 電源は、ＡＣアダプタと、バッテリーです。ＡＣアダプタを繋ぐと、直ちにバッテリーへの充電が始まります。 

 フル充電からの連続使用時間は、標準的な使用の場合、約１６時間です。 

 

（２）点字ディスプレイ機能 

 他のブレイルメモ・シリーズ機と互換性があり、これまでご使用のソフトウェアをそのままお使い頂けます。 

 もちろん、当社の点字ディスプレイ『ブレイルノート４６Ｃ／４６Ｄ』対応のソフトウェアもご利用頂けます。 

（ただし、プリンタ・ケーブルでの接続はできません）。 

 また、パワーブレイル４０互換機能も用意しています。当社の製品に未対応のソフトウェアをご使用の際に

お使いください。 

 

（３）電子手帳機能 

 電子手帳機能には、点字文書を読み書きするための「文書編集機能」と、時計・アラーム・カレンダー・ 

電卓・スケジュール帳・表の集計などの「アクセサリ」機能があります。 

 「文書編集機能」では、最大２５６個までの点字文書を記憶しておくことができます。 

入力した文書は、６．５メガバイトの内蔵メモリーに保存され、電源を入れれば前の状態からすぐに編集を

始めることができます。 

 また、ＵＳＢメモリーに簡単な操作で文書を出し入れできますので、たくさんの点字書が必要な学生の方

や読書好きの方にも快適にご使用頂けます。 



8 

 「アクセサリ」機能では、時計、アラーム、カウントダウン・タイマー、ストップウォッチ、カレンダー、電卓など、 

日常生活の中で便利に使える機能を多数用意しています。 

 また、スケジュール帳や表の集計機能など、身の回りの情報管理に役立つ機能も用意しています。 

 全体として、メニュー方式の採用や、充実したカスタマイズ機能など、初心者から上級者の方まで使い 

やすいように設計されています。 

 

（４）「保護形式文書」のサポート 

 「保護形式文書」は、暗号化技術を用いて情報の著作権を保護できる機能を付加した点字文書の形式で

す。 

 当社では、より多くの有用な点字情報がネットワークなどを介して流通するようになることを目指して、 

ＢＮ４６Ｘ（Ｖｅｒ１．１以降）およびその後継機でこの形式をサポートしています。 

 この機能について、詳細は、「2―5． 保護形式文書」の項を参照してください。 

 なお、「保護形式文書」は、パソコン上の点訳ソフトでは利用できませんので、予めご了承ください。 

 

２． 本マニュアルの構成 

 このマニュアルは、全７部の構成になっています。 

 

 第１部《入門編》 

ブレイルメモ（ＢＭ３２）の入門コースです。具体的な例を挙げながら基本的な操作方法を説明し、本機の

機能を紹介します。 

 なお、点字印刷したマニュアルは、この部のみをお付けしています。第２部以降は、本機の中に保存され

ているデータをお読みください。 

 本機の中に保存されているデータは、全７部を１つの文書にまとめてあります。 

 

 第２部《基本操作編１》 

メニュー操作や、文書の管理の方法を詳しく説明します。 

 

 第３部《基本操作編２》 

文書の編集方法や、電卓、時計、スケジュール帳、表の集計などのアクセサリ機能について解説します。 

 

 第４部《レイアウト・印刷編》 

文書の作成からレイアウト、印刷までの操作を詳しく説明します。 

 

 第５部《外部機器との接続編》 

文書の送受信や、ＵＳＢドライブのアクセス方法など、本機を他の機器と接続するための 

コマンドについて解説します。 

 

 第６部《カスタマイズ編》 

各種設定機能について詳しく説明します。 

 

 第７部《トラブル解決編》 

セルフ・テスト機能の使い方や本機がうまく動かないときの対処方法について、解説します。 

 また、プログラムのバージョンアップなどの際に使用するＢＩＯＳ（バイオス）機能についても説明します。 
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３． ご使用上の注意事項 

 

 本機を末永くご使用いただくために、以下のことに注意してください。 

 

① 直射日光のあたる場所、湿気の多い場所、極端な気温差のある場所や、ほこりの多い場所での 

   ご使用は避けてください。              

使用温度範囲は、５℃～３５℃です。 

② コーヒー、ジュースなどの飲み物や、花瓶の水などをこぼさないでください。 

③ 分解しないでください。分解されますと、性能を保証することができなくなります。 

④ 落としたり叩いたり、強い衝撃を与えないでください。 

⑤ ＡＣアダプタは、必ず本機付属のもの（「ＢＭ３２専用」と書いてあるもの）をご使用ください。他の 

ＡＣアダプタは、接続できても絶対に使用しないでください。 

他のＡＣアダプタを使用すると、異常発熱や故障の危険性があります。その場合、故障しても、 

保証はできません。 

⑥ 本機が汚れたときは、乾いた布で拭くか、中性洗剤の溶液に浸して硬く絞った布で拭いてください。 

シンナーやベンジン等は、使わないでください。 

⑦ ラジオや、テレビのすぐそばでは、使用しないでください。受信障害の原因になることがあります。 

⑧ もしも故障した場合は、お買い上げ店か、当社営業部までご連絡ください。 

ケージーエス株式会社  TEL: 0493-72-7311 

 

■ 記憶内容の保証について 

 本機のメモリー上に記憶された情報は、内蔵電池によって、電源オフ時にも保存されます。 

 しかし、長期間（内蔵電池がフル充電で１ヶ月間）本機をご使用にならないと、このバックアップ電池の 

容量が空になり、内部に記憶されている情報が失われることがあります。 

 このような場合に備えて、本機では、プログラムや、保存されたデータを、内蔵USBメモリーにバックアップ

しておき、必要なときに自動的に呼び出す機能を用意しています。 

内蔵USBメモリーは常に接続した状態でご使用ください。 

また、データ受信時等に電源をオフにされますと、データの一部を失う可能性があります。 

 このため、大切な情報は、本機のみで管理することは避けてください。 

 また、本機を修理する場合、故障箇所によって記憶内容を保証しかねる場合がありますので、予め 

ご了承ください。 

 

■ 「操作ロック」機能について 

 本機には、内部に保存している情報を誤って他の人に見られてしまうことのないよう、操作をロックし、 

パスワードで保護する機能があります。 

 この操作ロックは、パスワードを設定しなければ掛かることはありません。 

 しかし、何かパスワードを設定しておかないと、第三者に勝手にパスワードを設定され、操作ロックを 

掛けられてしまう危険性もあります。 

 この「入門編」で本機の操作を充分練習したら、操作ロックの必要がなくても、念のため、あなたの 

パスワードを設定しておくことをお勧めします。 

 パスワードの設定方法については、「5-13． パスワードの設定と操作ロック」を参照してください。 

 なお、「操作ロックの機能は使用しない」という方は、パスワードの設定の際、 

「操作ロックを有効にしますか？」と聞かれた所で「Ｎ」（Ｎｏ）を選択してください。 
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４． 各部の名称と操作キーの役割 

 まず初めに、本機の全体レイアウトと、操作キーの種類を説明します。 

 点字表示部が手前側にくるように置いてください。 

 

 

 本体左側面の手前に、ブザーの音量を調節するためのつまみがあります。音量は、奥に回すと大きく、 

手前に回すと小さくなります。 

 その奥に、キー配置の左右切り替え（スライドスイッチ）があります。 

このスイッチは点字をどちらの手で読まれる方にも本機をより自然に操作して頂くためのもので、手前側に

すると、左手操作、奥側にすると右手操作の状態になります。 

点字を主に左手または両手で読まれる方は、奥側（右手操作）の状態にしてご使用ください。 

また、点字を主に右手で読まれる方は手前側(左手操作)の状態にしてご使用ください。 

 

 

① 
② 

③ 
① USB コネクタ（外付け USB メモリー装着用） 
② USB コネクタ（通信用） 
③ RS－232C コネクタ 

① 

② 
大 

小 

① 音量調節つまみ

② キー配置の左右切り替え 
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 本体右側面の手前には、ＵＳＢコネクタ（外付ＵＳＢメモリー装着用）があります。 

 このコネクタは、パソコンのＵＳＢコネクタと同じ形ですが、ＵＳＢメモリー以外の機器は使用できませんの

で、接続しないでください。 

 その奥に、ＵＳＢコネクタ（通信用），ＲＳ－２３２Ｃコネクタの順に並んでいます。 

 

 

 

 本体の背面には、右側から、ＡＣアダプタの差し込み口，電源スイッチがあり、その左には内蔵ＵＳＢ 

メモリーのカバーがあります。 

 この中にもＵＳＢコネクタがあって、出荷時の状態でＵＳＢメモリーが接続されています。 

 このＵＳＢメモリーはプログラムやデータのバックアップに使用しますので、常に装着した状態にしておいて

ください。もちろん、フォルダを作り、ファイルの保存に使用して頂いて差し支えありません。 

 外付ＵＳＢメモリーは、本体から突出して破損しやすいので、データのコピーなどで使用する時だけ接続 

するようにしてください。 

 また、背面左側には、バッテリー・パックが差し込んであります。 

 

 

 

 

①

②

③

④

① AC アダプタ差し込み口 
② 電源スイッチ 
③ 内蔵 USB メモリーカバー 
④ バッテリー･パック 

内蔵USBメモリー 
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 前面と上面には、３２個のタッチカーソルキーと３０個のボタンがあります。 

 タッチカーソルキーは、点字表示部の各マスの向こう側にある縦長の突起です。 

そのマスにカーソルを移動させたり、範囲選択したりする時に使います。 

 ３０個のボタンは、次の４グループに分かれます。 

 

（１）点字入力キー…12個 

 点字入力キーは、上面の中央部、点字表示部の向こう側にあります。 

 点字の各点に対応した６個のボタン（６点キー）と、その手前に左右の親指ボタンがあります。 

 更に、６点キーの両側に、左右２個ずつの小指ボタンがあります。 

  

 

（２）編集ボタン…６個 

  小指ボタンの外側に左右３個ずつある小さめのボタンです。 

  左手操作の時は左側から、右手操作の時は右側から、それぞれ１番から６番までの番号をつけて 

呼びます 

前面ボタン 

タッチカーソルキー 

点字表示部 

方向ボタン 

編集ボタン 

方向ボタン 

編集ボタン 点字入力キー 

 前面ボタン１ F1 
 前面ボタン２ F2 

   前面ボタン３ F3 
  前面ボタン４ F4 

１の点   Ent（ｴﾝﾀｰ）キー 
２の点   Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 
３の点   右小指ボタン１ Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー 
４の点   右小指ボタン２ Alt（ｵﾙﾄ）キー 
５の点   左小指ボタン１ Sel（選択）キー 
６の点   左小指ボタン２ Win キー 

点字入力キー 

編集ボタン１ Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 
 編集ボタン２ Inf(情報)キー 
 編集ボタン３ Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 

編集ボタン４ BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 
編集ボタン５ Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー 
編集ボタン６ Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キー 

編集ボタン 

前面ボタン ※編集ボタンは、右手操作時の配置です。
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  つまり、左手操作でご使用頂く場合は本機の一番左側のボタンが編集ボタン1になります。 

  また、右手操作でご使用頂く場合は本機の一番右側のボタンが編集ボタン１になります。 

 

（３）方向ボタン…８個 

  編集キーの手前にあるボタンで、左側と右側にそれぞれ上下左右の４個のキーが並んでいます。 

  左手操作のときは、左側にある４個のボタンを矢印キーとして使います。 

  また、右手操作のときは右側にある個のボタンを矢印キーとして使います。 

 

（４）前面ボタン…４個 

  本体の前面にある、４個のボタンです。 

  左側の大きなボタンが前面ボタン１，右側の大きなボタンが前面ボタン４になります。 

  前面ボタンは、主に表示の送り／戻しなどに使用します。 

  また、前面ボタン４を押しながら電源スイッチをオフにすると、内部の文書情報をバックアップしないで 

終了します。（このボタンを押さずに電源スイッチをオフにした場合は、自動バックアップ機能により、 

今回編集した文章の情報が内部ドライブに自動的にバックアップされます。） 

 

 なお、操作キーの詳しい使い方については、「0-1．操作キーの名称と役割」で説明します。 

 

 

５． 電源・バッテリーについて 

 

■本機と AC アダプタは充電中に高温になります。 

長時間、直接触れていると低温やけどの原因になります。 

充電中は、本機を卓上に置き、本機底面と AC アダプタには触らないでください 

 

 バッテリーは簡単に交換できるよう本体着脱式になっていますが、通常は装着したままで使用します。 

 ショートなどのトラブルを避けるため、バッテリーを交換する時は、必ず電源スイッチをオフにして、 

ＡＣアダプタを外してください。 

 また、バッテリーはカチッという音がするまで差し込んでください。 

 フル充電からの連続使用時間は、標準的な使用の場合、約１６時間です。 

 本機に付属のＡＣアダプタが接続されている時には、電源スイッチのオン/オフにかかわらず、バッテリー

が充電されます。 

 バッテリーを空の状態からフル充電するために必要な時間は、およそ４時間です。 

 バッテリーに残量があっても、ＡＣアダプタが接続されればフル充電状態になるまで追加充電されます。 

 充電中は、故障による異常発熱などの危険に備えて、２重のチェックを行なっています。 

 周囲温度によって本体が多少熱くなることがありますが、正常に動作していれば問題ありません。 

 バッテリーの状態は、以下の方法でチェックすることができます。 

 

 （Ａ）電源スイッチがオフの状態でＡＣアダプタを接続すると、「充電モード...」という表示に続いて、充電の 

状態が表示されます。 

 （Ｂ）本機をご使用中の場合は、次のように操作してください。 

  ① 前面ボタンの右側３個を押して、手帳モードに入ります。 

  ② Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キーを押しながら、Inf（情報）キーを押します。 

 すると、点字表示部に次のメッセージのいずれかが表示されます。 
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（１）ＡＣアダプタを接続している時は 

  ａ. 「バッテリーの状態を調べています。」 

  ｂ．「充電中です。」 

  ｃ．「充電が完了しました。」 

  ｄ．「充電エラーです。」 

 

★「充電エラーです。」のメッセージは、通常、充電の操作を繰り返してバッテリーが充電可能温度を超えた

時などに表示されます。 

 充電の途中でこのメッセージが表示された場合、それ以上高温になる心配はありませんが、バッテリーに

悪影響がありますので、必ずＡＣアダプタを外して、充電作業を終了してください。 

 これらに該当しない場合は、故障の可能性がありますので、当社営業部まで御連絡ください。 

 

（２）ＡＣアダプタを接続していない時は 

  ａ．「十分に充電されています。」 

  ｂ．「バッテリーを使用しています。」 

  ｃ．「すぐに充電してください。」 

 

 バッテリーを使用していて残量が少なくなると警告音が１０秒間隔で鳴り始めます。このときは、できるだ

け早くＡＣアダプタを接続して、充電を行ってください。 

 なお、前述（Ｂ）の方法で充電状態を表示させ、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押せば、この警告音を１０分間ストップさ

せることができます。 

 

■ バッテリーの寿命は使用状態にもよりますが、およそ１年です。 

１年以上ご使用になったバッテリーは、交換して下さるようお願いします。 

  詳しくは、当社営業部までお問い合わせください。 

ケージーエス株式会社 TEL:0493-72-7311 
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第１部 《入門編》 

第0章 まず使ってみましょう 

 

 それでは、ＡＣアダプタを接続してください。 

 電源スイッチがオフになっている状態でＡＣアダプタを接続すると、現在の充電状態が表示されます 

（充電モード）。 

 しかし、この状態は充電状態をチェックするためのもので、本機のメインプログラムはまだ働いていません。

いつでもＡＣアダプタを外して頂いて大丈夫です。 

 次に、電源スイッチを押し込んでオンにしてください。 

 

0-１． 操作キーの名称と役割 

 

 まず、操作キーの名前と配置を確認します。 

 

１） キーヘルプ・モード 

 本機には、押されたキーの名称を点字で表示する機能「キーヘルプ・モード」があります。 

 「キーヘルプ・モード」に入るには、左右の小指ボタン４個を同時に押します。 

 同じ操作をもう一度すると、キーヘルプ・モードを終了し、元の状態に戻ります。 

 この章を読みながら、キーの名称を随時ご確認ください。 

 

２） キー配置の左右切り替え 

本体左側面、音量つまみの奥に、キー配置の左右切替えのスライドスイッチがあります。 

このスイッチは点字をどちらの手で読まれる方にも本機をより自然に操作して頂くためのもので、     

このスイッチにより方向ボタンと編集ボタンの動きが左右反転します。 

点字を主に左手または両手で読まれる方は、奥側（右手操作）の状態にしてご使用ください。 

また、点字を主に右手で読まれる方は手前側（左手操作）の状態にしてご使用ください。 

電源スイッチをオンにした時、右手操作の場合は２回、左手操作の場合は３回ブザー音が鳴ります。 

電源が入った状態でこのスイッチを切替えた場合も同様です。このブザー音の数は、「ひだり」，「みぎ」の

音の数と同じになっています 

 また、キーヘルプ・モードでも、右手操作／左手操作の状態を表示します。 

 

３） 点字入力キー（１2個） 

 点字入力キーは、上面の中央部、点字表示部の向こう側にあります。 

 点字の各点に対応した６個のボタン（６点キー）と、その手前に左右の親指ボタン（Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー， 

Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キー）があります。 

 更に、６点キーの両側に、左右２個ずつの小指ボタンがあります。 

 

 ６点キーは、出荷時の設定ではパーキンス式配列（左から３，２，１－４，５，６の点）になっています。 

 また親指ボタンは、左側がＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー、右側がSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーになっています。 

 小指ボタンは、Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー，Alt（ｵﾙﾄ）キー，Sel（選択）キー，Ｗｉｎキーとして、本編でご紹介する 

ショートカット操作などに使用します。 

   左小指ボタン１……Ctrl（ｺﾝﾄﾛｰﾙ）キー 

   左小指ボタン２……Alt（ｵﾙﾄ）キー 

   右小指ボタン１……Sel（選択）キー 

  右小指ボタン２……Ｗｉｎキー 
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４） 編集ボタン（６個） 

 小指ボタンの外側に左右３個ずつある小さめのボタンです。 

 左手操作のときは左側から、右手操作のときは右側から、それぞれ１番から６番までの番号をつけて呼び

ます。 

 

  編集ボタン１……Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キー 

  編集ボタン２……Inf（情報）キー 

編集ボタン３……Del（ﾃﾞﾘｰﾄ）キー 

編集ボタン４……BS（ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）キー 

編集ボタン５……Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キー 

  編集ボタン６……Chng（ﾁｪﾝｼﾞ）キー 

 

５） 方向ボタン（８個） 

 編集ボタンの手前にあるボタンで、左側と右側にそれぞれ上下左右の４個のキーが並んでいます。 

 左手操作のときは、左側にある４個のボタンを矢印キーとして使います。 

また、右手操作のときは、右側にある４個のボタンを矢印キーとして使います。 

矢印キーとして使わない側のボタンは、ディスプレイキーとして使います。 

ディスプレイキーは、主に本機をパソコンと接続し、点字ディスプレイとして使う時に使用します。 

 （ディスプレイキーについては、「０－６．1）ディスプレイ・モードと手帳モードの切り替え」を参照してくださ

い）。 

 

６） 前面ボタン（４個） 

 本体の前面にある、４個のボタンです。 

 左側の大きなボタンが前面ボタン１，右側の大きなボタンが前面ボタン４になります。 

 

 前面ボタンは、左側から順に、以下のキーとして使用します。 

  Ｆ１（表示の戻し） 

  Ｆ２ 

  Ｆ３ 

  Ｆ４（表示の送り） 

 

 表示の送りや戻しのキーを矢印キーと組み合わせると、範囲選択の操作になります。 

 また、前面ボタンを押しながら電源スイッチをオフにすると、次の機能を果たします。 

 

 前面ボタン１：オートパワーオフモードに入ります。オートパワーオフモードでは、何も操作せずに５分間 

経過すると自動的に電源がオフになります。 

 前面ボタン４：内部の文書情報をバックアップしないで終了します。 

 

７） ディスプレイ・モードと手帳モード 

 

 本機には、ディスプレイ・モードと手帳モードの二つのモードがあります。 

 ディスプレイ・モードは、本機をパソコンなど他の機器の操作に使用するモードです。 

 このモードでは、キー操作は全て相手側の機器に送信されます。 

 また、点字表示部には、相手側の機器から送られた点字情報が表示されます。 

 これに対して手帳モードは、点字文書の読み書きや、各種アクセサリ機能など、本機の機能を使うための

モードです。 

 これらの２つのモードを切り替えながら、平行して使うことができます。これは、書類や手帳を見ながら  
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パソコンを操作する環境に似ています。 

 

 ディスプレイ・モードに入るには、前面ボタン１・２・３を同時に押します。 

 また、手帳モードに入るには、前面ボタン２・３・４を同時に押します。 

 

 ディスプレイ・モードについて詳しくは、「0－６．ディスプレイ・モード」をご参照ください。 

 

0-２． 文書の読み書き 

 これ以降では、手帳モードでの各機能の使い方を説明します。 

 まず初めは、本機で文書を読み書きする方法です。 

 前面ボタン２・３・４を押して、手帳モードに入ってください。 

 

１） メインメニューについて 

 本機は、全ての機能をメインメニューから選択することができるので、特に難しいキー操作を覚える必要

はありません。 

 現在開かれている文書が無い場合は、電源スイッチを入れて手帳モードに入るとメインメニューを表示し

ます。 

 また、どのような状態からもEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)ｷｰを押すとメインメニューに戻ることができます。 

 メインメニューでは、以下のような操作が可能です。 

 

操作キー 主な働き 

表示の送りキー [Ｆ４] メニュー項目を順番に読み進みます。 

上／下矢印キー 前後の項目に移動します。 

右矢印キー １階層下のメニューに入ります。 

左矢印キー １階層上のメニューに戻ります。 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 、 

またはタッチカーソルキー 

現在表示している項目を選択します。 

Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キー メニュー選択を中止します。 

点字入力 コマンド名に、指定されたキーワードを

含むコマンドの一覧を表示します。 

 

 ただし、メニュー項目の先頭に『メメ』の表示されている項目は、無効な状態で選択できないことを意味して

います。 

 また、メニュー項目の最後に「ハイフン」（3・6の点）が表示されている項目は、その項目の下に 

サブメニューがあることを意味しています。 

 

 メニューについての詳しい説明は、『第２部《基本操作編１》』の「1-1．メニュー」を参照してください。 

 

２） マニュアルを読んでみましょう 

 それでは、文書を読んでみましょう。 

 ここでは、出荷時に本機に内蔵されているマニュアルを例にとって、文書を読む方法を説明します。 

 初めに、メインメニューの「１ 文書」 → 「１ 文書一覧」から、このマニュアルを呼び出してみましょう。 

 操作の手順は、以下のようになります。 

 

① メインメニューを開きます。既に文書を開いている場合は、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 
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② 下矢印キーを押して、「１ 文書」へ移動します。 

 

③ 右矢印キーを押して、サブメニューに入ります。 すると、このサブメニューの先頭項目である 

「１ 文書一覧」が表示されます。 

 

④ ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと本機に記憶されている文書の一覧表が表示されます。 

 

⑤ 上/下矢印キーを押して、この文書のタイトルである、「ブレイルメモ（ＢＭ３２）ユーザーズマニュアル」 

を表示させます。 

    本機の中に保存されているマニュアルは、全７部を１つの文書にまとめてあります。 

 

⑥ ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、この文書が開きます。 

    これで、目的の文書が表示されました。 

 

 もしもこのような表示にならない場合は、上記の操作をやり直して見てください。 

 マニュアルが開いたら、早速読んで見ましょう。 

 マニュアルを読むためのキー操作は、以下を参考にして下さい。 

 

操作キー 主な働き 

表示の送りキー[Ｆ４] 文書を後ろに移動しながら読み進めます。 

表示の戻しキー[Ｆ１] 文書の前方向に戻ります。 

上／下矢印キー 行単位で文書内を移動します。 

下矢印キーと右矢印キーの同時押し 次のページへ移動します。 

上矢印キーと左矢印キーの同時押し 前のページへ移動します。 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー、Alt（ｵﾙﾄ）キー 

と上矢印キーの同時押し

文書の先頭へ移動します。 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー、Alt(ｵﾙﾄ)キー 

と下矢印キーの同時押し

文書の末尾へ移動します。 

 他にもいろいろなキー操作がありますが、徐々に覚えて行きましょう。 

 まずは、これらの操作で実際にこのマニュアルを読んでみてください。 

 

３） 見出し行を読むには 

 長い文章には、章や節といった区切りがあり、その見出しを追うだけで、どのようなことが書いてあるかが

分かるようになっています。 

 このマニュアルのデータには、各節の先頭に「見出し行」のマークが付けてありますので、 

次のような操作で簡単に目的の節に移動することができます。 

 

操作キー 主な働き 

下・左・右矢印キーの同時押し 次の見出し行へ移動します。 

上・左・右矢印キーの同時押し 前の見出し行へ移動します。 

 

 見出し行についての詳しい説明は、『第2部《基本操作編２》』の「3-3．１）見出し行の利用」を参照してくだ

さい。 

 

４） キーワード検索をするには 

 本機には、多彩な機能があるため、マニュアルの内容も多くなっています。 
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 そこで、目的の項をより早く見つけられるようにするために、ここで「キーワード検索」の方法を練習して 

おきましょう。 

 

 ここでは、例として今開いている文書『ブレイルメモ（ＢＭ３２）ユーザーズマニュアル 第１部（入門編）』の

中から、「ブレイルメモ」というキーワードを検索してみます。 

 操作の手順は、以下のようになります。 

 

（１） ファンクションキーＦ２，Ｆ３を同時に押して、「新規検索」コマンドを実行します。 

（２） このコマンドを実行すると、まず、検索キーワードを指定する状態になります。 

ここで「検索」と表示されている後ろに「ブレイルメモ」と入力します。 

点字キーから、１文字ずつ入力してください。 

もしも書き間違えてしまった時は、BS（ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）キーを押して消します。 

入力できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して次に進みます。 

（３） 次に、検索キーワードを探す方向を、「前」、「後ろ」、「始めから」の中から選びます。 

     それぞれの頭文字「ま」、「う」、「は」のどれかを点字キーから入力してください。 

     「前」や「後ろ」は、点字表示部に今表示されている所を基点として、文書の前の方を検索するか、  

後ろの方を検索するかという意味です。 

     「始めから」は、今の表示位置と無関係に、この文書の中で一番最初にキーワードが使われている 

所に移動します。 

（４） キーワードが見つかると、検索作業を終了し、表示位置がその場所に移動します。 

    もし、選択した方向にキーワードが見つからなければ、次のようなメッセージが表示されます。 

    「キーワード「ブレイルメモ」が見つかりませんでした。」 

    この場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してメッセージをキャンセルしてください。 

 

 続けて同じキーワードを検索する場合は、次のように操作します。 

 

操作キー 働き 

ファンクションキーF3・F4 文章の後ろに向かって検索する。 

ファンクションキーF1・F2 文章の先頭に向かって検索する。 

 

 慣れるまでは、少し手順が多いですが、いろいろな言葉を検索してみてください。 

 

５） 文書を書いてみましょう 

 さて、文書を読む方法はおわかりになりましたでしょうか？ 

 それでは、いよいよ文書を書いてみることにしましょう。 

 ここでは、新規に文書を作成し、そこに何か簡単な文章を書いてみます。 

 

 操作の手順は、以下のようになります。 

 

（１）Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して、メインメニューを開きます。 

 

（２）下矢印キーで、「１ 文書」へ移動します。 

  

（３）右矢印キーを押して、そのサブメニューに入ります。 

すると、このサブメニューの先頭項目である「１ 文書一覧」が表示されます。 

  

（４）下矢印キーを押して、「２ 新規文書の作成」へ移動します。 
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（５）Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、このコマンドを実行します。 

 

（６）「新規文書の作成」コマンドを実行すると、まず、これから作る文書の名前を入力する状態に 

なります。 

   点字表示部に、「文書名」と表示されれば、OKです。 

   名前は、何でも良いのですが、ここでは「練習」と入力します。 

   点字キーから、１文字ずつ入力してください。 

   もしも書き間違えてしまった時は、BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キーを押して消します。 

 

（７）文書名が入力できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

   これで、「練習」という名前の新しい文書が作られ、その本文を編集する状態になりました。 

 

 一番左のマスの下の２点が点滅していますが、これがカーソルを示す表示です。 

 点字キーから文字を入力すると、カーソルの位置に挿入されます。 

 

 この状態で使えるキー操作は、以下のようになります。 

操作キー 主な働き 

 ６点キー 点字を入力します。 

 Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー マス空けを入力します。 

 Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 改行します。 

 BS（ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）キー カーソルの前１文字を削除します。 

 Del（ﾃﾞﾘｰﾄ）キー カーソル位置の文字を削除します。 

 

＊ Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キーとＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーの配置は、お好みによって、変更することができます。 

 

 なお、編集している状態で表示の戻しキー[Ｆ１]または表示の送りキー[Ｆ４]を押して表示を移動させると、

カーソルが表示されない状態（カーソル＝オフの状態）になります。 

 これは、不必要な点を消して、文書を読みやすくすると共に、読んでいるうちに誤って文書の内容を変更し

てしまうのを防ぐためです。 

 カーソルをオンにして編集作業を続けるには、タッチカーソルキーを押してください。 

 

 文書の書き心地はいかがでしょうか？ 

 パソコンと違い、毎回文書を保存する必要はありません。書いている途中でそのまま電源スイッチをオフ

にして頂いても大丈夫です。 

 それでは、次に進みましょう。 

 

６） 文書の削除 

 ここでは、本機に記憶されている文書を削除する方法について説明します。 

 例として、先ほど書いた「練習」と言う文書を削除してみましょう。 

 

 操作の手順は、以下のようになります。 

 

 （１）Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押して、メインメニューを開きます。 

 （２）下矢印キーで、「１ 文書」へ移動します。 

 （３）右矢印キーを押して、そのサブメニューに入ります。 
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すると、このサブメニューの先頭項目である「１ 文書一覧」が表示されます。 

 （４）ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、本機に記憶されている文書の一覧表が表示されます。 

 （５）上／下矢印キーを押して、先ほど作成した文書のタイトルである、「練習」を表示させます。 

 （６）ここで、Del（ﾃﾞﾘｰﾄ）キーを押してください。すると以下のようなメッセージが 

表示されます。 

「警告：この文書（練習）をゴミ箱に入れますか"はいＹ，いいえＮ，キャンセル"？」 

ここで、削除しようとしている文書が目的の文書「練習」であることを再度確認してください。 

 （７）この文書を削除してよければ、点字キーから、「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力します。 

これで文書の削除は終わりです。 

   もし、この文書を削除したくなければ、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

 この文書一覧には、文書の削除のほかにも、名前の変更や、文書設定の変更などの機能があります。 

詳しくは、『第２部 《基本操作編１》』の「２－２．２）文書一覧での操作」を参照してください。 

 

７） ゴミ箱 

 実は、削除した文書はすぐに消されるのではなく、いったん「ゴミ箱」に保存されます。 

 「ゴミ箱」には、最近削除した最大64件の文書が残されていて、そこに残っている間は、取り出して使うこと

ができます。 

 例として、先程削除した「練習」という文書をゴミ箱から取り出してみましょう。 

 操作の手順は、以下のようになります。 

 

 （１）Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押して、メインメニューを開きます。 

 （２）下矢印キーで、「１ 文書」へ移動します。 

 （３）右矢印キーを押して、そのサブメニューに入ります。 

  すると、このサブメニューの先頭項目である「１ 文書一覧」が表示されます。 

 （４）下矢印キーを押して、「９ ゴミ箱」へ移動します。 

 （５）ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、「ゴミ箱」の中に残されている文書の一覧表が表示されます。 

 （６）上下矢印キーを押して、先程削除した文書のタイトルである「練習」を表示させます。 

 （７）ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、この文書がゴミ箱から取り出され、「文書一覧」に戻ります。 

 

 「ゴミ箱」は、大切な文書を誤って消してしまわないようにするための機能で、一杯になると古いものから順

に自動的に削除されます。 

 ゴミ箱から文書を手動で削除するには、上記（７）の所でDel(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押します。 

 また、「ゴミ箱」に残されている全ての文書を削除する場合は、次のように操作します。 

 

 （１）Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して、メインメニューを開きます。 

 （２）下矢印キーで、「１ 文書」へ移動します。 

 （３）右矢印キーを押して、そのサブメニューに入ります。 

  すると、そのサブメニューの先頭項目である「１ 文書一覧」が表示されます。 

 （４）下矢印キーを押して、「１０ ゴミ箱を空にする」へ移動します。 

 （５）ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、次のようなメッセージが表示されます。 

「警告：ゴミ箱を空にしますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

   ここで、点字キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力すると、ゴミ箱の中の全ての文書が削除されます。 

   もしゴミ箱を空にしたくなければ、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 
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０－３． カレンダーとスケージュール帳 

 

 本機には、通常の文書編集の機能以外に、時計、タイマーカレンダー、スケジュール帳、電卓などの機能

が用意されています。 

 ここでは、その中から「カレンダー」と「スケジュール帳」の使い方について説明します。 

 

１） カレンダーの使い方 

 まずは、カレンダーを表示させてみましょう。 

 操作の手順は、以下のようになります。 

 

 （１）メインメニューを開きます。 

 （２）下矢印キーを押して 「４ アクセサリ」へ移動します。 

 （３）右矢印キーを押してそのサブメニューに入ります。 

    すると、このサブメニューの先頭項目である 「１ 時計」 が表示されます。 

 （４）下矢印キーを押して、 「５ カレンダー」 へ移動します。 

 （５）ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すとカレンダーが表示され、今日の日付と曜日が表示されます。 

 

 この状態で以下のキー操作が可能です。 

 

操作キー 主な働き 

左／右矢印キー 日付を１日単位で移動します。 

上／下矢印キー 日付を１週間単位で移動します。 

Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 今日の日付に戻ります。 

Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー カレンダーを閉じます。 

 

 また、［２／２］や「１／１０／２９」のように日付を入力してＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、その日付に移動するこ

とができます。 

 

 これらの操作で、来月の１日が何曜日が確認してみてください。 

 さて、カレンダーの使い方はお分かりいただけましたでしょうか？ 

 

２） スケジュール帳の使い方 

 実は、前節で説明したカレンダーには、スケジュールを書き込んでおくことができます。 

 ここでは、その方法を説明します。 

 

（例題） 

  １週間後に重要な会議があるということにして、それを書き込んでみましょう。 

 

 （１）前節のようにカレンダーを開いて、今日の日付を表示させます。 

 （２）今回は来週のスケジュールを書き込みたいので、下矢印キーを押して来週の日付を表示します。 

 （３）ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーかタッチカーソルキーを押すと、スケジュール帳が開き、その日の予定を書き 

込める状態になります。 

短い時間「スケジュール帳」と表示され、その後次のような表示に変わります。 

 

「★（３，５の点２マス）（日付と曜日）」 
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この行の右側に予定を書き込みましょう。例えば、「重要会議」と書き込んでみてください。 

このとき、「★」と日付の部分は書き換えないように注意してください。 

この部分を書き換えてしますと、その日の登録として処理できなくなってしまいます。 

 

 （４）書き込みが終了したらEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。これで元のカレンダーの 

   表示に戻ります。 

 

３） カレンダーでスケジュールを確認する 

 さて、ここでカレンダーの表示をもう一度見てみましょう。 

 カレンダーを閉じてしまった方は、もう一度開いて、先ほどスケジュールを書き込んだ日付に移動してくだ

さい。 

 

 今度は、１マス目に [＊]（１，６の点）が表示されていると思います。これはスケジュールがある日の 

マークです。 

 このマークがあったら、日付の右側にその日に登録されているスケジュールが表示されます。 

 そのまま表示の送りキー[F4]を押して、確認してみてください。 

 

 このように、スケジュール帳機能は、カレンダーに書き込む感覚で使うことができます。 

 書き込まれたスケジュールは、月毎（または年毎）に『○○年■■月の予定』というような名前の一般の 

文書として保存されています。 

 ですから、不要になった登録は、文書を削除することで一括して消してしまうことができます。 

 

０－４． コマンドの検索 

 

 ここで、コマンドをより簡単に選択できる「コマンド検索機能」について見てみましょう。 

 コマンド検索機能は、コマンド名の一部を指定して、そのキーワードを含むコマンドの一覧表から目的の 

コマンドを選択できる機能です。 

 ここでは、例として、「時計」コマンドを実行してみましょう。 

 操作の手順は、以下のようになります。 

 

 （１）メインメニューを開きます。 

 （２）点字入力キーから、「時計」と入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 （３）すると、「時計」というキーワードを含むコマンドの一覧表が表示されます。 

   上下矢印キーで一覧表の中を移動してみると、このキーワードを含むコマンドは２個あることが分りま 

す。 

 （４）「１ 時計」と表示されている状態で、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 

 これで時計コマンドが実行できました。 

 現在の時刻が表示されているでしょうか？ 

 元の表示に戻るには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

０－５． ヘルプの使い方 

 ここでは、操作ヘルプについてご紹介します。 

 操作ヘルプというのは、今の状態で可能な操作を点字表示で確認できる機能です。 

 ほとんどの操作状態から、Inf（情報）キーを押すと、ヘルプ情報が表示されます。 

 左右矢印キーで、ヘルプ表示内の前後の見出しにスキップすることができます。 

 また、ヘルプの表示を終了するには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押します。 
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 例えば、文書編集状態でInf（情報）キーを押すと、以下のような操作情報が表示されます。 

 この中には、まだご紹介していない機能が多く含まれていますが、必要な機能から順にマスターしてくださ

い。 

 

（ヘルプ情報）編集操作 

＊基本操作： 

  マス空け＝ Spcキー 

  カーソルの上の文字を削除＝ Delキー 

  カーソルの前の文字を削除＝ BSキー 

改行＝ Ｅｎｔキー 

改ページ＝ Ctrl ＋ Ｅｎｔキー 

  自動送りのオン／オフ＝ F1 ＋ F4キー 

  自動送りの速度調節＝ F2←→F3 

編集情報の表示＝情報キー ＋ ESCキー 

   ４ レイアウトメニュー 

   ページ行の編集（ショートカット： Ctrl ＋ P） 

 

＊ブロック操作： 

 カーソルの右側を削除＝ Ctrl ＋ Delキー 

 カーソルの左側を削除＝ Ctrl ＋ BSキー 

 範囲選択＝ Sel ＋ 矢印キー、または Selキー ＋ タッチカーソルキー 

３ 編集操作メニュー 

   コピー（ショートカット： Ctrl ＋ C、または Ctrl ＋ Ins） 

 切り取り(ショートカット： Ctrl ＋ X、または Sel ＋ Del） 

 貼り付け（ショートカット： Ctrl ＋ V、、または Sel ＋ Ins） 

   削除(ショートカットなし) 

   ブロックの挿入（Ins） 

 

＊音声読み上げ機能（パソコン接続時）： 

    音声読み上げのオン／オフ＝ Win ＋ Bwキー 

    より早く読み上げ＝ Win ＋ Rsキー 

    より遅く読み上げ＝ Win ＋ Lsキー 

    表示内容の読み上げ＝ Win ＋ Fwキー 

 

＊キーワード検索： 

２－１ 検索メニュー 

   新規検索（ファンクション： F2 ＋ F3） 

 前を検索（ファンクション： F1 ＋ F2） 

 後ろを検索（ファンクション： F3 ＋ F4） 

 始めから検索（ファンクション： F1 ＋ F3） 

 全文書検索（ファンクション： F2 ＋ F4） 

 

＊文書設定： 

１ 文書メニュー 

文書設定の変更（Set） 

  文書ショートカットの設定（Sel ＋ Set） 

 文書名の変更（ショートカットなし） 
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＊見出し行機能： 

   ２－２ 移動メニュー 

   見出し行一覧(Sel ＋ OK) 

   ２－２－１２ 移動コマンド一覧メニュー 

    前の見出し行へ （左右上矢印キー） 

    次の見出し行へ （左右下矢印キー） 

   ４ レイアウトメニュー 

    見出し行のオン／オフ（ショートカット： Ctrl ＋ B） 

    行の設定（ショートカットなし） 

 

＊ブックマーク機能： 

   ２－２ 

    ブックマークのオン／オフ(ショートカット： Ctrl ＋ B) 

    ブックマーク一覧（ショートカット： Ctrl ＋ L） 

   ２－２－１２ 移動コマンド一覧メニュー 

    前のブックマークへ（Ctrl ＋ 左右上矢印キー） 

    次のブックマークへ（Ctrl ＋ 左右下矢印キー） 

 

＊その他の便利な機能： 

   ２－２ 移動メニュー 

    「参照」先へジャンプ(OK) 

    脚注とキーワード･センテンスの参照（ショートカット： Ctrl ＋ R） 

    ナンバリング行一覧（ショートカット： Ctrl ＋ N） 

    字下げ行一覧（ショートカットなし） 

    読書モード（Ctrl ＋ 左右矢印キー） 

   ２－２－１２ 移動コマンド一覧メニュー 

    前の行区切りへ（Ctrl ＋ 左上矢印キー） 

    次の行区切りへ（Ctrl ＋ 右下矢印キー） 

    前の段落へ（左上下矢印キー） 

    次の段落へ（右上下矢印キー） 

   ３ 編集操作メニュー 

    置き換え（Chng） 

   ４ レイアウトメニュー 

    ステータス表示のオン／オフ（ショートカット： Ctrl ＋ S） 

   「文書の先週」メニューを開く＝Sel ＋ Escキー 

 

このように操作の状態に応じたヘルプ情報を簡単な操作で確認することができますので、ご活用ください。 
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０－６． ディスプレイ･モード 

 入門編の最後に、本機を点字ディスプレイとして使用する方法について説明します。 

「すぐにこのような使い方はしない」という方は、ここを読み飛ばして「第１章」に進んでください。 

 

１） ディスプレイ･モードと手帳モードの切り替え 

 ディスプレイ･モードは、本機をパソコンなど他の機器の操作のために使うモードです。 

 このモードでは、キー操作は全て相手側の機器に送信されます。 

 ディスプレイ･モードに入るには、前面ボタン１・２・３を同時に押します。 

 

★ディスプレイ･モードを利用するためには、相手側の機器またはソフトウェアが、以下の点字ディスプレイ

のいずれかに対応している必要があります。 

 （１）ブレイルノート４６Ｃ／４６Ｄ 

 （２）ブレイルメモ･シリーズまたはブレイルノート（ＢＮ４６Ｘ）・・・ブレイル・ファミリー機器 

 （３）パワーブレイル４０（米国製） 

★ディスプレイモードでの操作方法は、ご使用いただくソフトウェアによって異なりますので、各ソフトウェア

のマニュアルをご参照ください。 

 スクリーンリーダーなどの点字ソフトウェアでは、矢印キーのほかに、点字ディスプレイのスクロールなど

のために、点字操作専用の方向キーが必要になる場合があります。 

 そこで、ブレイルメモ・シリーズでは、表示の送り／戻しのほかに、このような目的で使える方向キーとして

「ディスプレイキー」を用意しています。 

 ディスプレイキーは、次の記号で表す場合があります。 

 

  上向き 後方キー Bw（Backward） 

  下向き 前方キー FW（Forward） 

  左向き 左スクロールキー Sl（Scroll Left） 

  右向き 右スクロールキー Sr（Scroll Right） 

 

２） ディスプレイ・モードの設定メニュー 

 「ディスプレイ･モードの設定」メニューは、本機をディスプレイ･モードで使用する際必要になる設定を 

コンパクトにまとめた設定メニューです。 

 このメニューに入るには、前面ボタン１・２・３・４を同時に押します。 

 

 ディスプレイ･モードの設定メニューでは、次のような設定ができます。 

   (1行目)タイトル「ディスプレイモードの設定」 

   （2行目）ディスプレイポートの選択 

     RS   RS-232Cポート 

     BT   ブルートゥースポート 

     USB  USBポート 

 「ディスプレイポート」は、ディスプレイモードでの送受信、その他パソコンの機能を利用するコマンドで使用

されるポートです。 

 ディスプレイポートの初期値はRSポートですが、ブルートゥース（BT）ポートやUSBポートで他機器と接続 

された場合は、そのポートが自動的のディスプレイポートになります。(これらの場合、そのポートの前に

「ヤ」（３，４の点）が表示されます。) 

 ディスプレイポートに固定したい場合は、目的のポート上のタッチカーソルキーを押してください。 

そのポートに固定されているときは、「フ」（３，１，４，６の点）が表示されます。 

 ただし、ディスプレイポートとして使用中（実際に表示コマンドを受信した場合）は固定されていなくても 

自動的に他のポートに移動することはありません。この場合「ユ」（３，４，６の点）が表示されます。 
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＊BTポートやUSBポートを使用される場合は、始めに「８－２ 通信の準備」をお読みください。 

   （３行目）各ポートのステータス／操作 

   （RSポート選択時）通信条件 

   通信速度： 1200bps～230400bps 

   ハンドシェイク： なし、RTS／ＣＴＳ、XON／XOFF 

   （ＢＴポート選択時）接続／切断操作 

   待ち受け 

   接続→<接続先端末リスト> 

   <アクセス権＞ <操作> 切断 継続 

   （４行目）プロトコル 

   ブレイル･ファミリー・モード（＊１），ＢＮ４６Ｄ互換モード，ＰＢ４０互換モード 

   （５行目）表示 

   ６点／８点 

   カーソル： オン／オフ 

   （６行目）カーソル（＊２） 

   静止，遅い点滅，速い点滅 

   ７・８の点，７の点，８の点，１～８の点･･･ＢＮ４６Ｄ互換モードの時 

   (７行目)キー入力 

   リピート： なし，0.5秒～2秒 

   ブザー： オン／オフ･･･ＢＮ４６Ｄ互換モードのとき 

   「ＳＲ／ＳＬ」または「ＬＦ／ＢＫ」（＊４）･･･ＢＮ４６Ｄ互換モードのとき 

   レイアウト（＊４）： なし，基本レベル，標準レベル，完全･･･ブレイル･ファミリー・モードの時 

   （８行目）セルセーブ（＊３） 

   なし，１分～１時間 

 

 これらの設定を変更するには、上下矢印キーで変更したい行に移動し、変更したいところの 

タッチカーソルキーを押します。 

 設定が確認できたら、前面ボタン１・２・３を押して、ディスプレイ・モードに戻ります。 

 

 （＊１）ブレイル･ファミリー・ブレイルメモ・シリーズとブレイルノート(ＢＭ４６Ｘ)で採用している、当社の統一 

プロトコルをサポートするモードです。 

     このモードでは、点字ディスプレイとして使用しながら、その背後で文書の送受信などの処理を平行

して行うことができます。 

 

 （＊２）カーソルの設定はソフトウェアがブレイル・ファミリー・モードのカーソル表示機能でカーソルを表示

しているときのみ有効です 

 

（＊３）セルセーブ機能は、一定時間本機を操作しなかったとき、点字表示がオフになる状態です。 

 

（＊４）「ＳＲ／ＳＬ」または「ＬＦ／ＢＫ」･･･ＢＮ４６互換モードの時 

後述の「オフセット移動キー」で次の画面に進んだとき、送出するＢＮ４６Ｄのキー信号を選択します。 

 

（＊５）レイアウトは、点字ディスプレイ・モードで、本機から送信されるキー情報の変換レベルを選択します。 

「完全」を選択すると、キーレイアウトに関する全ての設定が有効になります。 

「標準レベル」を選択すると、片手入力はサポートしません。 

「基本レベル」では、点字キーの配置変更などが無視され、パーキンス式の配列になります。 

ただし、相手側のソフトウェアから特に指定された場合は、この設定は使用されません。 
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３） ディスプレイ・モード使用上の注意事項 

 本機をディスプレイ･モードで使用する際に、以下の点にご注意ください。 

 

 （１）相手側機器との接続 

 本機と相手側機器をRSポートで接続する際には、なるべく本機付属のケーブル（RS－232Cインターリンク

用クロス・ケーブル）をご使用ください。 

 また、相手側のコネクタの形状などの問題で別のケーブルをご使用になる場合は、そのケーブルが 

クロス・ケーブルであることをご確認ください。 

 なおケーブル内部の結線によって、データは送れても、ハンドシェイク機能が利用できない場合がありま

すので、ご注意ください。 

 ＵＳＢポートやＢＴ（ブルートゥース）ポートで接続する場合は、始めにパソコン側でドライバのインストール

などの準備が必要になります。 

本マニュアルの「８－２ 通信の準備」や添付ＣＤ内のドキュメントをご参照ください。 

 ケーブルを接続しているのと違うポートを選択していると、通信ができません。 

 特に、内蔵のモデムなどを選択されますと、何も操作しないのにソフトウェアがスクロールし続けるなどの

状態になることがあります。 

 

 （２）通信ポートの選択 

 本機をパソコンに接続して使用する場合、ご使用のソフトウェアで、接続ポートを正しく選択する必要が 

あります。 

 ケーブルを接続しているのと違うポートを選択していると、通信ができません。 

 特に内蔵のモデムなどを選択されますと、何も操作しないのにソフトウェアがスクロールし続けるなどの 

状態になることがあります。 

 

 （３）通信条件の確認 

 RSポートで接続する場合、通信速度とハンドシェイクは、相手側のソフトウェアまたは機器と設定が異なる

と正しく通信できません。必ず両者の設定を同じにしてください。 

 なお、ディスプレイ･モードでは、ＸＯＮ／ＸＯＦＦハンドシェイクは使用できませんので設定しないでください。 

 

 （４）プロトコルの判別 

 当社の点字ディスプレイ（ブレイルメモ・シリーズ，ブレイルノート（ＢＮ４６Ｘ），ブレイルノート４６Ｃ／４６Ｄ） 

に対応したソフトウェアを利用する場合、本機は、送られてきた点字表示信号の形式によってプロトコルを

自動的に判別しますので、通常この設定を意識する必要はありません。 

 ただし、プロトコルが異なる設定になっていると、最初の表示信号を受信する前に本機のキーを押した時

に、違う形式のキー情報が送信されますのでご注意ください。 

 パワーブレイルＰＢ４０互換モードを使用する場合は、プロトコルの自動判別はできませんので、予め設定

を変更しておいてください。 

 

 （５）オフセット移動キー 

 ブレイルノート４６Ｃ／４６ＤやパワーブレイルＰＢ４０の互換モードを使用する場合、表示内容を先頭の 

３２マスと残りの部分の２回に分けて表示します。 

 左／右小指ボタン１を押すと、この表示範囲を左に移動します。 

 また、左／右小指ボタン２を押すと、この表示範囲を右に移動します。 

 小指ボタン１と小指ボタン２を押すと、この表示範囲を右に移動します。 

 小指ボタン１と小指ボタン２を同時に押すと、今の状態に関わらず、０マス目からの表示に戻ります。 
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 （６）ブレイルノート４６Ｃ／４６Ｄ互換モードでのキー対応 

 ブレイルノート４６Ｃ／４６Ｄ互換モードでのキーの対応は以下の通りです。 

  

操作キー 対応キー 

上向き方向ボタン BKキー 

下向き方向ボタン LFキー 

左向き方向ボタン SLキー 

右向き方向ボタン SRキー 

前面ボタン１ F1キー 

前面ボタン２ F2キー 

前面ボタン３ F3キー 

前面ボタン４ F4キー 

 

 （７）パワーブレイル40互換モードでのキーの対応 

 パワーブレイル４０互換モードでのキーの対応は以下の通りです。 

 

操作キー 対応キー 

上向き方向ボタン Right Rocker Up 

下向き方向ボタン Right Rocker Down 

左向き方向ボタン Left Button 

右向き方向ボタン Right Button 

前面ボタン1 Left Rocker Up 

前面ボタン2 Left Rocker Down 

前面ボタン3 Concave 

前面ボタン４ Convex 
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第2部 《基本操作編１》 

第１章 ブレイルメモ（ＢＭ３２）の操作方法 

 

 この章では、本機を使う上で基本となる「メニュー」や「設定シート」、「ヘルプ機能」の使い方について説明

します。 

 また、次章以降で使用する「１行編集」状態での操作についても説明します。 

 

１－１． メニュー 

 

 本機の全ての機能は、「コマンド」という単位で整理されています。 

 コマンドは、メニューから選択するか、または特定のキー操作（ショートカットキー，矢印キーなど）をするこ

とで呼び出すことができます。 

 

１） メニューの種類と開き方 

 本機には、次の３種類のメニューがあります。 

 （Ａ）メインメニュー 

 （Ｂ）コンテキストメニュー 

 （Ｃ）お気に入りメニュー 

 これらのメニューの特長と開き方は以下の通りです。 

 

（Ａ）メインメニュー 

 本機の全ての機能を階層的にまとめたメニューです。 

 今開いている文書がない場合は、電源スイッチを入れ、手帳モードに入るとすぐにこのメニューが開きま

す。文書を開いている状態からは、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すとこのメニューに入ります。 

 

（Ｂ）コンテキストメニュー 

 「コンテキスト」は「文脈」という意味で、操作の流れに沿って、その場に必要な機能をコンパクトに表示す

るのがこのコンテキストメニューです。 

 したがって、このメニューの内容は、メニューを開いた時の操作状態により変わります。 

 ほとんどの状態から、Sel（選択）キーを押しながらEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押すと、このメニューに入ります。 

 

（Ｃ）お気に入りメニュー 

 このメニューの内容は、ユーザーの皆様が自由に追加・変更することができます。 

 自分が頻繁に使う機能を登録しておけば、その機能を簡単な操作で呼び出すことができます。 

 文書を開いている状態から、Sel(選択)キーを押しながらＩｎｆ(情報)キーを押すと、このメニューに入ります。 

 

２） メニュー選択状態での表示内容 

 

 メニューを開くと、次の内容が表示されます。 

「メニュー：〈このメニューの内容〉（キャンセル）」 

「 １ 〈１番目のメニュー項目〉」 

「 ２ 〈２番目のメニュー項目〉」 

        ．．． 

 

 一番上の行が、そのメニューのタイトル行です。 
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 〈このメニューの内容〉には、そのメニューにどのような種類の項目が含まれているかが表示されます。 

 また、第２階層以下のメニューでは、先頭の表示が「サブメニュー」に変わります。 

 ２行目以降には、１行につき１つのメニュー項目が表示されます。 

 番号に引き続き、メニュー項目の名前が表示され、サブメニューがある項目には最後に「ハイフン」（3・6の

点）が表示されます。 

 同じ機能が、ショートカットキーや矢印キーに割り当てられている場合は、その情報も表示されます。 

 なお、そのメニューが今選択できない状態の時は、先頭に「メメ」と表示されます。 

 また、そのメニュー項目が既に選ばれている状態の時は、先頭に「／」（3・4の点）が表示されます。 

 

３） メニュー選択状態での操作 

 

 メニューを開いている状態では、以下の操作が可能です。 

操作キー 主な働き 

Ｆ４（送り） メニュー項目を順番に読み進みます。 

Ｆ１（戻し） １画面左または前のメニュー項目を表示します。 

上／下矢印キー 前後のメニュー項目へ移動します。 

右矢印キー サブメニュー（１階層下のメニュー）に入ります。 

左矢印キー 親メニュー（１階層上のメニュー）に戻ります。 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー，タッチカーソルキー 今表示しているメニュー項目を選択します。 

Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キー メニュー選択を中止し、前の状態に戻ります。 

  タイトル行の「（キャンセル）」と表示されている上のタッチカーソルキーを押しても、同様にメニューを閉じ

ることができます。 

 

 また、お気に入りメニューでは、次の２種類の操作が可能です。 

操作キー 主な働き 

Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キー お気に入りメニューに新しくメニュー項目を追加します。 

Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 今表示しているメニュー項目を削除します。 

 これらの操作について詳しくは、「10-1． お気に入りメニュー」を参照してください。 

 

（コマンド検索） 

 「コマンド検索」とは、メインメニューで、コマンド名の一部を点字入力することにより、指定された 

キーワードを含むコマンドの一覧を表示する機能です。 

 

〔操作手順〕 

 （１）メインメニューが表示されている状態で、実行したいコマンドの一部分を入力します。 

 入力を始めると、次のような表示に変わります。 

「コマンド：     」 

 （２）入力できたらＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 該当するコマンドがあれば、その一覧表を次のような形式で表示します。 

「サブメニュー：該当するコマンド（キャンセル）」 

「 １ （１番目のコマンド）」 

「 ２ （２番目のコマンド）」 

      ．．． 

 もし該当するコマンドがなければ、次のようなメッセージが表示されます。 

  「確認：該当するコマンドがありません。（ＯＫ）」 

 タッチカーソルキーを押してメッセージをキャンセルすると、メニューの表示に戻ります。 
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１－２． 設定シート 

 

 本機には、その動作をユーザーの皆様が使いやすく調節できるようにするために、いろいろな種類の設定

機能が用意されています。 

 「設定シート」は、現在の設定内容を確認したり、変更したりするために使用します。 

 

１） 設定シートの表示内容 

 「設定シート」は次のように構成されています。 

 「設定：〈設定する内容〉（キャンセル）」 

 「項目１ 〈項目１の値〉」 

 「項目２ 〈項目２の値〉」 

        ： 

 「 （ＯＫ，キャンセル）」 

 

 一番上の行が、その設定シートのタイトル行です。 

 〈設定する内容〉には、その設定シートにどのような種類の設定項目が含まれているかが表示されます。 

 ２行目以降には、１行につき１つの設定項目とその設定値が表示されます。 

 

 例えば、メインメニュー →「７ 各種設定」→「１ 編集環境の設定」コマンドを実行すると、次のような設定

シートが表示されます。 

 

  設定シート「 設定：編集環境の設定（キャンセル）」 

         「 点字＝（６点，上付８点，下付８点）」 

         「 ワードラップ＝（オン／オフ）」 

         「 カーソル＝（静止，遅い点滅，速い点滅）」 

         「 繋ぎ符＝（カーソル連動，オン，オフ）」 

         「 改行マーク＝（カーソル連動，オン，オフ）」 

         「 自動送り＝（0.25秒～８秒）」 

         「 マス加算＝（なし，0.01秒～0.30秒）」 

         「 キーリピート＝（なし，0.5秒，１秒，1.5秒，２秒）」 

         「－－－－－－－－」 

          ．．． 

         「 （ＯＫ，キャンセル）」 

 

２） 設定シートの操作 

 設定シートが開いている状態では、以下の操作が可能です。 

操作キー 主な働き 

Ｆ４（送り） 設定シートを順番に読み進みます。 

Ｆ１（戻し） １画面左または前の設定項目を表示します。 

上／下矢印キー 前後の設定項目へ移動します。 

右矢印キー 設定値を１つ増やします。 

左矢印キー 設定値を１つ減らします。 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 設定した内容を有効にして、設定シートを閉じます。(*1) 

Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 設定を中止して、前の状態に戻ります。(*2) 

点字入力 数値や点字の組み合わせを指定する設定では、 

点字入力キーから値を直接入力することもできます。（＊３） 
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(*1)最後の行の「ＯＫ」と表示されている上のタッチカーソルキーを押しても同様です。 

(*2)タイトル行や最後の行の「キャンセルと表示されている上のタッチカーソルを押しても同様です。 

(*3)数値を入力する場合は、数符を付けて入力してください。 

  また、この場合、範囲外の値を入力すると、以下のようなメッセージが表示されます。 

   「○○～□□の範囲の値を入力してください。」 

  このようなメッセージが表示されたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してから、値を入力し直してください。 

 

１－３． ヘルプ情報の表示 

 

 Ｉｎｆ（情報）キーを押すと、今の操作状態に応じた「ヘルプ情報」が表示されます。 

 「ヘルプ情報」には、その時点で有効なキー操作やその働きなどが含まれています。 

 

  「（ヘルプ情報）〈ヘルプ情報のタイトル〉」 

   ．．． 

 

 「ヘルプ情報」が表示されたら、Ｆ１（戻し），Ｆ４（送り）や上／下矢印キーを使って表示内容を確認してくだ

さい。 表示された内容を確認し終えたら、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押せば、元の状態に戻ります。 

 

１－４． １行編集状態での操作 

 

 「１行編集」状態は、１行分の点字情報を指定するためのもので、次のような場面で使用します。 

 （１）文書選択コマンドでの、文書名の指定 

 （２）検索／置き換えコマンドの、キーワードの指定 

 （３）電卓コマンドの、計算式の指定 

 これらの状態では、キーワードを新しく入力するだけでなく、前に指定したキーワードを呼び出して利用す

ることもできます。 

 

 一般の編集操作の他に、次の操作が可能です。 

操作キー 主な働き 

上下矢印キー 前に指定したキーワードのリストを順に表示します。 

リストの先頭で上矢印キーを押すと、空白に戻ります。 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 

またはBS（ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）キー 

前に指定したキーワードをリストから削除します。 

 

１－５． ショートカットキー 

 

 本機では、Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー，Alt(ｵﾙﾄ)キー，Sel（選択）キーまたはＷｉｎキーと６点キーの組み合わせで、

メニューを開かずにその操作に関連付けられたコマンドを直接実行することができます。 

 このようなキー操作をショートカットキーと呼んでいます。 

 現在登録されているショートカットキーの一覧表は、次のコマンドで見ることができます。 

  メインメニュー →「９ ヘルプ」→「１ ショートカット一覧」 

 

 ショートカットキーは、お好みで登録・変更することができます。 

 ショートカットキーの登録方法については、「１０－３． ショートカットキーの設定」の項を参照してください。 

 また、この他に、本機に登録した文書情報にもショートカットキーを登録して呼び出すことができます。 

 この方法については、「２－３． ７）文書ショートカットの設定」を参照してください。 
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第２章 文書の作成と管理 

 

 この章では、メインメニューの項目「１ 文書」の中に含まれる機能とその使い方について説明します。 

 

２－１． 文書管理 

 

 本機では、点字の情報を文書という単位で管理しています。 

 ここでいう文書とは、何か書かれている点字紙をまとめておくバインダーのようなものだと考えてください。 

 本機で、新しく何かを書いたり、前に書いたものを引っ張りだして読んだりする時には、どの文書に書くか、

どの文書を開いて読むかということを意識する必要があります。 

 本機の内部メモリーの中には、最大２５６個までの文書を登録しておくことができます。 

 文書には、点字６４マス以内の名前を付けて区別します。全く同じ名前を付けることもできますが、    

なるべく異なる名前を付けてください。 

 他にも、文書の書式情報や作成した日時、編集許可／禁止などの情報が文書毎に管理されます。 

 １つの文書には、最大８０００行分の点字情報を保存することができます。 

 また、１行には、最大１０２４マス分の点字が入ります。 

  ただし、多くのデータを保存して内部メモリーの空き容量が不足した場合は、この限りではありません。 

 

＊本機の文書情報は、他のブレイルメモ・シリーズ機やブレイルノート（ＢＮ４６Ｘ）と同じ形式です。 

 

 内部メモリーに入りきれなくなった文書は、ＵＳＢドライブに書き出しておくことができます。 

 ＵＳＢドライブでは、パソコンでファイルを読み書きする場合と同じように、フォルダを分け、ファイル名を 

付けて文書情報を管理することができます。 

 また、フォルダやファイル名を意識することなく、簡単な操作で文書情報をＵＳＢドライブに保存しておける

ように、「書庫」という独自の機能を用意しています。 

 

 ここでは、内部メモリーと書庫を使った文書管理の機能をご説明します。 

 ＵＳＢドライブにファイルとして読み書きする場合の操作については、「８-５． ＵＳＢドライブの操作」の項

をご参照ください。 

 

２－２． 文書一覧 

 

 本機では、内部メモリーに登録されている文書を編集／閲覧することができます。 

 内部メモリーに登録されている文書の一覧表を見るには、「文書一覧」コマンドを実行します。 

   メインメニュー →「１ 文書」→「１ 文書一覧」 

 

１） 文書一覧での表示内容 

 

 文書一覧での表示は、以下のように構成されています。 

「文書一覧（文書数＝ｎ）」 

「 １ （１番目の文書情報）」 

「 ２ （２番目の文書情報）」 

  ．．． 

 

 一番上のタイトル行に文書の個数が表示されます。 

 ２行目以降には、１行につき１つの文書の情報が表示されます。 
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 その文書が、今開いている文書であれば、行頭に「／」（3・4の点）が表示されます。 

 番号に引き続き、文書名が表示され、設定によって、その後ろに文書の大きさや作成日時が表示されま

す。また、その文書が編集禁止やアクセス禁止に設定されていれば、それらの設定も表示されます。 

 更に、その文書にショートカットキーが割り当てられている場合には、行の先頭に「＊」（1・6の点）が表示さ

れ、行末にショートカットキーの操作が表示されます。 

 また、複数の文書を選択している時は、選択されている文書の２マス目に「－」（3・6の点）が表示されます。 

 

２） 文書一覧での操作 

 文書一覧が表示されている状態での操作は以下の通りです。 

 操作キー 主な働き 

(1) Ｆ４（送り） 文書一覧を順番に読み進みます。 

(2) Ｆ１（戻し） １画面左または前の文書情報を表示します。 

(3) 矢印キー 前後の文書情報へ移動します。上／下矢印キー

では１文書ずつ、左／右矢印キーでは10文書ず

つ移動します。 

(4) Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー、タッチカーソルキー 今表示されている文書を開きます。 

(5) Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 文書一覧の表示を終了し、前の状態に戻りま

す。 

(6) Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キー 今表示されている文書の名前を変更します。 

(7) Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 今表示されている文書を削除します。 

(8) Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー 新しく文書を作成します。 

(9) Sel（選択）キー＋Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キー 今表示されている文書をコピー（複製）します。 

(10) Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キー 今表示されている文書についての設定内容を変

更します。 

(11) Sel（選択）キー＋Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キー 今表示されている文書に対するショートカットキー

を設定します。 

(12) BS（ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）キー 今表示されている文書を書庫にしまいます。 

書庫にしまった文書は内部メモリーから削除され

るので、この一覧には表示されなくなります。 

(13) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー 

＋BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 

書庫から文書を取り出し、文書一覧に戻します。 

 

３） 文書一覧の設定の変更 

 

 文書一覧では、文書の表示順序や各文書について表示する情報などを変更することができます。 

 これらの設定を変更するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「１ 文書」→「１１ 文書一覧の設定」 

  〈「文書一覧」の１行目で、Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キーを押す〉。 

 

 「文書一覧の設定」コマンドを実行すると、次のように設定シートが表示されます。 

 

  設定シート「設定：文書一覧の設定」 

         「 項目 （名前のみ／＋サイズ／＋作成日／詳細）」 

         「 順序 （名前順／作成順／使用順）」 

         「 循環 （オン／オフ）」 

         「 編集禁止文書の削除 （許可しない／許可する）」 
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         「 文書を削除する時 （確認する／確認しない）」 

         「 文書を書庫にしまう時 （確認する／確認しない）」 

         「 同名文書の読み込み （受け付ける／古い方に＊を付ける）」 

         「 ゴミ箱の大きさ （１～64文書まで）」 

 

 ここで、「１－２． 設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 

 「項目」には、各文書について、どのような情報を表示するかを指定します。 

選択肢 意味 

  名前のみ 文書名のみを表示します。 

  ＋サイズ 文書名と文書のサイズを表示します。 

  ＋作成日 文書名と文書の作成日時を表示します。 

  詳細 これら全ての情報を表示します。 

 

 「順序」には、文書をどのような順番で表示するかを指定します。 

選択肢 意味 

  名前順 文書名がほぼ、あいうえお順になるように表示します。 

  作成順 作成日時の順に表示します。 

  使用順 最近開いたものから順に表示します。 

 

 「循環」には、タイトル行と最終行の間の移動を許すかどうかを、オン／オフで指定します。 

 

 「編集禁止文書の削除」は、編集禁止に設定されている文書を削除することを許すか否かの設定です。

通常、編集禁止に設定する文書は大切なものですので、簡単に削除できないように保護しておくことを  

お勧めします。 

 

 「文書を削除する時」＝「確認する」に設定されていると、次のようなメッセージが表示されます。 

「警告：この文書（文書名）をゴミ箱に入れますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 このようなメッセージが表示された時は、文書名を確認してから「Ｙ」（1,3,4,5,6の点）を入力してください。 

 また、文書を削除したくない時は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 「文書を書庫にしまう時」＝「確認する」に設定されていると、次のようなメッセージが表示されます。 

「確認：この文書（文書名）を書庫にしまいますか？」 

 このようなメッセージが表示された時は、文書名を確認してからＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 また、文書を書庫にしまいたくない時は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 「同名文書の読み込み」は、既存の文書と同じ名前の文書を読み込もうとした時の処理を選択します。 

 「古い方に＊を付ける」を選択すると、最終更新時刻が古い方の文書の文書名に、 

「＊」（5・6の点、2・3の点）のマークが付けられます。 

 また、その文書は編集禁止に設定されます。 

 なお、文書名と本文の内容が既存の文書と同じ場合、新しい文書は保存されません。 

 

 「ゴミ箱の大きさ」では、削除された文書をしばらく保存しておく「ゴミ箱」の大きさを指定します。 

 ここで指定した数の文書が、削除した後もゴミ箱に残されます。 

 「ゴミ箱」については、「２－４． ゴミ箱」を参照してください。 
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４） 絞り込み表示 

 絞り込み表示機能を使うと、目的の文書をより早く探し出すことができます。 

 

〔操作手順〕 

 （１）文書一覧が表示されている状態で、探したい文書名の一部分を入力します。 

 入力を始めると、次のような表示に変わります。 

   「絞り込み：     」 

 

 （２）探したい文書名の一部分が入力できたらＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 指定されたキーワードを文書名に含む文書があれば、該当する文書のリストを次のような形式で表示しま

す。 

「絞り込み（文書数＝ｎ）」 

「 １ （１番目の文書情報）」 

「 ２ （２番目の文書情報）」 

  ．．． 

 

 もし該当する文書がなければ、次のようなメッセージが表示されます。 

「確認：該当する文書がありません。（ＯＫ）」 

 この場合は、タッチカーソルキーを押してメッセージをキャンセルし、キーワードを入力し直してください。 

 

 （３）絞り込み表示の状態でも、通常の文書一覧と同様の操作が可能です。 

 この状態から全文書表示に戻るには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押します。 

 

２－３． 文書操作コマンド 

 

 本機には、次の１０種類の文書操作コマンドがあります。 

  １ 新規文書の作成 

  ２ 名前で開く 

  ３ 文書のコピー 

  ４ 文書の削除 

  ５ 文書名の変更 

  ６ 文書設定の変更 

  ７ 文書ショートカットの設定 

  ８ １つ前の文書 

  ９ 書庫にしまう 

  １０ 書庫から開く 

 

１） 新しい文書の作成 

 

 新しい文書を用意するには、「新規文書の作成」コマンドを実行します。 

   メインメニュー →「１ 文書」→「２ 新規文書の作成」 

   〈または、文書一覧が表示されている状態で、Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キーを押す〉。 

 

 このコマンドを実行すると、次のような文書名の入力状態になります。 

  「文書名：     」 

 ここで新しい文書に付ける名前を入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 仮に、既に同名の文書が存在する場合には、次の警告メッセージが表示されます。 
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「警告：同名の文書があります。このまま続けますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 この場合、もし、新しく作る文書の名前が、以前からあるものと重なってもかまわなければ、点字キーから

「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力します。 

 名前をもう一度付け直したい場合は、ここで点字キーから「Ｎ」（1・3・4・5の点）を入力してください。文書名

の入力状態に戻ります。 

 なお、「新規文書の作成」を中止したい場合は、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

 

２） 文書名で検索する 

 

 開きたい文書の名前を覚えている時などには、「名前で開く」コマンドを使っていち早く目的の文書を開くこ

とができます。 

メインメニュー →「１ 文書」→「３ 名前で開く」 

 

 このコマンドを実行すると、次のような文書名の入力状態になります。 

  「文書名：     」 

 ここで、探したい文書の名前またはその一部を入力してＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 最近入力した名前であれば、下矢印キーを押して呼び出すこともできます。 

 

（１）このコマンドでは、まず内部メモリー内の文書を探します。 

 該当する文書が見つかると、見つかった文書の一覧表が表示されます。 

 この場合は、上／下矢印キーなどで文書リストの中を移動し、目的の文書の所でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押しま

す。 

 リストの中に目的の文書が見つからなければ、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 該当する文書が無ければ、次の確認メッセージが表示されます。 

 「確認：メモリー内に該当する文書がありません。書庫の中も探しますか（OK，キャンセル）」 

 この場合、書庫の中も探すにはＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー、別の名前を指定するにはEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してくだ

さい。 

 

（２）続いて、書庫の中を探します。 

 ここでも、該当する文書が見つかると、見つかった文書の一覧表が表示されます。 

 この場合は、上／下矢印キーなどで文書リストの中を移動し、目的の文書のところでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押

します。 

 リストの中に目的の文書が見つからなければ、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して元に戻り、別の名前を入れ直し

てみてください。 

 なお、「名前で開く」を中止したい場合は、文書名の入力状態でEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

３） 文書のコピー 

 

 文書を書き直す前に、前の状態のものをコピーして残しておきたいということがあります。 

 そのような時は、「文書のコピー」コマンドが便利です。 

メインメニュー →「１ 文書」→「４ 文書のコピー」 

〈または、文書一覧でコピーしたい文書を表示し、選択キーを押しながら、Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キーを押す〉。 

 

 このコマンドを実行すると、次のような文書名の編集状態になります。 

「文書名：（コピー）〈コピー元の文書名〉」 
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 ここで新しく作られる文書に付ける名前を編集し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 既に同名の文書が存在する場合には、次の警告メッセージが表示されます。 

「警告：同名の文書がｎ個あります。以前のものを削除しますか 

（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 これは、同じ文書の古いバックアップを削除しやすくするためのメッセージです。 

 同名の文書を削除したくなければ、点字キーから「Ｎ」（1・3・4・5の点）を入力してください。 

 既にある同名の文書を削除したければ、点字キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力します。 

 なお、ここでEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押せば、文書のコピーを中止します。 

 

４） 文書の削除 

 

 文書を削除したい場合は、「文書の削除」コマンドを実行します。 

メインメニュー →「１ 文書」→「５ 文書の削除」 

〈文書一覧で削除したい文書を表示し、Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押す〉。 

 

 「文書一覧の設定」で、「文書を削除する時」＝「確認する」に設定されていると、次のような警告      

メッセージが表示されます。 

「警告：この文書（文書名）をゴミ箱に入れますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 本当に削除してよければ、点字キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力します。 

 削除したくない場合には、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 なお、「文書一覧の設定」で、「編集禁止文書の削除」＝「許可しない」に設定されていると、編集禁止の

文書を直接削除することはできません。この場合は、先に「文書設定の変更」コマンドで編集許可に設定し

てから削除してください。 

 詳しくは、「６）文書設定の変更」を参照してください。 

 

 

＊複数文書の一括削除： 

 文書一覧で、連続して表示されている複数の文書を選択し、一括して削除することができます。 

〔操作手順〕 

 （１）削除したい最初の文書に移動します。 

 （２）Sel（選択）キーを押しながら、削除したい最後の文書まで移動します。 

  この間の全ての文書が削除の対象になります。 

 （３）Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押します。 

 「文書一覧の設定」で、「文書を削除する時」＝「確認する」に設定されていると、次のようなメッセージが

表示されます。 

「警告：これらのｎ個の文書をゴミ箱に入れますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 本当に削除してよければ、点字キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力します。 

 削除したくない場合には、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

 

＊文書の強制削除： 

 これらの操作では、削除した文書は一度ゴミ箱に入り、ゴミ箱が一杯になるまで残されています。 

 削除した文書をゴミ箱に入れずに、完全に削除するには、Sel（選択）キーを押しながらＤｅｌ（ﾃﾞﾘｰﾄ）キーを

押します。 

 ただし、この方法で削除すると、削除された文書を復活させる方法はありません。ご操作を避けるために

も、この機能は特に必要でない時は使用しないでください。 

 



40 

 

５） 文書名の変更 

 

 文書の作成時に付けた名前は、いつでも変更することができます。 

 文書名を変更するには、「文書名の変更」コマンドを実行します。 

メインメニュー →「１ 文書」→「６ 文書名の変更」 

〈または、文書一覧で目的の文書を表示し、Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キーを押す〉。 

 

 このコマンドを実行すると、次のような文書名の編集状態になります。 

   「文書名：〈これまでの文書名〉」 

 ここで新しい文書名を編集し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 新しい文書名が、他の文書と重なる場合には、次の警告メッセージが表示されます。 

「警告：同名の文書があります。このまま続けますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 この場合、新しい文書名が他の文書と重なってもかまわなければ、点字キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を

入力します。 

 名前をもう一度付け直したい場合は、点字キーから「Ｎ」（1・3・4・5の点）を入力してください。文書名の 

編集状態に戻ります。 

 「文書名の変更」を中止したい場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

６） 文書設定の変更 

 

 本機では、文書毎に以下のような情報が記憶されています。 

 （書式に関する情報）               

 ・書式（有効，有効（Ｂｅｓ方式），無効）        

 ・１ページの行数                

 ・１行のマス数 

 ・ページ行（あり／なし） 

 

 （文書の属性情報）  

 ・点字（指定なし，６点，上付８点，下付８点） 

 ・編集（許可／禁止） 

 ・リモート・アクセス（許可／禁止／公開） 

 

 これらの設定を変更するには、次のいずれかの方法で「文書設定の変更」コマンドを実行します。 

メインメニュー →「１ 文書」→「７ 文書設定の変更」 

〈文書一覧で目的の文書を表示し、Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押す〉。 

 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：文書設定の変更」 

 「 文書名＝〈対象となる文書の名前〉」 

 「 書式 （無効，有効，有効（Ｂｅｓ方式））」 

 「  ｎｎ行」 

 「  ｍｍマス」 

 「  ページ行 （あり／なし）」 

 「 点字 （指定なし，６点，上付８点，下付８点）」 
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 「 編集 （許可／禁止）」 

 「 アクセス （許可／禁止／公開）」 

 「 初期操作 （なし，行項目リスト，見出し項目リスト，デイリーノート，タイムテーブル）」 

 

 ここで、「１－２． 設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 なお、書式関係の設定項目については、「６－２． 自動レイアウト機能」で説明します。 

 また、「初期操作」については、「３－６． 文書の初期操作」で説明します。 

 

 「点字」は、この文書で使用する点字の種類を指定します。「指定なし」が選択されている場合は、 

「編集環境の設定」で選択された点字になります。 

 

 「編集」は、文書の書き換えを許可するのか禁止するのかの設定です。 

 

 「アクセス」は、通信ポートを介してのリモート・アクセスを許可するのか禁止するのかの設定です。    

この設定が禁止になっていると、バックアップする場合を除いて、この文書の情報が送信されません。 

 また「公開」は、ブルートゥースポートで本機に外部から接続したユーザーに、自由なアクセスを認めるた

めの設定です。無線接続で配布したい資料などに指定します。 

 

７） 文書ショートカットの設定 

 

 文書にショートカットキーを登録しておくことで、目的の文書をワンタッチで呼び出すことができます。 

 ショートカットキーを登録するには、「文書ショートカットの設定」コマンドを実行します。 

  メインメニュー →「１ 文書」→「１２ 文書ショートカットの設定」 

   〈文書一覧で目的の文書を表示し、選択キーを押しながらSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押す〉。 

 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：文書ショートカットの設定」 

 「 文書名＝〈対象となる文書の名前〉」 

 「 ショートカットキー （無効／有効）」 

 「 （Ｃｔｒｌキー，Ａｌｔキー，Ｓｅｌキー，Ｗｉｎキー）＋」 

 「  （６点キーの組み合わせ）」 

 「 お気に入りバー機能（使用する／使用しない）」 

 「  お気に入り文書」 

 

 ここで、「１－２． 設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 「ショートカットキー」を「有効」に設定すると、その下の２行で指定するキー操作がこの文書に対する   

ショートカットキーとして働きます。つまり、他の文書を編集している時にそのキー操作をすることで、この 

文書をワンタッチで呼び出すことができます。 

 ６点キーの組み合わせは、その欄で点字入力キーを押して直接指定することもできます。 

 

 既に文書ショートカットとして使用されている操作を別の文書に登録すると、前の文書のショートカットキー

が無効になります。 

 また、同じ操作がコマンドに対するショートカットとして設定されている時には、そちらが優先されるため、

文書ショートカットとしては機能しません。 

 なお、お気に入りバーについては、「１０－８．２） お気に入りバー機能」を参照してください。 
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８） １つ前の文書に戻る 

 

 文書ショートカット機能で別の文書を開いた後、元の文書に戻ったり、２つの文書の間を行き来したい時

は、次のコマンドが便利です。 

メインメニュー →「１ 文書」→「１５ １つ前の文書」 

 このコマンドを実行すると、直ちに「１つ前の文書」に移動します。 

 

９） 書庫にしまう 

 

 文書を書庫に片付けて、使用しているメモリーを解放するには、「書庫にしまう」コマンドを実行します。 

  メインメニュー →「１ 文書」→「１０ ＵＳＢドライブ」→「２ 書庫にしまう」 

〈文書一覧で書庫にしまいたい文書を表示し、BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キーを押す〉。 

 

 「文書一覧の設定」で、「文書を書庫にしまう時」＝「確認する」に設定されていると、次のような確認    

メッセージが表示されます。 

「確認：この文書（文書名）を書庫にしまいますか？」 

 文書名に間違いがなければ、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 処理をキャンセルするには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

＊複数文書をまとめて書庫にしまう： 

 文書一覧で、連続して表示されている複数の文書を選択し、一括して書庫にしまうことができます。 

 この場合は、選択キー＋上下矢印キーで対象文書を選択してから、BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キーを押してください。 

 

１０） 書庫から開く 

 書庫にしまってある文書を、内部メモリーに呼び出すには、「書庫から開く」コマンドを使用します。 

メインメニュー →「１ 文書」→「１０ ＵＳＢドライブ」→「１ 書庫から開く」 

   〈文書一覧で、Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キーを押す〉。 

 すると、書庫の中にある文書の一覧が表示されます。 

 上下矢印キーで目的の文書に移動し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーかタッチカーソルキーを押すと、その文書が内部 

 メモリーに読み込まれます。 

 また、Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押すと、その文書は書庫からゴミ箱に移動します。 

 ここでも、文書の絞り込みや複数文書の一括操作の機能がご利用頂けます。 

 

２－４． ゴミ箱 

 

 文書一覧から削除された文書は、すぐにメモリーから消されるのではなく、一度「ゴミ箱」に保存されます。 

 「ゴミ箱」には、最近削除された最大64件の文書が残されています。 

 「ゴミ箱」の中を見るには、次のコマンドを実行します。 

メインメニュー →「１ 文書」→「９ ゴミ箱」 

 このコマンドを実行すると、「ゴミ箱」の中に残されている文書の一覧表が表示されます。 

 ここで目的の文書を選択し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、その文書がゴミ箱から取り出され、利用できるよう

になります。 

 逆に、Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押すと、その文書は完全に削除されます。 

 「ゴミ箱」の中の文書を一括して削除するには、次のコマンドを実行します。 

  （１）メインメニュー →「１ 文書」→「１０ ゴミ箱を空にする」 

  （２）（コンテキスト・メニュー 「文書管理」）→「８ ゴミ箱を空にする」 
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２－５． 保護形式文書 

 

１） 閲覧専用文書とスクラップ帳 

 「保護形式」には、「閲覧専用形式」と「スクラップ帳形式」があります。 

 

 「閲覧専用文書」は、著作権保護などの目的で、内容の変更や点字印刷などを禁止している文書です。 

 一般の文書と異なり、内容を変更することはできません。 

 また、文書名の変更、点字印刷、外部ディスプレイの利用なども禁止されます。 

 

 「閲覧専用文書」には、文書の暗号化を解除する方法の違いにより「一般形式」、「商用配布形式」、 

「専用形式」の３種類があります。 

 一般形式 本機に読み込むだけで、そのまま内容を閲覧できます。情報の再配布は自由で、 

内容の変更などを禁止したい場合に使用します。 

 商用配布形式 「読者認証処理」という暗号化を解除する手続きを行うことで、閲覧が可能になります。 

出版元から、暗号化を解除するための鍵となる「読者認証コード」を購入する必要があります。 

 専用形式 この文書は「読者認証処理」は必要ありませんが、特定のユーザーしか閲覧することができ 

ません。閲覧専用文書に変換するときに対象ユーザーの「アクセスキー」が必要となります。 

 

 また、「閲覧専用文書」には、一般的な保護機能の他に、データ作成時の設定により、次のような制限が

掛かります。 

  「読み上げ禁止」＝パソコン経由の音声読み上げが禁止されます。 

  「引用禁止」＝通常は一行の範囲内のブロックコピーはできますが、「引用禁止」の場合は全て許可され

ません。 

 

 これに対して、スクラップ帳は、ユーザーが個人的な目的で「閲覧専用文書」の内容を引用したり、編集し

たりするための文書形式です。 

 この形式の文書には、「閲覧専用文書」の内容を貼り付けたり、内容を再編集したりすることができます。 

 「必要な所を抜粋しておきたい」、「資料をまとめ直したい」といった目的で利用できます。 

 ただし、この文書も点字印刷したり、配布したりすることはできません。 

 

（注意） 

「保護形式」はブレイルファミリー機器独自の機能です。 

一般の文書をこれらの形式に変換してしまうと、パソコンでの利用はできなくなります。

 

 保護形式文書は、「文書一覧」コマンドや「編集情報」の表示機能を使って次のように確認することができ

ます。 

  一般形式   → 「閲覧専用」と表示されます。 

  専用形式   → 「閲覧専用―専用形式」または「閲覧専用―利用不可」と表示されます。 

  （「利用不可」は、その文書の対象ユーザーでないため、暗号化が解除できないことを示します）。 

  商用配布形式 → 「閲覧専用―配布形式」または「閲覧専用―読者認証済」と表示されます。 

  スクラップ帳 → 「スクラップ帳」と表示されます。 

 

（アクセスキーについて） 

 本機には、それぞれの機械を識別するために「アクセスキー」と呼ばれるＩＤ番号が割り振られています。 

 「専用形式」や「配布形式」の文書では、この「アクセスキー」を使用して、個々の機械を識別します。 
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 「アクセスキー」は非常に大切な情報ですので、万が一の故障などに備えて、紙に書き取っておくなど、 

確実な方法で管理してください。 

「アクセスキー」が復旧できなくなると、それまでに購入した文書が閲覧できなくなりますので、 

充分ご注意ください。 

 ご使用の機械のアクセスキーを確認するには、「バージョン情報」コマンドをご利用ください。 

メインメニュー → 「８ セルフテスト」 → 「１ バージョン情報」 

 

 以下の項では、保護形式文書の利用方法について説明しています。 

 「すぐにこの機能を使用しない」という方は、ここを読み飛ばして、「第３章」に進んでください。 

 

２） 読者認証処理 

 この項では、「商用配布形式」の文書をダウンロードして閲覧するまでの手順を説明します。 

 文書をダウンロードするための具体的な操作については、「第８章 通信機能」を参照してください。 

 なお、「一般形式」や「専用形式」の文書は、本機に読み込むと同時に暗号化が解除され、閲覧が可能に

なりますので、特別な処理は必要ありません。 

 

 概要は、以下のようになります。  

 （Ａ）利用したい文書を本機に読み込みます。 

 （Ｂ）文書先頭の「説明ページ」に書かれている、文書の内容、価格、「読者認証コード」の購入方法を確認

します。 

 （Ｃ）出版元より「読者認証コード」を購入します。購入時にはご使用の機械の「アクセスキー」を正確に 

伝えてください。 

 「読者認証」コマンドを実行し、「読者認証コード」と出版元から連絡される「担当者名」を入力することで、

文書の暗号化が解除され内容を閲覧できるようになります。 

 出版元から「読者認証コード」が書かれた文書（＝「読者認証コードリスト」）が提供される場合は、これを

本機に読み込み、「読者認証」コマンドを実行することで、自動処理することができます。 

 

（読者認証コードのバックアップ） 

 読者認証処理で使用された認証コードは、本機の中の「読者認証コードリスト（アクセスキー）」という文書

にまとめて保存されます。 

 この情報は、後日文書を再読込みする場合にも必要となりますので、「読者認証処理」が終わったら、 

バックアップしておいてください。 

 

 以下に、それぞれの手順を詳しく説明します。 

 

 （Ａ）文書のダウンロードとチェック 

 まず、利用したい「商用配布形式」の文書を本機に読み込みます。 

 ネットワーク経由でデータをダウンロードした場合、通信中にデータが損傷している可能性があります。 

念のため、次の手順でチェックしてください。 

 （１）「読者認証」コマンドを実行します。 

メインメニュー → 「１ 文書」 → 「１４ 読者認証」 

 

 （２）すると、読み込まれている「商用配布形式」の文書の一覧表が表示されますので、チェックしたい文書

を選択してＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 もし、選択したデータが損傷している場合は、次のように表示されます。 

  「確認：このデータは損傷しているため読者認証処理ができません。 

もう一度ダウンロードをやり直してみてください。（ＯＫ，キャンセル）？」 
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 選択されたデータに問題がなければ、次のような表示に進みます。 

「確認：この機械のアクセスキーはｎｎｎｎｎｎｎです。（ＯＫ，キャンセル）？」 

 

 損傷の有無が確認できたら、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して処理を中止してください。 

 

 （Ｂ）「読者認証コード」の取得方法の確認 

 次に、情報の価格や、「読者認証コード」の取得方法などを確認します。 

 「商用配布形式」の文書の先頭部分には、通常、「説明ページ」と呼ばれる暗号化されていない部分が 

あり、その文書の内容紹介や価格、出版元への連絡方法などについての情報が書かれています。 

 この部分は、通常の文書と同様に開いて読むことができますので、適宜ご参照ください。 

 なお、有料データの場合、出版元への送金方法などはそれぞれに異なります。ご不明な場合は、出版元

にご確認ください。 

 

 （Ｃ）読者認証処理 

 以上の準備ができたら、出版元から「読者認証コード」の交付を受け、目的の文書を非暗号化します。 

 「読者認証コード」の交付を受ける場合、出版元には、目的の文書のタイトルと、ご使用の機械のアクセス

キーを連絡します。 

 これらの情報は、商品の注文内容になりますので、正確に連絡してください。 

 出版元では、これらの情報から「読者認証コード」を発行し、読者に通知します。 

 出版元からは、電子メールなどにより「読者認証コード」が書かれた文書（＝「読者認証コードリスト」）が 

提供される場合と、電話などにより「読者認証コード」（および担当者名）が連絡される場合があります。 

 

 前者の場合は、次の手順で操作してください。 

 

 （１）「読者認証コードリスト」を本機にダウンロードします。 

 既に別のリストが入っている場合はそこに追加されますので、読み込んでも文書数は増えない場合があり

ます。 

 

 （２）「読者認証コマンド」を実行します。 

  メインメニュー → 「１ 文書」 → 「１４ 読者認証」 

 

 すると、本機の中で認証処理が可能な文書が自動的に検索され、処理されます。 

 処理が成功すると、次のようなメッセージが表示されます。 

「確認：ｎ件の文書を認証処理しました。（ＯＫ）」 

 この場合は、タッチカーソルキーを押してコマンドを終了してから、処理された文書を確認してください。 

 このような表示にならなかった場合は、次のことを確認してください。 

 

 （ア）目的の文書が損傷している可能性があります。まだ確認していない場合はチェックしてください。 

 （イ）読み込んだ「読者認証コードリスト」は今回購入したものでしょうか？ 

ファイル名や日付を確認してください。 

 （ウ）出版元に連絡した内容に誤りはなかったでしょうか？ 

電子メールで連絡した場合は、送信の控えなどをチェックしてください。 

 

 電話による通知の場合は、以下の「読者認証」コマンドで連絡される情報を入力し、文書の暗号化を解除

してください。 

メインメニュー → 「１ 文書」 → 「１４ 読者認証」 
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 （１）目的の文書の選択 

 まず最初に、読み込まれている「商用配布形式」の文書の一覧表が表示されますので、目的の文書を 

選択します。 

 

 （２）アクセスキーの連絡 

 文書を選択すると、次のようにアクセスキーが表示されます。 

「確認：この機械のアクセスキーはｎｎｎｎｎｎｎです。（ＯＫ，キャンセル）？」 

 この表示を見ながら、アクセスキーを出版元にご連絡頂くと便利です。 

 Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、次に進みます。 

 

 （３）「読者認証コード」の入力 

 次に、以下のような表示になりますので、ここに出版元から交付された読者認証コードを入力し、 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

「認証コード：        」 

 

 （４）「担当者名」の入力 

 続いて次のような表示になります。 

 出版元からは、「読者認証コード」と併せて「担当者名」が連絡されますので、ここに入力し、 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 なお、「担当者名」の中のマス空けの有無は無視されますので、注意する必要はありません。 

「担当者名：        」 

 

 「読者認証コード」や「担当者名」を間違えて入力すると、次のように表示されます。 

「確認：読者認証コードが違います。（ＯＫ，キャンセル）」 

 この場合は、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、（１）の文書の選択からやり直してください。 

 

 「読者認証処理」が完了すると、読者認証済みの文書が開きます。 

 正しく非暗号化されていることを確認してください。 

 なお、入力した「読者認証コード」は、本機に保存され、そのコードが利用できる同一シリーズの文書が 

読み込まれた時には、自動的に認証処理されます。 

 

 以下の項では、「閲覧専用文書」の作成方法や、「読者認証コード」の発行方法など、情報を提供する側

で必要となる事項について説明します。 

 

３） 保護形式文書の作成と管理 

 以下の「保護形式文書の設定」コマンドを利用すると、通常の文書を保護形式文書に変換したり、自分の

管理する閲覧専用文書の設定を変更したりすることができます。 

  メインメニュー → 「１ 文書」 → 「１３ 保護形式文書の設定」 

 このコマンドでは、文書の管理者が操作していることを確認するために、「保護キー」を使用します。 

 「保護キー」は15マス以内の点字文字列で、文書の管理者が自由に指定します。 

 

（重要） 

 ご自分で指定した「保護キー」を忘れてしまうと、文書の暗号化を外せなくなりますので、 

充分ご注意ください。 

 また「保護キー」を使うと、閲覧専用文書の全ての保護機能を解除することができます。 

指定した保護キーは厳重に管理してください。 
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 「保護形式文書の設定」コマンドは、次の手順で操作します。 

 （１）「これまでの保護キー」の入力 

 「閲覧専用文書」の設定を変更する場合は、まずその文書に設定されている保護キーを入力します。 

 次のような表示になりますので、ここに「これまでの保護キー」を入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

「これまでの保護キー：        」 

 通常の文書を閲覧専用文書に変換する場合、このステップはありません。 

 

 （２）形式とオプションの選択 

 続いて、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：保護形式文書の設定」 

 「 形式 （非暗号化文書，閲覧専用（一般），閲覧専用（専用），閲覧専用（配布），スクラップ帳）」 

 「 読み上げ（許可／禁止）」 

 「 引用（許可／禁止）」 

 「 説明ページ＝（あり／なし）」 

 

 ここで、「１－２．設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 「形式」では、変換後の保護文書の形式を指定します。 

 「非暗号化文書」を選択すると、「閲覧専用」の設定をクリアすることができます。 

 また、「スクラップ帳」を選択すると、次のような警告のメッセージが表示されます。 

  「警告：スクラップ帳形式に変更すると、一般の文書に戻せなくなります。この文書「○○」を、 

本当にスクラップ帳形式に変更してよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 スクラップ帳形式に変換される際は、ここで再度文書名を確認してから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力してく

ださい。 

 

 「スクラップ帳」の設定が完了すると、次のように表示されます。 

「確認：スクラップ帳形式に変更しました。（ＯＫ）」 

 残りの３つの選択肢は、閲覧専用文書のオプションです。 

 

 「読み上げ禁止」，「引用禁止」については、「1-5． １）閲覧専用文書とスクラップ帳」を参照してください。 

 「説明ページ」は、文書が暗号化されている状態でも内容が確認できるよう、最初のデータページ（文書の

先頭から最初の改ページまで）を暗号化しないで残す機能です。 

 「商用配布形式」の場合、ここに文書の内容紹介や価格、出版元への連絡方法などを書いておくと便利で

す。 

 

 （３）「新しい保護キー」の入力 

 閲覧専用形式に変換する場合は、続いて新しい保護キーを指定します。確認のため、同じ保護キーを  

２回入力します。 

   １回目 → 「新しい保護キー：        」 

   ２回目 → 「もう一度：        」 

  

保護キーを２回入力すると、次のようなメッセージが表示されます。 

「警告：この保護キーを忘れない自信がありますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 ここで「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力すると、次に進みます。 
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 （４）形式ごとの確認表示および指定項目 

 

 （ア）説明ページのマス数 

 「説明ページ」をチェックした場合、確認のため、暗号化しないで残される部分のマス数が次のように表示

されます。 

「確認：最初のｎｎｎｎマスは説明ページとして暗号化されません。（ＯＫ，キャンセル）？」 

 この表示で、「説明ページ」と本文の間に改ページコードが正しく挿入されていることを確認してください。

もし「説明ページ」の末尾に改ページコードがないと、本文の一部が読者認証処理をしないで読めてしまう

形になりますので、充分にご注意ください。 

 

 （イ）ターゲットアクセスキー 

 「専用形式」を選択した場合、次のような表示になります。ここで、このデータを利用する機械の 

アクセスキー＝「ターゲットアクセスキー」を指定します。 

   「ターゲットアクセスキー：        」 

 

 （注意） 

他の機械で利用する「専用形式」のデータを作成した場合、

そのデータはこの機械では「利用不可」となります。 

 

 （ウ）認証グループ名 

 「配布形式」を選択した場合、以下のような表示になりますから、ここで必要に応じて「認証グループ名」を

入力します。 

 「認証グループ名」は、複数の文書で同じ「読者認証コード」を利用したい場合に付ける名前で、15マス以

内の点字で指定します。「保護キー」と「認証グループ名」が同じ文書では、「読者認証コード」も共通になり

ます。 

 読者認証コードを共通化しない場合は、何も入力しないでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

   「認証グループ名：        」 

 なお、複数の文書で読者認証コードを共通化して、自動認証機能を利用する場合、それらの文書の  

「文書名」も次のようにシリーズ化しておく必要があります。 

   （文書名）＝「（共通部分） （個別部分）」 

  ★共通部分と個別部分の間は、２マス空けます。 

   （例） 

    「ブレイルメモ・ユーザーズマニュアル  第１巻」 

    「ブレイルメモ・ユーザーズマニュアル  第２巻」 

 このようになっていると、最初の１巻を「読者認証処理」するだけで、次からは本機に読み込むと同時に 

自動的に認証処理されます。 

 

 「閲覧専用文書」の設定が完了すると、次のように表示されます。 

   「確認：閲覧専用文書の設定が完了しました。（ＯＫ）」 

 

４） 読者認証コードの発行 

 この項では、本機を使用して作成した「商用配布形式」の文書に対して、「読者認証コード」を発行するた

めの方法について説明します。 

 「読者認証コード」を発行するには、次の「読者認証コードの発行」コマンドを使用します。 

メインメニュー → 「９ ヘルプ」 → 「５ 読者認証コードの発行」 
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〔１〕文書の管理者が発行する場合 

 目的の文書の「保護キー」を知っている「管理者」が「読者認証コード」を発行する場合、次の手順で操作

してください。 

（１）目的の文書の選択 

  まず本機の中にある「商用配布形式」の文書の一覧表が表示されますので、目的の文書を選択します。 

  

（２）「保護キー」の入力 

 次のような表示になりますので、ここにその文書の保護キーを入力します。 

   「スタッフコード：        」 

 

（３）「担当者名」の入力 

  続いて次のような表示になりますので、ここに担当者名を入力します。管理者が発行する場合、 

ここには管理上都合のよい名前を適宜指定してください。 

   「担当者名：        」 

 

（４）「ターゲットアクセスキー」の入力 

 続いて次のような表示になりますので、ここに「読者認証コード」を使用する機械の 

アクセスキー＝「ターゲットアクセスキー」を入力します。 

   「ターゲットアクセスキー：        」 

 

 すると、「読者認証コード」が次のように表示されます。 

   「確認：読者認証コードは、ｎｎｎｎｎｎｎｎです。（ＯＫ）」 

 

（重要） 

 ターゲットアクセスキーが間違っていると、「読者認証コード」が正しく機能しません。 

復唱するなどして確認してください。 

 また、「読者認証コード」は、発行の際に指定した「担当者名」とセットで機能する情報です。

「読者認証コード」を交付する際は、「担当者名」も正しくご連絡ください。 

 

〔２〕「スタッフコード」の発行 

 「保護キー」は非常に大切な情報ですので、最少限の人数で管理して頂く必要があります。 

 そこで、「保護キー」を知らないスタッフでも「読者認証コード」の発行ができるよう、「保護キー」の代りに

「スタッフコード」を利用できるようにしています。 

 一つの「スタッフコード」は、同一の「保護キー」で暗号化された文書に対して有効です。 

 「スタッフコード」も大切な情報ですので、外部に出ることのないよう充分に注意してください。 

 「スタッフコード」は、「保護キー」を知っている管理者が、次のコマンドを使って発行します。 

   メインメニュー → 「９ ヘルプ」 → 「４ スタッフコードの発行」 

 「スタッフコードの発行」コマンドは、次の手順で操作します。 

 

 （１）「保護キー」の入力 

 まず次のような表示になりますので、ここに「保護キー」を入力します。 

   「保護キー：        」 

 

 （２）「担当者名」の入力 

 続いて次のような表示になりますので、ここに「スタッフコード」を利用する担当者の名前を入力します。 

   「担当者名：        」 



50 

 すると「スタッフコード」が次のように表示されます。 

   「確認：スタッフコードはｎｎｎｎｎｎｎｎです。（ＯＫ）」 

 

〔３〕「スタッフコード」を用いた「読者認証コード」の発行 

 「スタッフコード」を持つスタッフが「読者認証コードの発行」コマンドを使用する場合の手順は、以下のよう

になります。 

 

 （１）目的の文書の選択 

 まず本機の中にある「商用配布形式」の文書の一覧表が表示されますので、目的の文書を選択します。 

 

 （２）「スタッフコード」の入力 

 次のような表示になりますので、ここに「スタッフコード」を入力します。 

   「スタッフコード：        」 

 

 （３）「担当者名」の入力 

 続いて次のような表示になりますので、ここに担当者名を入力します。 

   「担当者名：        」 

 「スタッフコード」や「担当者名」を間違えて入力すると、次のような表示になります。 

「確認：スタッフコードが違います。（ＯＫ）」 

 この場合は、タッチカーソルキーを押して、入力をやり直してみてください。 

 

 （４）「ターゲットアクセスキー」の入力 

 続いて次のような表示になりますので、ここに「読者認証コード」を使用する機械の 

アクセスキー＝「ターゲットアクセスキー」を入力します。 

   「ターゲットアクセスキー：        」 

 すると、「読者認証コード」が次のように表示されます。 

   「確認：読者認証コードは、ｎｎｎｎｎｎｎｎです。（ＯＫ）」 

 

 

（重要） 

 ターゲットアクセスキーが間違っていると、「読者認証コード」が正しく機能しません。 

復唱するなどして確認してください。 

 また、「読者認証コード」は、「担当者名」とセットで機能する情報です。 

「読者認証コード」を交付する際は、「担当者名」も正しくご連絡ください。 
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第３章 検索，移動，読み上げコマンド 

 

 この章では、メインメニューの項目「２ 検索・移動・読み上げ」の中に含まれる機能とその使い方について

説明します。 

 

３－１． キーワード検索 

 

 キーワード検索は、文書内および全ての文書にわたって、指定したキーワードを検索し、その場所へ移動

する機能です。 

 

１） 検索を始める方法 

 

 検索を始める時は、「新規検索」コマンドを実行します。 

   メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「１ 検索」→「１ 新規検索」 

  〈または、編集状態で、ファンクションキーＦ２，Ｆ３を同時に押す〉。 

 

 「新規検索」コマンドでは、次の２ステップで検索するキーワードと検索の方法を指定します。 

  

【第１ステップ】 

 まず検索したいキーワードを指定します。 

 次のような入力状態になりますから、ここで検索したいキーワードを６４マス以内で指定します。 

   「検索：     」 

 キーワードを入力し終えたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して次に進みます。  

 ここで下矢印キーを押すと、前回に指定したキーワードを呼び出すことができます。 

 もし、検索を中止したければ、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 【第２ステップ】 

 次に、検索の範囲や方向を指定します。 

 次のように表示されますから、選択したい項目の上のタッチカーソルキーを押すか、各選択肢の最初の 

文字を入力してください。 

  「前 後ろ 始めから 参照  詳細 戻る」 

 ここでも、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押せば検索を中止することができます。 

 キーワードの指定からやり直すには、「戻る」の上のタッチカーソルキーを押してください。 

 

 「前」は、キーワードを今開いている文書の中で、今の表示位置から文書の先頭に向かって探します。 

 「後ろ」は、キーワードを今開いている文書の中で、今の表示位置から文書の末尾に向かって探します。 

 「始めから」は、キーワードを今開いている文書の先頭から文書の末尾に向かって探します。 

 キーワードを発見すると、直ちにその場所に移動します。 

 もしも、指定したキーワードが見つからなければ、次のように表示されます。 

  「キーワード「○○○」が見つかりませんでした。」 

 この場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 なお、「参照」ボタンについては、「４）参照リストを開く」で説明します。 

 また、「詳細」ボタンについては、「６）詳細設定」で説明します。 
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２） 同じキーワードを続けて検索する方法 

 同じキーワードで、文書内の検索を継続する時は、以下のコマンドを使用します。 

 

 （１）前方向に検索する場合 

メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「１ 検索」→「２ 前を検索」 

   〈ファンクションキーＦ１，Ｆ２を押す〉。 

 （２）後ろ方向に検索する場合 

メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「１ 検索」→「３ 後ろを検索」 

   〈ファンクションキーＦ３，Ｆ４を押す〉。 

 （３）文書の始めから検索する場合 

メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「１ 検索」→「４ 始めから検索」 

   〈ファンクションキーＦ１，Ｆ３を押す〉。 

 

３） 文書中のキーワードを検索する方法 

 文書の今読んでいる場所にあるキーワードを検索したい場合は、次の手順で操作してください。 

 （１）検索したいキーワードの部分を選択します。 

 （２）その後、各検索コマンドを実行します。 

 検索コマンドを実行した時に文書が選択状態だと、その部分を検索キーワードに取り込んでから検索を 

始めます。 

 

４） 参照リストを開く 

 「新規検索」コマンドの第２ステップで表示される「参照」ボタンにチェックを付けて検索を実行すると、見つ

かった行の一覧表を次のような形式で表示させることができます。 

○○件見つかりました： 

   文書名 その文書内での件数…全文書検索の場合 

   見つかった行１ 

   見つかった行２ 

 

＊また、見出し行が設定されている場合、キーワードが見つかった行に対応する見出し行もリストの中に 

含めて表示されます。 

 見出し行を含めたくない場合の設定については、「９－３． 編集環境に関する設定」を参照してください。 

 

       ．．． 

 この状態では、次の操作が可能です。 

 操 作 キー 主 な 働 き 

(1)  Ｆ４（送り） リストを順番に読み進みます。 

(2)  Ｆ１（戻し） １画面左、または前の項目を表示します。 

(3)  上下矢印キー 前後の項目へ移動します。 

(4)  左右矢印キー 次項でご紹介する「全文書検索」コマンドで検索した場合、 

前後の文書に移動します。 

(5)  ディスプレイキー 見つかった位置の前後を表示します。 

(6)  Ｉｎｆ(情報)キー＋Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 見つかった位置の編集情報を表示します。 

(7)  Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー，ﾀｯﾁｶｰｿﾙキー リストの表示を終了し、今表示されている項目にジャンプしま

す。 

(9)  Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー リストの表示を終了し、前の状態に戻ります。 
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５） 全文書検索 

 キーワードを内部メモリーに登録されている全ての文書から検索したい場合は、「全文書検索」コマンドを

実行します。 

   メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「１ 検索」→「５ 全文書検索」 

   〈または、編集状態で、ファンクションキーＦ２，Ｆ４を同時に押す〉。 

 

 「全文書検索」コマンドでは、次の２ステップで検索するキーワードと検索する文書を指定します。 

 

 【第１ステップ】 

 まず検索したいキーワードを指定します。 

 次のような入力状態になりますから、ここで検索したいキーワードを６４マス以内で指定します。 

   「検索：     」 

 キーワードを入力し終えたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して次に進みます。  

 検索を中止する場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 【第２ステップ】 

 次に、検索する文書を指定します。 

 次のように表示されますから、選択したい項目の上のタッチカーソルキーを押してください。 

   「全て お気に入り 詳細 戻る」 

 ここでも、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押せば検索を中止することができます。 

 キーワードの指定からやり直すには、「戻る」の上のタッチカーソルキーを押してください。 

 

 「全て」を選択すると、全ての文書で検索を開始します。 

 「お気に入り」は「お気に入り文書」が指定されている時に表示されるオプションで、キーワードをそれらの

中から検索します。 

 これらの文書の中でキーワードが見つかると、それらを参照リストで表示します。 

 「お気に入り文書」については、「１０－８． ２）お気に入りバー機能」を参照してください。 

 指定したキーワードが見つからなければ、次のように表示されます。 

   「キーワード「○○○」が見つかりませんでした。」 

 この場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

６） 詳細設定 

 「新規検索」コマンドの第２ステップで表示される「詳細」ボタンを押すと、キーワードを検索する位置を  

指定するための設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：検索条件」 

 「 検索の位置：」 

 「  ／行頭」 

 「  ／行末」 

 「  ／見出し行」 

 「  ／ブックマーク行」 

 「 前後の接続：」 

 「  前＝（任意，単語頭，継続，列先頭）」 

 「  後ろ＝（任意，単語末，継続，列末尾）」 
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 「 ／マス空けを無視」 

 

 ここで、「１－２． 設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 

 検索の位置： 

 「行頭」をチェックすると、各行の行頭にあるキーワードを検索します。 

 「行末」をチェックすると、各行の行末にあるキーワードを検索します。 

 「見出し行」をチェックすると、見出し行として指定された行の中にあるキーワードを検索します。 

 「ブックマーク行」をチェックすると、ブックマーク行として指定された行の中にあるキーワードを検索します。

これらの項目は、必要に応じて複数を同時にチェックすることもできます。 

 例えば、「行頭」と「行末」を同時にチェックすると、行全体がキーワードに一致する所を探し出すことがで

きます。 

 なお、「見出し行」については、「３－３．１）見出し行の利用」を参照してください。 

 また、「ブックマーク行」については、「３－３．２）ブックマーク機能」を参照してください。 

 

 前後の接続： 

 「任意」は、キーワードの前後の切れ続きを特に指定しない場合の選択肢です。 

 「単語頭」や「単語末」を選択すると、キーワードの前後が行頭や行末、マス空けで区切られた部分を検索

します。 

 逆に、「継続」を選択すると、キーワードの前後がマス空けでない部分を検索します。 

 「列先頭」や「列末尾」を選択すると、キーワードの前後が行頭や行末、２マス以上のマス空けで区切られ

た部分を検索します。 

 これらの設定は、点訳した文書のマス空けをチェックする時に便利です。 

 「マス空けを無視」をチェックすると、指定したキーワードと、マス空け以外の点字の並びが共通な部分を

検索します。 

 必要な項目がチェックできたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して元に戻ります。 

 

７) 書庫内の文書を検索する 

 

書庫にしまわれている文書の中からキーワードを検索したい場合は、「書庫から検索」コマンドを実行します。 

 メインメニュー →「２ 検索･移動･読み上げ」→「１ 検索」→「６ 書庫から検索」 

 

「書庫から検索」コマンドでは、次の２ステップで検索する文書とキーワードを指定します。 

 

【第１ステップ】 

 まず検索したい文書の名前の一部を指定して、対象とする文書を絞ります。 

 次のような入力状態になりますから、ここで検索したい文書名の一部を６４マス以内で指定します。 

 「対象文書名：  」 

 書庫には多くの文書をしまって置くことができるので、全ての文書を検索対象にすると時間が掛かります。 

 そこで、検索したい文書の文書名が分るようであれば、その一部分を入力してください。 

 全ての文書を検索したい場合は、何も入力しないでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、次に進みます。 

 もし、検索を中止したければEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

【第２ステップ】 

 次に、検索したいキーワードを指定します。 

 次のような入力状態になりますから、ここで検索したいキーワードを６４マス以内で指定します。 
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 「検索： 」 

 キーワードを入力し終えたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して検索を始めます。 

 ここでも、検索を中止したければEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 検索が完了すると、キーワードが見つかった文書の一覧表が表示されます。 

 その中から目的の文書を選択し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 すると、その文書が書庫からメモリーに読み込まれ、その内容が表示されます。 

 

 前回の検索で見つかった文書のリストをもう一度表示するには、次のコマンドを実行します。 

メインメニュー →「２ 検索･移動･読み上げ」→「１ 検索」→「７ 書庫から検索結果」 

 

３－２． 移動コマンド 

 

１） 移動コマンドとは 

 移動コマンドは、１つの文書の中でカーソルや表示位置を移動させたり、カーソルをオン／オフしたりする

ためのコマンドです。 

 本機には、次の１２種類、２８個の移動コマンドがあります。 

  

 【移動コマンド」 

Ａ．文書の先頭／末尾 

 １．文書の先頭へ…文書の先頭へ移動します。 

 ２．文書の終わりへ…文書の末尾へ移動します。 

 

Ｂ．データページ（＊１） 

 ３．前のデータページへ…今の表示位置より前の改ページ位置、または文書の先頭へ移動します。 

 ４．次のデータページへ…今の表示位置より後ろの改ページ位置へ移動します。 

 

Ｃ．ページ（＊２） 

 ５．前のページへ…今表示されているページの先頭、または前のページへ移動します。 

 ６．次のページへ…今表示されているページの次のページへ移動します。 

 

Ｄ．データ行（＊１） 

 ７．データ行の先頭へ…今表示されているデータ行の先頭へ移動します。 

 ８．データ行の終わりへ…今表示されているデータ行の末尾へ移動します。 

 ９．前のデータ行へ…今の表示位置より前の改行位置、または文書の先頭へ移動します。 

 １０．次のデータ行へ…今の表示位置より後ろの改行位置へ移動します。 

 

Ｅ．行（＊３） 

 １１．前の行へ…今表示されている行の前の行へ移動します。 

 １２．行の先頭へ…今表示されている行の先頭へ移動します。 

 １３．次の行へ…今表示されている行の次の行へ移動します。 

 

Ｆ．マス 

 １４．上のマスへ…１行前の行の同じマス位置へ移動します。 

 １５．下のマスへ…１行下の行の同じマス位置へ移動します。 

 １６．１マス左へ…カーソルをオンにして、１マス左へ移動します。行頭では、前の行の末尾に移動します。 

 １７．１マス右へ…カーソルをオンにして、１マス右へ移動します。行末では、次の行の先頭へ移動します。 
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Ｇ．カーソル 

 １８．カーソルのオン／オフ…カーソルがオンの時はオフに、オフの時は今の表示位置でオンにします。 

 １９．カーソル位置へ戻る（＊４）…カーソルがオフの時は以前の位置でオンにします。 

  範囲選択している状態では、選択範囲の先頭と末尾の間を移動します。 

 

Ｈ．見出し行（＊５） 

 ２０．前の見出し行へ…今の表示位置より前にある見出し行へ移動します。 

 ２１．次の見出し行へ…今の表示位置より後ろにある見出し行へ移動します。 

 

Ｉ．行区切り（＊６） 

 ２２．前の行区切りへ…今の表示位置より前にある行区切りへ移動します。 

 ２３．次の行区切りへ…今の表示位置より後ろにある行区切りへ移動します。 

 

Ｊ．段落（＊７） 

 ２４．前の段落へ…今の表示位置より前にある段落へ移動します。 

 ２５．次の段落へ…今の表示位置より後ろにある段落へ移動します。 

 

Ｋ．ブックマーク（＊８） 

 ２６．前のブックマークへ…今の表示位置より前にあるブックマーク行へ移動します。 

 ２７．次のブックマークへ…今の表示位置より後ろにあるブックマーク行へ移動します。 

 

Ｌ．マーク（＊９） 

 ２８．マーク位置へ戻る…「ここをマーク」コマンドでマークされている位置に移動します。 

 

 （＊１）ここでは、改行や改ページで区切られたデータ上の行ページを、データ行、データページと呼んでい

ます。 

 （＊２）その文書の書式設定が有効になっていると、指定されたレイアウトを越える長いデータページは 

複数のページに分けて表示されます。 

 （＊３）その文書の書式設定が有効になっていると、指定されたレイアウトを越える長いデータ行は複数の

行に分けて表示されます。 

 （＊４）「カーソル位置へ戻る」コマンドについては、「３－４．元の表示位置に戻る方法」で解説します。 

 （＊５）「見出し行」については、「３－３．１）見出し行の利用」を参照してください。 

 （＊６）行区切りとは、文章の意味的な区切りを示すために挿入される空白行のことです。 

 （＊７）段落とは、先頭がマス空けのデータ行のことです。 

 （＊８）「ブックマーク行」については、「３－３．２）ブックマーク機能」を参照してください。 

 （＊９）「マーク」は、各文書毎につき１箇所の位置情報を記憶しておける機能です。 

 今の表示位置またはカーソル位置を記憶するには、次のコマンドを使用します。 

   メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「１３ ここをマーク」 

 

２） 矢印キーを使った操作 

 これらのコマンドは、通常矢印キーに割り当てて使用します。 

 初期設定では、次のような対応になっています。 

 なお、これらの対応は自由に変更することができます。変更の方法は、「１０－４．矢印キーの設定」で  

説明します。 

 また、現在の矢印キーの対応は、次のコマンドで見ることができます。 

  メインメニュー →「９ ヘルプ」→「２ 矢印キー一覧」 
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操 作 キー 主 な 働 き 

上矢印キー 前の行へ 

下矢印キー 次の行へ 

左矢印キー １マス左へ 

右矢印キー １マス右へ 

左＋右矢印キー カーソルのオン／オフ 

上＋下矢印キー カーソル位置へ戻る 

左＋上矢印キー 前のページへ 

左＋下矢印キー 行の先頭へ 

右＋上矢印キー データ行の末尾へ 

右＋下矢印キー 次のページへ 

左＋上下矢印キー 前の段落へ 

右＋上下矢印キー 次の段落へ 

上＋左右矢印キー 前の見出し行へ 

下＋左右矢印キー 次の見出し行へ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋上矢印キー 前のデータ行へ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋下矢印キー 次のデータ行へ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋左矢印キー データ行の先頭へ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋右矢印キー データ行の末尾へ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋左上矢印キー 前の行区切りへ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋右下矢印キー 次の行区切りへ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋上＋左右矢印キー 前のブックマークへ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋下＋左右矢印キー 次のブックマークへ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Alt（ｵﾙﾄ）キー＋上矢印キー 文書の先頭へ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Alt（ｵﾙﾄ）キー＋下矢印キー 文書の終わりへ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Alt（ｵﾙﾄ）キー＋左矢印キー 前のデータページへ 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Alt（ｵﾙﾄ）キー＋右矢印キー 次のデータページへ 

上下左右矢印キー マーク位置へ戻る 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋上下左右矢印キー ここをマーク 

 

３） 今の表示位置を確認する方法 

 文書を開いている状態で、Inf（情報）キーとEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを同時に押すと、以下のような「編集情報」

を表示します。 

  「（編集情報）文書の編集」 

  「 文書名＝〈この文書の名前〉」 

  「 見出し名＝〈直前の見出し行の内容〉」 

  「 選択＝〈現在選択中の範囲〉」 

  「 表示／カーソル＝〈現在の表示位置またはカーソル位置〉」 

  「 行頭／字下げ＝〈字下げのマス数〉」 

  「 トータル＝〈文書全体の大きさ〉」 

  「 データ行＝〈表示中のデータ行番号／全データ行数〉」 

  「 作成日時＝〈日付と時刻〉」 

  「 更新日時＝〈日付と時刻〉」 

  「 編集 （許可／禁止）」 
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  「 アクセス （許可／禁止／公開文書）」 

 この表示を終わらせて文書の表示に戻るには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押します。 

 

 また、次のコマンドにより、ステータス表示のオン／オフを切り替えることができます。 

メインメニュー →「４ レイアウト」→「１ ステータス表示のオン／オフ」 

 ステータス表示では、設定により、点字表示の左側または右側の部分に次のような情報を表示することが

できます。 

 （１マス目） 

  カーソル＝オン…「カ」（1・6の点） 

  選択中……………（7・8の点） 

  見出し行…………「／」（3・4の点） 

  ブックマーク行……「Ｂ」（1・2の点） 

 （２マス目以降） 

  ページ数………Ｐｎｎ 

  行数……………Ｌｎｎ 

  マス数…………Ｃｎｎ 

  行の長さ………Ｎｎｎ 

  字下げ…………Ｉｎｎ 

 ステータス表示の上のタッチカーソルキーを押すと、ステータス表示の内容を順に切り替えることができま

す。 また、ステータス表示の設定については、「９－６．ステータス表示の設定」を参照してください。 

 

４） ページ数や行数を指定して移動する方法 

 

 予め、移動先のページ数や行数が分かっている時は、次の「場所を指定して移動」コマンドを使っていち

早く目的の場所へ移動することができます。 

 メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「５ 場所を指定して移動」 

 

 「場所を指定して移動」コマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：移動先を指定してください。」 

 「 Ｎページ」 

 「 Ｍ行」 

 ここで、「１－２．設定シート」で説明した操作により、ページ数、行数の順に目的の値を指定します。 

 指定できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押せば、目的の場所に移動します。 

 Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、移動を中止して、元の状態に戻ります。 

 

５） 自動送り機能 

 自動送り機能は、文書を読んでいる時に表示内容を一定時間間隔で自動的に右に進めていく機能です。 

 文書を開いている状態でファンクションキーＦ１，Ｆ４を同時に押すと自動送りが始まります。 

 自動送りの時間間隔は、基本間隔（０．２５秒から８秒）およびマス加算（なし～０．３０秒）の間で自由に 

変更することができます。 

 マス加算は、点字の表示マス数によって、自動送りの時間を調節する機能です。 

 

 「自動送り」で読んでいる時、前の表示をもう一度読みたければ、ファンクションキーＦ１を押してください。 

 また、早く次の表示を読みたければ、ファンクションキーＦ４を押してください。 

 今の表示内容をゆっくり読みたければ、ファンクションキーＦ４を押したままにしてください。このキーを放す
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と、次に進みます。 

 

 「自動送り」を終了するには、もう一度、ファンクションキーＦ１，Ｆ４を同時に押します。 

 矢印キーやタッチカーソルキーを押しても、自動送りを終了します。 

 また、自動送りで表示している時は、ファンクションキー（Ｆ２，Ｆ３）で基本間隔を調節できます。 

  Ｆ２＝より速く表示 

   Ｆ３＝より遅く表示 

 自動送りの設定については、「９－３．編集環境に関する設定」を参照してください。 

 

（触読スピードの計測） 

 次のコマンドを使用すると、点字の触読スピードを計測することができます。また、その値で自動送りの 

時間間隔を設定できます。 

   メインメニュー →「９ ヘルプ」→「６ 触読スピードの計測」 

 このコマンドを実行すると、次のように表示されます。 

   「確認：計測します。準備はよろしいですか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、計測が始まります。 

 一定時間読んでから、再度このコマンドを実行してください。 

 実行すると、それまでの間（メニューの表示時間を除く）にスクロールした点字のマス数から、触読スピード

を計算し、次のように表示します。 

  「今回の計測結果は、毎分ｎｎマスでした。この速さで、自動送りの時間間隔を設定しますか？」 

 ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、自動送りの時間間隔が変更されます。 

 設定を変更しない場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

６） 脚注やキーワード・センテンスの内容を参照する方法 

 脚注とは、本文中の説明を必要とする言葉の後ろに（＊）や（＊１），（＊２），．．．（点字では、文中注記

符）のようなマークを付けておき、それより後ろの行でその言葉の説明を書く方法です。 

 説明の行の先頭には、対応する脚注マークを書きます。 

 また、キーワード・センテンスとは、本機の用語で、キーワード（文中のポイントとなる言葉）の意味や特長

を説明している行のことです。 

 キーワード・センテンスは、次のどちらかの形式で本文中に書きます。 

 （１）文中のキーワードの部分を点字の第１指示符（開き＝5の点，3・6の点，閉じ＝3・6の点，2の点）で 

囲む。 

 

 （２）行頭から、開始記号（＊１），キーワード，接続記号（＊２），キーワードの説明の順に書く。 

  （＊１）開始記号には、次の４種類が使えます。 

  第１星印（3・5の点，3・5の点） 

  第２星印（2・6の点，2・6の点） 

  第３星印（6の点，2・6の点） 

  文中注記符（5・6の点，2・3の点） 

（＊２）接続記号には、次の７種類が使えます。 

第１繋ぎ符（3・6の点） 

    第２繋ぎ符（6の点，3の点） 

    第１小見出し符（6の点，3・6の点） 

第２小見出し符（5の点，2の点） 

    波線（3・6の点，3・6の点） 

  棒線（2・5の点，2・5の点） 

    点線（2の点，2の点，2の点） 
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 本機には、今読んでいる行に付けられた脚注や、その行に含まれている言葉のキーワード・センテンスを

ワンタッチで確認できる機能が用意されています。 

 脚注やキーワード・センテンスを確認するためには、次のように操作します。 

 

 （１）Ｆ３キーを押しながら、目的の脚注番号やキーワードの上のタッチカーソルを押します。 

 （２）次のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「６ 脚注とキーワード・センテンスの参照」 

  （ショートカットキー）＝Ｃｔｒｌ＋「Ｒ」（1・2・3・5の点） 

 脚注記号に対する説明の行は、今の行から文書の後ろに向かって検索されます。 

 また、キーワード・センテンスは、その文書全体から検索されます。 

 見つかった脚注およびキーワード・センテンスは、次のように表示します。 

  「脚注，キーワード・センテンス一覧：」 

  「説明の行１」 

  「説明の行２」 

    ．．． 

  「キーワード・センテンス１」 

  「キーワード・センテンス２」 

    ．．． 

 ディスプレイキーを使用すると、リストされた行の前後を読むことができます。 

 内容が確認できたら、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと元の表示に戻ります。 

 Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーまたはタッチカーソルキーを押すと、脚注の説明の行にジャンプすることができます。 

 

７） 参照先へ移動する方法 

 本文の中に参照先の名前を埋め込んでおき、簡単な操作でそこにジャンプすることができます。 

 参照先の名前は、点字の第２指示符（開き＝5の点，3・6の点，3・6の点，閉じ＝3・6の点，3・6の点，2の

点）で囲んでおきます。 

 （例）〈７．参照先へ移動する方法〉をご覧ください。 

 このような行で次のコマンドを実行すると、第２指示符の中の名前をキーワードとして参照先を探します。 

 参照先の名前が第２指示符で囲まれていない場合は、その部分を範囲選択してから実行してください。 

  メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「７ 〈参照〉先へジャンプ」 

 検索される参照先は、そのキーワードで始まっている行です。 

 参照先が見つかると、そのリストが表示されます。ここで目的の参照先を選び、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、 

その行へジャンプすることができます。 

 また、ディスプレイキーを使用すると、参照先にジャンプしなくても、参照先の前後の部分を読むことができ

ます。 

 Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、リスト表示を終了し、元の表示に戻ります。 

 

８） 読書モード 

 「読書モード」は、その名の通り、読書を楽しむための表示モードです。 

 このモードでは、触読を快適にお楽しみ頂けるよう、以下のような工夫をしています。 

 （１）レイアウトのための改行が多く含まれている文書を、「送りキー」で読み進んでいくと、改行の前の  

表示幅が短くなって触読のリズムに乗れないことがあります。 

 このような問題を避けるため、１段落内の行を、１データ行扱いとし、ディスプレイの幅をフルに使って表示

します。 

 （２）また、表の枠線などで同じ点のマスが４マス以上続く時は、マス数を圧縮して表示します。 

 次のコマンドを実行すると、読書モードに入ります。 
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   メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「１５ 読書モード」 

 このコマンドを実行すると、「読書モード」と短い時間表示されて、読書モードに入ります（ただし、既に読書

モードに入っている時は、なにも表示されません）。 

 読書モードを解除するには、カーソルをオンにしてください。 

 また、読書モードはその文書のみに有効ですので、別の文書を開いた時は改めて読書モードに入ってくだ

さい。 読書モードでは、通常の編集操作の他に、以下の操作が可能です。 

  左／右矢印キー＝前後のセンテンス（＝２マス空けで区切られた部分）へ移動。 

 

３－３． 見出し行とブックマーク 

 

１） 見出し行の利用 

 「見出し行」とは、文書中の章や節といったまとまりに付けられたタイトル行のことです。 

 

 本機では、それらの行に予めマークを付けておくことで、次のような機能を利用することができます。 

 （１）「編集情報」の中で、今表示している部分の直前の見出し行の内容を確認することができます。 

 （２）見出し行間の移動コマンドや、見出し行を対象とした検索・置き換え機能を利用することができます。 

 （３）見出し行指定されている行のみを抜き出して、一覧表示したり、別の文書にコピーしたりすることが 

できます。 

 （４）目次作成機能を利用することができます。 

 この機能については、「６－５．目次作成機能」を参照してください。 

 

 見出し行の設定をオン／オフするには、その行に移動してから、次のコマンドを実行します。 

メインメニュー →「４ レイアウト」→「２ 見出し行のオン／オフ」 

 このコマンドを実行すると、変更後の状態「見出し行 オン」または「見出し行 オフ」が短時間表示され、

元の状態に戻ります。 

 

２） ブックマーク機能 

 「ブックマーク」は「しおり」という意味で、本機では、文書中の自由な所（行）に印を付けておく機能を 

ブックマークと呼んでいます。 

 

 ブックマークを使用すると、次のような機能を利用することができます。 

 （１）ブックマーク間の移動コマンドや、ブックマーク行を対象とした検索・置き換え機能を利用することが 

できます。 

 （２）ブックマーク指定されている行のみを抜き出して、一覧表示したり、別の文書にコピーしたりすること 

ができます。 

 

 ブックマークの設定をオン／オフするには、その行に移動してから、次のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「８ ブックマークのオン／オフ」 

 このコマンドを実行すると、変更後の状態「ブックマーク オン」または「ブックマーク オフ」が短時間表示

され、元の状態に戻ります。 

 

３） 行の一覧表示コマンド 

 本機には、次の４種類の「行の一覧表示コマンド」があります。 

 （１）ブックマーク一覧 

 （２）見出し行一覧 

 （３）字下げ行一覧 

 （４）ナンバリング行一覧 
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これらのコマンドでは、今開いている文書の中のブックマーク行、見出し行、字下げ行、および 

ナンバリング行を一覧表示します。 

 ここで、ナンバリング行とは、行頭マス空けの後ろに、数字やアルファベット、カナなどで、以下のような 

見出し・項目の順序を示す記述のある行のことです。 

  １． １．１ １．２ … ２． ２．１ … 

  （１） （２） （３） 

  （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 

  （ア） （イ） （ウ） 

 また、字下げ行一覧では、３マス以上字下げされた行のみをリストアップします。 

 これらのリストを使うと、見出し行が設定されていない点訳データでも、効率的に項目を見つけたり、   

見出し行設定を追加することができます。 

 

 （ブックマーク／見出し行／ナンバリング行）リスト（ｎ件） 

  見つかった行１ 

  見つかった行２ 

    ．．． 

 この状態では、次の操作が可能です。 

 操 作 キー 主 な 働 き 

(1) Ｆ４（送り） リストを順番に読み進みます。 

(2) Ｆ１（戻し） １画面左、または前の項目を表示します。 

(3) 上下矢印キー 前後の項目へ移動します。 

(4) 左右矢印キー 同レベルの行へ移動します。 

(5) 左上／右下矢印キー 親レベルの行へ移動します。（＊１） 

(6) ディスプレイキー 見つかった位置の前後を表示します。 

この場合、Ｓｐｃ(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押すと、元の行に戻ります。

(7) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー この行の見出し行設定をオン／オフします。 

(8) Inf（情報）キー＋Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 見つかった位置の編集情報を表示します。 

(9) Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー リストの内容を、新規文書に保存します。 

(10) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー リストの内容をコピーバッファに保存し、次章で説明する

「貼り付け」コマンドで利用できるようにします。 

(11) Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー，タッチカーソルキー リストの表示を終了し、今表示されている項目にジャンプし

ます。 

(12) Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー リストの表示を終了し、前の状態に戻ります。 

 (＊1)見出し行の場合は字下げ幅の多い行の方が、ブックマーク行の場合は字下げ幅の少ない行の  

方が親レベルとなります。 

 

 ブックマーク一覧の場合： 

 (13) Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー ・・・ リストの表示を終了し、ブックマーク行の指定を全て消去します。 

 

３－４． 元の表示位置に戻る方法 

 

 検索コマンドや移動コマンドを使って表示位置やカーソル位置を移動した後、元の位置に戻る方法として、

次の２種類があります。 

 

 １．「カーソル位置へ戻る」コマンドを使用する方法 
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 ２．「移動の取り消し」コマンドを使用する方法 

 

１） 「カーソル位置へ戻る」コマンドを使用する方法 

 

 「カーソル位置へ戻る」コマンドは、編集作業を一時中断して、前後の文章を確認した後、編集作業を  

再開する時に使うコマンドです。 

 カーソルが表示されていない状態では、表示位置を移動しても元のカーソル位置（最後にカーソルが表示

されていた位置）が記憶されています。 

 

 「カーソル位置へ戻る」コマンドでは、この位置に表示を戻し、カーソルを表示します。 

 従って、このコマンドを利用して表示位置を戻すためには、検索／移動コマンドを実行する前に、戻って 

来たい位置でカーソルをオフにしておく必要があります。 

 

２） 「移動の取り消し」コマンドを使用する方法 

 以下の検索／移動コマンドで表示位置やカーソル位置を移動した後、次のコマンドで元の位置に戻ること

ができます。 

メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「１４ 移動の取り消し」 

 （移動を取り消すことができるコマンド） 

  検索コマンド（前、後ろ、始めから） 

  文書の先頭／終りへ 

  前／次のページへ 

  前／次のデータページへ 

  前／次の見出し行へ 

  前／次の行区切りへ 

  前／次のブックマークへ 

  カーソル位置へ戻る 

  場所を指定して移動 

  脚注の参照 

  参照先へジャンプ 

 

３－５． 読み上げコマンド 

 

 パソコンと接続されている時、以下の操作で本機の表示や文書の内容を読み上げさせることができます。 

 ただしパソコンで読み上げる場合は、パソコン側でも使用する音声化エンジンの選択が必要になります。

これについては、「点字デバイス・コントローラ」（ＫＢＤＣ）の説明をご覧ください。 

 

 

１） 基本的な読み上げの操作 

 次の操作は、手帳モードの各状態で有効です。 

操 作 キー 主 な 働 き 

Ｗｉｎキー＋後方（Bw）キー  読み上げのオン／オフ 

Ｗｉｎキー＋左／右スクロールキー（Ls/Rs）  読み上げ速度の調節 

Ｗｉｎキー＋前方（Fw）キー  今の表示内容の読み上げ 

 

２） 編集状態での読み上げコマンド 

 編集状態では、次の読み上げコマンドが利用できます。 
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 なお、これらのコマンドの矢印キーへの割り当ては、お好みで変更することができます。 

 変更の方法は、「１０－４． 矢印キーの設定」を参照してください。 

操 作 キー 主 な 働 き 

Ｗｉｎキー＋左上矢印キー  文書名の読み上げ 

Ｗｉｎキー＋下矢印キー  表示位置の読み上げ 

Ｗｉｎキー＋左右上矢印キー  見出し名の読み上げ 

Ｗｉｎキー＋左矢印キー  左のマスを読み上げ 

Ｗｉｎキー＋右矢印キー  このマスを読み上げ 

Ｗｉｎキー＋左下矢印キー  行の左側を読み上げ 

Ｗｉｎキー＋右上矢印キー  行の右側を読み上げ 

Ｗｉｎキー＋Ｃｔｒｌ(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋下矢印キー  文書の読み上げ 

Ｗｉｎキー＋Ｃｔｒｌ（ｺﾝﾄﾛｰﾙ）＋上矢印キー  データ行の読み上げ 

Ｗｉｎキー＋上矢印キー  行の読み上げ 

Ｗｉｎキー＋右下矢印キー  選択範囲の読み上げ 

 

３－６． 文書の初期操作 

 

 「初期操作」は、文書を開いて目的の情報を参照したり、新しい情報を追加する際、操作ステップを減らし

て、情報の管理をより簡便にするための機能です。 

 この機能は、中・上級者向けの機能ですので、本機の操作に慣れてから試してみてください。 

 この機能を利用するためには、まず目的の文書の「文書設定」で、「初期操作」に「なし」以外の選択肢を

設定します。 

 すると、「文書一覧」から次の操作が可能になります。 

 操 作 キー 主 な 働 き 

（Ａ） Ｓｅｌ（選択）キー＋ＯＫキー（＊） 「見出し行一覧」を表示します。 

（Ｂ） Ｓｅｌ（選択）キー＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 新しい入力欄を用意して、文書を開きます。 

（Ｃ） Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 文書内検索を行ないます。 

「初期操作プロンプト」を表示。 

（Ｄ） タッチカーソルキー，ＯＫキー（＊） 特別な処理を行なわず、そのまま文書を開きます。 

（＊）ＯＫキーは、前面ボタン３を押しながら、左親指キーを押す操作です。 

 

 「初期操作プロンプト」では、次のように表示されます。 

  「（文書名）：        」 

  

ここで、探したいキーワードを入力しＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、文書内検索を行ないます。 

 キーワードが見つかった場合は、その行が参照リストで表示されます。 

 リストから目的の場所を選び、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、文書が開きます。 

 参照リストだけで情報が確認できた場合は、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを２回押して、キャンセルしてください。 

文書は開かれず、元の表示に戻ります。 

 検索したキーワードが見つからなかった場合は、そのキーワードで新しい情報を登録するかどうかを確認

する次のメッセージが表示されます。 

「確認：キーワード「○○」が見つかりませんでした。追加しますか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、新しい行が追加され、そこに検索したキーワードがコピーされます。 

 この他、「初期操作」を設定していると、文書ショートカットで目的の文書を開いた場合にも 

「初期操作プロンプト」が表示されます。 

 「初期操作プロンプト」からも、上記（Ａ），（Ｂ）と同様の操作が可能です。 
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 「初期操作」の選択肢と、それぞれの機能の違いは以下の通りです。 

（１）行項目リスト：「電話帳」のように、１件の情報を１行に保存する文書に指定します。 

このタイプでは、新しい入力欄として、通常の行を文書の最後に用意します。 

また、文書内検索は、全ての行が対象となります。 

 

（２）見出し行項目リスト：「単語帳」や「歌集」など、数行に渡る情報を名前付きで管理する文書に指定しま

す。 このタイプでは、新しい入力欄として、見出し行を文書の最後に用意します。 

各データ先頭の見出し行に、項目名を書いてください。また、文書内検索も、見出し行が対象となります。 

 

（３）デイリーノート：「日記帳」や「会議のメモ」など、日付で情報を管理する文書に指定します。 

 このタイプでは、「スケジュール帳」と同様に、日付の入った項目が用意されます。 

文書内検索は、全ての行が対象となります。 

 

（４）タイムテーブル：「時刻表」や「予定表」など、日付や時刻で情報を管理する文書に指定します。 

 このタイプについては、次項で説明します。 

 

３－７． タイムテーブル文書 

 タイムテーブル文書は、時刻表や予定表など、日付や時刻で情報を管理したい時に使用します。 

 

（例１）鉄道・バスの時刻表 

 （この表は、サンプルとして架空に作成したものです）。 

東京発 下り……見出し行 

 6:00 博多 

   6:30 新大阪 

 7:00 博多 

 7:20 新大阪 

 7:40 岡山 

 8:00 博多 

新大阪発 上り……見出し行 

 6:00 東京 

 6:30 品川 

 7:00 東京 

 7:20 品川 

 7:40 東京 

 8:00 東京 

 

（例２）治療院での予約管理 

鈴木一郎……見出し行 

1/10 10:00 

1/17 10:00 

山田二郎……見出し行 

1/12 13:30 

1/26 14:30 

木村三郎……見出し行 

1/15 11:00 

1/22 11:00 
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１） タイムテーブル文書の開き方 

 タイムテーブル文書に設定するには、その文書の文書設定で、「初期操作」に「タイムテーブル」を選択し

ます。 

 

 文書一覧でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、タイムテーブル文書を開くと、まず１行編集状態になります。 

 ここでは、次の操作が可能です。 

 （１）見出し行を検索するには、ここで探したいキーワードを入力します。 

 上の（例１）の場合は、駅名や路線名など、（例２）の場合は、患者さんの氏名を入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを 

押します。 すると、見つかった見出し行のリストが表示されますから、そこから目的の項目を選択し、 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 

 （２）見出し行の一覧を表示させるには、下矢印キーを押します。 

 すると、この文書内の見出し行のリストが表示されますから、そこから目的の項目を選択し、 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 （１）か（２）の操作で文書を開くと、その項目内の次の予定が検索され、表示されます。 

 

 （３）このような検索をしないで直接文書を開くには、何も入力せずに、そのままＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 文書一覧でタッチカーソルキーを押して文書を開いた場合も同様です。 

 

２） タイムテーブル文書の書き方 

 上の例のように、タイムテーブル文書では、時刻や日付をキーとして情報を管理することができます。 

 管理したい日付や時刻は、行の先頭に書きます。このような行を「日時行」と呼びます。 

また、日時行で 指定されている日付・時刻を「指定日時」と呼びます。 

 上の例では、日付の指定で年を省略していますが、以下のように年月日で指定することもできます。 

 「７／９／３０」……２００７年９月３０日 

 年を省略した場合は、今年の予定と解釈されます。 

ただし、「２００７年予約表」のように文書名に西暦が書かれていれば、その年の予定として処理されます。 

 日時行の日付や時刻の後ろには、自由な内容を書くことができます。 

 また、日時行だけでなく、日付や時刻を指定しない通常の行も混ぜて書いて、差し支えありません。 

 これらの情報を分類するために、見出し行を使用します。 

 

 タイムテーブル文書の特長は、フリーフォーマットで書いた情報を時間順で管理できることです。 

 例えば、上記の「治療院での予約管理」の場合、そこに治療記録も記入して、情報を一元的に管理するこ

とができます。 

 

３） 時間軸の表示 

 タイムテーブル文書では、通常の文書編集の表示の他に、「時間軸」の表示があります。 

時間軸の表示では、日時行を時間の順番で移動したり、目的の時間でその前後の指定日時を検索したり

することができます。 

 その他、時間軸の表示では、指定日時からの経過時間や残り時間を確認することもできます。 

 

（表示例）時間軸の表示 

日時の表示： 

 「 １０：３０」 

 「 １／１０ 水」 

 「 １／１０ 水 １０：３０」 
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 （この表示の１マス目には、指定日時がこれからの場合はマス空け、既に過ぎている場合は3・6の点が 

表示されます。） 

経過時間／残り時間の表示： 

 「 ＝０１：３０」……１時間３０分経過 

 「 後０１：３０」……１時間３０分後 

 「 ＝１３日」……１３日経過 

 「 後１３日」……１３日後 

 

４） タイムテーブル文書の操作 

タイムテーブル文書では、通常の文書編集の他に、以下の操作が可能です。 

これらの操作では、全て、指定日時の前後を基準に移動します。 

 

（Ａ）通常表示の状態から、 

 操 作 キー 主 な 働 き 

(1) Ａｌｔ＋Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 見出し行で区切られた範囲内で、次の日時行に移動します。 

（見出し行から）次の見出し行までの範囲内で、 

次の日時行に移動します → 時間軸表示 

(2)  

  

Ａｌｔ＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 

（日時行から）その行で、時間軸表示に入ります。時刻が指定されている 

場合は、経過時間／残り時間を表示します 

(3) Ａｌｔ(ｵﾙﾄ)キー 

＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 

＋Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 

日付／時刻を指定して、それ以降の日時行に移動します → 時間軸表示 

日付の場合は、文書全体から、時刻の場合は、見出し行で区切られた 

範囲から、検索されます。 

日付／時刻を指定しないと、次の日時行に移動します。 

 

（Ｂ）時間軸表示の状態で、 

 操 作 キー 主 な 働 き 

(4) 表示の送り／戻し １件の時間軸表示の中で、前後を読みます。 

(5) Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー その行で、通常表示に戻ります。 

(6) Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 時間軸表示に入る前の行に戻ります → 通常表示 

(7) 上／下矢印キー 前／後の日時行に移動します。 

(8) 左／右矢印キー 日付の時は１日単位、時刻の時は１時間単位で移動します。 

(9) 左上／右下矢印キー 日付の時、１ヶ月単位で移動します。 

(10) タッチカーソルキー 日時の表示と、経過時間／残り時間表示を切り替えます。 
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第3部 《基本操作編2》 

第４章 文書の編集 

 

 この章では、文書編集のための基本的な操作方法や、メインメニューの項目「３ 編集操作」の中に 

含まれる機能について説明します。 

 

４－１． 編集状態での表示 

 

 本機では、点字表示部の８本のピンの内、下の２本のピンのブリンク（点滅）で編集カーソルを示していま

す。 

 ６点編集状態では各点字のマスの下に表示されますが、８点編集状態では点字とカーソルの表示が 

重なってしまうため、専用のマスを取って表示されます。 

 文書が編集禁止に設定されていなければ、カーソルが表示されている状態（カーソル＝オンの状態）で、

点字の入力や削除などの編集操作が可能です。 

 もし、編集カーソルが表示されていなければ、点字が表示されているマスのタッチカーソルキーをどれか 

１つ押してください。その位置にカーソルが表示されます。 

 逆に、文書を編集したくない時は、誤操作を防ぐためにカーソルをオフにしておいてください。 

 

（注意） 

「編集環境の設定」内の「カーソル＝オフ時の編集」の設定によっては、カーソルがオフの状態でも、 

編集操作が可能です。 

 

 編集状態では、カーソルの他にもいくつかの特別な表示があります。 

（１）つなぎ符、改行／改ページ記号 

 繋ぎ符は、点字表示部の後ろの方に空白のマスが表示されている場合、それがマス空けなのか、    

ワードラップなどの関係で何も表示されていないのかを区別するための記号です。 

 改行／改ページ記号は、その場所で文書が改行／改ページされていることを示すものです。 

 これらの記号は、設定により、常に表示または非表示にしたり、カーソルのオン／オフに連動して表示さ

せたりすることができます。 

 これらの設定方法については、「９－３．編集環境に関する設定」を参照してください。 

 

点 の 動 作 役 割 

６の点のブリンク（点滅） まだ行の続きがある場合のつなぎ符です。 

５・６の点のブリンク（点滅） その場所でレイアウト処理のために改行 

されていることを示すつなぎ符です。 

４・６の点のブリンク（点滅） 改行記号。 

４・５・６の点、または 

４・５・６・８の点のブリンク（点滅） 

改ページ記号。 

 

（２）選択範囲を示す記号 

 本機では、数マスから数行にわたる文章を一括して、コピー、切り取り、削除するブロック編集機能を  

サポートしています。 

 この時、対象範囲として選択されている部分を示すために、各行の中で選択されている部分を次の記号

で囲んで表示します。 
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点 の 動 作 役 割 

１・２・６の点のブリンク（点滅） 選択範囲の開始を示す記号です。 

３・４・５の点のブリンク（点滅） 選択範囲の終了を示す記号です。 

１～６の点のブリンク（点滅） 前の行からその行の行頭、あるいはその行の行末から後ろの 

行に掛けて選択されているような場合、この記号を行頭や行末に

置いて、今選択中であることを示します。 

 

 

４－２． 基本的な編集操作 

 

 基本的な編集操作は、以下の通りです。 

 操 作 キー 機 能 

(1) 点字入力キー（＊１） 点字入力 

(2) Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー マス空け 

(3) Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 改行 

(4) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 改ページ 

(5) BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー カーソルの前の文字を削除 

(6) Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー カーソル上の文字を削除 

(7) Ctrl（ｺﾝﾄﾛｰﾙ）キー＋BS（ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）キー 前の改行からカーソルまでの範囲を削除

(8) Ctrl（ｺﾝﾄﾛｰﾙ）キー＋Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー カーソルから次の改行までの範囲を削除

 

 （＊１）６点編集モードでは、１の点キーから６の点キーの６個のキーを使います。 

     ８点編集モードでは、これらに加えてＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーとSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーも使用します。 

 

４－３． ブロック編集コマンド 

 

 ブロック編集機能は、数マスから数行にわたる文章を一括してコピー、切り取り、削除したり、切り取った

文章を別の場所へ貼り付けたりする機能です。 

 これらの機能を使えば、ある文書の一部分を別の文書に引用することも簡単にできます。 

 

 本機には、次の４種類のブロック編集コマンドがあります。 

 （１）コピー 

文書内の一定範囲を、専用の記憶場所（コピーバッファ）にコピーします。 

元の文書は書き換えられません。 

 （２）切り取り 

文書内の一定範囲を元の文書から切り取り、専用の記憶場所（コピーバッファ）に保存します。 

 （３）削除 

文書内の一定範囲を元の文書から削除します。 

 （４）貼り付け 

コピーバッファの内容を、指定した場所に貼り付けます。 

 

 上記（１）～（３）を利用する場合は、次の２ステップで操作します。 

 【第１ステップ】 対象範囲を選択する。 

 【第２ステップ】 指定した対象範囲に対してコマンドを実行する。 
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 【第１ステップ】 対象範囲は次のように指定します。 

  （１）カーソルを選択したい範囲の先頭へ移動します。 

  （２）Sel（選択）キーを押しながら、カーソルを選択したい範囲の末尾へ移動します。 

 

 【第２ステップ】 その後、次の操作により目的のコマンドを実行します。 

 （１）コピー・コマンド 

  メインメニュー →「３ 編集操作」→「２ コピー」 

  〈Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キーを押しながら、Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キーを押す〉。 

 （２）切り取りコマンド 

  メインメニュー →「３ 編集操作」→「３ 切り取り」 

  〈Sel（選択）キーを押しながら、Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押す〉。 

 （３）削除コマンド 

  メインメニュー →「３ 編集操作」→「５ 削除」 

  〈Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押す〉。 

 

 また、上記操作でコピーしたり切り取ったりした文章を貼り付けるには、貼り付けたい場所にカーソルを 

移動させてから次のコマンドを実行します。 

（４）貼り付けコマンド 

  メインメニュー →「３ 編集操作」→「４ 貼り付け」 

  〈Sel（選択）キーを押しながら、Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キーを押す〉。 

 

４－４． 誤って編集した部分を元に戻す 

 

 本機には、編集操作を間違えて、必要な部分を消してしまった時などのために、文書を編集前の状態に

戻す機能があります。 

 次の「元に戻す」コマンドを使えば、最大で前５回分の編集操作を取り消すことができます。 

 しかし、編集情報を記憶しておくためのメモリーが確保できなかった場合などには、その編集操作を取り

消せないこともありますから、充分にご注意ください。 

メインメニュー →「３ 編集操作」→「７ 元に戻す」 

 

 また、上記のコマンドで「元に戻した状態」から「元に戻す前の状態」に戻すには、次のコマンドを実行しま

す。 

   メインメニュー →「３ 編集操作」→「８ 次に進む」 

 

（注意） 

このコマンドは、「元に戻す」コマンドを実行した直後にのみ有効です。元に戻した後、新たに    

編集作業をしてしまうと、前の操作情報が削除されてしまうため、このコマンドは利用できません。 

 

４－５． キーワードの一括置き換え 

 

 本機には、文書内の指定したキーワードを、一括して別のキーワードに置き換える機能があります。 

 この機能を利用するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「３ 編集操作」→「６ 置き換え」 

  〈Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キーを押す〉。 

 置き換えコマンドを実行したら、次の３ステップで、変更前の文字列と対象位置、変更後の文字列を指定

します。 
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 【第１ステップ】 

 まず、次のように表示されますから、ここで変更前の文字列を指定します。 

  「変更前：     」 

 キーワードが指定できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して次へ進みます。 

 ここで下矢印キーを押すと、前回に指定したキーワードを呼び出すことができます。 

 

 【第２ステップ】 

 続いて、次のように表示されますから、ここで変更後の文字列を指定します。 

   「変更後：     」 

 ここでも、下矢印キーにより、前回に指定したキーワードを呼び出すことができます。 

 キーワードが指定できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して次に進みます。 

 

 【第３ステップ】 

 最後に、置き換えの対象範囲を指定します。 

 対象範囲は、次の中から選択できます。 

   対象 ＝ 文書全体     実行 詳細 戻る 

    文書の終りまで 

       データ・ページの終りまで 

       次の見出し行まで 

       次の行区切りまで 

       行末まで 

 

 これらの上のタッチカーソルキーを押すと、設定を変更できます。 

 「詳細」の上のタッチカーソルキーを押すと、キーワードを検索する位置を指定することができます。 

 この機能については、「３-１．６）詳細設定」を参照してください。 

 ただし、マス空けを無視する機能は、置き換えでは使用できません。 

 「戻る」の上のタッチカーソルキーを押すと、「第１ステップ」からやり直すことができます。 

 対象範囲が指定できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して置き換えを実行してください。 

 置き換えを中止したければ、ここでEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

 置き換えが成功すると、次のように表示されます。 

   「○○回、置き換えました。」 

 もし、対象範囲内に指定されたキーワードが見つからなければ、次のように表示されます。 

   「キーワード「○○○」が見つかりませんでした。」 

 どちらの場合も、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押して、メッセージをキャンセルしてください。 

 

４－６． 日時スタンプの挿入 

 

 メモなどを書いている時に、それを書いた日付や時刻を内容に添えておきたい時があります。 

 このような時は、次のコマンドを使用すると便利です。 

   メインメニュー →「３ 編集操作」→「１ 日時スタンプの挿入」 

  

このコマンドを実行すると、今のカーソル位置に、設定に応じて日付や日時の情報が挿入されます。 

   日付…年月日「ｙｙ／ｍｍ／ｄｄ」、または月日「ｍｍ／ｄｄ」 

   曜日…「（曜日）」 

   時刻…時分秒「ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ」、または時分「ｈｈ：ｍｍ」 
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 これらの設定を変更するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー → 「７ 各種設定」 → 「１０ 日時スタンプの設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 「設定：日時スタンプの設定」 

         「 日付（なし、月日、年月日）」 

         「  曜日（あり、なし）」 

         「 時刻（なし、時分、時分秒）」 

 

 ここで、日付のみを表示したい時は、「時刻」を「なし」に設定してください。 

 また、時刻のみを表示したい時は、「日付」を「なし」に設定してください。 

 この場合、「曜日」が「あり」になっていても無視されます。 

 

４－７． ブロックの挿入 

 

 「ブロックの挿入」機能は、よく使用する表現に名前を付けて登録しておき、必要な時に呼び出して本文に

挿入できる機能です。 

 

１）登録の方法 

 ブロックを登録するには、次の手順で操作します。 

 

 （１）文書の編集状態でIns（ｲﾝｻｰﾄ）キーを押してブロック・リストを開き、更にIns（ｲﾝｻｰﾄ）キーを 

押します。初めての登録の場合は、リストを開くとすぐに「ブロックの登録」に入ります。 

 （２）次のような表示になりますので、ここでブロックに付ける名前を入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

この部分は本文に挿入されません。 

   「新規登録名：   」 

   ここでEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押すと、ブロックの登録を中止することができます。 

 （３）「ブロック・リスト」の文書が開きますので、その場所にブロックの本体を書き込みます。 

   書き終えたらEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

２）ブロックを挿入する方法 

 上の手順で登録したブロックを本文に挿入するには、次の手順で操作します。 

 

 （１）ブロックを挿入したい位置に移動し、カーソルをオンにします。 

 （２）Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キーを押して、ブロック・リストを開きます。 

 （３）上下矢印キーで挿入したいブロックの名前に移動し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 

 この時、Del（ﾃﾞﾘｰﾄ）キーを押すと、登録されているブロックを削除することができます。また、Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)

キーを押すと、ブロックを再編集することができます。 

 

４－８． 文書の結合 

 二つの文書を結合するには、次のコマンドが便利です。 

   メインメニュー → 「３ 編集操作」 → 「１１ 文書の結合」 

 このコマンドでは、今開いている文書の後ろに別の文書の内容を追加します。 

 次のように表示されますから、結合したい文書を選択し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 
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  「結合する文書を選択してください。（文書数→ｎｎ）」 

  「 １ （１番目の文書情報）」 

  「 ２ （２番目の文書情報）」 

    ．．． 

 

 文書を選択すると、続いて次のように表示されます。 

   「警告：元の文書は削除しますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 

 後ろに結合しようとしている文書を別文書として残しておく必要がない場合は、元の文書の内容を移動さ

せることで、より少ないメモリーで効率的に結合できます。 

 この場合は、ここで「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力してください。 

 逆に別文書としても残しておきたい場合は、「Ｎ」（1・3・4・5の点）を入力してください。 

 

４－９． 英語点字の変換 

 英語の点字には、アルファベットを１文字ずつ表す１級点字と、縮字・略字を用いて単語をより少ないマス

で表現できる２級点字があります。 

 次のコマンドを利用すると、１級点字を２級点字に変換したり、逆に２級点字を１級点字に戻す処理ができ

ます。 

   メインメニュー → 「３ 編集操作」 → 「１２ ２級点字に変換」 

   メインメニュー → 「３ 編集操作」 → 「１３ １級点字に戻す」 

 

 これらの機能を使用する際には、コマンドを実行する前に、予め変換したい範囲を選択してください。 

 変換後に「元に戻す」コマンドを使用すると、処理した部分を変換前の状態に戻すことができます。 

 

 ２級点字を１級点字に戻す場合、単独のアルファベットや記号類を略字や縮字として処理してしまう場合

があります。 

 このような問題を避けるためには、問題となる部分を外して範囲選択するか、次の規則を使用して記述し

てください。 

 

 （１）単独のアルファベットには、レターサイン（5・6の点）を前置してください。 

 （例） 

  「ｂ」（ｂｕｔではない場合） ＝ 「（レターサイン）ｂ」 

   「Ｃ」（Ｃａｎではない場合） ＝ 「（レターサイン）（大文字符）Ｃ」 

   「ＡＢ」（ＡＢＯＵＴではない場合） ＝ 「（レターサイン）（２重大文字符）ＡＢ」 

  

（２）「／」（スラッシュ）や、アルファベットが後ろに続く「．」（ピリオド）などが略字として処理されることを 

防ぐために、それらの前に４の点を前置してください。 

（例） 

「１／２」（１ｓｔ２ではない場合） ＝ 「１（４の点）／２」 

  「Ｕ．Ｓ．Ａ．」 ＝ 「Ｕ（４の点）．Ｓ（４の点）．Ａ（４の点）．」 
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第５章 アクセサリの使い方 

 

 本機には、電卓、時計、アラーム、カレンダー、スケジュール帳などのユーティリティが用意されています。 

 これらは、メインメニューの項目「５ アクセサリ」のサブメニューから呼び出すことができます。 

 また、文書の中の表を集計する「ツリー型集計」機能や、電話帳などの整理に便利な「データの並べ替え」、

「組み合わせ抽出」機能についてもご紹介します。 

 

５－１． 時計機能 

 

 今の時間を見るには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「１ 時計」 

 「時計」コマンドが実行されると、次のようなデジタル時計が表示されます。 

     「時計： ＨＨ（時）：ＭＭ（分）：ＳＳ（秒）」 

 時間を確かめたら、どれかキーを押すと、元の状態に戻ります。 

 

１） 時計コマンドの付加機能 

 時計コマンドでは、設定により、日付を表示したり、次のアラーム時刻を確認したりすることができます。 

 また、外国に行った時は、「時差補正」機能により、時差を調節できます。 

  メインメニュー →「７ 各種設定」→「８ 時計・カレンダー・スケジュール帳の設定」 

 このコマンドを実行すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：時計・カレンダー・スケジュール帳の設定」 

 「★時計：」 

 「 日付の表示＝（オン／オフ）」 

 「 アラーム表示＝（なし，設定時刻，残り時間）」 

 「  （１～２４）時間前から」 

 「 時差補正＝（なし，プラス，マイナス）」 

 「  （１～２３）時間」     ．．． 

 

 ここで、「１－２．設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 なお、アラームは、何時間前から表示するかを設定できます。 

 また、時計にアラーム時刻が表示されている時は、その上のタッチカーソルキーを押すことで、 

「設定時刻」と「残り時間」の表示を切り替えることができます。 

 

２） 日付・時刻の合わせ方 

 もしも、時計がくるっていて時間を合わせ直す必要がある時は、次の「時刻の設定」コマンドを実行してくだ

さい。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「１３ 時刻の設定」 

 「時刻の設定」コマンドが実行されると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：時刻をセットしてください。」 

 「 ＹＹ年」 

 「 ＭＭ月」 

 「 ＤＤ日」 
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 「 ＨＨ時」 

 「 ＭＭ分」 

 「 ＳＳ秒」 

 

 ここで、「１－２．設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して設定を有効にすると、その時点で時計が指定された時刻にリセットされます。 

 

５－２． アラーム 

 

 アラームは、予め目的の時刻をセットしておくと、ブザー音や表示で知らせてくれる機能です。 

 アラームを鳴らす時刻は、次のコマンドで指定します。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「２ アラーム」 

 アラーム・コマンドが実行されると、次のような設定シートが表示されます。 

 ここで、「１－２．設定シート」で説明した操作により、アラームを鳴らしたい時刻を設定します。 

 

（設定シート） 

 「設定：アラーム時刻をセットしてください。」 

 「アラーム１＝（オフ／毎日／平日／休日）」 

 「 ＨＨ時」 

 「 ＭＭ分」 

 「 ＳＳ秒」 

 「 継続 （１分～１時間，５分間隔）」 

 「 メッセージ＝〈点字表示するメッセージ〉」 

 「アラーム２＝（オフ／毎日／平日／休日）」 

 「 ＨＨ時」 

 「 ＭＭ分」 

 「 ＳＳ秒」 

 「 継続 （１分～１時間，５分間隔）」 

 「 メッセージ＝〈点字表示するメッセージ〉」 

 「スケジュール・アラーム＝（オン／オフ）」 

 「 次の設定＝〈次のスケジュールアラームの設定内容〉」 

 「 継続 （１分～１時間，５分間隔）」 

 

＊〈メッセージ〉を編集するには、その上のタッチカーソルを押してください。 

 

 この機能では、同時に２件まで、アラーム時刻を設定しておくことができます。 

 アラームは、毎日鳴らすか、平日や休日だけ鳴らすことができます。「休日」の指定方法については、 

「５－５．カレンダー機能」を参照してください。 

 その他、「スケジュール・アラーム」をオンにしておくと、スケジュール帳の中で、アラームを指定することが

できます（『５－６．２）アラーム時刻の指定方法』参照）。 

 アラーム時刻になると、連続したブザー音とメッセージを表示して、目的の時刻が来たことを知らせます。 

 この場合、Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キーとＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを同時に押すことで、このアラームを止めることができます。 

 アラーム音の継続時間は１分～１時間の６段階、および「５分間隔」から選択します。 

 「５分間隔」では、５分おきに３０秒ずつ鳴り、１時間でオフになります。 

 アラームを鳴らす必要のない時は、「アラーム＝オフ」に設定します。 
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５－３． カウントダウン・タイマー 

 

 カウントダウン・タイマーは、指定した時間が経過するとブザー音や表示で知らせてくれる機能です。 

 この機能は、次のコマンドで指定します。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「３ カウントダウン・タイマー」 

 

１） 計測時間のセット 

 まだ時間を計っていない状態でこのコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 ここで、「１－２．設定シート」で説明した操作により、計りたい時間を指定します。 

 

（設定シート） 

 「設定：計る時間をセットしてください。」 

 「 ＨＨ時間」 

 「 ＭＭ分」 

 「 ＳＳ秒」 

 時間が指定できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してカウントダウン・タイマーを動かします。 

 

２） 計測中の表示 

 時間を計っている時は、次のように表示されます。 

  「後 ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ（ｈｈ：ｍｍ：ｓｓまで）」 

 この状態では、次の操作が可能です。 

 （１）計測を中断したい時はＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。もう一度Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、計測を再開し

ます。 

 （２）計測時間をセットし直したい時は、Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キーを押します。 

 （３）カウントダウン・タイマーを閉じたい時は、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押します。カウントダウン・タイマーを 

閉じても計測は続けられますので、編集作業などをしながら時間を計測することができます。 

 時間の計測を止めたい時は、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してタイマーを止めてから、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押して

ください。 

 計測が終了すると、連続したブザー音と「お時間です。」という表示で知らせます。 

 この場合、Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キーとＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを同時に押すことで、このアラームを止めることができます。 

 

５－４． ストップウォッチ機能 

 

 本機には、１００分の１秒までの時間を計測できるストップウォッチ機能があります。 

 この機能を利用するには、次のコマンドを実行します。 

    メインメニュー →「５ アクセサリ」→「４ ストップウォッチ」 

 「ストップウォッチ」コマンドが実行されると、次のような表示になります。 

   「＝ ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ：ＤＤ」 

 この状態で、次のような操作が可能です。 

 

 操 作 キー 主 な 働 き 

(1)  Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー（＊） 時間の計測を開始／終了／再開する。 

(2)  Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キー（＊） 計測を続けたままで、その時点での経過時間を右側

に表示する。 

(3)  Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー＋Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キー（＊） 計測値を０に戻す。 

(4)  Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キー ストップウォッチの表示を終了し、元の状態に戻る。 
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 （＊）Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーとSpc（ｽﾍﾟｰｽ）キーは、キーが押し下げられた時点で機能します。 

 時間の計測中は、先頭の「＝」が点滅し、１０分の１秒までの表示が刻々と変化します。 

 時間の計測を終了すると、「＝」の点滅が止まり、計測結果が１００分の１秒まで表示されます。 

 なお、ストップウォッチの表示を終了しても、電源を切らなければ時間の計測を続けることができます。 

 

５－５． カレンダー機能 

 

 カレンダーを表示するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「５ カレンダー」 

 「カレンダー」コマンドを実行すると、まず今日の日付が次のように表示されます。 

   「 ＹＹ／ＭＭ／ＤＤ 〈 ○曜日 〉」 

 もし、次節で説明する「スケジュール帳」の見出し行にその日のスケジュールが記録されていれば、   

日付の先頭に「＊」（1・6の点）が、日付の後ろにその内容が表示されます。 

 また、その日が休日として指定されていれば、日付の先頭に「／」（３・４の点）が表示されます。 

 

（休日の指定） 

 休日は、まず基本的に「お休みの曜日」を、次のコマンドで指定しておきます。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「８ 時計・カレンダー・スケジュール帳の設定」 

 祝祭日など曜日で指定できないお休みは、カレンダーの中で個々に指定してください。 

 

 

 この状態で、次の操作により、カレンダーの中を移動することができます。 

 操 作 キー 主 な 働 き 

(1) 左／右矢印キー １日単位の移動 

(2) 上／下矢印キー １週間単位の移動 

(3) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋左右矢印キー 月単位の移動 

(4) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋上下矢印キー 去年／来年の同じ日付 

(5) 左下矢印キーまたは右上矢印キー 前後の休日 

(6) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 休日の追加／解除 

(7) Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キー 今日の日付に戻る 

(8) タッチカーソルキー，Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー スケジュール帳を開く。この場合、 

Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押すと、カレンダーに戻ります。

(9) ファンクションキーＦ１，Ｆ４ スケジュールが表示されている時は、画面を右にシ

フトしてその内容を読みます。 

(10) Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キー カレンダーを閉じる 

 

 

１） 見たい日付やスケジュールを直接指定する 

 日付やスケジュールを直接指定して移動することもできます。 

 カレンダーを表示している状態で点字入力を始めると、次のような表示に変わります。 

   「移動先：        」 

 ここで、日付やスケジュールを指定して、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、目的の場所に簡単に移動することが 

できます。 
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（入力例） 

 「１４」＝その月の１４日。 

 「２／２」＝その年の２月２日。 

 「１／１０／２９」＝１年１０月２９日。 

 「３土」＝その月の第３土曜。 

 「２／１月」＝その年２月の第１月曜。 

 「１／１０／５月」＝１年１０月の第５月曜。 

 「旅行」＝前後一ヶ月のスケジュールから「旅行」というキーワードを探します。 

 「＝」（２，５の点×２マス）…全てのスケジュールを表示。 

 「★」（３，５の点×２マス）…スケジュール帳の見出し行に書かれたスケジュールのみ表示（最初の状態）。 

 

 前のスケジュールへ…ファンクションキーＦ１＋Ｆ２ 

 次のスケジュールへ…ファンクションキーＦ３＋Ｆ４ 

 

２） カレンダーコマンドの付加機能 

 カレンダーコマンドでは、設定により、タッチカーソルで日付を移動したり、日数カウンターを表示したりす

ることができます。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「８ 時計・カレンダー・スケジュール帳の設定」 

 このコマンドを実行すると、以下のような設定シートが表示されます。 

（設定シート） 

 「設定：時計・カレンダー・スケジュール帳の設定」 

     ．．． 

 「★カレンダー：」 

 「 タッチムーブ＝（オン／オフ）」 

 「 日数表示＝（オン／オフ）」 

     ．．． 

 ここで、「１－２ 設定シート」で説明した操作により、各項目の設定値を変更します。 

 「タッチムーブ＝オン」の時は、タッチカーソルキーが以下のように利用できます。 

  月の１桁目…次の月へ 

  月の２桁目…その月の１日、または前の月へ 

  日の１桁目…次の日へ 

  日の２桁目…前の日へ 

  曜日の１桁目…次の週へ 

  曜日の２桁目…前の曜日へ 

 また、「日数表示＝オン」の時は、日付の表示の後ろに、「今日」からの日数が表示されます。 

 

５－６． スケジュール帳機能 

 

 スケジュール帳を開くには、次の２つの方法があります。 

 （１）カレンダーを表示して、目的の日付が表示されている所でタッチカーソルキーまたはＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー

を押します。 

 （２）メインメニュー →「５ アクセサリ」→「６ 今日のスケジュール」コマンドを実行します。 

 

 スケジュール帳のデータも、月毎または年毎に１つの文書として管理されています。 

 そのため、既に編集したスケジュール帳は一般の文書と同様に文書一覧などから開くことも可能です。 

 しかし、この方法で開くと、その日の記入覧がスケジュール帳に追加されませんので、なるべく（１）または

（２）の方法を使うようにしてください。 
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 スケジュール帳の編集が終わったら、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して、元の状態に戻ります。 

 

 スケジュール帳を月毎に管理するか、年毎に管理するかを設定するには、次のコマンドを使用します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「８ 時計・カレンダー・スケジュール帳の設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

  （設定シート） 

   「設定：時計・カレンダー・スケジュール帳の設定」 

    ．．． 

 「★スケジュール帳」 

 「 保存 （月毎、年毎）」 

        ．．． 

 

 この設定は、新しいスケジュール帳を作る時、どちらの形式で用意するかを指定するものです。 

 なお、月毎のスケジュール帳と年毎のスケジュール帳の両方がある場合は、月毎のスケジュール帳が 

優先されます。 

 

１） スケジュール帳の書式 

 

 スケジュール帳も、一般の文書と全く同じように編集することができます。 

 スケジュール帳には、予め次のような内容が書き込まれています。 

 「―スケジュール帳 ＹＹＹＹ年ＭＭ月の予定―」 

 「                     」 

 「★ＭＭ／ＤＤ〈曜日〉           」…見出し行 

 （「★」＝３，５の点×２マス）  

 

 スケジュール帳を編集する時は、以下の３点に留意してください。 

（１）「★ＭＭ／ＤＤ」の部分は書き換えないでください。この部分が変更されると、カレンダーからその日の

情報を見つけられなくなる可能性があります。 

 

（２）同様に、スケジュール帳の文書名を変更すると、カレンダーからその月の情報を見つけられなくなりま 

すのでご注意ください。 

ただし、不用になったスケジュール帳を本機から削除することは問題ありません。 

 

（３）カレンダーに表示したい大切なスケジュールは、その日の見出し行に書きます。 

２行目以降に書かれたスケジュールも表示するには、カレンダーを表示している状態で 

「＝」（２・５の点×２マス）を指定します。 

 

２） アラーム時刻の指定方法 

 スケジュール帳の中で、アラームを指定するには、次のように書きます。 

 「アラーム （時刻） （メッセージ）」 

 「アラーム（分数） （時刻） （メッセージ）」 

 時刻：（数符）ＨＨ：（２，５の点）ＭＭ 

   （入力例）「アラーム １５：００ ティータイム」 

 「アラーム１０ １１：００ 会議」…１１：００の１０分前にお知らせします。 
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５－７． 電卓機能 

 

 電卓機能を利用するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「７ 電卓」 

 「電卓」コマンドを実行すると、次のように表示されます。 

  「計算：     」 

 ここで、計算したい式を点字で入力しＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押せば、直ちに計算結果が表示されます。 

 

 式の中では、次の計算記号および関数が使用できます。 

 （式の中で使える記号） 

  小数点…2の点 

  ＋………2・6の点 

  －………3・5の点 

  ×………1・6の点 

  ÷………3・4の点２マス 

  ／………3・4の点 

  累乗……4・5の点 

  ルート…3・4・5の点 

  （………2・3・6の点 

  ）………3・5・6の点 

 

 （式の中で使える関数） 

  三角関数…sin(), cos(), tan() 

  対数関数…log()（自然対数）, log10()（常用対数） 

                                                                        

 計算結果をクリアするには、上矢印キーを押してください。 

 下矢印キーを押すと、前に計算した式を呼び出すことができます。 

 また、電卓を終了したい場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 もしも、入力された計算式に書き方の問題や計算できない所があると、次のようなメッセージが表示されま

す。 

 この場合は、メッセージを確認してからEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。式の表示に戻り、カーソルが 

問題の位置に移動します。 

 

 （エラー・メッセージ） 

 「数値の指定が長過ぎます。」 

 「０で除算しようとしました。」 

 「式を指定してください。」 

 「式が長過ぎて計算できません。」 

 「式の書き方が不適当です。」 

 「式が複雑過ぎて計算できません。」 

 「負の数の実数乗は計算できません。」 

 「計算結果が大きくなり過ぎます。」 

 「負の数のルートは計算できません。」 

 「関数に与えられる値が不適当です。」 

 「計算結果の絶対値が大きくなり過ぎます。」 
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５－８． 電卓の表示方法の設定 

 

 次のコマンドを使用すると、電卓の計算結果の表示方法を変更することができます。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「９ 電卓の設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：電卓の設定」 

 「 小数 （２桁／４桁／６桁／８桁／１５桁）」 

 「 指数表示 （オン／オフ）」 

 

 小数の桁数を８桁以下に設定すると、その次の桁で四捨五入されます。 

 指数表示は、計算結果が１０の９乗以上または１０の－８乗以下になった時、「ｎ．ｎ×１０＾ｍ」のような形

で表現するものです。 

 指数表示をオフに設定すると、１０の９乗を超える計算はできなくなります。 

 

５－９． ツリー型集計機能 

 

１） ツリー型集計とは 

 ツリー型集計は、「点字で読みやすい」形式で書かれた各種の表を、そのまま集計できる便利な機能です。 

 点字でよく使われる次のような書き方の表を、そのまま集計することができます。 

 この節では、ツリー型集計機能について詳しく説明します。 

 「すぐにこの機能を使用しない」という方は、ここを読み飛ばして、「５－１０」節に進んでください。 

 

（図１）点字スタイルの表 

（Ａ）ツリー型（字下げ表示） 

 鈴木 

  みかん ３ 

  ぶどう ３ 

  バナナ 10 

  メロン ４ 

 田中 

  りんご ３ 

  バナナ ６ 

  メロン ２ 

 山田 

  みかん ４ 

  りんご ２ 

  メロン ３ 

 林 

  みかん ２ 

  りんご ８ 

 

（Ｂ）ツリー型（パス表示） 

 鈴木 みかん ３ 

 鈴木 ぶどう ３ 

 鈴木 バナナ 10 
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 鈴木 メロン ４ 

 田中 りんご ３ 

 田中 バナナ ６ 

 田中 メロン ２ 

 山田 みかん ４ 

 山田 りんご ２ 

 山田 メロン ３ 

 林 みかん ２ 

 林 りんご ８ 

 

（Ｃ）二次元型（各列の頭を揃える必要はありません）。 

 ― みかん りんご ぶどう バナナ メロン 

 鈴木 ３ ― ３ 10 ４ 

 田中 ― ３ ― ６ ２ 

 山田 ４ ２ ― ― ３ 

 林 ２ ８ ― ― ― 

 

 これらの書き方は、必要に応じて組み合わせて使用することもできます。 

（図２）異なる形式の組み合わせ 

 鈴木 

  みかん ３ 

  ぶどう ３ 

  バナナ 10 

 田中 

  りんご ３ 

  バナナ ６ 

 山田 

  みかん ４ 

  りんご ２ 

 林 

  みかん ２ 

  りんご ８ 

 鈴木 メロン ４ 

 田中 メロン ２ 

 山田 メロン ３ 

 

２） 集計の手順 

 「ツリー型集計」機能を利用するには、次の手順で操作します。 

 

 （１）集計の元になる表を用意します。既に入力されている場合は、その文書を開き、表の中に移動します。 

 （２）「ツリー型集計」コマンドを実行します。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「８ ツリー型集計」 

 （３）すると、まず「ツリー型集計の方法」設定シートが開きます。 

   ここで、集計する範囲や集計の方法、集計結果の並び順などを指定します。 

   この設定シートには多くの選択項目がありますので、以下の節で順に説明します。 

 設定が終ったら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと集計が始まります。 

 （４）集計が終わると、集計結果が次のように表示されます。 
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   「―集計結果―」 

  「項目１ ．．．」 

   「項目２ ．．．」 

    ．．． 

   「★合計 ．．．」 

 

 ここでは、次の操作が可能です。 

操 作 キー 主 な 働 き 

 上／下矢印キー  前後の行に移動します。 

 左／右矢印キー  レベルが等しい行に移動します。 

 左上／右下矢印キー  レベルが浅い行に移動します。 

 Chng（ﾁｪﾝｼﾞ）キー  （３）に戻って、集計の方法等を変更します。 

 Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー  内容を文書に保存します。 

 Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー  

＋ Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー  

内容をコピーバッファに保存します。コピーバッファに保存された情報は、

貼り付けコマンドで別の文書に貼り付けることができます。 

 Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー  表示を閉じ、元の状態に戻ります。 

 

 もし、表の中に集計できない所があると、発生したエラーの内容が表示され、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと   

問題の場所に戻ります。 

  〔エラー・メッセージ〕 

  「メモリー不足のため、処理を中止しました。」 

  「項目レベルが深すぎます。」 

  「列項目が多すぎます。」 

  「列項目に対して、値が不足しています。」 

  「列項目より値が多く指定されています。」 

  「有効な行項目がありません。」 

「列項目行の指定が不適当です。」 

 

３） 表の書き方―ツリー型 

 ツリー型表現の表は、次のような規則で入力します。 

 

 ツリー型表現の規則（その１） 

 （１）１行に１件の項目を書きます。 

 （２）項目名の後ろに２マス空けて、その項目の値を書きます。 

 （３）値には、式を書くこともできます。 

 （４）同じ名前の項目を複数書くと、それらは１つの項目としてまとめられます。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 （入力例 ３－１）買い物の計算 

 きゅうり 100 

 トマト 50 * 3 

 レタス 140 

 チーズ 200 

 きゅうり 80 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 上の例は、「きゅうり」が重複しているため、４項目５件の表となります。 
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 ツリー型表現の規則（その２） 

（５）分類された項目を集計する場合、次の２種類の書き方があります。 

 （Ａ）パス表示―分類名と項目名を２マス空けで１行に並べて書きます。 

 （Ｂ）字下げ表示―まず分類名を書き、次の行以降を２マス字下げしてその分類の中の項目を書きます。

（６）項目名が同じでも、異なる分類であれば、別の項目として集計します。 

 例として、２分類３項目の簡単な表をそれぞれの計式で示します。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 （入力例 ３－２）今日の支出 

 （Ａ）パス表示 

 交通費 バス 180 * 2 

 交通費 鉄道 (150 + 220) * 2 

 食費 680 

 

 （Ｂ）字下げ表示 

 交通費 

  バス 180 * 2 

  鉄道 (150 + 220) * 2 

 食費 680 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

★分類のレベル―大きな表で、分類がいくつかの階層になっている場合、一番大きな分類から順に 

「第０レベル」，「第１レベル」のように呼びます。 

 上の例では、「交通費」，「食費」が第０レベル、「バス」，「鉄道」が第１レベルです。 

 この機能では、最大で９階層の分類まで集計することができます。 

 

４） 集計の方法 

 では次に、実際の集計処理をしてみましょう。 

 次の「家計簿」の例で見てみましょう。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 （入力例 ４）家計簿 

 ４月 

  １日 

   交通費 180 * 2 

   交通費 (150 + 220) * 2 

   食費 

    トマト 150 

    きゅうり 100 

    レタス 140 

    チーズ 200 

  ２日 

   食費 680 

   食費 

    にんじん 140 

    玉ねぎ 160 

    ひき肉 260 

    スパゲッティー 180 

    ミートソース 210 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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 この表は、次のようなレベルの階層構造になっています。 

 第０レベル―月…「４月」 

 第１レベル―日…「１日」，「２日」 

 第２レベル―支出項目…「交通費」，「食費」 

 第３レベル―品目…「トマト」，「きゅうり」，「にんじん」など。 

 

 まず、この表を集計してみましょう。 

 次の手順で操作してみてください。 

 （集計手順 ４Ａ） 

 （１）（入力例 ４）の表の中に移動します。 

 （２）「ツリー型集計」コマンドを実行します。 

 （３）「ツリー型集計の方法」を次のように設定します。 

 初めに、「標準設定 →」の所で右矢印キーを押し、設定を標準値に戻します。 

 その後、次の項目を修正してください。 

  個別集計レベル＝２以下…「支出項目」レベル 

  列小計＝出力する 

 （４）「家計簿集計」などの文書名を指定して保存します。 

 

（集計される範囲） 

 「集計範囲」には、次の選択肢があります。 

  ・文書全体 

   文書全体が集計対象となります。 

   ただし、先頭の行より字下げ幅の少ない行があると、そこで集計を終了します。 

  ・文書の終りまで 

  ・データページの終りまで 

  ・次の見出し行まで 

  ・次の行区切りまで 

   今表示されている行から、各選択肢の示す所までが集計対象になります。 

   ただし、先頭の行より字下げ幅の少ない行があると、そこで集計を終了します。 

   例えば、「１日」の行から「文書の終りまで」で集計すると、表の終わりの枠線の行（字下げ０マス）で  

集計が止まります。 

  ・サブツリー 

   今表示されている行から、字下げ幅がそれより多い行の間が集計対象となります。 

   例えば、「１日」の行から「サブツリー」で集計すると、字下げ幅が同じ「２日」の行で集計が止まります。 

  ・フルツリー（初期値） 

   今表示されている行から、字下げ幅が０の行までさかのぼり、その次の行から「サブツリー」で集計しま

す。 

   上の例のように表のタイトルを字下げなしで書き、表全体をそれより字下げしておくことで、表のどこに

いても表全体を集計することができます。 

 

 （集計結果 ４Ａ）家計簿集計 

 ４月 

  １日 

   交通費 ２件 1100 

   食費 ４件 590 

   ★１日小計 ２項目 ６件 1690 
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  ２日 

   食費 ６件 1630 

   ２日小計 １項目 ６件 1630 

  ・４月－交通費小計 １項目 ２件 1100 

  ・４月－食費小計 ２項目 10件 2220 

  ★４月小計 ３項目 12件 3320 

 ・交通費小計 １項目 ２件 1100 

 ・食費小計 ２項目 10件 2220 

 ★合計 １分類 ３項目 12件 3320 

 

 上の例のように、集計の方法には次の４種類があります。 

 

 （１）合計―表内の全ての項目の合計。 

 

 （２）行小計―その分類に属する項目の合計。 

 合計と行小計の行には、先頭に「★」（３,５の点×２マス）の印が付けられます。 

 

 （３）個別集計―「個別集計レベル」以下のそれぞれの項目の合計。 

 上の例では、第２レベルを「個別集計レベル」に指定したため、第３レベル（品目）の各項目は、第２レベル

の「食費」にまとめられています。 

 

 （４）列小計―個別集計された各項目を、分類の枠を越えて集計したもの。 

 上の例では、支出項目（「交通費」や「食費」）の各月および年間の小計が列小計です。 

 列小計の行には、先頭に「・」（５の点，２の点）の印が付けられます。 

 

 次に、各支出項目の合計と全体に占める割合を集計してみましょう。 

 次の手順で操作してみてください。 

 

 （集計手順 ４Ｂ） 

 （１）次のコマンドで、計算結果の小数の表示を「２桁」に設定します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「９ 電卓の設定」 

 （２）次に、前と同じように、（入力例 ４）の表の中に移動します。 

 （３）「ツリー型集計」コマンドを実行します。 

 （４）「ツリー型集計の方法」を次のように設定します。 

 今度は前回の設定を利用しますので、「標準設定 →」の所はそのままにして、次の項目を変更してくださ

い。 

 個別集計（＝出力するのまま） 

  割合（％）＝あり 

 行小計（＝出力するのまま） 

 列小計（＝出力するのまま） 

  割合（％）＝あり 

 

 （４）「支出割合集計」などの文書名を付けて保存します。 
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 （集計結果 ４Ｂ）支出割合集計 

 ４月 

  １日 

   交通費 ２件 1100 65.09％ 

   食費 ４件 590 34.91％ 

   ★１日小計 ２項目 ６件 1690 50.9％ 

  ２日 

   食費 ６件 1630 100％ 

   ２日小計 １項目 ６件 1630 49.1％ 

  ・４月－交通費小計 １項目 ２件 1100 33.13％ 

  ・４月－食費小計 ２項目 10件 2220 66.87％ 

  ★４月小計 ３項目 12件 3320 100％ 

 ・交通費小計 １項目 ２件 1100 33.13％ 

 ・食費小計 ２項目 10件 2220 66.87％ 

 ★合計 １分類 ３項目 12件 3320 

 

５） 最大・最小値とランキング 

 「ツリー型集計」では、値の合計だけでなく、各項目の平均値や最大・最小値、標準偏差などを求めること

ができます。 ここで、「標準偏差」は、各グループの中の値にどれだけばらつきがあるかを示す統計値です. 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 （入力例 ５）テスト結果 

 鈴木一郎 

  国語 60 

  理科 70 

  英語 80 

 田中二郎 

  国語 70 

  理科 65 

  英語 85 

 山田三郎 

  国語 80 

  理科 60 

  英語 75 

 林四郎 

  国語 75 

  英語 65 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 まず、この表の最小・最大と平均を集計してみましょう。 

 

 次の手順で操作してみてください。 

 （集計手順 ５Ａ） 

 （１）（入力例 ５）の表の中に移動します。 

 （２）「ツリー型集計」コマンドを実行します。 

 （３）「ツリー型集計の方法」を次のように設定します。 

 まず、「標準設定 →」で右矢印キーを押し、標準値に戻します。 

 その後、次の項目を修正してください。 
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  個別集計レベル＝１以下 

  個別集計＝出力しない 

  列集計＝出力する 

   項目数＝なし 

   件数＝あり 

   トータル＝なし 

   最小・最大＝あり 

   平均＝あり 

  合計＝出力しない 

 （４）「テスト結果集計」などの文書名を指定して、保存します。 

 

 （集計結果 ５Ａ）テスト結果集計 

 鈴木一郎 

  ★鈴木一郎小計 ３件 （60～80） 平均70 

 田中二郎 

  ★田中二郎小計 ３件 （65～85） 平均73.33 

 山田三郎 

  ★山田三郎小計 ３件 （60～80） 平均71.67 

 林四郎 

  ★林四郎小計 ２件 （65～75） 平均70 

 ・国語小計 ４件 （60～80） 平均71.25 

 ・理科小計 ３件 （60～70） 平均65 

 ・英語小計 ４件 （65～85） 平均76.25 

 

＊上の集計で、行／列小計の「平均」に「平均と標準偏差」を選択すると、各個人および各教科の得点の 

標準偏差を求めることができます。 

 また、個人の合計得点の最小／最大を調べるには、次のように設定します。 

  個別集計レベル＝０以下 

  個別集計＝１件にまとめる 

 

 次に、科目ごとのランキング（成績順リスト）を集計してみましょう。 

 次の手順で操作してみてください。 

 （集計手順 ５Ｂ） 

 （１）（入力例 ５）の表の中に移動します。 

 （２）「ツリー型集計」コマンドを実行します。 

 （３）「ツリー型集計の方法」を次のように設定します。 

 まず、「標準設定 →」で右矢印キーを押し、標準値に戻します。 

 その後、次の項目を修正してください。 

  集計開始レベル＝１以上 

  個別集計レベル＝０以下 

  個別集計（＝出力するのまま） 

   件数＝なし 

  行集計＝出力しない 

  合計＝出力しない 

  並べ替え＝個別値下り順 

   対象＝トータル 

 （４）「テスト・ランキング集計」などの文書名を指定して保存します。 
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 （集計結果 ５Ｂ）テスト・ランキング集計 

 国語 

  山田三郎 80 

  林四郎 75 

  田中二郎 70 

  鈴木一郎 60 

 理科 

  鈴木一郎 70 

  田中二郎 65 

  山田三郎 60 

 英語 

  田中二郎 85 

  鈴木一郎 80 

  山田三郎 75 

  林四郎 65 

 上のように、「個別集計レベル」を「集計開始レベル」より小さく設定すると、レベルの並び順を入れ替える

ことができます。 

 例えば、レベル４まである表で、「集計開始レベル」を３以上、「個別集計レベル」を１以下に設定すると、

次のような順番になります。 

 レベル３ 

  レベル４ 

   レベル１ 

    レベル２ 値 

 ＊レベル０は表示されません。 

 

６） 表の書き方―二次元型 

 「ツリー型表現」では、項目と値の関係がはっきりする反面、行数が多くなったり、項目名を何度も書かな

いといけないといった欠点があります。 

 そこで、次のような「二次元表現」の表も集計することができます。 

 

 二次元表現の規則（その１） 

 （１）始めの行に、次のような「列項目行」を書きます。 

 「― （列項目１） （列項目２） ...」 

 各列項目の間は、２マス空けます。 

 （２）２行目以降には、「行項目名」に続けて各列の値を２マス空けで列挙します。 

 （３）その列項目に対応する値がない場合は、値の替わりに「―」（2,5の点×２マス）を書きます。 

 この機能では、行のレベルと列の項目数を足した値が16以下の表を集計することができます。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 （入力例 ６－１）二次元表現の例（１） 

 ― 国語 理科 英語 

 鈴木一郎 60 70 80 

 田中二郎 70 65 85 

 山田三郎 80 60 75 

 林四郎 75 ― 65 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  
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上の例のように、列項目の数と各行の値の数は同じでなければなりません。 

 

 二次元表現の規則（その２） 

 （４）二次元表現でも、行項目には、ツリー型表現と同様の階層的な分類を書くことができます。 

 この場合、「列項目行」の先頭に「行項目」のレベル数と同じ数の「―」（2,5の点×２マス）を書きます。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 （入力例 ６－２）二次元表現の例（２） 

 ― ― 国語 理科 英語 

 前期 

  鈴木一郎 60 70 80 

  田中二郎 70 65 85 

  山田三郎 80 60 75 

  林四郎 75 ― 65 

 後期 

  鈴木一郎 65 75 85 

  田中二郎 75 70 85 

  山田三郎 80 65 80 

  林四郎 70 ― 75 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

７） 重み付け集計 

 これまで見てきた集計の例は、各項目の値をそのまま足し合わせるものでした。 

 ここでは、分類ごとに重みを付けて集計する方法を紹介します。 

 

 まず、外貨預金額の円換算の例を見てみましょう。 

 外貨預金を円に換算した額は、その日の為替レートによって変動します。 

 そこで、ドル建て、ユーロ建てなど、各通貨毎に、その日の為替レートを掛け合わせて集計する必要があ

ります。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 （入力例 外貨預金の集計 

 ドル建て預金  *（その日の円ドルレート） 

  預金１ 10000 

  預金２ 5000 

 ユーロ建て預金  *（その日の円ユーロレート） 

  預金３ 8000 

  預金４ 12000 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 この例のように、重みを付けるには分類名の後に２マス空けて「×」（1・6の点）プラス「重み」を書きます。 

 最後まで重みを指定しないと、その分類の重みは自動的に１となります。 

 また、同一の分類に異なる重みを指定すると、それらは別分類として集計されます。 

 

 重み付けの応用例としては、他に次のようなものがあります。 

 （１）支出と収入の混じった計算…支出項目に重み=-1を指定します。 

 （２）加重平均…平均を計算するいくつかの分類に、合計が1.0になるように重みを振り分けます。 
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８）集計式の利用 

 次の例のように、行集計を単純な足し算でなく、加減乗除を含む式で計算したいことがあります。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

（入力例 ８Ａ） 

 ― 数量 単価 

 りんご ３ 100 

 バナナ ６ 80 

 りんご ４ 120 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 この表から合計金額を計算するには、各品目について、数量と単価を掛け合わせる必要があります。 

 このような場合、各項目名の前に、計算記号（＋・－・×・／）を付けて、行集計に使う式を表現することが

できます。 

 ただし、計算記号と項目名の間には、マス空けが必要です。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

（入力例 ８Ｂ） 

 ― ＋数量 ×単価 

 りんご ３ 100 

 バナナ ６ 80 

 りんご ４ 120 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 この表を集計すると、次のようになります。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

（集計結果 ８Ｂ－１）正しい集計 

 りんご 

  ＋数量 ３ 

  ×単価 100 

  ＋数量 ４ 

  ×単価 120 

  ★りんご小計 ２項目 780 

 バナナ 

  ＋数量 ６ 

  ×単価 80 

  ★バナナ小計 １項目 480 

 ★合計 ２分類 ３項目 1260 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（注意） 

ここで、計算記号の付いた項目は、複数あっても別項目として扱われ、式の順番が守られます。 

 例えば、（入力例 ８Ｂ）で、「数量」の前の＋記号を付け忘れると、（りんご 数量）の項目が通常の方法で

集計されるため、次のように誤った結果になってしまいます。 

 このように、式の最初の項目にも「＋」または「－」の記号が必要となります。 
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

（集計結果 ８Ｂ－２）誤った集計 

 りんご 

  数量 ２件 ７ 

  ×単価 100 

  ×単価 120 

  ★りんご小計 １項目 ２件 84000 

 バナナ 

  数量 ６ 

  ×単価 80 

  ★バナナ小計 １項目 480 

 ★合計 ２分類 ２項目 ３件 84480 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

５－１０． データの並べ替え 

 

 この機能は、文書の中に書かれた表を、指定した比較位置で、あいうえお、ＡＢＣおよび数値の順番に 

並べ替える機能です。 

 この機能を利用すると、例えば、次のような形式の電話帳を名前や電話番号の順番に並べ替えることが

できます。 

 

 （入力例）電話帳 

 鈴木一郎 0123-45-6789 

 田中二郎 0987-65-4321 

 山田三郎 0123-98-7654 

 林四郎 0987-12-3456 

 

 （操作の手順） 

（１）まず上の入力例の先頭の「鈴木一郎」の行を表示させます。 

（２）次のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「５ アクセサリ」→「９ データの並べ替え」  

（３）すると、次のような設定シートが開きます。 

 

 （設定シート） 

  「設定：データの並べ替え」 

  「標準設定→」 

  「単位＝（データ行，データ・ページ，見出し区切り，行区切り，ブックマーク行，数値，日付）」 

  「範囲＝（文書全体，文書の終わりまで，データ・ページの終わりまで， 

次の見出し行まで，次の行区切りまで）」 

  「比較位置＝（０～99）」 

  「 （マス目から，列目から）」 

  「順序＝（昇り順，下り順，ランダム）」 

  「比較位置より短いデータを（含める，含めない）」 
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「標準設定→」の所で右矢印を押すと、設定を初期値に戻すことができます。 

「単位」には、１件のデータの単位を指定します。 

 今の場合、１行に１件ですので、ここは「データ行」のままでかまいません。 

「範囲」には、並べ替える表の範囲を指定します。 

 今の場合、「次の行区切りまで」に変更します。 

「比較位置」には、データを並べ替えるために、どこで比較するかを指定します。 

 上の電話帳を名前順に並べ替えるには、「２マス目」または「０列目」を指定します。 

「列」というのは、２マス以上のマス空けで区切られたまとまりの意味です。 

 もし電話番号の順に並べ替えたければ、ここで「１列目」を指定します。 

「単位」に、「データページ」，「見出し区切り」，「行区切り」の選択肢を選んだ場合、各データの先頭行で 

比較されます。 

また、「ブックマーク行」，「数値」，「日付」を選択すると、これらの条件に合う行のみが抽出されます。 

「順序」は、並べ替える順序の指定です。 

「昇り順」であれば「あいうえお」、「下り順」であれば「おえういあ」の順に並びます。 

「ランダム」を選択すると、データはばらばらな順番に並びます。 

「比較位置より短いデータを含めない」を選択すると、指定した比較位置より短いデータはリストに入りませ

ん。 

「比較位置より短いデータを含める」を選択すると、比較位置に満たないデータは、「昇り順」の時はリストの

最初に、「下り順」の時はリストの最後にまとめて置かれます。 

設定が終わったら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

  

（４）すると、並べ替えた結果が次のように表示されます。 

  「並べ替え：」 

  「 １行目」 

  「 ２行目」 

    ．．． 

 

 ここでは、次の操作が可能です。 

操 作 キー 主 な 働 き 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー  表示を閉じ、選択された行に移動します。 

Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キー  内容を文書に保存します。 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー 

 ＋ Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー  

内容をコピーバッファに保存します。コピーバッファに保存された情報は、

貼り付けコマンドで別の文書に貼り付けることができます。 

Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キー  表示を閉じ、元の状態に戻ります。 

 「比較位置より短いデータを含めない」を選択した場合、並べ替えるべきデータが見つからなければ、  

次のようなメッセージが表示されます。 

   「確認：該当するデータがありません。」（ＯＫ） 

 この場合は、タッチカーソルキーを押してメッセージをキャンセルしてください。 

 

５－１１．組み合わせ抽出 

 

 組み合わせ抽出機能は、複数のキーワードの内の１つまたは全てを含む（または含まない）データを文書

の中から選び出す機能です。 

 例えば、次のような使い方ができます。 

 （１）住所録の中から、京都市内に住んでいる人のリストを取り出す。 

 （２）点訳書リストの中から、「夏目漱石」と「森鴎外」の本を探す。 
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 ここでは、このマニュアルの中から「検索」または「探す」という文字のある項目を探してみましょう。 

 （操作手順） 

 （１）次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「１０ 組み合わせ抽出」 

 

 （２）すると、まず次のように表示されますから、ここで探したいキーワードのリストを指定し、 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。２つ以上のキーワードを指定する場合は、その間を２マス空けます。 

   「キーワード・リスト：    」 

前回指定したキーワード・リストを呼び出すには、ここで下矢印キーを押してください。 

 

 （３）次に、キーワードの組み合わせ方と、抽出の単位を指定します。 

   『対象＝「どれか」のキーワードを「含む」  「データ行」』 

   （選択肢） 

    「どれか」，「全て」 

   「含む」，「含まない」 

   「データ行」，「データ・ページ」、「見出し区切り」，「行区切り」…抽出の単位 

  この表示の「...」で囲まれた部分のタッチカーソルキーを押すと、別の選択肢に変更することができます。 

  また、抽出の単位は、左右矢印キーで変更することができます。 

  今は、抽出の単位として「見出し行区切り」を選択してください。 

  指定できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して次に進みます。 

 

 （４）最後に、キーワードを検索する範囲を指定します。 

  「範囲＝文書全体  戻る」 

  （選択肢）「文書全体」，「データ・ページの終わりまで」，「次の見出し行まで」，「次の行区切りまで」 

  表示の上のタッチカーソルキーか、左右矢印キーを押すと、別の選択肢に変更することができます。 

  目的の範囲が選択できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、組み合わせ抽出を実行します。 

 （５）もし検索したデータが見つからなければ、次のように表示されます。 

   「確認：該当するデータがありません。（ＯＫ）」 

 この場合は、タッチカーソルキーを押して、メッセージをキャンセルしてください。 

 データが見つかると、次のようなリストが表示されます。 

 

 組み合わせ抽出：○○件見つかりました。 

 （１件目のデータ） 

  ．．． 

 （２件目のデータ） 

  ．．． 

 

 ここでは、次の操作が可能です。 

操 作 キー 主 な 働 き 

上下矢印キー 前後の行へ移動します。 

左右矢印キー 前後のデータへ移動します。 

Insキー(ｲﾝｻｰﾄ)キー 内容を文書に保存します。 

Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー 

 ＋ Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キー  

内容をコピーバッファに保存します。コピーバッファに保存された情報は、

貼り付けコマンドで別の文書に貼り付けることができます。 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー リストを閉じ、選択された行に移動します。 
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５－１２． バッテリー・チェック 

 

 入門編でも触れたように、フル充電からの連続使用時間は、標準的な使用の場合、約１６時間です。 

 バッテリーは本体着脱式になっています。 

 ショートなどのトラブルを避けるため、バッテリーを交換する時は、必ず電源スイッチをオフにして、     

ＡＣアダプタを外してください。 

 また、バッテリーはカチッという音がするまで差し込んでください。 

 本機に付属のＡＣアダプタが接続されている時には、電源スイッチのオン／オフに関わらず、バッテリーが

充電されます。 

  ＡＣアダプタは必ず本機付属のもの（「ＢＭ３２専用」と書いてあるもの）をご使用ください。 

他のＡＣアダプタは、接続できても絶対に使用しないでください。他のＡＣアダプタを使用すると、異常 

発熱したり、故障する危険性があります。 

  この場合、故障しても保証はできませんので、充分ご注意ください。 

 バッテリーを空の状態からフル充電するために必要な時間は、およそ４時間です。 

 また、バッテリーに残量があっても、ＡＣアダプタが接続されればフル充電状態になるまで追加充電されま

す。 

 

 バッテリーの状態は、次の３種類の方法でチェックすることができます。 

 （１）電源スイッチがオフの状態でＡＣアダプタを接続すると、「充電モード...」という表示に続いて、充電の

状態が表示されます。 

 （２）メインメニュー →「５ アクセサリ」→「１１ バッテリー・チェック」を実行する。 

 （３）Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キーを押しながら、Inf（情報）キーを押す。 

 

 すると、点字表示部に次のメッセージのいずれかが表示されます。 

 ＡＣアダプタを入れている時 

   「バッテリーの状態を調べています。」 

   「充電中です。」 

   「充電が完了しました。」 

   「充電エラーです。」 

 

★このメッセージは、通常充電の操作を繰り返してバッテリーが充電可能温度を超えた時などに表示されま

す。 

 充電の途中でこのメッセージが表示された場合、それ以上高温になる心配はありませんが、バッテリーに

悪影響がありますので、必ずＡＣアダプタを外して、充電作業を終了してください。 

 これらに該当しない場合は、故障の可能性がありますので、当社営業部まで御連絡ください。 

  ケージーエス株式会社 TEL: 0493-72-7311 

 ＡＣアダプタを入れていない時 

 「充分に充電されています。」 

 「バッテリーを使用しています。」 

 「すぐに充電してください。」 

 

 本機を外出先などで使用する場合は、予めバッテリーを充分に充電しておいてください。 

 バッテリーを使用していて、残量が少なくなると、１０秒間隔でブザー音が鳴り始めます。 

 この場合は、できるだけ早くＡＣアダプタを繋いで充電してください。 

 なお、上記（２）、（３）の方法で充電状態を表示させ、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すとブザー音を１０分間ストップ 

することができます。 
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〔充電完了アラーム〕 

 バッテリー・チェックの表示の３行目に「充電完了アラーム」のスイッチがあります。 

 「充電完了アラーム」は、バッテリーの充電完了を５秒間隔のブザー音で知らせる機能です。 

 「充電完了アラーム なし」または「充電完了アラーム あり」と表示されている状態で、タッチカーソルキー

か左右矢印キーを押すと、このスイッチを切り替えることができます。 

 アラームを止めるには、このスイッチをオフにするか、電源を入れ直してください。 

 

５－１３． パスワードの設定と操作ロック 

 

 本機には、内部に保存している情報を誤って他の人に見られてしまうことのないよう、手帳モードの操作を

ロックし、パスワードで保護する機能があります。 

 この機能を使用可能（または使用不可）にするには、まず次のコマンドであなたのパスワードを登録して 

おきます。 

   メインメニュー → 「５ アクセサリ」 → 「１２ パスワードの設定」 

 

 このコマンドを実行すると、以下の内容を順に問い合わせてきます。 

 （１）「これまでのパスワード」 

既にパスワードが設定されている場合、まずこれまでのパスワードを尋ねてきます。 

ここでパスワードを正しく入力できないと、先に進むことはできません。 

 

【重要】 

パスワードは、メモリーを初期化してもクリアできません。 

ご自身で設定されたパスワードを絶対に忘れないようにしてください。 

 

 （２）「所有者名」 

操作をロックしている時、ここで入力した名前が表示されます。 

 （３）「新しいパスワード」 

新しいパスワードを15マス以内で指定します。 

 （４）「もう一度」 

新しいパスワードをもう一度入力し、書き間違いがないことを確認します。 

この入力が一度目と違う場合は、（３）に戻ります。 

 （５）続いて、次のような警告のメッセージが表示されます。 

  「警告：このパスワードを忘れない自信がありますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

   ここで、「Ｙ」（1,3,4,5,6の点）を入力すると、指定したパスワードが保存されます。 

   Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押すか「Ｎ」（1・3・4・5の点）を入力すると、パスワードは保存されません。 

 （６）「パスワード」を設定した場合、続いて、次のような警告のメッセージが表示されます。 

   「警告：操作ロックを有効にしますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

ここで「Ｙ」を入力すると「操作ロック」が有効になります。 

「操作ロック」の機能を使用しない方は、ここで「Ｎ」を選択してください。 

 

 操作ロックが有効になっている場合、本機の操作をロックするには、文書の編集状態で次のコマンドを 

実行します。 

   メインメニュー → 「５ アクセサリ」 → 「１３ 操作ロック」 

 

★初期設定メニューで「操作ロック＝あり」に設定されていると、電源をオンする度に操作ロックが掛かりま

す。 
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 このコマンドを実行すると、次のように表示され、手帳モードの操作がロックされます。 

   「操作ロック中 所有者＝．．．」 

 この状態で、設定されているパスワードを入力しＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、ロックが解除されます。 

 電源を入れ直したりメモリーを初期化してもロックは解除できません。パスワードは絶対に忘れないように

してください。 

 

 この他、操作ロック中、次の操作が可能です。 

 操作キー 主な働き 

(1) Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー ＋ Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 時計を表示します。 

(2) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー ＋ Inf（情報）キー バッテリーの状態を表示します。 

 

５－１４． バックアップ情報の管理 

 

１） 文書キャッシュ 

 本機では、文書のバックアップ情報や、ゴミ箱や書庫に入っている文書の情報を、文書キャッシュ 

（内蔵ＵＳＢメモリー内の BM32DataBackup というフォルダ）に保存しています。 

 このフォルダの情報は、ファームウェアの起動時に読み込まれ、必要な時に上書きされます。 

 このため、もし内蔵ＵＳＢメモリーの交換が必要になった場合は、必ず本機の電源をオフにした状態で 

着脱してください。 

 また、上記のフォルダやその中のファイルは、ご自分で削除したり、書き換えたりしないでください。 

 

 起動時に文書キャッシュから必要な情報がロードできなかった場合、文書のバックアップの他、文書の 

削除や書庫への出し入れなどの操作も行なえません。 

 次のメッセージが表示されますので、電源をオフにしてＵＳＢメモリーを接続してください。 

  「確認：文書キャッシュがロードされていません。内部ＵＳＢメモリーを接続して再起動してください。」 

 

 また、別の機械で使っていた内蔵ＵＳＢメモリーを接続して再起動すると、次のメッセージが表示されます。 

  「確認：ＵＳＢメモリー内の文書キャッシュは、 

この機械で作成したものではありません。この情報を使用しますか？」 

 ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、文書キャッシュがこの機械用に書き換えられ、書庫やゴミ箱、 

バックアップ情報の利用が可能になります。 

 文書キャッシュの情報を変更したくない場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

２） 文書情報のバックアップと復元 

（文書のバックアップ） 

 本機のメモリー内の情報は、専用のバッテリーにより保持されていますが、本機を一定期間 

（専用バッテリーのフル充電状態で一ヶ月間）使用しないと、その内容が失われてしまいます。 

 初期設定メニューで「自動バックアップ＝オフ」に設定している場合は、定期的にバックアップの操作 

（前面ボタン４を押しながら電源をオフにする）を行って、メモリー上の文書情報を内蔵ＵＳＢメモリーに 

バックアップしてください。 

 

（文書の復元） 

 何らかの原因でメモリー内の文書が失われた場合は、本機の起動時に、次のようなメッセージが表示され

ます。 

  「警告：ｎ個の文書がメモリーから失われています。これらの文書を 

バックアップから復元しますか（はい ｙ，いいえ ｎ，キャンセル）？」  

 ここでＹ（１・３・４・５・６の点）を入力すると、バックアップされていた文書の読み込みが開始されます。 
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 逆に、文書の復元が必要ない場合は、ｎ（１・３・４・５の点）を押します。 

 この場合は、続いて次のメッセージが表示されます。 

   「確認：これらのバックアップ情報が不要であれば削除します。今削除しますか？」 

 ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、ＵＳＢメモリー内に残っていたバックアップ情報も完全に削除されてしまい

ます。 

 今回は復元しないがバックアップ情報は残しておきたいという場合は、上記のメッセージのどちらかが  

表示された時に、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

３） バックアップ情報の管理 

 上述の通り、文書のバックアップ情報は、文書キャッシュ（内蔵ＵＳＢメモリーのBM32DataBackupという 

フォルダ）内に保存されています。 

 また、このフォルダ内の文書の目録情報は、このフォルダのBackupEntry.binというファイルで管理されて

います。 

 もし、このファイルが読み込めなくなると、書庫やゴミ箱の中にあった文書、バックアップされていた情報も

利用できなくなります。 

 

 このような場合は、次のコマンドを実行して、目録情報を復元してください。 

   メインメニュー → 「５ アクセサリ」 → 「１５ バックアップ情報の管理」 

 このコマンドを実行すると、まず文書キャッシュ内の文書の目録情報が正しく管理されているかどうかを 

調べます。 

 もし、管理されていない文書があると、次のメッセージが表示されます。 

  「警告：ＵＳＢメモリー内の文書キャッシュに、ｎ個の管理されていないバックアップ文書があります。 

これらを書庫に戻しますか（はい Ｙ，いいえ Ｎ，キャンセル）？」 

 ここでＹ（１・３・４・５・６の点）を入力すると、これらの文書は「書庫から開く」コマンドで読み込めるようにな

ります。 

 ここでＮ（１・３・４・５の点）を入力した場合は、続いて次のメッセージが表示されます。 

   「確認：これらのバックアップ情報が不要であれば削除します。今削除しますか？」 

 ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、管理されていなかったバックアップ情報は完全に削除されます。 

 必要なものかどうか後で判断したいという場合は、ここでEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 その後、次のメッセージが表示されます。 

  「確認：メモリー内の文書をバックアップします。念のため、 

更新されていない文書もバックアップしますか？」 

通常は、更新されていない文書を保存し直す必要はありませんので、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

 必要なバックアップ作業が終了すると、次のメッセージが表示されますので、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してくだ

さい。 

   「確認：終わりました。」 
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第４部 <<レイアウト・印刷編>> 

第６章 文書のレイアウト機能 

 

 この章では、自動レイアウト機能と、メインメニューの項目「４ レイアウト」の中に含まれる機能について 

説明します。 

 なお、「見出し行」については、「３－３．１）見出し行の利用」を参照してください。 

 

６－１． データ行とデータ・ページ 

 

 本機では、通常の行やページの他に、データ行、データ・ページという言葉も使用します。 

 そこで、初めに、これらの言葉について説明します。 

 簡単に言えば、データ行は、改行から次の改行までの間の部分、データ・ページは、改ページから次の 

改ページまでの間の部分ということになります。 

 つまり、ある文書の中で２回改ページ（＊１）すれば３データ・ページ、４回改行（＊２）すれば５データ行に

分かれることになります。 

 本機では、１データ行に、１０２４マスまでの点字を書くことができます。 

 また、１データ・ページの長さには制限がありません。 

 しかし、実際に点字印刷する場合には、使用する点字用紙によって、１ページに入る行数や１行の長さが

決ります。 

 例えば、よく使われる縦１０インチ、横８インチの点字用紙（＊３）に片面印刷する場合は、点字プリンタに

よって多少異なりますが、１ページに２２～２４行、２８～３２マスの点字が入ります。 

 普通に行、ページと言う場合は、このような点字レイアウト上の行、ページを意味します。 

 

 （＊１）改ページするには、Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キーを押しながらＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 （＊２）改行するには、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 （＊３）連続用紙の場合、紙の両側に0.5インチ間隔で紙送り用の穴が並んでいますので、穴の数を 

数えれば用紙の長さが分かります。例えば、長さ10インチの紙は、穴の数が片方20個になります。 

 

 １データ行は、その長さが書式設定を越える場合、複数の行に分割されます。例えば、１行の長さが 

３２マスの時、１００マスのデータ行は４行程度に分けて表示されます。 

 この時、２行目以降の行替え位置がどこになるかは、ワードラップ機能（マス空け以外の所で行が替わら

ないようにする機能）によって自動的に判断されます。したがって、段落のように常に行の先頭に来る必要

がある所は、改行してデータ行の先頭になるように入力してください。 

 同様に、章が替わる場合など常にページの先頭に来る必要がある場合は、その前で改ページします。 

 このように文書を編集しておくと、書式を変えて印刷する時にも、段落が行の途中に来たり、段落でない

のに行の途中で次の行に移ってしまうというような問題が起こりません。 

 

６－２． 自動レイアウト機能 

 

 本機では、文書毎に次の書式情報を管理しています。 

 書式に関する情報： 

 ・書式（有効，有効（Ｂｅｓ方式），無効）        

 ・１ページの行数（１０～４０行）    

 ・１行のマス数（１６～６４マス） 

 ・ページ行（あり／なし） 
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 これらの設定を変更するには、「文書設定の変更」コマンドを実行します。 

   メインメニュー →「１ 文書」→「７ 文書設定の変更」 

   〈文書一覧で目的の文書を表示し、Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押す〉。 

 

 （１）書式の有効／無効 

この文書を自動レイアウトするか否かの設定です。 

   もしも、書式が有効になっていると、編集中も、１行の長さや１ページの行数が指定された範囲を 

越えないように、常に調節されます。 

   書式が無効の時は、行やページは、データ行、データ・ページと一致します。 

   この場合、以下の（２）～（４）の設定は無視されます。 

   書式が「有効」の場合と「有効（Ｂｅｓ方式）」の場合では、以下のようにページ末に空行がある場合 

の処理が異なります。 

 

 （２）１ページの行数    

   １ページの行数を１０～４０行の範囲で指定します。 

データ・ページ内の行数がこの指定値を越える時は、指定範囲内に収まるように複数ページに分けられ 

ます。 

ただし、書式が「有効」の時、ページ末の空行がこの長さを越えても、上記の処理は行ないません。 

ページを変えたい時は、改ページしてください。 

   「書式＝有効（Ｂｅｓ方式）」の場合は、空行でも指定行数になると次のページに移ります。 

 

（ご注意） 

「有効（Ｂｅｓ方式）」は、Ｂｅｓ形式の文書を本機に読み込んだ場合に、ページ数がずれてしまう問題を

回避するために用意しています。 

内容的にページを変更すべき所では、必ず改ページを挿入するようにしてください。 

 

 （３）１行のマス数 

１行の長さを１６～６４マスの範囲で指定します。   

データ行の長さが指定値を越える時は、その範囲内に収まるように複数行に分けて表示されます。 

ただし、行末のマス空けがこの長さを越えても、上記の処理は行ないません。 

これは、そのようなマス空けは印刷時に無視しても支障がないからです。 

 

 （４）ページ行（あり／なし） 

ページ行とは、各ページの先頭のページ数などが書かれた行のことです。 

「あり」の場合、次節で解説する「ページ行の編集機能」を利用して、印刷時に挿入されるページ行の

情報を作成することができます。 

また、ページ行を挿入するために、本文では１ページの行数を指定された値より１行少なくして    

編集します。 

   「なし」に設定すると、印刷時にページ行が挿入されません。 

 

６－３． ページ行の編集 

 

 本機では、ページ行を本文データと別の方法で編集します。 

 しかし、本文に対応するページ行の内容は、簡単な操作で確認することができます。 

 ページ行の編集機能では、連番データの挿入など多彩な機能を用意しています。 

 なお、印刷時のページ行の取り扱いについては、「７－４．２）ページ行の印刷」の項を参照してください。 
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１） ページ行の編集状態に入るには 

 ページ行を編集するには、目的の文書が開いている状態で、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー → 「４ レイアウト」 → 「４ ページ行の編集」 

 この機能を利用するには、文書設定で「書式＝有効」、「ページ行＝あり」に設定されている必要がありま

す。 

 もしこのような設定になっていない場合は、次のようなメッセージが表示されます。 

   「確認：ページ行を有効にしますか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、上記の文書設定が変更され、ページ行の編集状態に移行します。 

 Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、ページ行の編集を中止します。 

 

２） ページ行編集状態での表示 

  ページ行の編集状態では、以下のような表示になります。 

     「ページ行（本文＝全ｎページ）」 

    「 Ｐ１：〈１ページ目のページ行〉」 

    「 Ｐ２：〈２ページ目のページ行〉」 

       ．．． 

    「 Ｐｎ：〈ｎページ目のページ行〉」 

 

 各行の先頭の「Ｐｎ」の部分は、文書の先頭からの通算ページ数を示しています。 

 既にページ行の情報がある所には、「＊Ｐｎ」のように、先頭に「＊」（1,6の点）が表示されます。 

 また、本文データのページ数を越えてページ行の内容が入力されている場合は、「！Ｐｎ」のように、   

先頭に「！」（2,3,5の点）が表示されます。 

 

３） ページ行編集状態での操作 

 ページ行の編集状態では、文書名を指定する時などと同様に点字の入力、編集操作が可能です。 

 例えば、ここで、次のように、ページ行の内容を入力します。 

  「 Ｐ１：目次１」 

 

 ページ行の編集状態では、更に、以下の操作が可能です。 

 操 作 キー 主 な 働 き 

(１) 上／下矢印キー 前後のページへ移動 

(２) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋上矢印キー 最初のページへ移動 

(３) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋下矢印キー 最後のページへ移動 

(４) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 元のページに戻る 

(５) Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー １ページ挿入 

(６) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 連番で挿入 

(７) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 前のページを削除 

(８) Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Del（ﾃﾞﾘｰﾄ）キー このページを削除 

(９) Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 本文の該当ページに戻る 

(１０) Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 本文の元の位置に戻る 

 

６－４． 字下げモードの設定 

 

 「字下げモード」とは、自動レイアウト機能で一つのデータ行が複数行に折り返される時、２行目以降の 

字下げ幅をどうするかを指定する設定です。 

 データ行の先頭部分では、マス空けで字下げ幅を調節することができます。 



102 

 これに対して、２行目以降の字下げ幅は、「字下げモード」により、先頭行との関係で指定します。 

 「字下げモード」には、次の７つの選択肢があります。 

  自動・・・通常行の場合は字下げ＝０マス、見出し行の場合は先頭行の字下げ幅＋４となります。 

  －２，±０，＋２，＋４・・・先頭行の字下げ幅にそれぞれの数を足した字下げ幅になります。 

  ２，４・・・先頭行の字下げ幅に関係なく、２マスまたは４マスの字下げとなります。 

 

 字下げモードを設定するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー → 「４ レイアウト」 → 「３ 行の設定」 

 予め複数行を選択してからこのコマンドを実行すると、選択されている行の設定を一括して変更すること

ができます。 

 いずれの場合も、以下の設定シートが表示されます。 

  

（設定シート） 

  「設定：行の設定」 

  「 対象：ｎ行」 

  「 見出し （オン，オフ）」 

  「 字下げ （自動，－２，±０，＋２，＋４，２，４）」 

 

 「見出し」には、この行が見出し行（＊１）か否かを指定します。 

 「字下げ」には、上記の字下げモードの中から設定します。 

 （＊１）「見出し行」については、「３－３．１）見出し行の利用」の項を参照してください。 

 

 

６－５． 目次作成機能 

 

 「目次作成機能」は、今開いている文書の中で見出し行として指定されている行を項目として、目次情報

を作成する機能です。 

 この機能を利用するには、文書設定で「書式＝有効」、「ページ行＝あり」に設定されている必要がありま

す。 

 もしこのような設定になっていない場合は、次のようなメッセージが表示されます。 

   「確認：ページ行を有効にしますか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、上記の文書設定が変更され、目次情報の作成を始めます。 

 Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、目次の作成を中止します。 

 

 目次情報が作成できると、以下のように保存先の文書名を指定する状態になります。 

   「文書名：目次」 

 ここで適当な文書名を指定し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 すると、新しい文書が開かれ、その中に以下のような書式の目次情報が作成されます。 

  

 「     ―目次―      」 

  「               」 

  「〈見出し行１〉………（ページ数）」 

  「〈見出し行２〉………（ページ数）」 

  「〈見出し行３〉………（ページ数）」 

        ．．． 

   「〈見出し行ｎ〉………（ページ数）」 
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６－６． 文字列の比較 

 

 「文字列の比較」は、２つの文書に書かれている内容が同じかどうか比較する機能です。 

この機能は、 校正した点訳文書を校正前の状態と比較する時などに便利です。 

 この機能を使用するには、比較したい一方の文書を開いてから、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「４ レイアウト」→「６ 文字列の比較」 

 このコマンドを実行すると、まず比較相手の文書を選択する状態になります。 

     （文書選択状態） 

   「比較する文書を選択してください（文書数＝ｎｎ）」 

   「 １ （１番目の文書情報）」 

   「 ２ （２番目の文書情報）」 

      ．．． 

 

 続いて、比較の方向を指定します。 

  「前 後ろ 初めから」 

 「前」や「後ろ」を選択すると、それぞれの文書のカーソル位置から、指定した向きに比較します。 

 「初めから」は、それぞれの文書の先頭から比較します。 

 ２つの文書で一致しない所があれば、その場所にカーソルが移動します。 

 文書の最後、または初めまで一致している場合は、次のようなメッセージが表示されます。 

   「確認：文書の最後（先頭）まで一致しました。（ＯＫ）」 

 

６－７． 行の結合 

 

 ダウンロードした点訳文書などで、１段落を１データ行にまとめたい時は、次のコマンドを使用します。 

   メインメニュー →「４ レイアウト」→「７ 行の結合」 

 複数の段落を一括して結合したい場合は、その範囲を選択してから上記のコマンドを実行します。 

 今のカーソル位置から１段落内を結合する場合は、範囲選択の必要はありません。 
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第７章 点字印刷 

 

 本機から以下の種類の点字プリンタに直接接続して点字印刷することができます。 

8点 取扱 製品名〔製造社（国名）〕 

  ①マウントバッテン・ブレイラ〔カンタムテクノロジー社製（オーストラリア）〕 

○  ②ブレイロコメット〔ブレイロノルウェー社製（ノルウェー）〕 

 ○ ③エベレスト，ベーシックD〔インデックス社製（スウェーデン）〕 

○  ④ＥＴ，ジュリエット〔イネーブリングテクノロジーズ社製（アメリカ）〕 

○  ⑤ロメオ，トーマス 〔イネーブリングテクノロジーズ社製（アメリカ）〕 

  ⑥ＴＰ３２〔日本テレソフト社製（日本）〕 

○  ⑦ＥＳＡ７２１〔ジェイ・ティー・アール社製（日本）〕 

○  ⑧ＴＥＮ－１０／ＴＥＮ－１００〔レンテック社製（日本）〕 

＊8点に○のある製品は本機から８点印刷可能なプリンタであることを示します。 

＊取扱に○のある製品はケージーエス（株）でお取り扱いしている製品です。 

 

 本機から点字印刷を行なうには、以下の手順で操作します。 

（１）点字プリンタを選択し、そのプリンタに対する印刷条件を設定します。 

（２）点字印刷時に用いる通信条件を設定します。 

（３）印刷コマンドを実行します。 

 ただし、本機は前回印刷した時の設定を記憶していますので、２回目からは上記（１），（２）の作業は 

必ずしも必要ありません。 

 

 

７－１． 点字プリンタの選択と印刷条件の設定 

 

 点字プリンタを選択するには、次のメニュー項目のサブメニューから、該当するプリンタに対する設定   

コマンドを実行します。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「２ 点字印刷」 

→「１ 点字プリンタの選択」→（サブメニュー） 

                                            「１ 使用しない」 

                                            「２ 標準点字プリンタ」 

                                            「３ コメット」 

                                            「４ エベレスト・ベーシックＤ」 

                                            「５ ＥＴ・ジュリエット」 

                                            「６ ロメオ，トーマス」 

                                            「７ ＴＰ３２」 

                                            「８ ＥＳＡ７２１」 

                                            「９ ＴＥＮ－１０／ＴＥＮ－１００」 

 

 現在選択されているプリンタの名前は上記の「点字プリンタの選択」のメニュー項目内に次のように表示 

されます。 

  「１ 点字プリンタの選択＝〈選択されているプリンタ名〉」 

または、   「１ 点字プリンタの選択＝未設定」 

 また、マウントバッテン・ブレイラを使用する場合は、標準点字プリンタを選択してください。 
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１） 標準点字プリンタ 

 

「標準点字プリンタ」を選択すると、本機は印刷データを標準点字形式（ＮＡＢＣＣ６点形式）で送信します。 

 このコマンドを選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

    「設定：標準点字プリンタ」 

（＊１）「 １ページ ｛１０～４０｝行」 

（＊１）「 １行 ｛１６～６４｝マス」 

（＊２）「 改行 （自動／送る）」 

（＊３）「 コード （ＣＲＬＦ／ＣＲ／ＬＦ）」 

（＊４）「 改ページ （自動／送る）」 

（＊５）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 

 

（＊１）１ページの行数と１行のマス数は、点字プリンタの設定に合わせて指定してください。 

（＊２）「改行」に「送る」を指定すると、改行コードが行の長さに関わらず各行の行末で送信されます。 

    「自動」を指定すると、その行の長さが１行のマス数の指定値より小さい時に改行コードが送信   

されます。 

    行末まで印刷してもプリンタ側で自動的に改行しない場合は、「送る」を選んでください。 

（＊３）「コード」では、改行コードとして送信する信号を指定します。通常は「ＣＲＬＦ」を使用します。 

（＊４）「改ページ」に「送る」を指定すると、改ページ・コードがページの長さに関わらず各ページの末尾で 

送信されます。 

    「自動」を指定すると、そのページの長さが１ページの行数の指定値より小さい時に改ページ・コード

が送信されます。 

    ページ末まで印刷してもプリンタ側で自動的に改ページしない場合は、「送る」を選んでください。 

（＊５）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、「印刷の都度この設定を確認

する」を選択してください。 

 

 この設定で８点印刷する場合は、以下の２点にご注意ください。 

 （１）プリンタ側で、行間隔（または改行幅）を０に設定してください。そのような設定ができない場合、    

８点印刷はできません。 

 （２）印刷を実行してみて、ページの最後の行が次のページに掛かってしまう時は、「標準プリンタの設定」

の１ページ当たりの行数を減らし、「改ページ」を「送る」に設定してください。 

 

２） ブレイロ コメット 

 

「コメット」を選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

     「設定：コメット」 

（＊１）「 印刷面 （片面／両面）」 

（＊２）「シート長 ｛１０～１３｝インチ」 

（＊３）「 １行 ｛２７～４１｝マス」 

「 ★８点印刷は片面のみです。」 

（＊４）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 
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（＊１）コメットは片面打ちの点字プリンタですが、表ページと裏ページの２回に分けて印刷すると、 

用紙の両面に印刷することができます。 

このような印刷方法をしたい場合、「印刷面」に「両面」を指定します。 

なお、８点印刷する時は、両面印刷はできません。この項目に「両面」を選択しても片面印刷になります。 

（＊２）「シート長」には、印刷に用いる点字用紙の長さを指定します。 

なお、この項目については、点字プリンタに対して設定コマンドを送信していません。 

本機とプリンタ側で設定が異なると正しく印刷できませんので、印刷を始める前に必ずプリンタ側の 

設定も確認し、同じ設定にしてください。 

（＊３）１行のマス数は、紙の横幅に合わせて２７～４１マスの範囲で指定します。 

（＊４）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、 

「印刷の都度この設定を確認する」を選択してください。 

 

３） エベレスト，ベーシックＤ 

 

「エベレスト」、「ベーシックＤ」には、６点印刷のみで対応しています。 

本機から８点印刷をすることはできません。 

 このコマンドを選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

     「設定：エベレスト，ベーシックＤ」 

（＊１）「 印刷面 （両面／片面）」 

（＊２）「１ページ ｛１０～４０｝行」 

（＊２）「１行 ｛２０～４８｝マス」 

    「 ★この設定では、８点印刷はサポートしていません。」 

（＊３）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 

 

（＊１）エベレストとベーシックＤは両面打ちの点字プリンタです。 

お好みの印刷方法を選択してください。 

（＊２）１ページの行数と１行のマス数は、点字プリンタの設定に合わせて指定してください。 

なお、これらの項目については、点字プリンタに対して設定コマンドを送信していません。 

本機とプリンタ側で設定が異なると正しく印刷できませんので、印刷を始める前に必ずプリンタ側の 

設定も確認し、同じ設定にしてください。 

（＊３）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、 

「印刷の都度この設定を確認する」を選択してください。 

 

４） ＥＴ，ジュリエット 

 

 このコマンドを選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

     「設定：ＥＴ，ジュリエット」 

（＊１）「 印刷面（インターライン両面／インターポイント両面／片面）」 

（＊２）「 シート長 （１０インチ／１１インチ）」 

（＊３）「 １行 ｛１６～５６｝マス」 

（＊４）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 
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（＊１）ＥＴとジュリエットは両面打ちの点字プリンタです。お好みの印刷方法を選択してください。 

なお、インターポイント印刷を選択すると、１ページの行数は片面打ちの場合と同じになりますが、 

その代わりに１行に入るマス数はやや少なくなります（横８インチの用紙で28マス程度）。 

また、８点印刷では、インターライン印刷はできません。インターライン印刷を選択していても 

インターポイント印刷を行ないますので、（＊３）の１行のマス数の設定をインターポイント印刷用に 

少なく設定してください。 

（＊２）「シート長」には、印刷に用いる点字用紙の長さを指定します。 

（＊３）１行のマス数は、紙の横幅に合わせて１６～５６マスの範囲で指定します。 

（＊４）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、 

「印刷の都度この設定を確認する」を選択してください。 

 

 ＊プリンタ側の操作― 

 （１）用紙の頭出し幅は、本機からはコントロールしていませんので、プリンタ側で設定してください    

（３０．ｎｅコマンド）。 

 （２）印刷を始める前には、用紙の頭出し操作（２ｅコマンド）を行なってください。 

  これらの操作について、詳細はプリンタのマニュアルをご参照ください。 

 

５） ロメオ，トーマス 

 このコマンドを選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 （設定シート） 

    「設定：ロメオ，トーマス」 

（＊１）「 印刷面 （片面／両面）」 

（＊２）「 シート長 （１０インチ／１１インチ）」 

（＊３）「 １行 ｛１６～５６｝マス」 

（＊４）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 

 

（＊１）ロメオ，トーマスは片面打ちの点字プリンタですが、表ページと裏ページの２回に分けて印刷すると、 

用紙の両面に印刷することができます。 

このような印刷方法をしたい場合、「印刷面」に「両面」を指定します。 

 

（注） 

この印刷方法は、内部プログラムのバージョンによって対応していない場合があります。

両面印刷対応の有無については、プリンタのマニュアルをご覧ください。 

       

（＊２）「シート長」には、印刷に用いる点字用紙の長さを指定します。 

（＊３）１行のマス数は、紙の横幅に合わせて１６～５６マスの範囲で指定します。 

（＊４）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、「印刷の都度この設定を  

確認する」を選択してください。 

 

 ＊プリンタ側の操作― 

 （１）用紙の頭出し幅は、本機からはコントロールしていませんので、プリンタ側で設定してください    

（３０．ｎｅコマンド）。 

 （２）印刷を始める前には、用紙の頭出し操作（２ｅまたは３ｅコマンド）を行なってください。 

 （３）８点両面印刷をする場合、裏ページの頭出し操作の前に、頭出し幅の設定を表ページより      

10分の１インチ大きく調節してください。 

 これらの操作について、詳細はプリンタのマニュアルをご参照ください。 
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６） ＴＰ３２ 

「ＴＰ３２」には、６点印刷のみで対応しています。本機から８点印刷をすることはできません。 

 このコマンドを選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

    「設定：ＴＰ３２」 

（＊１）「 印刷面 （片面／両面）」 

（＊２）「 シート長 （１０インチ／１１インチ）」 

（＊３）「 １行 （３０マス／３２マス）」 

    「 ★この設定では、８点印刷はサポートしていません。」 

（＊４）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 

 

（＊１）ＴＰ３２は片面打ちの点字プリンタですが、表ページと裏ページの２回に分けて印刷すると、用紙の  

両面に印刷することができます。 

このような印刷方法をしたい場合、「印刷面」に「両面」を指定します。 

（＊２）「シート長」には、印刷に用いる点字用紙の長さを指定します。 

（＊３）１行のマス数は、３０マスか３２マスです。プリンタの設定に合わせて指定してください。 

（＊４）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、 

「印刷の都度この設定を確認する」を選択してください。 

 

７） ＥＳＡ７２１ 

「ＥＳＡ７２１」を選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

  （設定シート） 

     「設定：ＥＳＡ７２１」 

 （＊１）「 印刷面 （片面／両面）」 

 （＊２）「シート長 （１０インチ／１１インチ）」 

 （＊３）「１行 （３２マス／４０マス）」 

 （＊４）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 

 

（＊１）ＥＳＡ７２１は片面打ちの点字プリンタですが、表ページと裏ページの２回に分けて印刷すると、 

用紙の両面に印刷することができます。 

このような印刷方法をしたい場合、「印刷面」に「両面」を指定します。 

（＊２）「シート長」には、印刷に用いる点字用紙の長さを指定します。 

（＊３）１行のマス数は、３２マスか４０マスです。プリンタの設定に合わせて指定してください。 

（＊４）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、 

「印刷の都度この設定を確認する」を選択してください。 

 

８） ＴＥＮ－１０／ＴＥＮ－１００ 

「ＴＥＮ－１０／ＴＥＮ－１００」を選択すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

     「設定：ＴＥＮ－１０／ＴＥＮ－１００」 

（＊１）「 印刷面 （片面／両面）」 

     「★８点印刷は片面のみです。」 

（＊２）「 印刷の都度この設定を（確認しない，確認する）」 
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（＊１）ＴＥＮ－１０は片面打ちの点字プリンタですが、表ページと裏ページの２回に分けて印刷すると、 

用紙の両面に印刷することができます。このような印刷方法をしたい場合、「印刷面」に「両面」を指定し

ます。ＴＥＮ－１００は、両面印刷に対応しています。片面印刷か両面印刷かはプリンタ側でデータの行数

から自動判別されますので、本機では「片面」を選択してください。 

（＊２）印刷の度にこの設定シートを表示し、必要に応じて変更したい場合は、 

「印刷の都度この設定を確認する」を選択してください。 

 

７－２． 印刷時の通信条件の設定 

 

 印刷時の通信条件の設定を確認／変更するには、次のコマンドを使用します。 

  メインメニュー → 「６ 外部機器との接続」 → 「２ 点字印刷」 → 「２ 印刷時の通信条件の設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

  設定シート 

「設定：印刷時の通信条件の設定」 

         「 速度（1200～230400）」（１） 

         「 ハンドシェイク（なし， RTS/CTS, XON/XOFF）」（２） 

 

 本機から点字印刷する場合、本機と点字プリンタの双方で、以下の通信条件を合わせておく必要があり

ます。 これらの設定が双方で異なると、正しく印刷できなかったり、データの一部が抜け落ちてしまう可能

性があります。 

 

 本機で選択できる通信条件は、以下の２項目です。 

（１）通信速度 

データを転送する速度です。上記のように、1200～230400bpsの９段階から選択できます。 

 ＊多くのプリンタで9600bpsが標準値になっています。 

 

（２）ハンドシェイク 

送信したデータが確実に相手側の機器に受信されるよう、データの送り方を制御するための設定です。 

点字印刷には、データの転送に比べてはるかに多くの時間が掛かるため、長い文書を印刷する場合、 

点字プリンタ側で受け取ったデータを覚えきれなくなってしまうことがあります。 

このような場合、ハンドシェイクが正しく設定されていると、点字プリンタは本機に信号を送って、データの

送信を一時ストップさせることができます。 

ハンドシェイクも、上記の６種類から選択できます。 

 

（注意） 

ハードウェア・ハンドシェイクは、双方で正しく設定していても、 

使用するケーブルの種類によって有効に機能しないことがあります。   

  このような場合は、インターリンク用クロス・ケーブルを使用するか、 

ソフトウェア・ハンドシェイク（XON/XOFF）を使用してください。    

         

 これ以外の通信条件は、本機側では選択できません。相手側の機器を以下のように設定してください。 

  データ・ビット…８ビット 

  ストップ・ビット…１ビット 

  パリティ・チェック…なし 

 ★これらの値は、多くの点字プリンタで標準値になっています。 
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７－３． 印刷コマンド 

 

 本機には、次の４種類の印刷コマンドがあります。 

 

 【６点印刷】 

  （１）メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「２ 点字印刷」→「３ ６点印刷（文書選択）」 

  （２）（コンテキストメニュー 「文書の編集」）→「１９ ６点印刷」 

 

 【８点印刷】 

  （３）メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「２ 点字印刷」→「４ ８点印刷（文書選択）」 

  （４）（コンテキストメニュー＝ 「文書の編集」）→「２０ ８点印刷」 

                

 （注） （コンテキストメニュー 「文書の編集」）は、文書の編集状態でSel（選択）キーを押しながら 

Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと開きます。         

               

 これらのコマンドの内、（１）と（３）は、印刷する文書をコマンドを実行してから、その中で選択します。 

 これに対して、（２）と（４）は、今編集している文書が印刷の対象となります。 

 また、（３）や（４）で８点印刷をするには、８点印刷可能なプリンタが選択され、編集環境の設定（★）も 

「点字＝上付き８点」または「点字＝下付き８点」になっている必要があります。 

 

（★）編集環境の設定については、「９－３．編集環境に関する設定」を参照してください。 

 

１） 印刷文書の選択 

 印刷対象文書を選択するコマンド『上記の（１）、（３）』では、まず以下のような文書選択状態になります。 

 

 （文書選択画面） 

 「６点（８点）印刷する文書を選択してください。（文書数＝ｎｎ）」 

 「 １ （１番目の文書情報）」 

 「 ２ （２番目の文書情報）」 

    ．．． 

 ここで、上／下矢印キーなどを使って文書リストの中を移動し、印刷したい文書名が表示された所で、 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 もしも、印刷作業を中止したい時は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

２） 印刷範囲の指定 

 次に印刷する範囲と、その他の条件を指定します。 

 以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

「設定：印刷範囲を指定してください。」 

         「 ｎｎページから」…印刷開始ページ 

         「 ｍｍページまで」…印刷終了ページ 

         「 （表ページ／裏ページ」（＊１） 

         「 部数（１部～100部）」（＊４） 

         「 ページ数 （付ける／付けない／表ページのみ）」（＊２） 

         「 表題 （付ける／付けない／表ページのみ）」（＊２）（＊３） 
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（＊１）片面打ちプリンタで両面印刷する設定の時に表示される項目です。 

「表ページ」を選択すると、表ページの印刷終了後に続けて裏ページを印刷するか否かの確認の   

メッセージが表示されます。 

（＊２）印刷する文書の設定が「ページ行＝あり」の時に表示される項目です。 

この設定を「あり」にしておくと、ページ行データがある時はその内容が、ページ行データがない場合は

連番のページ数が印刷されます。 

（＊３）文書名を各ページの先頭行、左側に印刷する機能の有無です。 

（＊４）複数部印刷は、本機側から印刷データを繰り返し送信することで実現しています。もしご使用の点字

プリンタに複数部数印刷の機能がある場合、初めに本機から点字プリンタのバッファに１部分の印刷

データを送信し、その後プリンタ側の機能で複数印刷を行なってください。 

 

３） 印刷の実行 

 印刷範囲や印刷条件を設定してＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、以下のような確認のメッセージが表示されます。 

   「確認：開始してよろしいですか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 ここで、再度Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押せば印刷が始まります。 

 印刷データを送信している時は、次のように表示されます。 

「送信中 〈送信した行数〉」 

 印刷を中止したい時は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 片面打ちの点字プリンタで両面印刷している時は、表ページの印刷が終わった所で次のように表示され

ます。 

   「確認：続けて裏ページを印刷しますか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 このメッセージが表示されたら、裏ページが印刷できるように点字用紙をセットし直してから 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 

 印刷が終了すると、次のような確認のメッセージが表示されます。 

   「確認：終わりました。（ＯＫ）」 

 ここでタッチカーソルキーを押せば、全ての印刷作業を終了して、元の状態に戻ります。 

 

７－４． 印刷時のレイアウト処理 

 

１） 印刷時にレイアウトが変更される場合 

 ここで注意する必要があるのが、印刷時に使用されるレイアウトです。 

 文書設定（★１）で「書式＝無効」に設定されている場合や、プリンタ設定（★２）の最大マス数／最大行数

が文書設定より小さい場合には、印刷時のレイアウトがプリンタ設定に合わせて変更されます。 

 この場合、行替えやページ替えの位置、全体のページ数などが、編集時と違ってきます。 

 また、印刷開始ページや印刷終了ページの位置も、印刷時のレイアウトで計算されます。 

 文書設定が「書式＝有効」の文書で、印刷時のレイアウトが変更される場合は、以下のような確認の   

メッセージが表示されます。 

   「確認：書式を変更して印刷してもよろしいですか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 この場合、変更した書式で印刷を続行するにはＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを、印刷を中止するにはEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ) 

キーを押してください。 

 印刷時のレイアウトを予め確認したい場合は、文書設定のレイアウトをプリンタ設定に合わせて編集作業

を行なってください。 
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 （★１）文書設定については、「６－２．自動レイアウト機能」を参照してください。 

 （★２）現在のプリンタ設定で１ページに印刷可能な行数および１行に入るマス数は、６点印刷および８点

印刷の各コマンドの右側に次のように表示されます。 

  「３ ６点印刷（文書選択）＝両面１８（１７）行３２マス」 

 ★上記の行数の（ ）内は、表ページと裏ページの行数が異なる場合に、裏ページの行数を示します。  

 

２)ページ行の印刷 

 本機では、ページ行（各ページの１行目）に、表題やページ数などの情報を印刷することができます。 

 これらの設定は、印刷コマンドの中で表示される設定シート「印刷範囲の指定」の中で行ないます。 

 この設定シートの中で、「表題＝付ける」に設定すると、各ページ行の左端にその文書の文書名が    

印刷されます。 

 また、「ページ数＝付ける」に設定すると、各ページ行の右端にページ数が印刷されます。 

 この場合、ページ行データが用意されているページではその内容が、ページ行が指定されていないページ

では先頭からの連番でページ数が印刷されます。 

 ページ行の内容を用意する方法については、「６－３．ページ行の編集」の項を参照してください。 

 ページ行には、ページ数だけでなく、例えばそのページに含まれる章のタイトルなどの情報も指定すること

ができます。この場合、ページ行として指定した内容の内、一番右の部分をページ数として右寄せで、   

それ以外の部分を左寄せで印刷します。 

 例えばページ行に「１－２ ６」と指定されている場合、「１－２」が左寄せで、「６」が右寄せで印刷されます。 
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第５部 <<外部機器との接続編>> 

第８章 通信機能 

 

８－１． 通信機能の概要 

 

 本機には、以下のような通信機能があります。 

 

（１）ディスプレイ・モード 

パソコンなどの情報機器と接続し、本機を点字ディスプレイ装置として他機器の操作に使用できます

（「０－６．ディスプレイ・モード」参照）。 

（２）文書の送受信 

他のブレイル・ファミリー機器（＊１）やパソコン（＊２）、その他の点字機器などとの間で点字文書を 

やり取りすることができます。 

（３）点字印刷 

対応点字プリンタに接続して、直接点字印刷することができます（「第７章 点字印刷」参照）。 

（４）チャット 

他のブレイル・ファミリー機器（＊１）やパソコン（＊３）との間で、チャット（点字による会話）を行うことが

できます。 

（５）文書の保存と読み込み 

ＵＳＢドライブから文書情報を読み込んだり、保存したりすることができます。 

 

（＊１）ブレイル・ファミリー機器…当社では、点字関連の製品を互いに接続して便利に利用できる環境を 

目差した「ブレイル・ファミリー構想」を推進しています。 

  ブレイルメモ・シリーズとブレイルノート（ＢＮ４６Ｘ）は、この方針に添って統一したプロトコル（通信規約） 

をサポートしています。 

（＊２）WindowsパソコンやＮＥＣのMS-DOSパソコンとの間で、点字文書の送受信を行なうための 

ソフトウェアを添付ディスクの中にご用意しています。 

（＊３）本機とWindowsパソコンとの間でチャット（点字による会話）を行なうためのソフトウェア（BMChat）を、 

添付ディスクの中にご用意しています。 

 

８－２． 通信の準備 

 

８－２－１． 本機の通信ポート 

 本機には、次の３種類のポートがあります。 

 

 （１）ＲＳ…ＲＳ－２３２Ｃ・シリアルポート 

 （２）ＢＴ…内蔵ブルートゥースポート（無線接続） 

 （３）ＵＳＢ…ＵＳＢポート 

 

（１）ＲＳ…ＲＳ－２３２Ｃ・シリアルポート 

 本体右側面の奥側にある、９ピンのオスコネクタです。 

 パソコンや点字プリンタ、他の点字機器などと接続できる最も汎用的なポートです。 

 点字プリンタなどを接続される場合は、このポートをご使用ください。 
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（２）ＢＴ…ブルートゥースポート（無線接続） 

 パソコンや他のブレイルメモ・シリーズ機と無線接続できる便利なポートです。 

 ただし、パソコンとの接続にご使用頂く場合には、パソコン側に装着するブルートゥースアダプタが    

必要です。 

 

＊ブルートゥースアダプタは、いろいろなタイプのものが市販されていますが、ご購入に際しては、本機との 

相性や、スクリーンリーダーでの使い勝手などを考慮して頂く必要があります。 

添付ＣＤ内のリンク集「ケージーエス最新情報」から、当社ホームページ掲載のご案内を参照してください。 

また、ブルートゥース通信は、電子レンジや無線ＬＡＮとの併用ができない等の制限がありますので、   

ご注意ください。 

 

（３）ＵＳＢ…ＵＳＢポート 

 本機とパソコンとの間で、高速に通信できる便利なポートです。 

 ご使用の前に、添付ＣＤからＢＭ３２用のＵＳＢドライバをインストールしてください。 

 このドライバは、他のブレイルメモ・シリーズ機で使用しているものと異なりますので、既に他の 

ブレイルメモ・シリーズ機をご使用頂いている場合も、インストールを行ってください。 

 なお、ＵＳＢ接続は、Windows 98/MEではご使用頂けません。 

 これらのＯＳをご使用の場合は、別のポートを使って接続してください。 

 

８－２－２． ＲＳポートで接続する場合の注意事項 

（１）通信ケーブルの接続 

 本機と相手側の機器を接続する際には、なるべく本機付属のシリアル・ケーブル（＊１）をご使用ください。 

 別の種類のケーブルの中には、コネクタに接続できても、正しく通信できないものがあります。（＊２） 

 相手側機器のコネクタの形が違うなどの理由で本機に付属のもの以外のシリアル・ケーブルをご使用に

なる場合は、そのケーブルがクロス・ケーブルであることをご確認ください。 

  また、シリアル・ポートを持たないパソコンと接続される際には、別のポートで接続するか、 

ＵＳＢ→シリアル変換アダプタ（＊３）などをご用意ください。 

 

（＊１）本機には、ＲＳ－２３２Ｃインターリンク用クロス・ケーブルをお付けしています。 

    点字プリンタのハンドシェイクには、DTR/DSRをご使用ください。 

    なお、インターリンク用のケーブルをご使用の場合はRTS/CTSのハンドシェイクもご利用頂けます。 

（＊２）モデムの接続やケーブルの延長のために使用されるストレート・ケーブルでは通信できません。 

（＊３）ＵＳＢ→シリアル変換アダプタの中には、一部のパソコンやソフトウェアで使用できないものが 

あります。 

 ご購入の際は、その製品がご使用の環境で使えることをご確認ください。 

 

（２）双方の通信条件を合わせる 

 シリアル・ポートを介して通信を行なう機器やソフトウェアには、通信条件を設定する機能があります。 

 双方でこの通信条件が一致していないと、正しく通信することができません。 

 初めて通信機能をご利用になる際には、マニュアル等で通信条件の設定方法をご確認ください。 

 

 本機では、点字印刷の時に用いる通信条件と、その他の通信機能で用いる通信条件を別のコマンドで 

設定します。 

 点字印刷時の通信条件の設定については、「７－２．印刷時の通信条件の設定」の項を参照してください。 

 その他の機能で用いる通信条件は、次のコマンドで設定します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「７ 一般の通信条件の設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 
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（設定シート） 

 「設定：一般の通信条件の設定」 

 「 速度（1200～230400）bps」（１） 

 「 ハンドシェイク（なし，RTS/CTS， XON/XOFF）」（２） 

 

 本機で選択できる通信条件は、以下の２項目です。 

 

（１）通信速度 

データを転送する速度です。上記のように、1200bps～230400bpsの９種類から選択できます。 

多くの点字機器やソフトウェアで9600bpsが標準値になっています。 

しかし、それ以外の設定が可能な場合は、なるべく速い設定に合わせることで、通信時間を短縮する 

ことができます。 

 

（２）ハンドシェイク 

送信したデータが確実に相手側の機器に受信されるよう、受信側から送信側をコントロールする機能で

す。 

ブレイル・ファミリー機器やパソコン上の本機対応のソフトウェアとの間で通信を行なう場合、専用の   

プロトコルでデータの流れを制御していますので、ハンドシェイクは「なし」にしておいて差し支えありません。 

しかし、本機に対応していない点字機器やソフトウェアとの間で「標準点字ファイルの送受信」機能を  

使ってデータをやり取りする場合には、有効なハンドシェイクを設定してください。 

 

 これ以外の通信条件は、本機では選択できません。相手側の機器を以下のように設定してください。 

データ・ビット…８ビット 

   ストップ・ビット…１ビット 

   パリティ・チェック…なし 

 ★これらの値は、多くの機器やソフトウェアで標準値になっています。 

 

８－２－３． ブルートゥース接続 

 

１） ブルートゥース通信の予備知識 

（１）ブルートゥースの接続とＢＤアドレス 

 ブルートゥースは無線接続のため、実際に通信を始める前に、相手機と「ケーブルを繋ぐ」ことに相当する

作業として、「接続を確立する」必要があります 

 一台のブルートゥース機器から、別のブルートゥース機器に接続する時、接続相手の端末を特定するため

に使用されるのが「ＢＤアドレス」です。 

 「ＢＤアドレス」は、12桁の16進コードで、そのアドレスを持つ端末は世界中で一台しかありません。 

 しかし、このような数値だけでは覚えにくいので、ＢＤアドレスと、機器の名称などの分かりやすい情報が

セットで使用されます。 

 本機のＢＤアドレスを確認したり、外部から識別するための名前（デバイス名）を設定するには、次の   

コマンドを使用します。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「７ ブルートゥース」→「５ ブルートゥース通信の設定」 

 なお、（デバイス名）にカナ文字を指定する場合は、4・6の点を前置してください。 

 

（２）マスター側とスレーブ側 

 ２台のブルートゥース機器の間で通信をするには、まずどちらかの端末（Ａ）から、もう一方の端末（Ｂ）の 

ＢＤアドレスを指定して「接続」します。 

 この時、Ａの方をマスター側、Ｂの方をスレーブ側といいます。 
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 切断する時は、マスター側から切断しても、スレーブ側から切断してもかまいません。 

 ブルートゥース通信では、この他に「デバイス探索」という機能があります。 

 これは、周囲にあるブルートゥース機器のＢＤアドレスを調べるものです。 

 本機では、一度接続した相手機器のＢＤアドレスを記憶していますので、２回目からはこの機能を使用 

する必要はありません。 

 

（３）通信できる距離は 

 ブルートゥースでは、微弱電波を使用しているため、通信できる距離は数メートル以内に限られます。 

 また、無線ＬＡＮが使われている所では、通信障害の原因になりますので、ブルートゥース通信をしないで

ください。 

 ブルートゥースの通信は、「マスター側から送られる通信パケットに、スレーブ側が応答する」という形で 

行なわれます。 

 従って、本機をオンにしても、「ブルートゥース接続」や「デバイス探索」のコマンドを実行しなければ、自分

から電波を出すことはありません。 

 また、「ブルートゥース通信の設定」で「ＢＴポートを使用しない」に設定しておけば、これらのコマンドも使用

不可にすることができます。 

 

（４）セキュリティレベル 

 ブルートゥースは無線通信のため、知らない人から勝手にアクセスされてしまうことのないよう、次のような

セキュリティ機能が用意されています。 

 

・ デバイス探索に応答するか否かの設定 

この設定をオフにしておくと、他の端末からＢＤアドレスを調べることができなくなります。 

    デバイス探索で相手機器が見つからない場合は、相手機側のこの設定を確認してください。 

・ 接続に応じるか否かの設定 

この設定をオフにしておくと、他の機器から接続できなくなります。 

・ セキュリティ・レベル 

接続を許可する機器を制限するか否かを、３段階で設定します。 

    この機能を実装すると操作が煩雑になるため、本機では、より上位のプロトコルでセキュリティ機能を

実装しています。 

    パソコンとの接続のためにブルートゥースアダプタ（＊）をご使用の場合は、そのセキュリティレベルを

「低」（または「中」）に設定してください。 

 

（５）プロファイル 

 ブルートゥースの規格には、シリアル通信やモデムの接続、ＬＡＮの構築など、いろいろなサービスがあり、

これらをプロファイルと呼んでいます。 

 本機では、この内シリアル通信（ZV-AT）を使用して通信しています。 

 本機のデバイス探索では、このプロファイルで通信できる機器のみが表示されます。 

 

（＊）ブルートゥースアダプタは、パソコンにブルートゥースの通信ポートを増設するもので、ＵＳＢポートに 

挿して使用するものなど、いろいろな形態があります。 

 ご購入に際しては、ご使用のパソコンや本機との相性、スクリーンリーダーでの使い勝手などを考慮して

頂く必要があります。 

 添付ＣＤ内のリンク集「ケージーエス最新情報」から、当社ホームページ掲載のご案内を参照してください。 

 また、ご使用の前に、各製品添付のドライバやユーティリティソフトをパソコンにインストールしてください。 
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２） ブルートゥース通信のための操作 

 本機でブルートゥース通信を行なう場合、次の２種類の形態があります。 

 （Ａ）固定接続…しばらく接続したままで使用したい場合（点字ディスプレイとして使用する場合など）。 

 （Ｂ）暫定接続…１つのコマンドが終了するまでの間、接続を維持したい場合（文書の送受信など）。 

 この内、ここでは固定接続のためのコマンドを説明します。 

 暫定接続の場合は、直接各通信コマンドを実行し、その中でブルートゥースの接続処理を行ないます。 

 いずれの場合も、「接続を確立する」ということは、「ケーブルを繋ぐ」というのと同じ意味合いになります。 

 接続する相手がパソコンの場合、パソコン側では、接続を確立する前にプログラムを起動しておいても、

接続してから起動しても、どちらでも構いません。 

 この時、プログラムでは、通信ポートとして、ブルートゥースアダプタに割り当てられたポート        

（仮想シリアルポートComN(N=1,2,3,...)）を選択します。 

 

（１）初めて接続する場合 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「７ ブルートゥース」→「１ ブルートゥースデバイス探索」 

 このコマンドを実行すると、周辺にあるブルートゥース機器の探索を行ない、見つかった端末のリストを 

表示します（探索には、10数秒掛かります）。 

 この中から、上／下矢印キーで接続したい端末を選択して、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 すると、相手機器との間で、接続確立のための処理を開始します。 

 ここで接続した端末の情報は記憶され、次回接続時に参照できます。 

 この他にもＢＤアドレスを記憶しておきたい端末がある場合は、リスト内のその端末の行で 

Spc(ｽﾍﾟｰｽ) キーを押して、チェックを付けます。 

 

（２）ＢＤアドレスの分かっている端末と接続する場合 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「７ ブルートゥース」→「２ ブルートゥース接続」 

このコマンドを実行すると、本機で記憶しているＢＤアドレスのリストを表示します。 

 ここでは、次の操作が可能です。 

操 作 キー 主 な 働 き 

上／下矢印キー リスト内を移動します。 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 表示されている端末に接続します。 

Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー 新しい端末のＢＤアドレスを入力します。 

Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 表示している端末の情報を削除します。 

Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キー 表示している端末の情報を変更します。 

BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー デバイス探索を行ないます。 

 

（３）切断する 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「７ ブルートゥース」→「３ ブルートゥース切断」 

 このコマンドを実行すると、上記（１），（２）で確立したブルートゥース接続（固定接続）を切断します。 

 このコマンドは、相手側から接続された場合にも有効です。 

 

（４）ブルートゥース認証の受け付け 

 パソコン側に装着するブルートゥースアダプタによっては、高いセキュリティレベルに対応した機器との間

でないと接続を認めないものがあります。 

 このような製品では、初めにブルートゥースアダプタと接続したい機器の間で「パスキー」を交換させ、 

互いに信頼できるデバイスとして記憶させる処理を行なう必要があります。 

 交換したパスキーは、実際に接続しようとした際に照合され、例えＢＤアドレスが同じでも、相手が 

パスキーを知らなければ接続を認めないという形でセキュリティが守られます。 
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 「認証受け付け」の処理は、このような接続のために必要な「パスキーを交換する」手順をサポートするも

のです。 

 「パスキー」の交換が必要な、ブルートゥースアダプタをご使用の際は、次の手順で操作してください。 

 なお、本機ではパスキーを４件までしか記憶することができません。パスキーの交換が必須でない場合は、

低いセキュリティレベルで接続されることをお勧めします。 

 

 （ⅰ）パソコン側の操作で、ブルートゥースアダプタのユーティリティ・ソフトから、 

「ブルートゥース機器の 追加」等の処理を実行します。 

 （ⅱ）本機側で、次のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「７ ブルートゥース」→「４ ブルートゥース認証受け付け」 

 （ⅲ）すると、次のような表示に変わります。 

 「パスキーは、○○○○です。」 

  ここで、パソコン側の操作で、認証処理が完了したら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すなどして、パスキーの交換 

処理を実行してください。 

 （ⅳ）パソコン側の操作で、認証処理が完了したら、本機側でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーかEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して、 

このコマンドを終了します。 

   処理が成功したことを確認するには、パソコン側に割り当てられた「発信ポート」から、本機に 

接続してみてください 

 

３） 本機のセキュリティ機能 

 本機では、ＢＴポート（ブルートゥースポート）で接続している機器からのアクセスに対し、ホスト，フレンド，

ゲストの３段階のアクセス権を設定し、それぞれのコマンド毎にアクセスの可否を設定できます（「ホスト」が

一番高いアクセス権です）。 

 これらの設定は、次のコマンドで行ないます。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「７ ブルートゥース」→「５ ブルートゥース通信の設定」 

  

このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

  「設定シート：ブルートゥース通信」 

  「 ＢＴポートを（使用する／使用しない）」 

  「 ＢＤアドレス＝〈本機のＢＤアドレス〉」 

  「 デバイス名＝〈外部から参照するための名前〉」 

  「 認証用パスキー＝ｎｎｎｎ」 

  「－－－－－－－－」 

  「 デバイス探索に（応答する／応答しない）」 

  「 接続要求に（応答する／応答しない）」 

  「 基本アクセス権＝（ゲスト／フレンド／ホスト）」（＊１） 

  「 未登録デバイスからの接続時（確認のメッセージを表示する／確認のメッセージを表示し登録する、 

基本アクセス権で接続する）」 

  「 ディスプレイモード＝〈アクセス許可オプション〉」（＊２） 

  「 文書の書き込み＝〈アクセス許可オプション〉」 

  「 文書の読み出し＝〈アクセス許可オプション〉」 

  「 コピー・貼り付け＝〈アクセス許可オプション〉」 

  「 チャット＝〈アクセス許可オプション〉」 

  「 バックアップ／リストア＝〈アクセス許可オプション〉」 

  「－－－－－－－－」 

  「 シリアル変換速度＝（9600～115200）」（＊３） 
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（＊１）基本アクセス権 

 基本アクセス権は、ＢＴポートからの接続時に、相手側に与えられるアクセス権の標準値です。 

 不特定の相手からの接続に対する「一般的な制御」をここで指定します。 

 自分のパソコンや、友人のブレイルメモからの接続」など、個別にアクセス権を設定したい場合は、下で 

説明する「個別接続制御」の機能を使用します。 

 本機に登録されていない相手から接続された時、「確認のメッセージを表示する」に設定しておくと、次の

ようなメッセージが表示され、相手にどのようなアクセス権を与えるか、または接続を拒否するかをその  

都度選択することができます。 

   「確認：ＢＴポートからのアクセスを許可しますか（ゲスト・フレンド・ホスト）？（／登録）」 

 選択肢「ゲスト」・「フレンド」・「ホスト」の上のタッチカーソルキーを押すか、それぞれの頭文字「ケ」・「フ」・

「ホ」を入力すると、対応するアクセス権が設定されます。 

 また上の選択を行なう前に（／登録）をチェックしておくと、その内容が保存され、次回からこのメッセージ

が表示されなくなります。 

 ここで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押した場合は、基本アクセス権で設定した値が与えられます。 

 また、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、接続を拒否し、直ちに切断します。 

 この機能をオフにしておくと、自動的に基本アクセス権で設定した値が与えられます。 

 また、自分から接続した場合（マスター接続時）には、相手側にホストアクセス権が与えられます。 

 

（＊２）「アクセス許可オプション」 

 「アクセス許可オプション」は、それぞれの通信コマンド毎に、どのアクセス権を持つユーザーにアクセスを 

許可するかを設定するもので、次の選択肢があります。 

 「常に許可する」・・・相手のアクセス権に関わらず、アクセスを許可します。 

 「フレンドユーザのみに許可する」・・・「フレンド」または「ホスト」のアクセス権を持つユーザーに許可します。 

 「ホストユーザのみに許可する」・・・「ホスト」のアクセス権を持つユーザーに許可します。 

 「許可しない」・・・ＢＴポートからの接続では使用できないようにします。 

 なお、この設定で「文書の読み出し」を制限した場合にも、個々の文書設定で「アクセス＝公開」になって

いる文書は外部から自由にアクセスできます。 

 「公開」の設定は、無線接続で配布したい資料などに指定してください。 

 

（＊３）「シリアル変換速度」 

 この設定は、本機内部でブルートゥースとＲＳ－２３２Ｃの信号を相互変換する時に使用される値です。 

 相手機器側での設定と一致していなくても直ちに通信エラーにはなりませんが、データの欠落を避ける 

ために同じ値を使用してください。 

 

（「個別接続制御」オプション） 

 「ブルートゥース接続」コマンドで表示されるデバイスリストの所でChng(ﾁｪﾝｼﾞ)キーを押すと、次のような 

「デバイス登録」の設定メニューが表示されます。 

 「設定：デバイス登録」 

   「 ＢＤアドレス：〈相手機器のＢＤアドレス〉」 

   「 名称：〈本機内で相手機を示すために使用する名前〉」 

   「 個別接続制御：〈オプション〉」 

 

 個別接続制御のオプションには、次の５種類があります。 

 「なし」・・・接続相手毎の処理は行なわず、「ブルートゥース通信」の設定で指定された一般的な接続制御 

を行ないます。 

 「接続を拒否」・・・この相手から接続された場合、直ちに切断します。 

 「『ゲスト』権で接続」・・・自動的に接続を許可し、相手にゲストアクセス権を与えます。 
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 「『フレンド』権で接続」・・・自動的に接続を許可し、相手にフレンドアクセス権を与えます。 

 「『ホスト』権で接続」・・・自動的に接続を許可し、相手にホストアクセス権を与えます。 

 

８－２－４． ＵＳＢポートで接続する場合 

 本機をＵＳＢでパソコンと接続する場合は、初めにドライバのインストールを行なって頂く必要があります。

添付ＣＤ内の文書「KGS機器用USBドライバのインストールについて」をご参照の上、インストールを行なっ

てください。 

 インストールが完了したら、次の手順で接続してください。 

 （１）パソコンを起動します。 

 （２）本機の電源スイッチをオンにします。 

 （３）本機とパソコンをＵＳＢケーブルで接続します。 

 （４）パソコン上で、本機対応のソフトウェアを起動します。 

 この時、プログラムでは、通信ポートとして、ＵＳＢドライバに割り当てられたポート             

（仮想シリアルポートComN(N=1,2,3,...)）を選択します。 

 また、通信速度等のシリアル接続のためのパラメータは、ＵＳＢ接続では使用されません。 

 

（ご注意） 

 本機と接続しているソフトウェアが動いている時には、絶対にＵＳＢコネクタを外さないでください。 

パソコンがハングアップし、編集中の情報などが失われる場合があります。 

 作業が終了したら、必ずソフトウェアを先に終了させてください。 

 

８－２－５． 通信コマンドでのポート選択 

 「文書の送信」などの通信コマンドを実行すると、どのポートを通して通信するかを選択するための 

メッセージが表示されます。 

  「接続ポート（基本ポート）：ＲＳ ＢＴ ＵＳＢ」 

 基本ポートは、ブルートゥース接続中はＢＴ、ＵＳＢコネクタが接続されている時はＵＳＢ、その他の場合は

ＲＳになります。 

 各選択肢の前には、それぞれのポートの状態を示す次のような記号が表示されます。 

   未接続時…3・6の点 

   接続中……空白 

   使用中……2・3・5の点 

 選択肢の頭文字「Ｒ」・「Ｂ」・「Ｕ」を押すと、それぞれのポートが選択されます。 

 また、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、基本ポートが選択されます。 

 ここで、未接続のＢＴポートを選択した場合、接続先機器を選択するための状態に入り、本機に記憶され

ているＢＤアドレスのリストが表示されます。 

 ここでの操作については、「８－２－３．２）ブルートゥース通信のための操作」の項を参照してください。 

 また、この方法で確立した接続（暫定接続）は、そのコマンドを終了した時点で自動的に切断されます。 

 

８－２－６． 「ディスプレイ・モードの設定」メニューでのＢＴポートの操作 

 

１） 接続処理 

 本機をＢＴポートからパソコンに接続し、点字ディスプレイとして使用する場合、既にパソコン側の 

ブルートゥースアダプタのＢＤアドレスが本機に記憶されている場合は、次の操作で接続を確立できます。 

 （１）「ディスプレイ・モードの設定」メニュー２行目のポート選択で、「ＢＴ」と表示されている上の 

タッチカーソルを押して、ＢＴポートを選択します。 

選択されると、ＢＴの前に「フ（1・3・4・6の点）が表示されます。 
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 （２）３行目で「待ち受け」と表示されている上のタッチカーソルを押して、「接続→」に変更します 

（本機に他の端末のＢＤアドレスが１件も記憶されていない場合、この操作をしても表示は変わりません）。 

 （３）すると、その右側（表示の送りキーを押してください）に接続先端末リストが表示されています。 

  各端末情報の上のタッチカーソルキーを押すと、次の端末情報の表示に変わります。 

  また、Sel（選択）キーを押しながらタッチカーソルキーを押すと、前の端末情報の表示に戻ります。 

 （４）この操作で目的の端末の情報を表示してから、ディスプレイモードの選択ボタン（前面ボタン１・２・３）

を押します。 

  すると、選択された端末への接続処理が行なわれ、接続できた時点でディスプレイモードに移行します。 

  もし接続できなければ、「待ち受け」の表示に戻ります。 

  また、「待ち受け」状態のままディスプレイモードに入った場合、接続処理は行なわれません。 

  この場合は、相手側から接続された時点で点字ディスプレイとして使用できるようになります。 

 

２） アクセス権の変更と切断処理 

 他の端末とＢＴポートで接続されている状態では、「ディスプレイ・モードの設定」メニューの３行目に、 

「マスター →〈接続先の端末情報〉」または「スレーブ」と表示されます。 

 これらの上のタッチカーソルキーを押すと、次のような表示に変わります。 

  「〈アクセス権〉 〈操作〉 切断 継続」 

   

〈アクセス権〉は、今接続相手に与えているアクセス権で、「ゲスト」・「フレンド」・「ホスト」の内のいずれかで

す。ここで、〈アクセス権〉の上のタッチカーソルキーを押すと、相手に与えるアクセス権を順番に変更する

ことができます。 

〈操作〉は「登録」，「保存」，「更新」，「解除」のいずれかで、左に表示されているアクセス権を、この接続 

相手用の個別情報として保存したり、解除したりする場合に使用します。 

「登録」は、この相手がまだデバイス情報リストに登録されていない場合に表示されるボタンで、この上の 

タッチカーソルキーを押すと、相手のＢＤアドレスがリストに登録されます。 

「保存」は、デバイス情報リスト内で、この相手用の「個別接続制御」の情報が設定されていない場合に 

表示されます。この上のタッチカーソルキーを押すと、左のアクセス権が「個別接続制御」の値として保存 

されます。 

個別接続制御の値として設定されると、次に相手側から接続された場合、「接続確認」のメッセージは   

表示されず、自動的にこのアクセス権が相手側に与えられます。 

「更新」は、この相手の「個別接続制御」の情報が、左のアクセス権と異なる場合に表示されます。この上の 

タッチカーソルキーを押すと、左のアクセス権で更新されます。 

「解除」は、左に表示されているアクセス権が、デバイス情報リスト内に保存されている値と一致している時 

に表示されます。この上のタッチカーソルキーを押すと、「個別接続制御」の設定は「なし」になります。 

「切断」の上のタッチカーソルキーを押すと、ブルートゥース接続を切断します。 

「継続」の上のタッチカーソルキーを押すと、「マスター」／「スレーブ」の表示に戻ります。 

 

 

８－３． 文書の送受信 

 

１） パソコンとの間で文書のやり取りをする場合 

 本機とパソコンとの間で点字文書のやり取りをする場合、本機側の操作は必要ありません。 

 本機はパソコン側から送られる信号によってコントロールされますので、接続が確認できたら、後は 

パソコン側の操作に集中することができます。 

 パソコン側の具体的な操作については、ご使用のソフトウェアのマニュアルをご参照ください。 

 ここでは、一般的な注意事項について説明します。 
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（１）データの形式について 

 本機の内部では、専用の８点点字形式で文書情報を管理しています。 

従って、パソコン上のテキスト情報や各種点訳ソフトのデータを本機に送信する際には、予めパソコン側で

データ形式を変換してから送信されます。 

 逆に、本機から文書を受信する際には、パソコン側に文書が送られてから、保存するデータの形式に 

合わせて変換されます。 

 文書名や書式情報、見出し行などの設定をそのままパソコンに保存しておくためには、ブレイルメモ形式

（.BMT）をご使用ください。 

 

（２）通信作業中の表示について 

 ソフトウェアが本機の文書情報を参照している間、表示部には「オンライン作業中です」というメッセージが

表示され、本機の操作はロックされます。 

 通常は、ソフトウェア側の作業が終了すると、本機も自動的に元の操作状態に戻ります。 

 しかし、ソフトウェアが強制終了した場合などには、本機が元の状態に戻らなくなることがあります。 

このような場合は、本機のEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 また、ソフトウェアから本機に文書が送信されている時は、「受信中 ○○行」のような経過表示になりま

す。 

 この状態で強制的に受信作業を中止したい場合も、本機のEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

２） クリップボードを使った文書の送受信 

 

 本機をパソコンとブレイル・ファミリー・モードで接続している場合、クリップボードを利用して、パソコンとの

間でテキスト情報のやり取りをすることができます（＊）。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「１ 文書の送受信」→ 

        「５ 接続先へコピー」 

         「６ 接続先から貼り付け」 

 これらのコマンドは、ブロック編集コマンドの「コピー」や「貼り付け」と同じように使用することができます。 

 

（＊）ただし、この機能を使用するためには、パソコン側のソフトウェアもこの機能に対応している必要があり

ます。 

 本機付属のソフトウェア（「点字デバイスコントローラ」Ver.2.1以上）では、この機能に対応しています。 

 

３） 他のブレイル・ファミリー機器との間で文書のやり取りをする方法 

 本機には、文書の送受信に関する次の４種類のコマンドがあります。 

 （１）文書の送信 

 （２）文書の受信 

 （３）標準点字ファイルの送信 

 （４）標準点字ファイルの受信 

 

 これらの内、（１）と（２）は、ブレイル・ファミリー機器同士で点字文書の送受信をする時に用いるコマンドで

す。これらのコマンドでは、片方の機器を操作するだけで、文書の送受信が実行できます。また、この方法

では、本文の内容だけでなく文書名や書式設定などの文書情報も全て相手側に送信されます。 

 これに対して、（３）と（４）は、その他の点字機器との間で標準点字形式（ＮＡＢＣＣ６点形式）での送受信

を行なう場合に使用するコマンドです。この方法では、本文の６点点字部分だけを送信することができます。

また、送信側と受信側の双方で呼応した操作が必要になります。 
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〔１〕文書を送信する場合 

 

（１）ブレイル・ファミリー機器同士を接続し、双方の電源スイッチをオンにします。 

 

（２）送信側から、次のコマンドを選択します。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「１ 文書の送受信」→「１ 文書の送信」 

 

（３）このコマンドを実行すると、以下のような文書選択状態になります。ここで送信する文書を選んでくださ

い。 

 

 （文書選択画面） 

 「送信する文書を選択してください。（文書数＝ｎｎ）」 

 「 １ （１番目の文書情報）」 

 「 ２ （２番目の文書情報）」 

   ．．． 

 

 目的の文書情報が表示された状態でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押せば、「しばらくお待ちください。」と表示され、  

文書の送信が開始されます。 

 この時、相手側の機器は、セルフテスト以外の状態にしておいてください。セルフテストの各状態では、 

文書を受信できません。 

 

（４）送信が正常に始まると、以下のように表示されます。 

  （操作している側） 

 「送信中 〈送信した行数〉」 

    （相手側） 

 「受信中 〈受信した行数〉」 

  

 このように表示されたら、後は送信が終了するのを待つだけです。 

 送信が終了すると、双方の機器とも元の状態に戻ります。 

 送信がうまく行かなければ、「しばらくお待ちください。」と表示されてから５秒以内に以下のような 

メッセージに替わります。 

   「確認：送信できませんでした。（ＯＫ）」 

 

  この場合、次のような原因が考えられます。 

  ・シリアル・ケーブルが正しく接続されていない。 

  ・ストレート・ケーブルなど他のタイプのケーブルで接続されている。 

  ・受信側で、これ以上文書を作れない。 

 タッチカーソルキーを押してこのメッセージをキャンセルし、接続や受信側の機器の状態をチェックして 

みてください。 

 

〔２〕文書を受信する場合 

（１）ブレイル・ファミリー機器同士を接続し、双方の電源スイッチをオンにします。 

 

（２）受信側から、次のコマンドを選択します。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「１ 文書の送受信」→「２ 文書の受信」 

この時、相手側の機器は、セルフテスト以外の状態にしておいてください。セルフテストの各状態では、 

文書情報を送信できません。 
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（３）このコマンドを実行すると、本機は、相手側の機器に対して、その中にある公開されている文書の数 

を確認します。 

もしも、この時点で通信がうまく行かなければ、「しばらくお待ちください。」と表示されてから５秒以内に  

以下のようなメッセージに替ります。 

    「確認：接続先からの応答がありません。（ＯＫ）」 

  この場合、次のような原因が考えられます。 

   ・シリアル・ケーブルが正しく接続されていない。 

   ・ストレート・ケーブルなど他のタイプのケーブルで接続されている。 

 タッチカーソルキーを押してこのメッセージをキャンセルし、接続や受信側の機器の状態をチェックしてみ 

てください。 

 また、相手側の機器に公開されている文書がない場合にも、同様に次のようなメッセージが表示されます。 

    「確認：受信可能な文書がありません。再試行しますか？（ＯＫ，キャンセル）？」 

 この時も、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して、このメッセージをキャンセルします。 

 

（４）相手側の機器に公開されている文書があると、その文書の見出し情報を受信し、これを以下のよう

な文書リストとして表示します。 

（受信文書選択画面） 

  「受信する文書を選択してください。（文書数＝ｎｎ）」 

  「 １ （１番目の文書情報）」 

  「 ２ （２番目の文書情報）」 

     ．．． 

 

 この時、相手側の機器には「オンライン作業中です」というメッセージが表示され、受信処理が終了するま

で通常の操作はできなくなります。 

この状態から抜け出る場合はEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

（５）目的の文書情報が表示された状態でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押せば、文書の受信が開始されます。 

 受信が正常に始まると、以下のように表示されます。 

  （操作している側） 

  「受信中 〈受信した行数〉」 

  （相 手 側） 

  「オンライン作業中です」と表示されたままです。 

  

 このように表示されましたら、後は受信が終了するのを待つだけです。 

 受信が終了すると、（４）の受信文書リストの状態に戻ります。 

 続けて次の文書を受信したい場合は、上記の操作を繰り返してください。 

 文書の受信を終了するには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

４） その他の点字機器との間で文書のやり取りをする方法 

 本機と他の機器との間で点字文書のやり取りをするためには、相手側の機器に標準点字形式 

（ＮＡＢＣＣ６点形式）でのデータ送受信機能があることが必要です。 

予め、この機能の有無や操作の方法を、その機器のマニュアルなどでご確認ください。 

 ここでは、そのような機能が相手側の機器に備わっているものとして説明します。 

 また、この方法による通信で長い文書を送信する場合には、データの欠落を避けるためにハンドシェイク

機能を利用してください。 
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〔１〕本機から文書を送信する場合 

 

（１）本機と通信相手の機器を接続し、双方の電源スイッチをオンにします。 

 

（２）本機側で、次のコマンドを選択します。 

   メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「１ 文書の送受信」→「３ 標準点字ファイルの送信」 

 

（３）このコマンドを実行すると、以下のような文書選択状態になります。ここで送信する文書を選んでくだ

さい。 

 

  （文書選択画面） 

  「送信する文書を選択してください。（文書数＝ｎｎ）」 

  「 １ （１番目の文書情報）」 

  「 ２ （２番目の文書情報）」 

     ．．． 

 目的の文書情報が表示された状態でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、次のように表示されます。 

    「確認：開始してよろしいですか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 

（４）ここで、相手側の機器を操作して標準点字ファイルの受信待ち状態にしてから、 

本機のＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

  送信が正常に始まると、以下のように表示されます。 

   「送信中 〈送信した行数〉」 

  このように表示されたら、後は送信が終了するのを待つだけです。 

  送信が終了すると、以下のように表示されます。 

    「確認：終わりました。（ＯＫ）」 

 

 送信がうまく行かなければ、「送信中です。」と表示された後すぐに「送信待ちです。」というメッセージに 

変わります。 

 この場合、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーでこのメッセージをキャンセルし、接続や受信側の機器の状態をチェックして

みてください。 

 また、送信処理は正常に終了したのに、相手機器に送信されたデータに欠落がある場合などには、双方

のハンドシェイクなどの通信条件を変えて再度実行してみてください。 

 

〔２〕本機で文書を受信する場合 

 

（１）本機と通信相手の機器を接続し、双方の電源スイッチをオンにします。 

 

（２）本機側で、次のコマンドを選択します。 

  メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「１ 文書の送受信」→「４ 標準点字ファイルの受信」 

 

（３）このコマンドを実行すると、これから受信する文書の名前を指定するために、以下のような文書名の 

入力状態になります。 

   「文書名：     」 

 ここで、適当な文書名を指定して、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、以下のようなメッセージが表示され、 

受信待ち状態に入ります。 

    「送信してください。」 
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（４）ここで、相手側の機器を操作して標準点字ファイル形式のデータ送信を開始します。 

  送信が正常に始まると、以下のように表示されます。 

   「受信中 〈受信した行数〉」 

 

 このように表示されたら、後は受信が終了するのを待つだけです。 

 相手側からデータの終わりを示すＥＯＦキャラクタ（１Ａｈ）が送られるか、１秒間データが送信されないと、

本機は受信処理を終了し、以下のメッセージを表示します。 

    「確認：終わりました。（ＯＫ）」 

 

 もしも、受信がうまく行かなければ、相手側からデータを送信しても「送信してください。」というメッセージが

出たままになります。 

 この場合、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーでこのメッセージをキャンセルし、再度接続状態をチェックしてみてください。 

また、送信処理は正常に終了したのに、受信したデータに欠落がある場合などには、双方のハンドシェイク

などの通信条件を変えて再度実行してみてください。 

 

８－４． チャット機能 

 

 「チャット」は、本機とブレイル・ファミリー機器またはパソコンを繋いで、チャット（点字による会話）をする 

ための機能です。 

 ブレイルメモ（ＢＭ１６）との間でこの機能を利用するためには、バージョン１．２以降のブレイルメモが必要

です。 

 また、パソコンとの間でチャットをする場合は、ブレイルメモ用チャットプログラム BMCHAT をご使用くださ

い。 

 

１） チャットの始め方 

 チャットを始めるには、本機とブレイル・ファミリー機器またはパソコンを繋いだ状態で次のコマンドを実行

します。 

   メインメニュー → 「６ 外部機器との接続」 → 「４ チャット」 

 このコマンドを実行すると、まず初めの発言内容を編集する状態に入ります。 

 行頭には自分の発言中であることを示すマーク（3・5の点，3・6の点）が表示されます。 

 ここで発言内容を1020マス以内で入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 すると、このメッセージが相手側に送信され、チャットが始まります。 

 もし相手機器との通信がうまく行かなければ、「しばらくお待ちください」と表示された後に次のような確認

のメッセージが表示されます。 

   「確認：チャットの準備ができていません。（ＯＫ）」 

 この場合、タッチカーソルキーを押してこのメッセージをキャンセルし、相手機器との接続をもう一度確認し

てください。 

 

２） チャット中の表示と操作 

 チャット中は、各行に一件分の発言内容が表示されます。 

 それぞれの行の先頭には、次のようなマークが表示されます。 

   3・5の点，3・6の点……自分の発言中 

   3・5の点，3・5の点……自分の発言 

   3・6の点，2・6の点……相手の発言中 

   2・6の点，2・6の点……相手の発言 

   3・6の点，3・6の点……終わりの行（次の発言待ち） 

 また、発言が終った行には、行末にマーク（5・6の点，2・3の点）が表示されます。 
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 この状態では、次の操作が可能です。 

 

操 作 キー 主 な 働 き 

ファンクションキーＦ１，Ｆ４ 表示を左右にスクロールします。 

上下矢印キー 前後の発言へ移動します。 

左右矢印キー 相手の発言中の行へ移動します。 

相手が発言中でなければ、「終わりの行」に移動します。

Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー チャットを終了します 

 

 なお、チャットを終了すると、以下のような確認のメッセージが表示されます。 

   「確認：今回の内容を保存しますか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 もしチャットの内容を文書として保存したい場合は、ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押し、文書名を指定してくださ

い。 チャットの内容を保存する必要がなければ、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

３） 自分から発言する方法 

 自分の発言を始めるには、直接何か点字を入力してください。 

 すると、行頭に自分の発言中であることを示すマーク（3・5の点，3・6の点）が表示され、その後にカーソル

（下の２点）が表示されます。 

 ここで、点字入力キーから発言したい内容を入力します。 

 間違って入力してしまった時は、BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰﾌﾟ)キーで最後の文字から順に消し、書き直してください。 

 発言を終了するには、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 なお、自分の発言中は相手の発言を確認することはできませんが、相手が次の発言を始めるとカーソル

の表示が「メ」（1～6の点）に変わります。 

 会話をスムーズに運ぶためにも、区切りのよい所で適宜発言を終了し、相手の発言内容を確認してくださ

い。 

 

 

８－５． ＵＳＢドライブの操作 

 

１） 用語説明 

 まず始めに、ＵＳＢドライブの使い方を説明するために必要となる用語を解説します。 

 パソコンをご使用の方は、この項を読み飛ばしてください。 

 

 ＊メディア 

データをしまっておく媒体で、ここではＵＳＢスティックを指します。 

」 

＊ドライブ 

メディアの中の「データをしまっておくスペース」のことです。 

   本機では、内部ドライブと外部ドライブがあります。 

これらのドライブを区別するために、それぞれC：、D：の文字を使用します。 

 

 ＊ファイル 

ドライブにデータを保存したり、ドライブからデータを読み込んだりする時の単位です。本機の文書は、

１つのファイルとして保存されます。 
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＊フォルダ 

ファイルを整理するための部屋割りと考えてください。新しいメディアには、初めは部屋割りのない  

大部屋（ルート）しかありません。 

   ここに直接ファイルを保存することもできます。 

  しかし、メディアには沢山のファイルを保存できるので、通常はこのルートにいくつかのフォルダを作り、

ファイルを分類して保存します。 

 

 ＊ファイル名 

ファイルを区別するための名前です。１つのフォルダの中に同じ名前のファイルやフォルダを作ること

はできません（別のフォルダには作れます）。 

 

 ＊拡張子 

ファイル名の最後に、.（ピリオド）＋３文字以内のアルファベットを付けて、ファイルの種類を区別する 

ものです。 

ブレイルメモ・シリーズやブレイルノート（ＢＮ４６Ｘ）の文書情報は、.BMTという拡張子で識別しています。 

本機で対応しているその他の拡張子については、次項で紹介します。 

 

＊ カレント・フォルダ 

フォルダが複数ある場合、ファイルを読み書きする対象として１つのフォルダを選んでおく必要がありま

す。 

この「今選ばれているフォルダ」がカレント・フォルダです。 

   ファイルの一覧表には、カレント・フォルダに含まれるファイルやフォルダが表示されます。 

別のフォルダの内容を見るには、カレント・フォルダを目的のフォルダに移動します。 

 

 ＊親フォルダとサブフォルダ 

ルート以外の全てのフォルダは、別のフォルダの中に作られています。 

この時、「そのフォルダを含むフォルダ」を親フォルダと呼びます。 

また、親フォルダから見て、そこに 含まれているフォルダを「サブフォルダ」と呼びます。 

 

＊ パス 

フォルダ名やファイル名は、親フォルダが違えば同じ名前を付けることができます。 

つまり、フォルダ名だけでは、そこがドライブの中のどこなのかを確実に示すことはできません。 

   そこで、ファイルやフォルダの位置を確実に示すために、ルートからの道筋となるフォルダ名を並べて 

書き表したものが「パス」です。 

   ルートは、文字\（エンマーク）で表されます。この下に「てんやくしょ」というフォルダがあるとすると、 

そのパスは「\てんやくしょ」となります。 

更にその中に「小説」というフォルダがあるとすると、そのパスは「\てんやくしょ\しょうせつ」となります。 

   このフォルダが内部ドライブの中にある場合は、ドライブの文字Cを頭につけて、 

「C：￥てんやくしょ￥しょうせつ」のように表します。 

また、このフォルダが外部ドライブの中にあるときは、ドライブの文字Dを頭につけて 

「D：￥てんやくしょ￥しょうせつ」のように表します。 

 

 ＊ワイルドカード 

*（アスタリスク）と?（クエスチョンマーク）の２つの記号は、ファイル名には使えない文字で、特別な目的

で使用します。 
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 *…任意の文字の並び。 ?…任意の１文字。 

  これらの文字を使うと、拡張子やファイル名の先頭が同じ複数のファイルを１つの名前で表すことができ

ます。 

（例）「AUTO*.BMT」は、ファイル名がAUTOで始まり、拡張子が.BMTの全てのファイルを表します。 

 このような表現方法をワイルドカードと呼びます。 

 

＊ファイルマスク 

ファイル一覧を表示する時、そのフォルダの中の全てのファイルを表示するのではなく、目的の拡張子

の付いたファイルだけを表示した方が便利です。 

  このような目的で指定されるワイルドカード表現を本機では「ファイルマスク」と呼んでいます。 

 

＊ ファイル属性 

ファイルごとにその取り扱い方を示すスイッチです。次の３種類があります。 

  

  読み取り専用＝不用意に上書きしないよう特に注意する。 

   隠しファイル＝通常は、ファイル一覧に表示しない。 

  アーカイヴ＝他に写しがある。 

 

 本機でも、これらの属性を確認／変更することができますが、利用しているのは読み取り専用属性のみで

す。 

 

２） 本機で対応しているデータ形式について 

 本機で扱えるのは、以下の形式の点字データおよびかなテキストデータです。 

 これらのデータの形式は拡張子で判断されますので、拡張子も正しく指定してください。 

   ブレイルメモ文書形式 .BMT 

   WinBes形式 .BES 

   BE形式 .BET 

   BASE形式 .BSE .NAB 

   標準点字形式 .BRL .BRF 

   かなテキスト形式 .TXT 

 

 なお、これら以外の拡張子の付いたファイル名が指定されると、その都度データ形式を確認する     

設定シートが表示されます。 

 文書を読み込む時に実際のデータ形式と異なる形式を選択すると文書を正しく読み込めませんので、  

ファイル名には標準の拡張子を使用してください。 

 

３） メディアのフォーマット 

 新しいメディアを使う時は、初めに「フォーマット」と呼ばれる処理をする必要があります（予めフォーマット

して販売されていることもあります）。 

 フォーマットされていないメディアに読み書きしようとすると、次のエラー・メッセージが表示されます。 

   「警告：フォーマットされていません(再試行 Ｒ/中止 Ａ)？」 

 ここでの選択肢は再試行（もう一度実行する）と中止（処理を中止する）です。 

 別のメディアに交換して「Ｒ」を入力するか、「Ａ」を押して読み書きを中止してください。 

 

 メディアをフォーマットするには、次のコマンドを選択します。 

  メインメニュー →「１ 文書」→「８ UＳＢドライブ」→「７ メディアのフォーマット」 
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 すると、次のように 表示されます。 

   「フォーマットするドライブを選択してください：内部C 外部D 戻る」 

 ここで目的のドライブ名の上のタッチカーソルキーを押してください 

 続いて、次のように表示されます。 

    「警告：メディアをフォーマットすると、メディア内に保存されている全ての情報が失われます。 

       フォーマットを解してよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 ここで、Ｙ（１・３・４・５・６の点）を入力すると、メディアのフォーマットが始まります。 

  「確認：プログラム情報をバックアップしますか（OK，キャンセル）？」 

 メディアをフォーマットしたことにより、メディア内に保存されていた本機のプログラムのバックアップ情報も

なくなっています。 

 このメディアを本機のバックアップ用に使用される場合は、ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、プログラムの 

バックアップ情報を作成してください。 

 

４） ドライブから文書を読み込む方法 

 ドライブから文書を読み込むには、次のコマンドを選択します。 

 

  メインメニュー →「１ 文書」→「８ ＵＳＢドライブ」→「３ ファイルから読み込み」 

 このコマンドを実行すると、次のような「ファイル選択状態」の表示になります。 

 

（ファイル選択状態の表示） 

  「読み込むファイル名を入力するか、リストから選択してください。」…タイトル行 

  「ファイルの種類：ブレイルメモ形式 .BMT」…一覧に表示するファイルの種類 

  「ドライブ （内部Ｃ，外部Ｄ）」 

  「フォルダC：\ *.BMT （フォルダ数ｎ、ファイル数ｍ）」…カレント・フォルダとファイルマスク 

  「１ １件目のフォルダの情報」 

    ．．． 

  「ｎ ｎ件目のフォルダの情報」 

  「ｎ＋１ １件目のファイルの情報」 

    ．．． 

  「ｎ＋ｍ ｍ件目のファイルの情報」 

 

 ここで、目的のファイルを選択する方法には、次の２種類があります。 

 （１）直接ファイル名を入力する方法 

 （２）ファイルの一覧表から選択する方法 

 

 （１）直接ファイル名を入力する方法 

 ファイルの選択状態で何か点字を入力すると、次のような表示に変わります。 

   「ファイル名：    」 

 ここで目的のファイル名を入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 拡張子を省略すると、「ファイルの種類」で選択されていた拡張子が追加されます。 

 なお、この方法では、カタカナや漢字，全角の英数字などを含むファイル名を指定することはできません。 

 

 （例）「ファイル１．ＢＭＴ」…「ファイル」はひらがな、「１．ＢＭＴ」は半角文字に変換されます。 

 もし指定されたファイルが存在しなければ、次のようなメッセージが表示されます。 

   「確認：指定されたファイルまたはフォルダ「○○」が見つかりません。（ＯＫ）」 

 この場合は、タッチカーソルキーを押してメッセージをキャンセルし、次の（２）の方法でファイルを選択して

ください。 
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 （２）ファイルの一覧表から選択する方法 

 この場合、まず２行目の「ファイルの種類」でリストに表示させたいファイルの種類を選択します。設定を 

変えるには、左右矢印キーを押してください。よく分からない時は、「全てのファイル」を選択します。 

 なお、サブフォルダ名は、この設定に関わらず全て表示されます。 

 次に、３行目と４行目で現在選択しているドライブとカレント・フォルダがどこなのか確認します。 

 ３行目には、今選択しているドライブが表示されています。複数のドライブが使用可能な場合、ここで左／

右矢印キーを押すと、別のドライブに移動することができます。 

カレント･フォルダを移動させる操作については事項で説明します。 

最後に５行目以降に表示されているファイルのリストから、目的のファイルを選択して、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを 

押します。 

 Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、文書の読み込みを中止します。 

 

５） カレント・フォルダの移動方法 

 カレント・フォルダを移動する方法にも、次の２種類があります。 

 （１）フォルダのパスを直接入力する方法 

 （２）リストを使って１階層ずつ移動する方法 

 

 （１）フォルダのパスを直接入力する方法 

 ファイル名を入力するのと同じ要領で、新しいカレント・フォルダのパスを直接指定します。 

  （例）「\てんやくしょ\しょうせつ」 

 入力後Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、そのフォルダに移動します。 

 もし指定したフォルダが見つからなければ、次のようなメッセージが表示されます。 

   「確認：指定されたファイルまたはフォルダ「○○」が見つかりません。（ＯＫ）」 

 この場合は、タッチカーソルキーでメッセージをキャンセルし、次の（２）の方法でフォルダを移動してくださ

い。 

 

 カレントフォルダをそのドライブのルートに戻すには、「￥」と入力してＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 また、カレントドライブを別のドライブに移動するには、次のように指定します。 

  CドライブからDドライブに移動する場合 → 「D：」 

  DドライブからCドライブのルートに移動する場合 → 「C：￥」 

 

 （２）リストを使って１階層ずつ移動する方法 

 ファイルの一覧が表示されている状態で次の操作をすることにより、カレント・フォルダを移動することがで

きます。 

 （Ａ）サブフォルダに入るには、リスト内のサブフォルダ項目の所でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 サブフォルダの項目には、名前の後に（フォルダ）と表示されます。 

 （Ｂ）親フォルダに戻るには、BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キーを押します。 

 

６） ドライブに文書を保存する方法 

 ドライブに文書を書き出すには、次のコマンドのどちらかを実行します。 

 

 （１）メインメニュー →「１ 文書」→「８ ＵＳＢドライブ」→「４ ファイルに保存」 

 この場合は、今編集中の文章がドライブに書き出されます。 

 

 （２）メインメニュー →「１ 文書」→「８ USBドライブ」→「５ ファイルに保存(文書選択)」 

 このコマンドでは、ドライブに書き出す文書をコマンドの実行後に選択します。 
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 （１）のコマンドを実行した場合、その文書を詠み込んだ時のパスが記憶されていれば、そのパスに上書き

保存するかどうかを次のようなメッセージで確認します。 

  「確認：この文書をファイル <パス> に上書き保存しますか（OK、キャンセル）？」 

  表示されたパスに保存したい場合は、ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

  別のファイルに保存したい場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 （２）のコマンドを実行すると、まず次のような文書選択の状態になります。 

 

（文書選択画面） 

 「ドライブに書き出す文書を選択してください。（文書数→ｎｎ）」 

 「 １ （１番目の文書情報）」 

 「 ２ （２番目の文書情報）」 

   ．．． 

 

 ここで目的の文書を選択し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 複数の文書を一括してドライブに書き出すこともできます。この場合は、Sel（選択）キーを押しながら、 

矢印キーで目的の複数の文書の上を移動して選択してから、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 ここでEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、文書の書き出しを中止することができます。 

 

 次に、文書の保存先ファイルを選択します。 

（ファイル選択画面） 

 「文書「○○」の保存先ファイル名を入力するか、リストから選択してください。」 

 「ドライブ （内部C，外部D）」 

 「ファイルの種類：ブレイルメモ形式 .BMT」…一覧に表示するファイルの種類 

 「フォルダ\ *.BMT （フォルダ数ｎ，ファイル数ｍ）」…カレント・フォルダとファイルマスク 

 「１ １件目のフォルダの情報」 

   ．．． 

 「ｎ ｎ件目のフォルダの情報」 

 「ｎ＋１ １件目のファイルの情報」 

   ．．． 

 「ｎ＋ｍ ｍ件目のファイルの情報」 

 

 ここで、保存先ファイルを選択する方法には、次の３種類があります。 

 （１）直接ファイル名を入力する方法 

 （２）ファイルの一覧表から選択する方法 

 （３）ファイル名を自動的に割り当てる方法 

 

 この内、（１）と（２）の操作については、「文書の読み込み」の時とほぼ同じです。 

 異なる点は、以下の２点です。 

 

 （Ａ）文書の書き出しの場合は、新しいファイル名を指定することができます。 

 （Ｂ）既存のファイルを指定した場合は、次のような上書きの確認のメッセージが表示されます。 

   「警告：指定されたファイル「○○」は既に存在します。 

上書きしますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 この場合、上書きしてよければ「Ｙ」を、上書きしたくなければ「Ｎ」を入力します。 

 複数の文書をドライブに書き出している場合で、次回以降上書きの確認が不用であれば、「Ａ」を入力しま

す。 

 ファイルを指定する具体的な操作については、「４）ドライブから文書を読み込む方法」を参照してください。 
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 （３）ファイル名を自動的に割り当てる方法 

 文書をブレイルメモ形式（.BMT）でメディアにバックアップする場合、文書名もファイル一覧に表示されるの

で、ファイル名はあまり重要でありません。 

 そこで、ファイル名に、そのフォルダで未使用の名前を自動的に割り当て、バックアップ作業を効率良く 

行なうことができます。 

 この場合は、ファイル選択状態の１行目「タイトル行」でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 すると、次のような確認のメッセージが表示されます。 

   「確認：ファイル名を自動的に割り当てますか（ＯＫ，キャンセル）？」 

 ここで再度Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、次のような名前がファイル名として順番に割り当てられます。 

   AUTO0000.xxx, AUTO0001.xxx, ... 

 ここで、拡張子.xxxには、「ファイルの種類」で選択されていた拡張子が使用されます。 

 

７） フォルダの作成 

 新しいフォルダを作成するには、ファイル一覧が表示されている状態でIns（ｲﾝｻｰﾄ）キーを押します。 

 すると、次のような表示に変わります。 

   「フォルダ名：     」 

 ここで、作成したいフォルダの名前を入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 

 Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押すと、フォルダの作成を中止することができます。 

 

８） ファイル名，フォルダ名の変更 

 ファイルやフォルダの名前を変更するには、ファイル一覧で目的のファイルまたはフォルダを表示させてか

ら、Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キーを押します。 

 すると、次のような表示になります。 

   「ファイル（／フォルダ）名：     」 

 ここで変更したい名前を入力し、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

 Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押すと、名前の変更を中止することができます。 

 

９） ファイルの削除，コピー，移動 

 ファイルを削除するには、次の手順で操作します。 

 

 （１）目的のファイルやフォルダを選択します。 

 （２）Del（ﾃﾞﾘｰﾄ）キーを押します。 

 すると、次のようなメッセージが表示されます。 

  「警告：ファイル「○○」を削除してよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

  「警告：これらのｎ個のファイルを削除してよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 ここで、ファイルを削除してよければ「Ｙ」を入力します。 

 一度削除してしまったファイルを元に戻すことはできませんので、充分にご注意ください。 

 ファイルの削除を中止するには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押します。 

 

 （１）でフォルダを選択した場合は、そのフォルダに含まれるファイルやサブフォルダも全て削除されます。 

 この場合は、次のような確認のメッセージが表示されます。 

  「警告：フォルダ「○○」とフォルダ内の全てのファイルを 

削除してよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，全てＡ，キャンセル）？」 

 ここで、そのフォルダを削除してよければ「Ｙ」を、フォルダを削除したくなければ「Ｎ」を入力します。 

 「Ａ」を入力すると、指定された全てのフォルダを上記のような確認なしに削除します。 

 ファイルの削除を中止するには、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押します。 

 



134 

 ファイルをコピーまたは移動するには、次の手順で操作します。 

 （１）目的のファイルやフォルダを選択します。 

 （２）コピーする時はCtrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー＋Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キーを、移動する時はSel（選択）キー＋Del（ﾃﾞﾘｰﾄ）

キーを押します。 

この操作でコピーまたは移動するファイルの情報が保存されます。 

 （３）ファイルのコピー先または移動先にカレント・フォルダを移動します。 

 （４）最後に、Sel（選択）キー＋Ins（ｲﾝｻｰﾄ）キーを押します。 

 

 （１）でフォルダを選択した場合は、そのフォルダに含まれるファイルやサブフォルダも全てコピーや移動の

対象となります。 

 もしコピー先に同名のファイルがあれば、次のような確認のメッセージが表示されます。 

   「警告：ファイル「○○」を上書きしてよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，全てＡ，キャンセル）？」 

 またコピー先に同名のフォルダがあれば、次のような確認のメッセージが表示されます。 

   「警告：フォルダ「○○」内のファイルを上書きして 

よろしいですか（はいＹ，いいえＮ，全てＡ，キャンセル）？」 

 ここで、上書きしてよければ「Ｙ」を、上書きしたくなければ「Ｎ」を入力します。 

 「Ａ」を入力すると、同名のファイルを上記のような確認なしに上書きします。 

 ファイルのコピーや移動を中止するには、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押します。 

 

10） ファイル属性の変更 

 ファイルの属性を確認したり変更したりするためには、ファイル一覧で目的のファイルまたはフォルダを表

示し、Spc（ｽﾍﾟｰｽ）キーを押します。 

 すると、次のようなプロパティの設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：ファイル／フォルダのプロパティ」 

 「 ＤＯＳファイル名：（MS-DOSで使用されるファイル名）」 

 「 ロング・ファイル名：（Windowsで使用される長いファイル名）」…（＊１） 

 「 サイズ：（ファイルの大きさ）」…（＊２） 

 「 作成日：（作成された日付と時刻）」 

 「 更新日：（上書きされた日付と時刻）」 

 「 読み取り専用」…（＊３） 

 「 隠しファイル」…（＊３） 

 「 アーカイヴ」…（＊３） 

（＊１）指定されたファイル名がMS-DOSで許される半角８文字＋拡張子の範囲を超える場合に使用されま

す。 

（＊２）フォルダのプロパティでは、表示されない項目です。 

（＊３）対応するファイル属性がオンになっていると、１マス目に「／」が表示されます。 

ここでタッチカーソルキーを押すと、その属性のオン／オフを切り替えることができます。 

 

１１） メディア情報の表示 

 メディアの容量や空き領域といった情報を表示するには、次のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「1 文書」→「８ ＵＳＢドライブ」→「６ メディア情報」 

 すると、次のように表示されます。 

  「ドライブを選択してください ： 内部C 外部D 戻る」 

 ここで目的のドライブ名の上のタッチカーソルキーを押してください。 

 すると、次のようにメディアに関する情報が表示されます。 
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 （メディア情報） <ドライブ名> 

  使用中 ｎｎｎｎバイト 

  残り ｍｍｍｍバイト 

  全容量 ｌｌｌｌバイト 

    ．．． 

 

 表示内容を確認したら、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押すと元の状態に戻ります。 

 

１２） PCドライブモード 

 本機をＵＳＢケーブルでＰＣ(パソコン)と接続している時、本機の内部ドライブをパソコン側にドライブとして

表示し、ファイルの読み書きやコピーなどを行うことができます。 

 この機能を利用するには、次のコマンドを実行します。 

 メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「８ ＰＣドライブモード」 

 

 ＰＣドライブモードに入っている間、本機の手帳モードの操作はロックされ、使用できなくなります。 

 ＰＣドライブモードを終了するには、パソコン側で「マイコンピュータ」内に表示されている本機の 

内部ドライブを選択し、「取り出し」コマンドを実行してください。 

 ＰＣドライブモードに入っている状態でＵＳＢケーブルを外すと、内部ドライブ上のデータが失われたり、 

データの管理構造が破損する恐れがありますので、充分ご注意ください。 

 

８－６． ＢＭユーティリティの呼び出し機能 

 

 「ＢＭユーティリティの呼び出し」機能は、パソコン上の登録されているプログラムを、本機から選択・実行

できる機能です。 

 この機能を使用するためには、本機をパソコンに接続し、本機添付のソフトウェア 

「点字デバイス・コントローラ」（または、この機能に対応したその他のソフトウェア）が動作している状態で、

次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー → 「６ 外部機器との接続」 → 「６ ＢＭユーティリティの呼び出し」 

 もし、ご使用の「点字デバイス・コントローラ」にＢＭユーティリティが登録されていなければ、次のような 

メッセージが表示されます。 

   「確認：ＢＭユーティリティが登録されていません。（ＯＫ）」 

 この場合は、タッチカーソルキーを押して、メッセージをキャンセルしてください。 

 なお、ＢＭユーティリティの登録方法など詳しくは、「点字デバイス・コントローラ」（ＫＢＤＣ）の説明をご覧く

ださい。 

 ＢＭユーティリティが登録されていれば、次のような表示に変ります。 

   「ＢＭユーティリティ名：        」 

 この状態で下矢印キーを押すと、利用可能なプログラムの名前が順に表示されます。 

 使用したいプログラムを選んで、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押すと、対応するプログラムがパソコン上で実行されま

す。 
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第６部 <<カスタマイズ編>> 

第９章 各種設定の変更 

 

９－１． バンク 

 

 本機では、各種のカスタマイズ機能を用意していますが、それらの設定内容を記憶している所が「バンク」

です。 

 バンクの内容は、文書情報と同様に、電源スイッチをオフにしても消えることはありません。 

 バンクは３個あり、「バンク１」から「バンク３」という名前が付いています。 

 本機で何か設定を変更すると、その内容は今選択されているバンク（初期状態ではバンク１）に保存され

ます。 

 いろいろな設定を、それぞれのバンクに記憶しておくと、バンクを切り替えることでそれらの設定をまとめて

呼び出すことができます。 

 

 他のバンクに切り替える操作は、初期設定メニュー、または以下のメニュー項目のサブメニューから行な

います。 

   メインメニュー → 「７ 各種設定」 → 「１２ バンクの切り替え」 

「１ 初期設定」 

          「２ バンク１」 

          「３ バンク２」 

          「４ バンク３」 

 

 バンクとして「初期設定」を選択すると、全ての設定値が初期状態に戻ります。 

ただし、この場合、設定を変更しても、その内容がバンクに保存されないため、電源スイッチを切ると元の状

態に戻ります。 

 また、バンクの記憶内容を初期状態に戻すには、次のコマンドを使用します。 

   メインメニュー → 「７ 各種設定」 → 「１１ 初期設定に戻す」 

 

 この他、初期設定メニューでは、一つのバンクの内容を他のバンクにコピーすることもできます（次節 

参照）。 

 なお、バンクの内容を初期化したり、上書きしようとすると、次のような確認のメッセージが表示されます。 

   「警告：バンクｎを上書きしようとしています。このまま続けると、このバンク内の全ての 

設定が失われます。よろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 

 上書きしてよい場合は、ここで「Ｙ」（1,3,4,5,6の点」を入力してください。 

 逆に、上書きしたくない場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 

９－２． 初期設定メニュー 

 

 本機では、起動時に以下のような初期設定シートを表示して、消音モードや各種の初期化動作を指定す

ることができます。 

 この機能を利用するには、ファンクションキーＦ３を押しながら電源スイッチをオンにしてください。 
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 （設定シート） 

「設定：初期設定メニュー」 

（＊１）「 起動時（ディスプレイ・モード／手帳モード／電源オフ時のモード）」 

（＊２）「 消音モード（オフ／オン／いつも）」 

（＊３）「 操作ロック（オフ／オン）」 

（＊４）「 自動バックアップ（オフ／オン）」 

（＊５）「 （文書一覧を開く，文書を開く，メインメニューを開く）」 

「＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝」 

（＊６）「 設定バンク（バンク１／バンク２／バンク３／初期設定）」 

（＊７）「 （このバンクに保存されている設定で使う、初期設定に戻す，〈他のバンク〉をコピーして使う）」 

「＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝」 

（＊８）「 メモリーの初期化（オフ／オン）」 

 

（＊１）起動時は、電源スイッチをオンにした時の本機の状態を選択するための設定です。 

 

（＊２）消音モードを「オン」または「いつも」に設定すると、バッテリー切れやアラーム機能を含めた全ての 

ブザー音がならなくなります。この設定は、「オン」の場合は電源スイッチを切るまで、「いつも」の場合は

次に設定を変更するまで有効です。 

 

（＊３）操作ロックを「オン」に設定すると、電源を入れ直す度に、操作ロックが掛かります。 

 「操作ロック」については、「５－１３．パスワードの設定と操作ロック」を参照してください。 

 

（＊４）「自動バックアップ」は、電源スイッチをオフにした時、自動的にデータのバックアップを取る機能です。 

自動バックアップをオンにしておくと、電源スイッチをオフにした時、今回編集した文書のバックアップを 

ＵＳＢドライブに保存してから終了します。 

自動バックアップ＝オンに設定されている時、バックアップを取らずに終了するには、前面ボタン４を 

押しながら電源スイッチをオフにします。 

自動バックアップ＝オフに設定されている時は、同様の操作でバックアップを取ることができます。 

 

（＊５）本機を起動した時の手帳モードの状態を選択します。 

 

（＊６）「設定バンク」では、各種の設定値としてどのバンクに保存されている内容を使うかを選択します。 

この設定は、電源スイッチをオフにしても保持されます。なお、ここで「初期設定」を指定すると、各種の 

設定コマンドで行なった変更がどのバンクにも保存されなくなります。 

 

（＊７）ここでは、上で選択したバンクに保存されている設定をそのまま使うか、初期値に戻すか、あるいは

他のバンクの内容をコピーして使うかを選択します。 

なお、バンクの内容を上書きしようとすると、次のような確認のメッセージが表示されます。 

  「警告：バンクｎを上書きしようとしています。このまま続けると、このバンク内の全ての 

設定が失われます。よろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 上書きしてよい場合は、ここで「Ｙ」（1,3,4,5,6の点）を入力してください。 

 逆に上書きしたくない場合は、Esc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押してください。 

 

（＊８）「メモリーの初期化」をオンに設定すると、本機に内蔵されているメモリー全体が出荷時の状態に  

初期化されます。これにより、本機に保存されている文書情報や設定値が全て失われますのでご注意く

ださい。 

なお、メモリーを初期化しようとすると、次のような確認のメッセージが表示されます。 
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「警告：メモリーを初期化すると、記憶されている全ての文書情報が失われます。 

本当に初期化してよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 メモリーを初期化してよい場合は、ここで「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力してください。 

 メモリーを初期化したくない場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

必要な項目が設定できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して動作を開始します。 

 

９－３． 編集環境に関する設定 

 

 本機では、編集環境に関する以下の項目を設定／変更することができます。 

 これらの設定を確認したり変更したりするためには、以下のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「１ 編集環境の設定」 

 このコマンドを実行すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 （設定シート） 

        「設定：編集環境の設定」 

（＊１）  「 点字 （６点／上付き８点／下付き８点）」 

（＊２）  「 ワードラップ （オン／オフ）」 

（＊３）  「 カーソル （静止／遅い点滅／速い点滅）」 

（＊４）  「 つなぎ符 （カーソル連動／オン／オフ）」 

      「 改行 （カーソル連動／オン／オフ）」 

（＊５）  「選択範囲 （｛ ｝括弧／アンダーライン／ブリンク）」 

      「－－－－－－－－」 

（＊６）  「 送り （0.25秒～８秒）」 

      「 マス加算（なし，０．０１秒～０．３０秒）」 

（＊７）  「 キーリピート （なし，0.5秒，１秒，1.5秒，２秒）」 

（＊８）  「 編集後の確認表示（オフ，オン）」 

（＊９）  「 マス位置表示＝（０から，１から）」 

（＊１０） 「 オートインデント＝（オフ／オン／２マス）」 

（＊１１） 「 入力の取り消し＝（行単位／ブロック全体）」 

（＊１２） 「 カーソルオフ時の編集＝（禁止，前後の参照後は許可，常に許可）」 

（＊１３） 「 ディスプレイキーの拡張機能＝（オフ／マス単位の移動／フィールド単位の移動 

／テーブルビュー）」 

（＊１４） 「 文書末へ移動＝（オフ／最後の行の先頭／最後の行の末尾）」 

（＊１５） 「 検索結果に見出し行を含める＝（オン／オフ）」 

 

（＊１）点字 

編集する点字の種類を指定します。６点／上付き８点／下付き８点の３種類が選択できます。 

８点点字の場合、追加される２点が６点の上に付くか下に付くかで上付きと下付きの２種類に分かれます。 

８点点字を入力する場合は、どちらの場合も６点キーに加えて左右の親指ボタンを使用します。 

 

（＊２）ワードラップ 

編集状態での文書表示でワードラップするか否かをオン／オフで指定します。 

 「ワードラップ＝オン」の時は、マス空けで区切られた部分ができるだけ２画面に分割されないように表示

されます。 

 

（＊３）カーソル 

カーソルやつなぎ符類、選択範囲を示す記号などの表示方法を指定します。 

静止／遅い点滅／速い点滅の３種類が選択できます。 
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（＊４）つなぎ符、改行 

ワードラップ機能やレイアウト機能によって点字表示部の後ろ側の部分に意味のない空白ができた時、  

それらを区別するためにつなぎ符や改行マークを表示するか否かを指定します。 

この設定に「カーソル連動」を選択すると、カーソルがオンの時のみ表示されます。 

また、「オン」を選択すると、カーソルの状態に関わらず、常に表示されます。 

 

（＊５）選択範囲 

文書中の選択範囲の表示方法を指定します。 

なお、（＊３）で「静止」を選択している場合は、「ブリンク」は使用できません。 

 

（＊６）送り 

文書を読んでいる時、表示範囲を自動的に進めて行く「自動送り機能」の時間間隔を指定します。 

基本間隔は、０．２５秒から８秒までの間で４分の１秒刻みで指定できます。 

マス加算は、「なし」か０．０１秒～０．３０秒の範囲で指定できます。 

この値に、今表示されている点字のマス数を掛けた時間が基本間隔に加算されます。 

なお、「自動送り機能」の使い方については、「３－２．５）自動送り機能」を 参照してください。 

 

（＊７）キーリピート 

矢印キーを押し続けた時、キーリピートを始めるまでの時間を指定します。 

この設定を「なし」にしておくと、キーリピートは掛かりません。 

 

（＊８）「編集後の確認表示」をオンに設定すると、削除、切り取り、貼り付けなどの編集コマンドを実行した

後に、確認のメッセージが表示されます。編集操作を完了するには、ここでＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。 

Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、編集操作を中止します。 

 

（＊９）「マス位置表示」は、ステータス表示や「編集情報の表示」でのカーソル位置の数え方を指定します。 

 

（＊１０）「オートインデント」は、改行／改ページした時、新しい行の先頭を字下げ（インデント）するか   

否かの設定です。この設定が「オン」になっていると、前の行と同じ数のマス空けが挿入されます。 

また、「２マス」を選択すると、前の行に関わらず２マス字下げされます。 

 

（＊１１）「入力の取り消し」は、複数行を連続して入力した後に「元に戻す」コマンドを実行した時、１回の 

操作で取り消される範囲を指定します。 

 「行単位」を選択すると、最後に入力した行から、１行ずつ取り消されます。 

 「ブロック全体」を選択すると、連続して入力した範囲全体が一度に取り消されます。 

 

（＊１２）「カーソルオフ時の編集」は、カーソルがオフ（表示されていない状態）での編集操作の可否を指定

します。 

 「禁止」 

カーソルが表示されていない時は、安全のため、全ての編集操作を不可とします（推奨）。 

 「前後の参照後は許可」 

表示の送り／表示の戻しキーなどでカーソルの前後を表示することによってカーソルがオフになった 

場合、それに続く編集操作ではカーソルをオンにして編集を許可します。 

 「常に許可」 

明示的にカーソルをオフにした場合を含めて、自動的にカーソルをオンにして編集を許可します。 
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（＊１３）「ディスプレイキーの拡張機能」は、文書を開いている時、ディスプレイキーを前後の参照のために

次のように使用する機能です。これらの操作では、カーソルはオフになります。 

なお、「フィールド」は、各データ行内を２マス空けで区切った単位です。表の項目間を２マス空けで  

入力しておくと、この機能で上下左右の項目間を簡単に移動することができます。 

  

（１）ＬＳ＋ＢＷ ／ ＦＷ＋ＲＳ 

   （マス単位の移動）前後の行の先頭から表示。 

   （フィールド単位の移動）前後の行の第１フィールドから表示。 

   （テーブルビュー）表の先頭行／最終行の同じフィールド位置から表示。 

（２）ＢＷ ／ ＦＷ 

   （マス単位の移動）前後の行の、同じマス位置から表示。 

   （フィールド単位の移動）前後の行の同じフィールド位置から表示。 

   （テーブルビュー）前後の行の同じフィールド位置から表示。 

  （３）ＬＳ＋ＦＷ ／ ＢＷ＋ＲＳ 

   （マス単位の移動）その行の先頭／末尾を表示。 

   （フィールド単位の移動）その行の行頭、または最終フィールドから表示。 

   （テーブルビュー）その行の行頭、または最終フィールドから表示。 

  （４）ＬＳ ／ ＲＳ 

   （マス単位の移動）表示位置を左右に１マスずつシフト。 

   （フィールド単位の移動）表示位置を前後のフィールドへ移動。 

   （テーブルビュー）表示位置を前後のフィールドへ移動。 

 

（＊１４）「文書末へ移動」が「最後の行の先頭」または「最後の行の末尾」に設定されていると、次の行、  

ページ、段落、行区切りへ移動するコマンドで文末に達した場合、指定された位置に移動します。 

また、この設定が「最後の行の先頭」になっている場合は、「文書の終りへ移動」コマンドでも、最後の 

行の先頭に移動します。 

 

（＊１５）「検索結果に見出し行を含める」は、文書内検索の結果を参照リストで表示した時、キーワードが

見つかった行に対応する見出し行をリストに含めるか否かの設定です。 

 

９－４． スポットメッセージ，セルセーブモードおよび警告音の設定 

 

 本機では、操作の結果や状態の変化を警告音（ブザー音）とスポット・メッセージ（短い時間の点字表示）

で表現しています。 

 この内、警告音を鳴らす場面には次の21種類があり、重要度で６段階に分けられています。 

 また、「警告レベル」の設定により、それ以上重要な警告音のみを鳴らすことができます。 

 

 レベル５：（重要度＝最低） 

  （１）行移動 

   ・表示の左／右スクロールや「左／右のマスへ移動」コマンドで別の行に移動した時。 

 ・編集中に、自動レイアウト機能で行が移った時。 

   ・カレンダーの表示で、日曜日に移動した時。 

（２）片手入力 

 ・片手入力で、１マスの入力が終了した時。 

   ・ブレイルノート４６Ｄ互換モードのキー・ブザー。 
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 レベル４： 

  （３）ページ移動 

 ・メニュー選択や文書一覧で、表示が一巡した時。 

   ・編集作業で改ページを入力した時。 

   ・行やマス単位の移動コマンドで、ページを移動した時。 

（４）階層移動 

 ・メニュー選択で別の階層に移動した時。 

 レベル３： 

（５）１行編集 

   ・１行編集状態に入った時。 

（６）文書編集 

   ・文書が開いた時。 

（７）情報 

 ・編集情報やヘルプ情報が表示された時。 

 ・ブロック挿入や脚注、参照先のリストが表示された時。 

 ・メモリー・チェックの結果が表示された時。 

 ・バッテリーの状態が表示された時。 

（８）メインメニュー 

 ・メインメニューが開いた時。 

（９）コンテキストメニュー 

 ・コンテキストメニューが開いた時。 

（10）お気に入りメニュー 

 ・お気に入りメニューが開いた時。 

（11）設定シート 

 ・設定シートが開いた時。 

（12）ファイル選択 

 ・ＵＳＢドライブへのアクセスでファイル・リストが開いた時。 

（13）文書選択 

 ・文書一覧が開いた時。 

 ・その他のコマンドで文書選択状態になった時。 

 レベル２： 

（14）エラー 

 ・無効な操作をした時。 

（15）確認 

 ・「確認」のメッセージが表示された時。 

（16）警告 

 ・「警告」のメッセージが表示された時。 

（17）ディスプレイ・モード 

 ・ディスプレイ・モードに入った時。 

（18）手帳モード 

・手帳モードに入った時。 

 レベル１： 

（19）バッテリー・アラーム 

 ・バッテリーの残量が少なくなった時、または充電完了アラームが働いた時。 

（20）セル電源オフ 

 ・セルセーブ機能により、点字表示がオフになった時。 

 ・また、その後５分が経過した時。 
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 レベル０：（重要度＝最高） 

（21）お時間です 

 ・アラームおよびカウントダウン・タイマーで設定された時刻になった時。 

 

 スポット・メッセージは、文書の編集中に操作結果や状態の変化を短い時間点字のメッセージで表示して

知らせる機能です。 

 また、セルセーブは、一定時間本機を操作しなかった時、セル（点字を表示する部品）の保護やバッテリー

電力の節約のために、表示部への電力供給を一時的にストップする機能です。次に何らかの操作をすると、

表示が再開されます。 

 これらの機能についての設定を確認したり変更したりするためには、以下のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「７ 各種設定」→「２ 警告音，スポット・メッセージとセルセーブモードの設定」 

 

 このコマンドを実行すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

    「設定：警告音，スポット・メッセージとセルセーブモードの設定」 

（＊１）「 警告レベル（０～５）」 

（＊２）「 スポット （なし，０.５秒～５秒，手動クリア）」 

（＊３）「 セルセーブ （なし／１分～１時間）」 

（＊４）「 操作ロック時（なし／１０秒～１０分）」 

（＊５）「 セルセーブアラーム（あり，なし）」 

 

（＊１）警告レベル 

警告音を鳴らすレベルを選択します。重要度が、ここで設定した値以上の警告音が鳴ります。 

 

（＊２）スポット 

スポット・メッセージを表示しないか、または０.５秒から５秒まで６段階の待ち時間のどれを使うかの 

設定です。 

「手動クリア」を選択した場合は、タッチカーソルキーを押してメッセージをクリアします。 

ただし、他の操作で表示が変わると、スポットメッセージは自動的にクリアされます。 

 

（＊３）セルセーブ 

セルセーブ機能を使わないか、または１分から１時間まで６段階の待ち時間のどれを使うかの設定です。 

 

（＊４）操作ロック時 

操作ロック中の表示で、セルセーブ機能を使わないか、または１０秒から１０分まで４段階の待ち時間の

どれを使うかの設定です。 

 

（＊５）セルセーブアラーム 

セルセーブが掛かった時、ブザー音で知らせる機能の有無を選択します。 

 

（オートパワーオフ機能） 

 「オートパワーオフ」は、一定時間本機を操作しなかった時、自動的に電源がオフになる機能です。 

 前面ボタン１を押しながら電源スイッチをオフにすると、この状態になります。 

 この場合、セルセーブ機能を使用していない時は５分後、セルセーブ機能を使用している時は、 

セルセーブの後５分で電源がオフになります。 

 



143 

９－５． 標準文書設定の変更 

 

 標準文書設定は、新規に文書を作成する際初期値としてセットされる値です。 

 この設定を確認したり変更したりするためには、以下のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「４ 標準文書設定の変更」 

 このコマンドを実行すると、以下の設定シートが表示されます。 

 （設定シート） 

     「設定：標準文書設定の変更」 

（＊１）「 書式 （無効，有効，有効（Ｂｅｓ方式））」 

（＊２）「  ｎｎ行」 

（＊３）「  ｍｍマス」 

（＊４）「  ページ行 （あり／なし）」 

 これらの設定の意味については、「６－２．自動レイアウト機能」を参照してください。 

 １ページの行数には１０行～４０行、１行のマス数には１６マス～６４マスの範囲の値を設定することができ

ます。 なお、これ以外の文書設定の初期値を変更することはできません。「アクセス＝禁止」などの設定に

するには、文書を作成した後で文書設定を変更してください。 

 

９－６． ステータス表示の設定 

 

 ステータス表示は、点字表示部の左端または右端に、今の表示位置／カーソル位置（ページ数，行数， 

マス数）や入力モードなどの情報を常に表示しておく機能です。 

 ステータス表示をオン／オフするためには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「４ レイアウト」→「１ ステータス表示のオン／オフ」 

 ステータス表示で使用するマス数や表示する内容は、次のコマンドで変更することができます。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「３ ステータス表示の設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：ステータス表示の設定」 

 「 ステータスボタン（あり，優先，なし）」 

 「 ステータス表示（オン／オフ／無効）」 

 「  （左側／右側）」 

 「 表示幅＝（１～14マス）」 

 「 ステータスマーク＝（なし，あり，スクロールエッジの切り替え）」 

 「 入力切替え （あり／なし）」 

 「★文書編集時：」 

 「 ページ数（Ｐ） （０～４マス）」 

 「 行数（Ｌ） （０～４マス）」 

 「 マス数（Ｃ） （０～４マス）」 

 「 字下げ（Ｉ） （０～４マス）」 

 「 行長（Ｎ） （０～４マス）」 

 「★１行編集時：」 

 「 マス数（Ｃ） （０～４マス）」 

 「 字下げ（Ｉ） （０～４マス）」 

 「 行長（Ｎ） （０～４マス）」 

 

 ステータス表示は、文書編集状態と、１行編集状態で表示されます。 



144 

「ステータスボタン」は、ステータス表示をワンタッチでオン／オフするためのボタンで、「あり」または「優先」

を選択すると、点字表示部の端に表示されます。 

「優先」は、ステータスボタンを後述する「ツールバーボタン」や「お気に入りバーボタン」より優先するという 

意味で、この場合、これらのボタンはステータス表示の中に入ります。 

「表示幅」には、ステータス表示部全体のマス数を１～１４マスの範囲で指定します。 

「ステータスマーク」が「あり」または「スクロールエッジの切り替え」になっていると、ステータス表示部の 

 １マス目には、次のような情報が表示されます。 

  カーソル＝オン…「カ」（1・6の点） 

   選択中…7・8の点 

   見出し行…「／」（3・4の点） 

   ブックマーク行…「Ｂ」（1・2の点） 

 その後、ステータス表示部の２マス目以降に表示する個々の情報とその表示幅を０～４マスの範囲で  

設定します。 

 それぞれの情報は、Ｐ，Ｌ，Ｃ，Ｉ，Ｎの各文字の後ろに表示されます。 

 表示する必要のない項目は、表示幅を０に設定してください。 

 全体の表示幅に入り切れない項目は、ステータス表示の上のタッチカーソルキーを押すと順に表示されま

す。 

「入力切替え」が「あり」になっていると、ステータス表示部の右端に今の入力モードが次の文字で表示され

ます。 

   両手入力「フ」、右手入力「ミ」、左手入力「ヒ」 

これらの上のタッチカーソルキーを押すと、入力モードを切替えることができます。 

入力モードについては、「１０－２．１）入力方法の選択」を参照してください。 

また、「ステータスマーク＝スクロールエッジの切り替え」になっていると、そのマスのタッチカーソルを 

押すことで、スクロールエッジの設定を変更することができます。 

スクロールエッジは、表示の左右スクロールをタッチカーソルで行なえるようにする機能で、 

スクロールエッジを表示する位置で「なし」，「左側」，「右側」，「両端」の４種類の選択肢があります。 

スクロールエッジについては、「１０－２．３）両手入力のキーレイアウト」および「１０－２．４）片手入力の 

キーレイアウト」を参照してください。 

 

９－７． 音声読み上げの設定 

 

 本機をパソコンと接続して、今の操作状態や文書の内容を音声で確認することができます。 

 ただし、パソコンで読み上げる場合は、パソコン側でも使用する音声化エンジンの選択が必要になります。

これについては、「点字デバイス・コントローラ」（ＫＢＤＣ）の説明をご覧ください。 

 読み上げ速度、読み上げる場面などを設定するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「６ 音声読み上げの設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

（設定シート） 

 「設定：音声読み上げの設定」 

 「 スピード（１～９）」 

 「 高さ（１－９）」 

 「 移動読み（オン／オフ）」 

 「 入力読み（文字読み／単語読み，行読み／オフ）」 

 「 削除読み（オン／オフ）」 

 「 編集読み（オン／選択範囲／操作／オフ）」 

 「 スポット読み（オン／オフ）」 

 「 状態読み（オン／オフ）」 
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第10章 操作環境のカスタマイズ 

 

 この章では、「お気に入りメニュー」の使い方やキーレイアウトの変更方法、ショートカットキーの設定方法

などをご説明します。 

 また、片手がふさがっている時にも本機をスムーズに操作して頂くための機能についてもご紹介します。 

 

（片手操作のための機能） 

 （１）スクロールエッジ 

表示の左右スクロールをタッチカーソルに割り当てる機能です。 

この機能を使うと、点字の表示から手を離さずに、表示をスクロールさせることができます。 

スクロールエッジの設定については、「１０－２．３）両手入力のキーレイアウト」および 

「１０－２．４）片手入力のキーレイアウト」を参照してください。 

なお、設定により、ステータス表示の中でも、スクロールエッジの設定を変更することができます。 

 

 （２）自動送り機能 

文書の表示を一定時間毎に進める機能です。 

 この機能については、「３－２．５）自動送り機能」および「９－３．編集環境に関する設定」を参照して 

ください。 

 

 （３）片手入力機能 

点字入力やショートカットなどの操作を片手でできるようにする機能です。 

この機能については、「１０－２．キーレイアウトの設定」を参照してください。 

 

 （４）ツールバー／お気に入りバー機能 

「ツールバー」は、よく使うコマンドを、「お気に入りバー」は、頻繁に開く文書をそれぞれ登録しておき、 

タッチカーソルで簡単に選択できるようにする機能です。 

この機能については、「１０－８．ツールバーとお気に入りバー」を参照してください。 

 

 （５）カレンダーのタッチムーブ機能 

タッチカーソルの操作で、カレンダーの中を移動できる機能です。 

この機能については、「５－５．２）カレンダーコマンドの付加機能」を参照してください。 

 

１０－１． お気に入りメニュー 

 

 お気に入りメニューは、ユーザーの皆様がよく使うコマンドを自由に登録しておくことのできるメニューです。 

 文書の編集状態から、Sel(選択)キーを押しながらInf(情報)キーを押すと、このメニューが開きます。 

 

１） メニュー項目の追加 

 お気に入りメニューに新しくメニュー項目を追加するには、以下のように操作します。 

 

 （１）お気に入りメニューを開きます。 

 （２）上／下矢印キーなどで、新しいメニュー項目を挿入したい位置に移動します。新しいメニュー項目は、

この位置の後ろ側に挿入されます。 

 （３）Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キーを押して、次のような選択リストを表示させます。 
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 （選択リスト） 

 「お気に入りに追加するメニュー項目を選択してください。」 

 「 文書（メニュー）」 

 「 （ＯＫ，キャンセル）」 

 

 （４）２行目で左／右矢印キーを押すと、メニュー項目を選択することができます。 

 （５）目的のメニュー項目が見つかった所でＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押します。この操作で新しいメニュー項目が  

お気に入りメニューに追加されます。 

Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押すと、メニュー項目の追加を中止して、お気に入りメニューに戻ります。 

   なお、既に登録されているメニュー項目を再度登録しようとすると、そのメニュー項目が前の位置から

新しい位置に移動します。 

 

２） メニュー項目の削除 

 お気に入りメニューからメニュー項目を削除するには、次のように操作します。 

 （１）お気に入りメニューを開きます。 

 （２）上／下矢印キーなどで、削除したいメニュー項目へ移動します。 

 （３）ここでDel(ﾃﾞﾘｰﾄ)キーを押すと次のような確認のメッセージが表示されます。 

  「警告：このメニュー項目を削除してもよろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 削除してよければ、点字キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力します。 

 削除したくない時は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してこのメッセージをキャンセルします。 

 なお、一度削除したメニュー項目も再度登録することができます。 

 

１０－２． キーレイアウトの設定 

１） 入力方法の選択 

 本機では、点字の入力方法として通常の両手入力の他に、右手用および左手用の２種類の片手入力を

用意しています。 

 ここでは、それらの設定方法と具体的な入力方法について説明します。 

 入力モードを切り替えるには、次のメニュー項目のサブメニューから目的の入力方法を選択します。 

 メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「１ 入力方法」→（サブメニュー） 

                                        「１ 両手入力」 

                                            「２ 右手入力」 

                                            「３ 左手入力」 

 これらのコマンドを選択すると、入力モードが変更されて直ちに元の状態に戻ります。 

 「入力モード」は、ステータス表示の中の「入力切替えボタン」で確認／変更することもできます。 

 なお、片手入力状態でも、シフトキーとの組み合わせは両手入力として処理されます。 

 

２） 片手入力の方法 

 片手入力では、次に示す６個のキーを使って、１マスの点字を２ストロークで入力します。                               

名  称 右  手 左  手 

１・４の点キー   右人差し指キー  左人差し指キー       

２・５の点キー    右中指キー    左中指キー           

３・６の点キー     右薬指キー  左薬指キー           

７・８の点・親指ボタン  右親指ボタン   左親指ボタン         

Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー     右小指ボタン１  左小指ボタン１        

半Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー    右小指ボタン２  左小指ボタン２        
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 片手入力では、まず入力したい点字の左半分（１・２・３・７の点）を指定します。…第１ストローク 

 例えば１の点を入力したければ、「１・４の点キー」を押します。この状態では点字はまだ確定していない 

ため表示されません。 

 次に入力したい点字の残りの半分（４・５・６・８の点）を指定します。…第２ストローク 

 例えば５の点を入力したければ、「２・５の点キー」を押します。 

 この２回の入力で１・５の点＝「ら」が確定します。 

 

 仮に、入力したい点字に１・２・３・７の点が含まれていなければ、次のどちらかの方法で入力します。 

 （Ａ）第１ストロークで半Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押す。 

 （Ｂ）第１ストロークを省略し、４・５・６・８の点と半Spc(ｽﾍﾟｰｽ)を組み合わせて押す。 

 また、入力したい点字に４・５・６・８の点が含まれていなければ、次のどちらかの方法で入力します。 

 （Ｃ）第２ストロークでSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押す。 

 （Ｄ）第１ストロークで、１・２・３・７の点とSpc(ｽﾍﾟｰｽ)を組み合わせて押す。 

 半Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押すと、まず未確定の入力がクリアされます。 

 そのため上記（Ｃ）のSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーの代りに半Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを使用することはできません。 

（注意） 

半Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キーやSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押し忘れるとその後に入力される点字が半マスずつずれてしま

うことになります。このような問題を防ぐために第２ストロークが押されて点字が確定した時に短いブザー音

を鳴らしています。片手入力を利用する際には、このような問題に充分ご注意ください。 

 

３） 両手入力のキーレイアウト 

 

 本機では、６点キーの配置やSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーとＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーの位置関係など、両手入力時に用いる 

点字入力キーのレイアウトを変更することができます。 

 両手入力のキーレイアウトを変更するには、以下のコマンドを実行します。 

 メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「２ 両手入力のキーレイアウト」 

 このコマンドが実行されると、以下のような設定シートが表示されます。 

  （設定シート） 

    「設定：両手入力のキーレイアウト」 

    「 配置 （321456，654123，456321，123654）」 

    「 親指ボタン 〈Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーとSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーの並び順〉」 

    「 ６点入力時：」 

    「  ７の点 （なし，Ｃｔｒｌ，Ａｌｔ，Ｓｅｌ，Ｗｉｎ）」 

    「  ８の点 （なし，Ｃｔｒｌ，Ａｌｔ，Ｓｅｌ，Ｗｉｎ）」 

    「 左小指１ 〈小指ボタンの選択肢〉」 

    「 左小指２ 〈小指ボタンの選択肢〉」 

    「 右小指１ 〈小指ボタンの選択肢〉」 

    「 右小指２ 〈小指ボタンの選択肢〉」 

    「 編集ボタン１ 〈編集ボタンの選択肢〉」 

    「 編集ボタン２ 〈編集ボタンの選択肢〉」 

    「 編集ボタン３ 〈編集ボタンの選択肢〉」 

    「 編集ボタン４ 〈編集ボタンの選択肢〉」 

    「 編集ボタン５ 〈編集ボタンの選択肢〉」 

    「 編集ボタン６ 〈編集ボタンの選択肢〉」 

    「 スクロールエッジ （なし／左側／右側／両端）」 
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 （１）配置 

６点キーの配置を選択します。パーキンス式入力であれば「321456」を、かにタイプ式入力であれば 

「456321」を選択してください。 

８点入力状態では、７の点キーや８の点キーもこの設定に合わせて移動します。 

 

 （２）親指ボタン 

Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キーとＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーの位置関係を指定します。 

 

 （３）７の点キー，８の点キー 

６点入力時に、６点キーと７の点キーまたは８の点キーを同時押しした場合の処理を指定します。 

 「なし」を選択すると、７の点キーまたは８の点キーは無視されます。 

 

 （４）小指ボタン 

左／右の小指ボタン４個の働きを選択します。 

〈小指ボタンの選択肢〉には、表示の戻し，表示の送り，Ｃｔｒｌ(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)，Ａｌｔ(ｵﾙﾄ)，Ｓｅｌ（選択），Ｗｉｎが  

順番に表示されます。 

なお、片手入力時には、小指ボタンの働きも片手入力の設定が優先されます。 

 

 （５）編集ボタン 

編集ボタン６個の働きを選択します。 

〈編集ボタンの選択肢〉には、BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)，Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)，Ins（ｲﾝｻｰﾄ），Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)，Inf（情報），

Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)，ＯＫ，Ｓｅｔが順番に表示されます。 

 

（Ｆ３キーと点字キーの組み合わせ操作） 

 この他、Ｆ３キーと点字キーの組み合わせにより、ここでの設定に関わらず編集キーの操作ができるよう

になっています。 

操 作 キー 編 集 キー 

＋１の点キー BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 

＋２の点キー Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー 

＋３の点キー Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キー 

＋４の点キー Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 

＋５の点キー Inf（情報）キー 

＋６の点キー Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 

＋左親指ボタン ＯＫキー 

 

 

 

F 3 キー 

＋右親指ボタン Set（ｾｯﾄ）キー 

 

 （６）スクロールエッジ 

表示の左右スクロールをタッチカーソルに割り当てる機能です。 

 この設定により、両手入力の時、表示の左側，右側または両端にスクロールエッジが表示されます。 

 左側および右側のスクロールエッジの上のタッチカーソルキーを押すと、点字表示が左方向および   

右方向にスクロールします。 

 

４） 片手入力のキーレイアウト 

 片手入力についても、次のコマンドを使って入力キーのレイアウトを変更することができます。 

 メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「３ 片手入力のキーレイアウト」 
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 このコマンドが実行されると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

  （設定シート） 

    「設定：片手入力のキーレイアウト」 

    「利き手 人差し指 〈キーの種類〉」 

    「    中指 〈キーの種類〉」 

    「    薬指 〈キーの種類〉」 

    「    親指 〈キーの種類〉」 

    「    小指１ 〈キーの種類〉」 

    「    小指２ 〈キーの種類〉」 

    「逆手  人差し指 〈キーの種類〉」 

    「    中指 〈キーの種類〉」 

    「    薬指 〈キーの種類〉」 

    「    親指 〈キーの種類〉」 

    「    小指１ 〈キーの種類〉」 

    「    小指２ 〈キーの種類〉」 

    「スクロールエッジ （なし／左側／右側／両端）」 

 

 ここで「利き手」は、右手入力の時は右手側、左手入力の時は左手側となります。 

 

 〈キーの種類〉には、片手入力で割り当てられる次の１０種類が順番に表示されます。 

 「１・４の点」，「２・５の点」，「３・６の点」，「７・８の点」，「Spc(ｽﾍﾟｰｽ)」，「半Spc(ｽﾍﾟｰｽ)」，「エンター」， 

「キャンセル」，「ＢＳ(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)」，「なし」 

 ここで、「キャンセル」キーは、１・２・３・７の点のみを入力し、まだマスとして確定していない入力を取り 

消す時に使用します。 

 また、BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キーも片手入力キーの中に割り当てることができます。 

 

 （注意） 

これらのキーの内、「キャンセル」と「ＢＳ」を除く６種類のキーは、片手入力をする時に必須な 

「基本キー」です。 

「基本キー」は、全てどれかのキーに割り当てられている必要があります。 

もし割り当てられていないキーがある場合、次のようなメッセージが表示されます。 

   「確認：割り当てられていないキーがあります。（ＯＫ）」 

 この場合、タッチカーソルキーを押してメッセージをキャンセルしてから、設定内容をもう一度 

確認してください。 

 なお、小指ボタンに「なし」を選択すると、両手入力の設定が使用されます。 

 

 

 スクロールエッジ 

表示の左右スクロールをタッチカーソルに割り当てる機能です。 

この設定により、片手入力の時、表示の左側，右側または両端にスクロールエッジが表示されます。 

左側および右側のスクロールエッジの上のタッチカーソルキーを押すと、点字表示が左方向および   

右方向にスクロールします。 
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〔Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー，キャンセルキーとの同時押し〕 

 その他、片手入力の状態では、次の操作が可能です。 

 

操 作 キー 変 換 キー 内 容 

＋キャンセルキー Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 

＋BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 

＋１・４の点キー Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー(前押し) 

＋２・５の点キー Alt（ｵﾙﾄ）キー(前押し) 

＋３・６の点キー Sel(選択)キー(前押し) 

＋Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー Winキー(前押し) 

 

 

 

Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー 

 

＋キャンセルキー 

＋BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 

前押ししたSft(シフト)キーのみ確定 

＋キャンセルキー Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー 

＋１・４の点キー 上矢印キー 

＋７･８の点キー 下矢印キー 

＋２・５の点キー 左矢印キー（＊１） 

＋３・６の点キー 右矢印キー（＊１） 

 

 

BS（ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）キー 

 

＋Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー Inf（情報）キー（＊２） 

＋Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー ＋Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー（＊３） 

＋７・８の点キー ＋Alt(ｵﾙﾄ)キー（＊２） 

BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 

＋キャンセルキー 

＋３・６の点キー ＋Sel(選択)キー（＊２） 

 

（＊１）これは右手入力状態での割り当てです。左手入力状態では、左右の矢印キーの割り当てが反対に

なります。 

 

（＊２）点字ディスプレイモードの設定で、「キー入力」の「レイアウト」を「完全」に設定しておくと、添付ソフト

BMFEPを使用してパソコンの操作を片手入力で行なうことができます。 

この場合、Inf（情報）キーはＴａｂキーとして働きますので、これらの操作は、Windowsのフォーカス移動

などに使用できます。 

 

（＊３）当社の点字デバイスコントローラ（ＫＢＤＣ）では、Inf（情報）キーとEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーの同時押しで、 

矢印キーの働きをディスプレイキーに変更することができます。 

 

５） 前面ボタンの設定 

 前面ボタンの設定を変更するには、次のコマンドを選択します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「４ 前面ボタンの設定」 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：前面ボタンの設定」 

 「左手操作時：」 

 「 表示の送り （Ｆ１←→Ｆ４，Ｆ４←→Ｆ１）」 

 「右手操作時：」 

 「 表示の送り （Ｆ１←→Ｆ４，Ｆ４←→Ｆ１）」 

「F3キーで入力モード切替え＝ （有効,無効） 」 
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「表示の送り」は、F1キーとF4キーに割り当てられている表示の送りと戻しの操作を反転させるか 

否かの選択です。左手操作時と右手操作時のそれぞれに設定することができます。 

「F3キーで入力モード切換え」は、F3キーと点字キーの組み合わせ押しで片手入力/両手入力の 

設定を切替える機能の有効/無効を選択します。 

この設定が有効になっているときは、次の操作が可能です。 

 

F3＋１・２・３の点キー ： 左手入力 

F3＋４・５・６の点キー ： 右手入力 

F3＋１～６の点キー ： 両手入力 

 

６） 標準のキーレイアウトに戻す方法 

 両手入力、片手入力およびシフトキーのレイアウトを初期状態に戻すには、以下のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「５ 標準のキーレイアウトに戻す」 

 

 

１０－３． ショートカットキーの設定 

 

 本機では、シフトキー（Ｃｔｒｌ（ｺﾝﾄﾛｰﾙ），Ａｌｔ(ｵﾙﾄ)，Ｓｅｌ(選択)，Ｗｉｎ）と６点キーの組み合わせで、その操作

に関連付けられたコマンドを直接実行することができます。 

 このようなキー操作をショートカットキーと呼んでいます。 

 ここでは、このショートカットキーにコマンドを割り当てる方法について説明します。 

 今設定されているショートカットキーの一覧を見るには、次のコマンドを選択します。 

   メインメニュー →「９ ヘルプ」→「１ ショートカット一覧」 

 

 ショートカットキーを割り当てる方法には、メニュー表示の中で個々のコマンドに直接ショートカットキーを

指定する方法と、それぞれのショートカットキーの操作に対してコマンドを割り当てていく方法の二つがあり

ます。 

 前者の方法については、「１０－５．メニューの中でショートカットキーを設定する方法」の項を参照してくだ

さい。 

 複数のショートカットキーの割り当てをまとめて変更したい場合は、次のコマンドが便利です。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「６ ショートカットキーの設定」 

 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

（設定シート） 

 「設定：ショートカットキーの設定」 

 「 （Ｃｔｒｌキー，Ａｌｔキー，Ｓｅｌキー，Ｗｉｎキー）＋」 

 「 （６点キーの組み合わせ）」 

 「 （コマンド）」 

 

 この設定シートは以下の手順で操作します。 

 （１）まず２行目で、ショートカットキーに含まれるシフトキー（Ｃｔｒｌ(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)，Ａｌｔ(ｵﾙﾄ)，Ｓｅｌ(選択)，Ｗｉｎ）の

どれかを選択します。 

 

 （２）次に３行目で、ショートカットキーに含まれる６点キーの組み合わせを選択します。この組み合わせは

６点キーを押して直接指定することもできます。 



152 

 （３）（２）を実行すると、４行目に現在そのキーに関係付けられているコマンドが表示されますから、これを

新しく割り当てたいコマンドに変更します。 

 

 （４）これで、一つの対応関係が変更できました。 

続けて別の設定も変更したい時は、上矢印キーで２行目に戻り、（１）の操作から繰り返します。 

   全ての変更が終了したら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、変更内容を有効にします。 

   もしも、今回の変更を破棄してコマンドを終了したい場合はEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

 

１０－４． 矢印キーの設定 

 

 本機では、各コマンドを矢印キーから実行することができます。 

 この矢印キーとそれによって実行されるコマンドの対応関係はいつでも自由に変更することができます。 

 ここでは、その変更方法について説明します。 

 

 初期状態では、「３－２．２）矢印キーを使った操作」に示した対応関係が設定されています。 

 また、今設定されている矢印キーの一覧を見るには、次のコマンドを選択します。 

メインメニュー →「９ ヘルプ」→「２ 矢印キー一覧」 

 これらの対応関係を変更するには、以下のコマンドを実行します。 

メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」→「７ 矢印キーの設定」 

 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

（設定シート） 

 「設定：矢印キーの設定」 

 「 Ｃｔｒｌキー＋」 

 「 Ａｌｔキー＋」 

 「 Ｗｉｎキー＋」 

 「  （矢印キーの組み合わせ）」 

 「 （コマンド）」 

 

 この設定シートは以下の手順で操作します。 

（１）まず２行目から４行目で、矢印キーと同時に押すＣｔｒｌ(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー、Ａｌｔ(ｵﾙﾄ)キー，Ｗｉｎキーの組み

合わせを選択します。必要なキーの所でタッチカーソルキーを押してチェックしてください。 

チェックされた項目には、１マス目に「／」（3,4の点）が表示されます。 

もう一度タッチカーソルキーを押すと、チェックを外すことができます。 

 

（２）次に５行目で、目的の矢印キーの組み合わせを選択します。 

この組み合わせは全部で１５種類あります。 

 

 （３）（２）を実行すると、６行目に現在そのキーに関係付けられているコマンドが表示されますから、    

これを新しく割り当てたいコマンドに変更します。 

 

 （４）これで、一つの対応関係が変更できました。 

続けて別の設定も変更したい時は、上矢印キーで２行目に戻り、（１）の操作から繰り返します。 

   全ての変更が終了したら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、変更内容を有効にします。 

   もしも、今回の変更を破棄してコマンドを終了したい場合はEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 
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１０－５． メニューの中でショートカットキーを設定する方法 

 

 メニュー選択状態からも、表示されているコマンドに直接ショートカットキーや矢印キーを割り当てることが

できます。 

 この場合、次のように操作します。 

 

 （１）メニューを開き、ショートカットキーや矢印キーを割り当てたいコマンドへ移動します。 

 （２）目的のコマンドが表示されている状態で、Sel（選択）キーを押しながらSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押します。 

 すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 （設定シート） 

  「設定：ショートカット操作の設定」 

  「 コマンド＝〈コマンド名〉」 

  「 ショートカットキー （有効，無効）」（＊１） 

  「 （Ｃｔｒｌキー，Ａｌｔキー，Ｓｅｌキー，Ｗｉｎキー）＋」（＊２） 

  「  （６点キーの組み合わせ）」（＊３） 

  「 矢印キー （有効，無効）」（＊４） 

  「 Ｃｔｒｌキー ＋」（＊５） 

  「 Ａｌｔキー ＋」 

  「 Ｗｉｎキー ＋」 

  「  （矢印キーの組み合わせ）」（＊６） 

 

 この設定シートは、以下のように操作します。 

 （＊１）ショートカットキーを割り当てたい時は「有効」を、割り当てたくない時は「無効」を選択します。 

  この設定を「無効」にすると、以下の（＊２），（＊３）の設定は無視されます。 

 

 （＊２）ショートカットキーに含まれるＣｔｒｌ(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー，Ａｌｔ(ｵﾙﾄ)キー，Ｓｅｌ(選択)キー，またはＷｉｎキーを

選択します。 

 

 （＊３）ショートカットキーに含まれる６点キーの組み合わせを選択します。この組み合わせは、６点キーを

押して直接指定することもできます。 

 

 （＊４）矢印キーを割り当てたい時は「有効」を、割り当てたくない時は「無効」を選択します。 

 この設定を「無効」にすると、以下の（＊５），（＊６）の設定は無視されます。 

 

 （＊５）矢印キーと同時に押すＣｔｒｌ(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー，Ａｌｔ(ｵﾙﾄ)キー，Ｗｉｎキーの組み合わせを選択します。 

必要なキーの所でタッチカーソルキーを押してチェックしてください。 

 

 （＊６）目的の矢印キーの組み合わせを選択します。この組み合わせは全部で15種類あります。 

 設定が終了したら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して確定します。 

 もし、指定したショートカットキーや矢印キーに別のコマンドが割り当てられていれば、次のような確認 

メッセージが表示されます。 

   「警告：このショートカットは別のコマンドに割り当てられています。 

割り当てを変更しますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

   この場合、割り当てを変更してよければ、点字キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を、割り当てを変更したく 

ない場合はEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 
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１０－６． ファンクション・ショートカットと編集キー操作の設定 

 

 ファンクションキーの組み合わせの内、モード変更などに使用しない５種類の組み合わせをショートカット

キーとして使用することができます。この操作を「ファンクション・ショートカット」と呼びます。 

 ファンクション・ショートカットには、初期状態ではキーワード検索のコマンドが割り当てられています。 

 また、同様に、編集キーとシフトキーの組み合わせ操作１６種類にも、コマンドを割り当てて使用すること

ができます。 

 今設定されているファンクション・ショートカットや編集キー操作の一覧を見るには、次のコマンドを選択し

ます。 

   メインメニュー →「９ ヘルプ」→「３ ファンクション・ショートカット・編集キー操作一覧」 

 ここに別のコマンドを割り当てるには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「８ ファンクション・ショートカットと編集キー操作の設定」 

 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

（設定シート） 

 「設定：ファンクション・ショートカットと編集キー操作の設定」 

 「 （操作）」 

 「  （コマンド）」 

 「 Ｓｅｌ＋Ｉｎｆキー（なし、お気に入りメニュー，ツールバー，お気に入りバー）」 

 

 この設定シートは以下の手順で操作します。 

 （１）２行目の（操作）には、ファンクション・ショートカットの操作５種類と、編集キーの操作１６種類が順番

に表示されます。 

 ファンクション・ショートカット： 

  「Ｆ１＋ Ｆ２」，「Ｆ２ ＋ Ｆ３」，「Ｆ３ ＋ Ｆ４」，「Ｆ１ ＋ Ｆ３」，「Ｆ２ ＋ Ｆ４」 

 編集キー操作： 

  「Ｓｅｌ ＋ Ｄｅｌ」，「Ｃｔｒｌ ＋ Ｄｅｌ」，「Ｓｅｌ ＋ ＢＳ」，「Ｃｔｒｌ ＋ ＢＳ」 

  「Ｉｎｓ」，「Ｓｅｌ ＋ Ｉｎｓ」，「Ｃｔｒｌ ＋ Ｉｎｓ」 

  「Ｃｈｎｇ」，「Ｓｅｌ ＋ Ｃｈｎｇ」，「Ｃｔｒｌ ＋ Ｃｈｎｇ」 

  「ＯＫ」，「Ｓｅｌ ＋ＯＫ」，「Ｃｔｒｌ ＋ ＯＫ」 

  「Ｓｅｔ」，「Ｓｅｌ ＋ Ｓｅｔ」，「Ｃｔｒｌ ＋ Ｓｅｔ」 

 この中から、目的の組み合わせを選択します。 

 

 （２）すると、３行目に現在その組み合わせに関係付けられているコマンドが表示されますから、これを  

新しく割り当てたいコマンドに変更します。 

 

 （３）これで、一つの対応関係が変更できました。続けて別の設定も変更したい時は、上矢印キーで２行目

に戻り、（１）の操作から繰り返します。 

  全ての変更が終了したら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して、変更内容を有効にします。 

  もしも、今回の変更を破棄してコマンドを終了したい場合はEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

１０－７． 初期設定に戻す方法 

 

 両手入力、片手入力およびシフトキーのレイアウトを初期状態に戻すには、以下のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「５ 標準のキーレイアウトに戻す」 
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 また、ショートカットキー、矢印キーおよびファンクション・ショートカット、編集キー操作の設定を初期状態

に戻すには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「１０ 標準のコマンド割り当てに戻す」 

 これらのコマンドでは、変更の確認のメッセージは表示されません。 

 

 今使用しているバンクの全ての設定を初期状態に戻すには、以下のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「１１ 初期設定に戻す」 

 このコマンドを実行すると、次のような確認のメッセージが表示されます。 

  「警告：バンクｎを上書きしようとしています。このまま続けると、 

このバンク内の全ての設定が失われます。よろしいですか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 上書きしてよい場合は、ここで「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力してください。 

 逆に上書きしたくない場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してください。 

 

１０－８． ツールバーとお気に入りバー 

 

 「ツールバー」は、よく使うコマンドを、「お気に入りバー」は、頻繁に開く文書をそれぞれ登録しておき、  

タッチカーソルで簡単に選択できるようにする機能です。 

 これらの機能を使うと、片手がふさがっているような時にも、簡単に目的のコマンドや文書を選択すること

ができます。 

 

１）ツールバー機能 

 ツールバーを使用するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「９ ツールバーの設定」 

 

 このコマンドを実行すると、以下のような設定シートが表示されます。 

 

 （設定シート） 

  「設定：ツールバーの設定」 

  「 ツールバー機能（使用する／使用しない）」 

  「 （１）〈名前１〉」 

  「  〈コマンド１〉」 

  「 （２）〈名前２〉」 

  「  〈コマンド２〉」 

     ．．． 

  「 （１０）〈名前１０〉」 

  「  〈コマンド１０〉」 

 

 ここで、「ツールバー」を「使用する」に設定します。 

 ２行目以降では、ツールバーに表示するコマンドを指定します。 

 〈名前〉には、「ツールバー」に表示する短い名前（６マス以内）を指定します。 

 その上のタッチカーソルキーを押すと、名前を編集する状態に入ります。 

 編集できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して確定してください。 

 〈コマンド〉の部分には、上の名前に対応させるコマンドを選択します。 

 左右矢印キーで目的のコマンドを選んでください。 

 全ての設定が終わったら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押してください。 
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 「ツールバー」を「使用する」にしておくと、表示部の左端に「ツールバーボタン」（「ツ」＋下の２点）が表示さ

れます。 

 このボタンを押すと、「ツ」の部分が点滅し、その右側に登録されているコマンドが表示されます。 

 ここで目的のコマンドの上のタッチカーソルキーを押すと、そのコマンドが実行されます。 

 「ツールバーボタン」をもう一度押すと、ツールバーを開く前の表示に戻ります。 

 

２）お気に入りバー機能 

 お気に入りバーを使用するには、次のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「１ 文書」→「１２ 文書ショートカットの設定」 

   〈文書一覧で目的の文書を表示し、Sel（選択）キーを押しながらSpc(ｽﾍﾟｰｽ)キーを押す〉。 

 

 このコマンドを実行すると、次のような設定シートが表示されます。 

 

（設定シート） 

 「設定：文書ショートカットの設定」 

     ．．． 

 「 お気に入りバー機能（使用する／使用しない）」 

 「  お気に入り文書」 

 

 ここで、「お気に入りバー」を「使用する」に設定し、「お気に入り文書」をチェックしてください。 

 

 すると、表示の左端に「お気に入りバーボタン」（「オ」＋下の２点）が表示されます。 

 このボタンを押すと、「オ」の部分が点滅し、その右側に登録されている文書（最大１０件）が表示されます。 

 ただし、文書名の長さが１６マス以上の時は、文書名の先頭部分が表示されます。 

 ここで目的の文書の上のタッチカーソルキーを押すと、その文書が開きます。 

 「お気に入りバーボタン」の右側に「前」と表示されている場合は、その上のタッチカーソルキーを押すこと

で、１つ前に開いていた文書に戻ることができます。 

 「お気に入りバーボタン」をもう一度押すと、お気に入りバーを開く前の表示に戻ります。 

 なお、「文書一覧」の表示で「お気に入り文書」の項には、先頭に「お」（2・4の点）が表示されます。 
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第７部 <<トラブル解決編>> 

第１１章 セルフテスト 

 

 この章では、メインメニューの項目「８ セルフ・テスト」の中に含まれる機能とその使い方について説明し

ます。 

 本機には次の４種類の「セルフ・テスト」機能があります。 

 

 「メモリー・チェック」…内蔵メモリーの管理状態をチェックします。 

 「セル表示テスト」…点字表示部の状態を調べるためのパターンを表示します。 

 「キー・テスト」…キー入力部に問題がないか診断するための機能です。 

 「通信テスト」…通信ポート（ＲＳポート）の状態を確認するための機能です。 

 本機をご使用中に「調子が悪い」と感じられたら、これらの機能を使ってチェックしてみてください。 

 

１１－１． メモリー・チェック 

 

 本機の内蔵メモリーをチェックするには、以下のコマンドを実行します。 

   メインメニュー →「８ セルフ・テスト」→「２ メモリー・チェック」 

 

 このコマンドを実行すると、まずデータの保存状態やメモリーの管理状態などを自動的にチェックします。 

 そして、問題が見つかればそれらを以下のような方法で、可能な限り修復します。 

 

（１）保存されている文書データなどが上書きされて、データの構造が破壊されている場合 

 このような問題は修復することができません。 

 この時は、次のような警告のメッセージが表示されます。 

  「警告：ｎ個の破損文書が見つかりました。使用を中止し、データをバックアップしてください。 

今すぐ破損文書を削除してチェックを続けますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 破損文書も、破損の程度が軽い場合、その中の正常な部分をバックアップして残せることがあります。 

 データをバックアップするには、ここでEsc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押してチェックを中止してください。 

 どの文書が破損しているかは「文書一覧」で確認することができます。破損した文書の行には、その先頭

に「メ」（1～6の点）が表示されます。 

 

（注意） 

破損文書が見つかった場合、メモリーを修復するまで、新たな文書の入力や編集はしないでください。 

より多くのデータを破損してしまう恐れがあります。 

データのバックアップが終わったら、もう一度「メモリー・チェック」を実行し、破損文書を削除してください。 

 

（２）メモリーの管理構造に問題がある時 

 この場合、以下のような確認のメッセージを表示した上で、メモリーの管理構造を再構成します。この作業

によって保存されているデータが失われることはありません。 

  「警告：メモリーの再構成が必要です。今すぐ行ないますか（はいＹ，いいえＮ，キャンセル）？」 

 

（３）正しく管理されていない未使用領域が発見された時 

 この場合、該当領域をメモリーの管理構造に再登録します。この作業によって保存されているデータが 

失われることはありません。 
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その後、以下のように現在のメモリーの使用量や使用率などを表示します。 

  （表示内容） 

  「―メモリーチェック―」 

  「 使用中 ｘｘｘｘバイト」 

  「 全容量 6,814,080バイト」 

  「 使用率 ｎｎ％」 

  「―詳細―」 

  「 最大フリーブロック ｘｘｘｘバイト」 

  「 「元に戻す」情報 ｘｘｘｘバイト」 

 

 この表示内容が確認できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して元の状態に戻ります。 

 なお、「ゴミ箱」については「２－４．ゴミ箱」を参照してください。 

 また、「元に戻す」情報や「コピーバッファ」で使用しているメモリーも解放したい場合は、次のコマンドを 

ご使用ください。 

   メインメニュー →「５ アクセサリ」→「１４ メモリーの管理」 

 

 

１１－２． 点字表示部のテスト 

 

 本機で点字文書を読んでいる時に、出方の弱い点字ピンや出ない点字ピンを見つけた時は、以下の  

コマンドで各ピンの状態をチェックすることができます。 

   メインメニュー →「８ セルフ・テスト」→「３ セル表示テスト」 

 

 このコマンドを実行すると、「セル表示テスト」という表題に続いて１５種類の点字パターンを表示します。 

 この状態では次のように操作してください。 

  

 操作キー 主な働き 

(１) 上／下矢印キー 前後のパターンへ移動 

(２) Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー ブリンクのオン／オフ 

(３) Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 全ピン オフ 

(４) Esc(ｴｽｹｰﾌﾟキー セル表示テストの終了 

 

 

１１－３． キー・テスト 

 

 本機を操作していて、押してもうまく働かないキーを見つけた時は、以下のコマンドで各入力キーの状態

をチェックすることができます。 

   メインメニュー →「８ セルフ・テスト」→「４ キー・テスト」 

 

 このコマンドを実行すると、まず「キー・テスト」という表題が表示されます。 

 ここでキーを押すと、押されたキーの組み合わせ情報が以下のような記号で表示されます。 

 Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを続けて２回押すと、キー・テストを中止して元の状態に戻ります。 
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 （キー・テストの表示内容） 

  ・１～５マス目…キー・カウンター 

・７～14マス目…シフトキーとファンクションキーの押下状態 

ｃ＝Ctrl(ｺﾝﾄﾛｰﾙ)キー 

ａ＝Alt(ｵﾙﾄ)キー  

ｓ＝Sel（選択））キー  

Ｗ＝Ｗｉｎキー 

下がり数字１～４＝ファンクションキー（Ｆ１～Ｆ４） 

 

 ・17～18マス目…キーの種類 

ＢＲ＝点字入力キー  

ＥＤ＝編集キー  

ＡＲ＝矢印キー  

ＴＣ＝タッチカーソルキー  

ＤＩ＝ディスプレイキー 

 

 ・21マス目以降…キーの組み合わせ情報 

    点字（点字入力キーの組み合わせ） 

    ENT＝Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー       

ｓｐｃ＝Spc(ｽﾍﾟｰｽ)キー 

    Ｏ＝ＯＫキー   

Ｓ＝Set(ｾｯﾄ)キー  

ｅ＝Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー   

ｆ＝Inf（情報）キー 

    Ｉ＝Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー 

Ｃ＝Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キー 

Ｂ＝BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 

Ｄ＝Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 

    ｕ＝上矢印キー   

ｄ＝下矢印キー 

ｌ＝左矢印キー 

ｒ＝右矢印キー 

    Ｂ＝後方（Ｂｗ）キー  

Ｆ＝前方（Ｆｗ）キー 

ｌ＝左スクロール（Ｌｓ）キー 

ｒ＝右スクロール（Ｒｓ）キー 

   数字（タッチカーソルキーのマス位置） 

 

 

１１－４． 通信テスト 

 

 次のコマンドを利用すると、通信ポート（ＲＳポート）からテストデータを送受信したり、ハンドシェイク・ライン

の状態をチェックすることができます。 

   メインメニュー →「８ セルフ・テスト」→「５ 通信テスト」 

 

 このコマンドを実行すると、以下のように表示されます。 
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（通信テストの表示内容） 

 （１）一般の通信条件で「ハンドシェイク＝ＸＯn／ＸＯｆｆ」 

     （ソフトウェア・ハンドシェイク）に設定されている場合 

   「通信テスト〈通信速度〉」 

   「ＴＲ （ＸＯn／ＸＯｆｆ） 〈送信バイト数〉 〈実効送信速度〉 」 

   「ＲＣ ＸＯn Ｏｆｆ 〈受信バイト数〉 〈実効受信速度〉 」 

 

 （２）その他の場合 

   「通信テスト〈通信速度〉」 

   「ＴＲ ＣＴＳ   〈送信バイト数〉 〈実効送信速度〉 」 

   「ＲＣ ＲＴＳ   〈受信バイト数〉 〈実効受信速度〉 」 

 

 このコマンドでは、一般の通信条件で設定されている条件での送受信テストを行ないます。 

 

 ２行目は送信に関する表示です。 

 一番左の「ＴＲ」と表示されている部分のタッチカーソルキーを押すと、テスト送信を開始したり、中止したり

することができます。送信状態では「ＴＲ」の表示がブリンクします。 

 その右には、送信を制御するハンドシェイクの情報が表示されます。 

 ソフトウェア・ハンドシェイクの時は、ＸＯnまたはＸＯｆｆで受信した制御キャラクタを表示します。 

 その他の場合は、ＣＴＳの信号線の状態を表示します。これらの文字がブリンクしている時はHIGH、固定

表示されている時はLOWの状態であることを示します。 

 その右には、送信したバイト数の下４桁と実効送信速度（１秒当たりの送信バイト数）を表示します。 

 

 ３行目は受信に関する表示です。 

 一番左の「ＲＣ」と表示されている部分のタッチカーソルキーを押すと、テスト受信を開始したり、中止した

りすることができます。受信状態では「ＲＣ」の表示がブリンクします。 

 その右には、相手側の送信を制御するハンドシェイクの操作ボタンが表示されます。 

 ソフトウェア・ハンドシェイクの時は、ＸＯnまたはＯｆｆ（ＸＯｆｆ）と表示されている部分のタッチカーソルキーを

押すことで、これらの信号を送信することができます。 

 その他の場合は、ＲＴＳの信号線の状態を表示します。これらの文字がブリンクしている時はHIGH、固定

表示されている時はLOWの状態であることを示します。 

 これらの文字の上のタッチカーソルキーを押すと、信号線の状態を反転させることができます。 

  その右には、受信したバイト数の下４桁と実効受信速度（１秒当たりの受信バイト数）を表示します。 
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第１２章 ブレイルメモ（ＢＭ３２）ＱアンドＡ 

 

 この章では、本機の機能の中で知っておくと便利なポイントをＱアンドＡ形式でご紹介します。 

 

 

（Ｑ１）メニューの中の各項目に、使用不可を示す「メメ」のマークが付くのはどのような場合でしょうか？ 

 

（Ａ１）これにはコマンドによっていろいろな原因がありますが、主なものを以下に示します。 

 （１）メインメニュー →「１ 文書」→「１ 文書一覧」  

 本機に文書が一件も登録されていない場合に使用不可になります。 

 「２ 新規文書の作成」コマンドで新しく文書を作ると有効になります。 

 

 （２）メインメニュー →「１ 文書」の各項目 

              「２ 検索・移動・読み上げ」 

              「３ 編集操作」 

              「４ レイアウト」 

 コマンドの対象となる文書（今開いている文書）が選択されていない場合に使用不可になります。 

 「１ 文書一覧」または「３ 名前で開く」コマンドで文書を選択すると有効になります。 

 

 （３）メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」の各コマンド 

 今文書の先頭を表示している時は、「前を検索」コマンドや、表示位置を前向きに移動するコマンドが使用

不可になります。 

 同様に、今文書の末尾を表示している時は、「後ろを検索」コマンドや、表示位置を後ろ向きに移動する 

コマンドが使用不可になります。 

 

 （４）メインメニュー →「３ 編集操作」の各コマンド 

 今開いている文書が「編集禁止」になっていると使用不可になります。 

 メインメニュー →「１ 文書」→「７ 文書設定の変更」コマンドで、「編集許可」にすると有効になります。 

 

 （５）メインメニュー →「６ 外部機器との接続」→「２ 点字印刷」→「３ ６点印刷（文書選択）」 

                                          「４ ８点印刷（文書選択）」 

 点字プリンタが選択されていないと使用不可になります。 

 「１ 点字プリンタの選択」で、ご使用の点字プリンタを選択してください。 

 また、８点印刷する場合は、メインメニュー →「７ 各種設定」→「１ 編集環境の設定」コマンドで、「点字」

に「上付き８点」または「下付き８点」を選択し、８点印刷できる点字プリンタを選択してください。 

 

 

（Ｑ２）メインメニューを開いた状態からEsc（ｴｽｹｰﾌﾟ）キーを押しても文書の表示に戻らなくなったのですが、 

どうしてでしょうか？ 

 

（Ａ２）編集中の文書を削除した直後には、「今開いている文書」がなくなるため、このような状態になります。 

 この場合、次のいずれかの操作をしてください。 

 （１）メインメニュー →「１ 文書」→「１ 文書一覧」コマンドで文書を選択する。 

 （２）メインメニュー →「１ 文書」→「２ 新規文書の作成」コマンドで新しく文書を作る。 
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（Ｑ３）キーワード検索がうまく行かないように思うのですが？ 

 

（Ａ３）指定したキーワードの後ろ側などに不必要なマス空けが入ってしまっていないでしょうか？次の操作

で検索キーワードをもう一度表示させ、確認してみてください。 

 （１）メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「１ 検索」→「１ 新規検索」コマンドを実行します。 

 （２）検索キーワードの指定の所で、下矢印キーを押して、前回指定したキーワードを呼び出します。 

 また、文書の表示が既にそのキーワードの上に来ていて、他にそのキーワードが書かれていないような 

場合にも、検索は失敗します。 

 

 

（Ｑ４）文書の設定を１ページ２２行にしているのに、２１行しか書けないのはなぜですか？ 

 

（Ａ４）その文書の設定が、「ページ行＝あり」になっていないでしょうか？ 

 この場合、印刷する時にページ行を挿入できるよう、本文の行数を設定より１行少なくして編集するように

なっています。 

 これらの設定を確認するには、次のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「１ 文書」→「７ 文書設定の変更」 

 また、ページ行を編集するには、次のコマンドを実行します。 

  メインメニュー →「４ レイアウト」→「４ ページ行の編集」 

 

 

（Ｑ５）文書の設定を１ページ２２行にしているのに、２３行以上入力できるのはなぜでしょうか？ 

 また同様に、１行３２マスに設定しているのに、３３マス以上入力できるのはなぜでしょうか？ 

 

（Ａ５）これには二つのことが考えられます。 

 （１）まず、その文書設定で、「書式＝無効」になっていないでしょうか？ 

この場合、行数やマス数の設定は無視され、次の改行までを１行、次の改ページまでを１ページとして  

扱います。 

 （２）ページの末尾に空の行がないでしょうか？ 

書式が「有効」の場合、行が空だと、その行で書式設定の行数を越えてもページが変わりません。 

これは、その行は印刷時に無視することができるからです。 

同様に、行末のスペースが書式設定のマス数を越えても行は変わりません。 

 

 

（Ｑ６）検索機能を使ってキーワードを探しながら、文書内の広い範囲を選択するにはどのようにすればよ

いでしょうか？ 

 

（Ａ６）文書内の広い範囲を選択する場合、Sel（選択）キーを押しながら操作を続けるのは大変です。 

 そこで、次の手順で操作します。 

 （１）まず、選択する範囲の先頭に移動し、そこでカーソルをオンにします。 

 （２）次のコマンドで、この位置をマークします。 

   メインメニュー →「２ 検索・移動・読み上げ」→「２ 移動」→「１３ ここをマーク」 

 （３）次に、選択したい範囲の末尾を探します。この際、キーワード検索機能を使うこともできます。 

 （４）選択したい範囲の末尾が見つかったら、そこで再度カーソルをオンにします。 

 （５）選択キーを押しながら、矢印キー４個（上下左右）を押します。 

 矢印キー４個は、「マーク位置へ戻る」コマンドへのショートカットですので、この操作で目的の範囲が選択

できます。 
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（Ｑ７）一度削除してしまったデータを元に戻すことはできますか？ 

 

（Ａ７）文書の一部分を削除してしまった時は、次のコマンドで元に戻すことができます。 

  メインメニュー →「３ 編集操作」→「７ 元に戻す」 

 また、文書そのものを削除してしまった時は、次のコマンドで元に戻すことができます。 

  メインメニュー →「１ 文書」→「９ ゴミ箱」 

 

 

（Ｑ８）文書に目次やページ行を付けて印刷するまでの操作の流れはどのようになるでしょうか？ 

 

（Ａ８）次の手順で操作してください。 

 （１）まず本文の編集作業を済ませます。 

 （２）本文中の各章や節のタイトルが書かれている行に「見出し行」のマークを付けます。 

…メインメニュー →「４ レイアウト」→「２ 見出し行のオン／オフ」コマンド 

 （３）その文書の書式を、実際に印刷する時の行数／マス数に合わせ、「ページ行」を「あり」に設定します 

…メインメニュー →「１ 文書」→「７ 文書設定の変更」コマンド 

 （４）目次を作成します。目次データは別文書に作られます。 

…メインメニュー →「４ レイアウト」→「５ 目次の作成」コマンド 

 （５）目次の後ろに本文の内容を連結します。 

…メインメニュー →「３ 編集操作」→「１１ 文書の結合」コマンド 

 

 両面印刷する場合で、目次が奇数ページになる場合、改ページを挿入して本文が表ページから始まるよ

うにします。 

 この場合、新しく挿入したページに空（マス空けのみ）のページ行を挿入して、ページ数がずれないように

してください。…メインメニュー →「４ レイアウト」→「４ ページ行の編集」コマンド 

 

 （６）印刷コマンドを実行し、「範囲選択」設定シートの中で、「ページ行＝付ける」を選択して印刷します。 

 

 

（Ｑ９）漢点字を編集するには、どのようにすればよいでしょうか？ 

 

（Ａ９）メインメニュー →「７ 各種設定」→「１ 編集環境の設定」コマンドの中で、「点字」に「上付き８点」を

選択します。 

 なお、漢点字の文章では通常「分かち書き」をしないので、本機のワードラップ機能は使用できません。 

 印刷時に文字の中で改行してしまわないよう、適切な改行位置に手作業でスペースを挿入してください。 

 

 

（Ｑ10）ＲＳポートからパソコンに繋いで通信しようとしているのですがうまく行きません。どのような点を  

チェックすればよいでしょうか？ 

 

（Ａ10）次の点をチェックしてみてください。 

 （１）通信ケーブルは、本機付属のケーブル、またはRS-232Cのクロス・ケーブルに間違いないでしょう

か？ 

 （２）パソコン側のソフトで、通信ポートや接続している機器の選択を正しく行なっているでしょうか？ 

 （３）別のソフトで、その通信ポートを使用していないでしょうか？ 

 （４）双方の通信条件が同じに設定されているでしょうか？ 
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（Ｑ11）ＢＴポートからパソコンに繋いで通信しようとしているのですがうまく行きません。どのような点を   

チェックすればよいでしょうか？ 

 

（Ａ11）次の点をチェックしてみてください。 

 （１）デバイス探索コマンドを実行すると、相手機器が表示されますか？ 

もし表示されない場合は、相手側のブルートゥースアダプタのセキュリティ設定やドライバの動作状態を 

確認してください。 

 （２）相手機器との接続は確立できますか？ 

接続が確立できない場合は、相手側のブルートゥースアダプタのセキュリティ設定を確認してください。 

また、なるべく相手機器に近づいてテストしてみてください。 

 （３）相手側と接続できるのに、各通信コマンドが正常に働かない場合は、本機の該当機能のアクセス権

設定を確認してください。 

また、パソコン側のソフトで、通信ポート（ブルートゥースアダプタに割り当てられた仮想シリアルポート）や

接続している機器の選択を正しく行なっているでしょうか？ 

これらについて、詳しくは「８－２－３．ブルートゥース接続」を参照してください。 

 

 

（Ｑ12）ＵＳＢポートからパソコンに繋いで通信しようとしているのですがうまく行きません。どのような点を 

チェックすればよいでしょうか？ 

 

（Ａ12）次の点をチェックしてみてください。 

 （１）パソコン側に本機専用のＵＳＢドライバをインストールして頂いたでしょうか？ 

また、ドライバは正しく動作しているでしょうか？ 

   本機をＵＳＢポートからパソコンに接続し、電源をオンにしてください。 

   この状態でパソコン側のコントロールパネルからデバイスマネージャを開き、インストールして頂いた 

  BM３２用のＵＳＢドライバが正常に動作していることを確認してください。 

 

 （２）パソコン側のソフトで、通信ポート（ＵＳＢポートに割り当てられた仮想シリアルポート）や接続している

機器の選択を正しく行なっているでしょうか？ 

 これらについて、詳しくは「８－２－４．ＵＳＢポートで接続する場合」を参照してください。 

 

 

（Ｑ13）キーの配置など設定シートの中で変更する内容をワンタッチで切り替えることはできますか？ 

 

（Ａ13）はい。そのような場合、バンクの切り替え機能を利用します。 

  例えば、パーキンス式入力とカニタイプ式入力を切り替えるには、次のようにします。 

 （１）バンク１を選びます。 

…メインメニュー →「７ 各種設定」→「１２ バンクの切り替え」→「２ バンク１」コマンド 

 （２）両手入力のキーレイアウトに、パーキンス式入力「配置＝321456」を選択します。 

…メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「２ 両手入力のキーレイアウト」コマンド 

 （３）バンク２を選択するコマンドに、お好みのショートカットキーを設定します。 

 （４）バンク２を選びます。 

…メインメニュー →「７ 各種設定」→「１２ バンクの切り替え」→「３ バンク２」コマンド 

 （５）両手入力のキーレイアウトに、カニタイプ式入力「配置＝456321」を選択します。 

…メインメニュー →「７ 各種設定」→「５ キーのレイアウトとコマンドの割り当て」 

→「２ 両手入力のキーレイアウト」コマンド 
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 （６）バンク１を選択するコマンドに、お好みのショートカットキーを設定します。ここでは、（３）と同じ    

ショートカットキーを使用することもできます。 

 

 

（Ｑ14）設定を誤って、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーが押せなくなってしまいました。どうしたらよいでしょうか？ 

 

（Ａ14）両手入力や片手入力の選択、それぞれのキーレイアウト設定に関わらず、Ｆ３キーと点字キーの  

組み合わせ操作で全ての編集キー操作ができるようになっています。 

 

（Ｆ３キーと点字キーの組み合わせ操作） 

操 作 キー 編 集 キー 

＋１の点キー BS(ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ)キー 

＋２の点キー Ins(ｲﾝｻｰﾄ)キー 

＋３の点キー Chng(ﾁｪﾝｼﾞ)キー 

＋４の点キー Del(ﾃﾞﾘｰﾄ)キー 

＋５の点キー Inf（情報）キー 

＋６の点キー Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キー 

＋左親指ボタン ＯＫキー 

 

 

 

F3キー 

  

  

＋右親指ボタン Set(ｾｯﾄ)キー 
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第１３章 ＢＩＯＳ（バイオス） 

 

 本機のプログラムは、ＢＩＯＳ（バイオス）プログラムとアプリケーション・プログラムの２つの階層で構成され

ています。 

 これまで見てきた本機の各機能は、アプリケーション・プログラム・レベルで実装されています。 

 ＢＩＯＳプログラムは、アプリケーション・プログラムが働くための基本的な環境を提供するもので、通常は

あまり意識する必要はありません。 

 しかし、次のような時には、このＢＩＯＳプログラムを使用します。 

 

 （１）ハードウェアに異常がないかチェックする。（＊） 

 （２）キーの感度や電源管理の設定を調節する。 

 （３）実行するプログラムや起動モードを選択する。 

 （４）アプリケーション・プログラムをバージョンアップする。 

 （５）ＲＯＭディスプレイ機能を利用する。 

 

（＊）ハードウェアのチェック機能は第１１章でご紹介した「セルフ・テスト」機能と重複しますが、 

アプリケーション・プログラムが読み込まれていない時でも実行できるよう、ＢＩＯＳレベルでも用意してい

ます。 

 

１３－１． ＢＩＯＳ（バイオス）メニュー 

 

 ＢＩＯＳプログラムの機能は、ＢＩＯＳメニューから呼び出すことができます。 

 ＢＩＯＳメニューを開くには、前面ボタン１～４を押しながら電源スイッチをオンにします。 

 すると、次のように表示されます。 

 

  「メニュー：ＢＭ３２ ＢＩＯＳメニュー」 

   １ バージョン情報 

   ２ 標準起動プログラムの選択 

   ３ ＢＩＯＳテスト － 

   ４ ＢＩＯＳ設定 － 

   ５ プログラム － 

   ６ 終了 

 

 ＢＩＯＳメニューの中では、次のような操作が可能です。 

操 作 キー 主 な 働 き 

上／下矢印キー 前後の項目に移動します。 

右矢印キー サブメニューに入ります。 

左矢印キー 親メニューに戻ります。 

タッチカーソルキーまたはＥｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー その項目を選択します。 

エスケープキー ＢＩＯＳメニューを終了します。 
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１３－２． キーの感度や電源管理の設定を調節する 

 

 キー感度の設定は、本機の各キーが押された、または離されたと判断するタイミングを調節する機能です。 

 キー感度の設定シートを開くには、ＢＩＯＳメニューから次のコマンドを実行します。 

   ＢＩＯＳメニュー →「４ ＢＩＯＳ設定」→「１ キー感度の設定」 

 

 この設定では、シフトキー，矢印キーと編集キー，点字キー，タッチカーソルキーの４つのグループごとに、

キー感度を「高速」，「普通」，「確実」の３段階から選択することができます。 

 いずれのグループも、初期設定では「普通」になっています。 

 「１度のキー入力で２回入力されたように反応してしまう」といった現象がでる場合は、そのグループの  

設定を「確実」に変更してください。 

 また、「キーを２回押したのに１度しか反応しない」といった現象がでる場合は、「高速」を選択してください。 

 変更できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キー押して設定を有効にします。 

 設定を中止するには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押します。 

 

 また、電源管理の設定は、ＢＩＯＳレベルで行なっている電源管理機能の設定を確認／変更する時に使用

します。 

 電源管理の設定シートを開くには、ＢＩＯＳメニューから次のコマンドを実行します。 

   ＢＩＯＳメニュー →「４ ＢＩＯＳ設定」→「４ 電源管理の設定」 

  

（設定シート） 

  「設定：電源管理」 

  「充電モード（あり，なし）」 

  「低バッテリーアラーム（普通，早め）」 

  「放電時間表示（実時間，セルセーブ換算値）」 

 

「充電モード」は、電源スイッチがオフの状態でＡＣアダプタを挿入した時、充電状態を表示する機能の  

有無を選択します。 

また、「低バッテリーアラーム」は、バッテリーの残量が少なくなった時の「すぐに充電してください。」という 

警告を表示するタイミングを調節します。 

このメッセージを早めに表示させたい時は、「早め」を選択してください。 

「放電時間表示」は、セルセーブ状態での放電カウンタの加算方法を選択します。 

「実時間」を選択すると、セルセーブ状態でも、経過時間をそのまま加算します。 

「セルセーブ換算値」が選択されている場合は、セルセーブ状態でのカウンタの動きを、電力の節約分  

遅くします。これにより、バッテリーの残量をより正確に管理できます。 

変更できたら、Ｅｎｔ(ｴﾝﾀｰ)キーを押して設定を有効にします。 

設定を中止するには、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押します。 

 

 

１３－３． 実行するプログラムや実行モードを選択する 

 

 本機には、複数のプログラムを読み込んでおき、起動時に実行するプログラムを選択できる機能が用意さ

れています。 

 また、プログラムの実行モードにも「通常モード」，「初期設定モード」，「初期設定メニューを開く」の３種類

があります。 

 何もキーを押さないで電源スイッチをオンにする起動方法を「標準起動」と呼んでいます。 

 標準起動した時に実行されるプログラムは、次のコマンドで選択することができます。 
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   ＢＩＯＳメニュー →「２ 標準起動プログラムの選択」 

 標準起動では、ここで選択されたプログラムが通常モードで実行されます。 

 

 それ以外のプログラムを実行するには、ＢＩＯＳメニューの項目「５ プログラム」のサブメニューから目的の

プログラムと実行モードを選択します。 

 このサブメニューの中には、プログラムのチェックや、そのプログラムが使用しているデータ領域の初期化

などの機能もあります。 

 

 ただし、メインプログラムやサブプログラムを実行したい場合は、以下のようなショートカット起動の操作で、

直接実行モードを指定することもできます。 

 

ショートカット起動では、以下のボタンを押しながら、電源スイッチをオンにします。 

操 作 キー 実 行 内 容 

前面ボタン１ メインプログラムを通常起動。 

前面ボタン２ サブプログラムを通常起動。 

前面ボタン３ メインプログラムの初期設定メニューを開く。 

前面ボタン４ サブプログラムの初期設定メニューを開く。 

前面ボタン１・３ メインプログラムを標準設定で起動。 

前面ボタン２・４ サブプログラムを標準設定で起動。 

 

 

１３－４． プログラムのダウンロード 

 

本機のアプリケーション・プログラムは、パソコンやUSBドライブから読み込むことができます。 

パソコンからプログラムを送信する場合は、当社のホームページでご提供している 

ファームウェア・バージョンアップ用データの中のソフトウェアLOADERをご使用ください。 

 

１） パソコンからダウンロードする場合 

 パソコンから本機のアプリケーション・プログラムをダウンロードするには、次の手順で操作します。 

 

 （１）本機とパソコンをUSBポートまたはRS-232Cポートで接続します。 

 （２）本機の前面ボタン２・３・４を押しながら、電源スイッチをオンにします。 

すると、次のように表示されます。 

   「プログラムを送信してください。」 

 

 （３）パソコン側で、LOADERプログラムを実行し、プログラム情報を本機に送信します。 

プログラムの送信中は、次のように表示されています。 

   「受信中 ○○ＫＢ 〈受信しているプログラム名〉」 

 （４）送信が終わると、次のような表示に戻ります。 

   「プログラムを送信してください。」 

このように表示されたら、パソコン側で「バックアップして終了」ボタンを押します。 

すると、プログラムの受信モードが終了し、新しいプログラムを内部ドライブにバックアップした後、新しい 

プログラムが実行されます。 
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２） USBドライブから読み込む場合 

 USBドライブから本機のアプリケーション・プログラムを読み込むには、次の手順で操作します。 

 

 （１）プログラムは、どちらのドライブからも読み込むことができますが、両方にメモリーが挿入されている 

場合は外部ドライブの方が優先されます。 

内部ドライブにバックアップされているプログラムを読み込みたい場合は、外部ドライブにはUSBメモリー

を挿さないでください。 

逆に、別のUSBメモリーからプログラムを読み込みたいときは、そのメモリーを外部ドライブに挿入してく

ださい。 

どちらの場合も、各ドライブのBM32FirmBackupというフォルダの中にあるプログラムが読み込まれます。 

 

 （２）本機の前面ボタン１・３・４を押しながら、電源スイッチをオンにします。 

すると、「外部ドライブの接続を確認しています。」と表示され、続けて15秒以内に次のいずれかの 

メッセージが表示されます。 

 

 正常な場合： 

  （Ａ）「警告： 内部ドライブからプログラムを読み込みますか(Yes/No)？」 

     「警告： 外部ドライブから新しいプログラムを読み込みますか(Yes/No)？」 

 異常な場合： 

  （Ｂ）「USBドライブが正しく接続されていません。」 

  （Ｃ）「プログラム情報が見つかりませんでした。」 

  （Ｄ）「プログラム情報に異常があります。」 

 

 （Ｂ）または（Ｃ）の時は、ドライブに挿入しているメモリーをもう一度確認してください。 

 （Ｄ）の場合は、新しいプログラム・データをご用意ください。 

 

 （３）（Ａ）のメッセージが表示された場合、点字入力キーから「Ｙ」（1・3・4・5・6の点）を入力すると、 

プログラム情報の読み込みが始まります。 

  プログラムを読み込みたくない場合は、Esc(ｴｽｹｰﾌﾟ)キーを押して、プログラムの読み込みをキャンセル 

してください。 

 

 （４）プログラムの読み込みが始まると、次のような表示になります。 

   「読み込み中 ○○ＫＢ 〈読み込んでいるプログラム名〉」 

 読み込み作業が終了すると、次のような表示になります。 

   「プログラムの読み込みが終了しました。」 

 このように表示されたら、本機の電源を入れ直して、新しいプログラムを実行してください。 

 

１３－５． ＲＯＭディスプレイ・モード 

 

 ＲＯＭディスプレイ・モードは、アプリケーション・プログラムが読み込まれていない状態でも本機を点字 

ディスプレイとして使用できるようにするための機能です。 

 ＲＯＭディスプレイ・モードに入るには、前面ボタン３・４を押しながら電源スイッチをオンにします。 

 

 ＲＯＭディスプレイに関する設定は、次のコマンドで行ないます。 

   ＢＩＯＳメニュー →「４ ＢＩＯＳ設定」→「２ ＲＯＭディスプレイの設定」 

 このコマンドでは、次の項目を設定することができます。 
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   プロトコル （ブレイル・ファミリー・モード，ＢＮ４６Ｄ互換モード，ＰＢ４０互換モード） 

   通信速度 （1200bps～230400bps） 

   ハンドシェイク （なし，ＲＴＳ／ＣＴＳ，ＸＯＮ／ＸＯＦＦ） 

   ＢＮ４６Ｄカーソルの形 （７・８の点，７の点，８の点，１～８の点） 

   ＢＮ４６Ｄキー・ブザー （オン，オフ） 

   カーソル表示 （静止，遅い点滅，速い点滅） 

   セルセーブ （なし、１分～１時間） 

   キー・リピート （なし、０．５秒～２秒） 

   Ｂ１～Ｂ４ （<シフトキーの種類>） 

   

 〈シフトキーの種類〉には、次の６種類が順番に表示されます。 

   「Ｌシフト」，「Ｒシフト」，「Ｃｔｒｌ」，「Ａｌｔ」，「Ｓｅｌ」，「Win」 

 

１３－６． その他のＲＯＭ機能 

 

 その他のＲＯＭ機能には、次のものがあります。 

  前面ボタン１・２を押しながら電源スイッチをオン…時計表示。 

  前面ボタン２・３を押しながら電源スイッチをオン…バッテリー状態表示。 

 



171 

 

ご使用前に必ずお読みください 
安全上のご注意 

ご使用の前に「安全上のご注意」をお読みの上、正しくご使用ください。 

 

表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や障害の程度を、次の表示

で説明します。 

この表示がある欄は、「死亡または重症などを負う可能性

が大きいと想定される」内容です。 

この表示がある欄は、「死亡または重症などを負う可能性

が想定される」内容です。 

この表示がある欄は、「障害を負う可能性または物的損害 

のみが発生する可能性が想定される」内容です。 

 

お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

  

  

 

 

 

 

 

 
 

・ 本機と AC アダプタは使用条件によっては高温になる場合

があります。 

ひざの上など皮膚に直接触れた状態では長時間使用 

しないでください。 

 

本機と AC アダプタは充電中に高温になります。 

長時間、直接触れていると低温やけどの原因になります。 

充電中は、本機を卓上に置き、本機底面と AC アダプタには 

触らないでください。 

 

・ 本機やバッテリー、AC アダプタを異常に高温になるところに

放置しない。  

日中の車内や直射日光の当たる場所は避けてください。 

火災の原因になります。 

 

このような図記号は、気をつけていただきたい内容です。

このような図記号は、してはいけない内容です。 

危険

警告 

注意 

このような図記号は、必ず実行していただく内容です。 

危険 
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・ バッテリーの端子部に金属などを接触させない。 

 バッテリーが液漏れ、発熱、発火、破裂する原因になります。 

 

・ 本機やバッテリー、AC アダプタを分解・改造したり、端子部

にハンダ付けをしない。 

・ 電子レンジやオーブンなどで加熱しない。 

・ 風呂、シャワー室では使用しない。 

 

感電、故障の原因になります。 

 

・ 本機に指定以外のバッテリーを使用しない。 

・ AC アダプタは、本機専用のバッテリー以外の充電に使用し

ない。 

・ バッテリーは、本機専用の AC アダプタで充電する。 

・ バッテリーを保存・運搬・廃棄する場合には、端子部に 

テープなどをはり絶縁してください。 

 

バッテリーの液漏れや発火、感電の原因になります。 

 

 

・ バッテリーの液が漏れて、目に入ったり、皮膚や衣服に付着 

したときは、傷害の恐れがあるのでこすらず、直ちにきれい

な水で洗い流し、医師にご相談ください。 

 

 

 
 

・ 内部に水や異物が入った場合、使用しない。 

・ 本体や AC アダプタが破損した場合、使用しない。 

・ 本体内部に金属物を入れたり、水などの液体をかけたり 

ぬらしたりしない。 

・ 指定外の方法で AC アダプタ・バッテリーを使用しない。 

 

火災、感電の原因になります。ご使用中の場合、電源プラグを

抜き、電源を切ってください。 

 

・ 可燃性・爆発性・引火性のガスなどのある場所で使わない。 

・ 雷が鳴り出したら、本機の金属部や AC アダプタなどの 

電源プラグに触れない。 

・ AC アダプタのコード・プラグが破損するようなことはしない。 

・ ぬれた手で電源プラグを抜き差しはしない。 

・ 電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

・ 不安定な場所に置かない。 

 

故障、火災、感電などの原因になります。 

警告 

危険 
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・ 異常が起きたら電源を切り、AC アダプタを外す。 

・ 電源プラグのほこりなどは定期的にとる。  
火災、感電の原因になります。ご使用中の場合、電源プラグを

抜き、電源を切ってください。 

 

・ USB メモリーは、乳幼児の手の届くところに置かない。 

 誤って飲み込む恐れがあります。乳幼児が飲み込んだ場合、

直ちに医師に相談してください。 

 

・ 歩行中に使用しない。 

 交通事故の原因になります。 

 

 

 
 

・ 本機の上に重いものを乗せたり乗ったりしないでください 

 ・ 長期間使わないときやお手入れのときは、電源プラグを抜い

てください。 

・ AC アダプタを接続したまま移動しないでください。 

・ AC アダプタを抜くときは、接続コードを引っ張らないでくださ

い。 

・ 本機やバッテリー、AC アダプタの端子にサビがある場合、 

使用しないでください。 

・ 電源プラグが痛んだりコンセントの差し込みがゆるいときは 

使用しないでください。 

 故障の原因になります。 

 

・ 本機や AC アダプタを布や布団でおおったりしないでください。

 ・ 油煙や湯気の当たるところ、湿気やほこりの多いところに置か

ないでください。 

  故障や火災の原因になります。 

 

 

・ 本機を小児がご使用になる場合は、必ず保護者と一緒に 

ご使用ください。 

 

 

 
 
 
 

注意 

警告 
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使用上のお願い 

本機について 

・ 本機を安全にご使用できる温度範囲は 5℃～35℃です。 

 

・ 砂やほこりの多いところで使用するときは、内部や端子に砂や 

ほこりが入らないようにしてください。 

・ 本機を持ち運びするときは落としたり、ぶつけたりしないでくださ

い。 

 

故障の原因になります。 

 

・ お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜いて、 

バッテリーを外しておき、乾いたやわらかい布で拭いてください。  

ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの用材は、外装 

ケースが変質したり、塗装がはげる恐れがありますので使用しな

いで下さい。 

 

・ 防虫剤などの薬品やゴム、ビニール製品に長時間接触する。 

ところは避けてください。  
ケースが変質する原因になります。 

 

 

AC アダプタについて 

・ 落としたり強い衝撃を与えないでください。 

・ 高温多湿のところで使用しないでください。  
故障の原因になります。 

 

 

バッテリーについて 

・ バッテリーを誤って落下させてしまった場合、変形・破損してい

ないか確認する。 

・ 寿命などで不要になったバッテリーは火中などに投入しない。 

・ バッテリーの端子部に金属が触れないようにする。 

 

破裂、感電などの原因になります。 

 

・ バッテリーは、毎回使い切った後に充電することを推奨します。 

・ バッテリーの寿命は使用状態にもよりますが、およそ 1 年です。 

1 年以上ご使用になった場合、バッテリーの交換を推奨します。 

詳しくは、当社営業部までお問い合わせください。 

ケージーエス株式会社 TEL：049-72-7311
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バッテリーリサイクルについて 

・ 本機付属のバッテリーはニッケル･水素蓄電池です。 

・ 使用済み充電地は、端子部にテープなどをはり絶縁して最寄のリサイクル協力店へ

ご持参ください。 

 

USB メモリーについて 

・ USB メモリーに強い衝撃を与えたり、曲げたり、落としたりしない

でください。 

・ 高温になる場所、湿気やほこりの多い場所、静電気や電磁波が

発生する場所は避けてください。 

・ USB メモリーを本体に入れるときはまっすぐに挿入してください。

・ 強い静電気、電気的ノイズの発生しやすい環境でのご使用、保

管は避けてください。 

 

USB メモリーのデータが破損、消失する原因になります。 

 

 

・ 乳幼児が誤って飲み込む可能性があります。 

乳幼児の手の届かない場所に保管してください。 

乳幼児が飲み込んだ場合、直ちに医師と相談してください。 

 

 

・ ウイルス感染した USB メモリーを本機で使用しないでください。 

  ウイルスの感染を広げる原因になります。 
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■ 仕様 

 

 １．名称： ブレイルメモ（ＢＭ３２） 

 ２．型式： ＢＭ３２ 

 ３．点字表示マス数： ３２マス 

 ４．操作キー： シフトキー，点字入力キー，矢印キー，編集キーなど３０個 ＋ タッチカーソルキー３２個 

 ５．通信ポート： ＲＳ－２３２Ｃ・９ピン（ＤＴＥ） 

         ＵＳＢコネクタ（Ｂタイプ）Ver2.0準拠 

          内蔵ブルートゥース通信モジュール Ver2.0準拠 

 ６．電源： 専用ＡＣアダプタ（入力ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ ５０／６０Ｈｚ，出力ＤＣ７Ｖ） 

        本体内蔵専用バッテリー（ニッケル水素２次電池） 

フル充電 約４時間  

連続使用時間 約１６時間 

 ７．消費電力： 使用時 約２Ｗ 

            充電時 最大１２．６Ｗ 

 ８．使用温度範囲： ５℃～３５℃ 

 ９．使用湿度範囲： ２０％～８０％ＲＨ（ただし、結露しないこと。） 

 １０．大きさ： 幅２６９ｍｍ×奥行き１２９ｍｍ×高さ３９．８ｍｍ 

 １１．重さ： 約１ｋｇ 

 １２．付属品： 専用ＡＣアダプタ，内蔵ＵＳＢメモリー， 

シリアル・ケーブル（９ピン～９ピン，インターリンク接続用）， 

ＵＳＢケーブル，添付ソフトウェアＣＤ １枚，墨字版取扱説明書， 

点字版取扱説明書（入門編のみ） 
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付録．１  メニュー構造 
 

１．文書 

２．検索・移動・読み上げ

３．編集操作 

４．レイアウト 

５．アクセサリ 

６．外部機器との接続 

７．各種設定 

８．セルフテスト 

メインメニュー 

９．ヘルプ 

 

 

１．文書一覧 

２．新規文書の作成 

３．名前で開く 

４．文書のコピー 

５．文書の削除 

６．文書名の変更 

７．文書設定の変更 

１．書庫から開く 

２．書庫にしまう 

３．ファイルから読み込み 

４．ファイルに保存 

５．ファイルに保存（文書選択）

６．メディア情報 

８．USB ドライブ 

７．メディアのフォーマット 

９．ゴミ箱 

１０．ゴミ箱を空にする 

１１．文書一覧の設定 

１２．文書ショートカットの設定 

１３．保護形式の文書の設定 

１４．読者認証 

１．文書 

１５．一つ前の文書 
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１．新規検索 

２．前を検索 

３．後ろを検索 

４．始めから検索 

５．全文書検索 

６．書庫から検索 

１．検索 

７．書庫から検索家結果 

１．文書の先頭へ 

２．前のページへ 

３．次のページへ 

４．文書の終わりへ 

５．場所を指定して移動 

６．脚注（＊）と≪キーワード≫センテンスの参照 

７．≪参照≫先へジャンプ 

８．ブックマークのオンやオフ 

９．ブックマーク一覧 

１０．見出し行一覧 

１１．ナンバリング行一覧 

１２．移動コマンド一覧 ※１ 

１３．ここをマーク 

１４．移動の取り消し 

１５．読書モード 

２．移動 

１６．字下げ行一覧 

１．音声の読み上げのオンやオフ 

２．文書名の読み上げ 

３．表示位置の読み上げ 

４．見出し名の読み上げ 

５．左のマスを読み上げ 

６．このマスを読み上げ 

７．行の左側を読み上げ 

８．行の右側を読み上げ 

９．文書の読み上げ 

１０．データ行の読み上げ 

１１．行の読み上げ 

１２．選択範囲の読み上げ 

１３．より早く読み上げ 

１４．より遅く読み上げ 

２．検索・移動・読み上げ 

３．読み上げ 

１５．表示内容の読み上げ 
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※１ 移動コマンド一覧 

１．文書の先頭へ 

２．文書の終わりへ 

３．前のデータページへ 

４．次のデータページへ 

５．前のページへ 

６．次のページへ 

７．データ行の先頭へ 

８．データ行の終わりへ 

９．前のデータ行へ 

１０．次のデータ行へ 

１１．前の行へ 

１２．行の先頭へ 

１３．次の行へ 

１４．上のマスへ 

１５．下のマスへ 

１６．一マス左へ 

１７．一マス右へ 

１８．カーソルのオンやオフ 

１９．カーソル位置へ戻る 

２０．前の見出し行へ 

２１．次の見出し行へ 

２２．前の行区切りへ 

２３．次の行区切りへ 

２４．前の段落へ 

２５．次の段落へ 

２６．前のブックマークへ 

２７．次のブックマークへ 

２．検索・移動・読み上げ ２．移動 １２．移動コマンド一覧

２８．マーク位置へ戻る 

 

 

１．日時スタンプの挿入

２．コピー 

３．切り取り 

４．貼り付け 

５．削除 

６．置き換え 

７．元に戻す 

８．次に進む 

９．ブロックの登録 

１０．ブロックの挿入 

１１．文書の結合 

１２．２級点字に変換 

３．編集操作 

１３．１級点字に戻す 
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１．ステータス表示のオンやオフ

２．見出し行のオンやオフ 

３．行の設定 

４．ページ行の編集 

５．目次の作成 

６．文字列の比較 

４．レイアウト 

７．行の結合 

 

１．時計 

２．アラーム 

３．カウントダウンタイマー 

４．ストップウォッチ 

５．カレンダー 

６．今日のスケジュール 

７．電卓 

８．ツリー型集計 

９．データの並べ替え 

１０．組み合わせ抽出 

１１．バッテリーチェック 

１２．パスワードの設定 

１３．操作ロック 

１４．メモリーの管理 

５．アクセサリ 

１５．バックアップ情報の管理

 



181 

 

１．文書の送信 

２．文書の受信 

３．標準点字ファイルの送信 

４．標準点字ファイルの受信 

５．接続先へコピー 

１．文書の送受信 

６．接続先から貼り付け 

１．使用しない 

２．標準点字プリンタ 

３．コメット 

４．エベレスト・ベーシック D

５．ET・ジュリエット 

６．ロメオ・トーマス 

７．TP32 

８．ESA721 

１．点字プリンタの選択

９．TEN10／TEN100 

２．印刷時の通信条件の設定 

３．６点印刷（文書選択） 

２．点字印刷 

４．８点印刷（文書選択） 

１．使用しない 

２．ファミリーディスプレイ 

３．ブレイルノート ４０A 

３．外部ディスプレイ

の接続 

４．ブレイルノート ４６C／４６D 

４．チャット 

１．１６進ダンプ 

２．ターミナルモード 

５．通信ツール 

３．ターミナルモードの設定 

６．BM ユーティリティの呼び出し 

１．ブルートゥースデバイス探索 

２．ブルートゥース接続 

３．ブルートゥース切断 

４．ブルートゥース認証受付 

７．ブルートゥース 

５．ブルートゥース通信の設定 

６．外部機器との接続

８．PC ドライブモード 
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１．編集環境の設定 

２．警告音・スポットメッセージとセルセーブモードの設定 

３．ステータス表示の設定 

４．標準文書設定の変更 

１．両手入力 

２．右手入力 

１．入力方法 

３．左手入力 

２．両手入力のキーレイアウト 

３．片手入力のキーレイアウト 

４．前面ボタンの設定 

５．標準のキーレイアウトに戻す 

６．ショートカットキーの設定 

７．矢印キーの設定 

８．ファンクションショートカットと編集キー操作の設定 

９．ツールバーの設定 

５．キーのレイアウトと 

コマンドの割り当て 

１０．標準のコマンド割り当てに戻す 

６．音声読み上げの設定 

７．一般の通信条件の設定 

８．時計・カレンダー・スケジュール帳の設定 

９．電卓の設定 

１０．日時スタンプの設定 

１１．初期設定に戻す 

１．初期設定 

２．バンク１ 

３．バンク２ 

１２．バンクの切り替え 

４．バンク３ 

７． 

各種設定 

１３．時刻の設定 

 

 

１．バージョン情報 

２．メモリーチェック 

３．セル表示テスト 

４．キーテスト 

８．セルフテスト 

５．通信テスト 

 

１．ショートカット一覧 

２．矢印キー一覧 

３．ファンクションショートカット・編集キー操作一覧

４．スタッフコードの発行 

５．読者認証コードの発行 

９．ヘルプ 

６．触読スピードの計測 
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付録．２ 

１．通信ポート（ＲＳポート）のピン配置表 

ＲＳ－２３２Ｃシリアル通信ポート（ＤＢ９／オス） 

端子番号 信号名 

１ ＤＣＤ 

２ ＲＸＤ 

３ ＴＸＤ 

４ ＤＴＲ 

５ ＧＮＤ 

６ ＤＳＲ 

７ ＲＴＳ 

８ ＣＴＳ 

９ ＮＣ 

 

２．ＲＳ２３２Ｃケーブルの結線図 

１．ＤＢ９／メス←→ＤＢ９メス（クロスケーブル） 

端子番号 信号名  端子番号 信号名 

２ ＲＸＤ  ３ ＴＸＤ 

３ ＴＸＤ  ２ ＲＸＤ 

４ ＤＴＲ  ６ ＤＳＲ 

５ ＧＮＤ  ５ ＧＮＤ 

６ ＤＳＲ  ４ ＤＴＲ 

７ ＲＴＳ  ８ ＣＴＳ 

８ ＣＴＳ  ７ ＲＴＳ 

 

２．ＤＢ９／メス←→ＤＢ９メス（クロスケーブル・インターリンク用） 

端子番号 信号名  端子番号 信号名 

２ ＲＸＤ  ３ ＴＸＤ 

３ ＴＸＤ  ２ ＲＸＤ 

４ ＤＴＲ  ６ ＤＳＲ 

５ ＧＮＤ  ５ ＧＮＤ 

６ ＤＳＲ  ４ ＤＴＲ 

７ ＲＴＳ  ８ ＣＴＳ 

８ ＣＴＳ  ７ ＲＴＳ 

 

３．ＤＢ９／メス←→ＤＢ２５／オス（クロスケーブル・インターリンク用） 

端子番号 信号名  端子番号 信号名 

２ ＲＸＤ  ２ ＴＸＤ 

３ ＴＸＤ  ３ ＲＸＤ 

４ ＤＴＲ  ６ ＤＳＲ 

５ ＧＮＤ  ７ ＧＮＤ 

６ ＤＳＲ  ２０ ＤＴＲ 

７ ＲＴＳ  ５ ＣＴＳ 

８ ＣＴＳ  ４ ＲＴＳ 

 





e-Mail : info@kgs-jpn.co.jp 
URL : www.kgs-jpn.co.jp 




